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　　　　　　　　　　　　　　　　利用の手引き

1．『日本語教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」』について

　『日本語教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」』が主に想定する用途は，先に

刊行した関連教材に記したとおり，次の3点である。

　　（1）言語構造に関する知識を実際の言語使用場面の中で確認すること。

　　（2）さまざまな場面状況の中でことばがどんな働きをするかを知ること。

　　（3）ことばの運用を含めた適切な対人行動の例を観察すること。

　『初級編』関連教材シリーズは，『シナリオ集』『語彙表』『解説書』が既刊である。『シ

ナリオ集』には，教材の概要に関する解説と学習者が使用するためのシナリオが掲載され，

ここで一つ一つのせりふに付された文番号が，他の関連教材でも一貫して用いられている。

『語彙表』では，言語形式の出現箇所を文脈とともに示している。『解説書』は，（1）非言

語行動および映像中に見られる事物に関する情報，（2）「単位方略」と談話の構造に関する

情報，これら2種類の情報を検索するための資料である。

　それらに続く本書『語彙・文型表』は，語彙だけでなく，連語・連句などを含む日本語教育

における文型や表現を広く取り上げ，使用場面と文脈での用法を簡便に記述しており，教授者

が授業設計の際に利用することのできる基本的な資料として作成した。

　なお，本書は『日本語教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」』に登場する語彙と文

型のみをとりあげており，それらの機能・用法のすべてを網羅しているものではない。

2．本書の構成と使い方について

（1）構成

　本書は，語彙・文型表，固有名詞表，巻末資料から構成され，それぞれに収めた内容は次の

とおりである。

　語彙・文型表：『日本語教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」』のせりふの中のすべ

　　　　　　　ての語彙を五十音順に配列し，注意すべき文型や文法事項を表した。

　固有名詞表：『日本語教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」』のせりふの中に見られ

　　　　　　　る実在の固有名詞（例：日本）および架空の固有名詞（例：道南情報く架空。

　　　　　　　ストーリーIVに登場する，深沢良昭が就職する会社の名。〉）を収めた。

　巻末資料：授業設計のための資料として以下のリストを収めた。

　　　　　　○あいさつ表現

　　　　　　　（いわゆる一般的なあいさつのことばとして定型化・固定化したものにとどまら

　　　　　　ず，相手とのコミュニケーションを円滑に進めていくために用いられる表現をカ

　　　　　　テゴリー化して示した。）

　　　　　　○動詞に接続する表現一活用形別一覧一

　　　　　　〇可能の動詞

　　　　　　○自動詞

　　　　　　○他動詞

　　　　　　○形容詞

　　　　　　○形容動詞



（2）見出しのたて方と表示形式

①見出しは原則として単純語の単位で載せる。ただし，以下の場合は，合成語（複合語・派生

　語）の単位で見出しとした。

　1）合成語の前要素が単独で使用されにくい場合。（例：「医務室」）

　2）合成語の構成要素が区分しがたい場合。（例：「小学校」「火曜日」）

　3）合成語の各構成要素（例：「固有名詞」の「固有」と「名詞」）を見出しとすると，そこ

　　　に含まれる用例が，全てもとの複合語（例：「固有名詞」）に限られる場合。

　4）「お～さん」の形で，教育現場では一語扱いすることが多い場合。

　　（例：「お医者さん」「お母さん」）

　5）コ・ソ・ア・ドを含む表現のうちで，特定の語との結びつきが強い場合。

　　（例：「この間」）

②見出しとして立てたもので，接尾辞部分（例：「水族館」の「館」）を共有する他の項目（例：

　「図書館」）がある場合には，その共有する部分（例：「館」）の用例の中にも重複して挙げ

　ている。これは，同じ接尾辞部分を用いた語を一覧できることにより，教師の授業設計時の

　便宜を図ったためである。

　例：「すいそくかん」と「としょかん」の用例は「かん」の見出しの用例としても挙がって

　いる。

　　　　すいそくかん水族館→囲かん
　　　　　　　seg．12・001あの三角の屋根が水族館です。

　　　　　（以下用例省略）

　　　　としょかん　図書館　→國かん

　　　　　　　seg．13・023図書館にも無いんですか。

　　　　かん　館
　　　　　　　seg．12・001あの三角の屋根が水族箪です。

　　　　　　　seg．13－023図書館にも無いんですか。

　　　　　（以下用例省略）

③形容動詞（ナ形容詞）は語幹の部分だけを見出しとした。また，巻末資料に形容動詞の一覧

　を付した。

④語形が音変化などで，複数あるものについては，親見出しに「標準形／音変化した形」の形

　式で載せた。

　例：やはり／やっぱり

⑤音変化した形は，見出しも立てているが，用例は標準形の項目で参照されたい。

　例：あんまり　→あまり／あんまり

⑥見出しは，はじめにひらがな表記を示した。ただし，通常カタカナで表記されるものは，カ

　タカナで表示した。一般的に漢字表記も用いられるものは，ひらがな・カタカナ表記に続い

　て表示した。用例の表記は，『解説書』に従っている。なお，用例中にはひらがな表記のも

　のしかない場合でも，見出しには漢字も併記してある。

　例：さま様
　　　　　　　seg．26・001お着物と，帯と，儒衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，

　　　　　　　　　　　　足袋はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　seg．27・019ええと，お客註とお食事にいらっしゃいました。



⑦見出しでは，品詞の種類を以下のように［］で示している。

　　　［補動］：補助動詞　　［助動］：助動詞　　　　［格助］：格助詞　　［副助］：副助詞

　　　［接助］：接続助詞　　［並助］：並列助詞　　　［終助］：終助詞

　　ただし，同形の見出し語で，漢字による区別がない場合は，識別のために上記に加えて次

　　の品詞情報も付した。

　　［動］：動詞　　　　　［名］：名詞　　　　［代名］：代名詞　　［形名］：形式名詞

　　［準体］：準体助詞　　［副］：副詞　　　　［感］：感動詞　　　［連体］：連体詞

　　［接辞］：接辞　　　　［接］：接続詞

　　　例：　あれ　［代名］

　　　　　　あれ　［感］

⑧同形の見出し語で，漢字表記・品詞情報による区別がない場合は，見出しの後ろに数字を付

　した。

　　　例：やる1　　「与える」の意
　　　　　　やる2　　「する」の意

（3）用法の区分

①教授者が授業設計の際に有用と思われる項目については，用法の区分を行った。すべての語

　彙・文型に用法の区分や解説を付したわけではない。

②本書は『日本語教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」』のせりふに登場する用例の

　みを扱ったものである。そのため語彙・文型，用法の区分等は，すべて『日本語教育映像教

　材初級編「日本語でだいじょうぶ」』に現れたものだけであり，すべての用法を網羅するも

　のではない。この点で辞書や文型辞典とは性質を異にしている。

③見出しの項目内で分類が必要な場合は，数字を打って示す。分類は基本的に意味によって行

　った。

　　例：（用例は省略）

　　　　から　［格助］

　　　　　　　　1．移動など動作の起点や基準となる場所を表す。

　　　　　　　　2．物，情報などの出どころを表す。

　　　　　　　　3．原料を表す。

　　　　　　　　4．始まりの時を表す。

④◆◇で示すものは，連語・連句などを含む，いわゆる「文型」とされるものや，その他にあ

　る程度決まった形や，特殊な使い方など，他と区別して取り上げた方が良いと思われるもの

　を，適宜説明を加えて示したものである。

　　◆：生産性が高い定型表現。いわゆる文型。

　　　　例：する

　　　　　　　　◆～たり～たりする

　　　　　　　　◆～にする／～ことにする　→國こと（～ことにする）

　　◇：1）定型表現

　　　　例・お→國ご
　　　　　　　　◇おじゃまします

　　　　　　　　◇おねがいします／おねがいいたします

　　　　　　　◇おまたせしました



　　　　2）定型表現としては取り上げにくいが，授業設計の際に他の用例と区別した方が良

　　　　　　いと考え，解説の形で表したもの。

　　　　例：て　［接助］1

　　　　　　　◇2つの動作・行為が時間の継起にしたがって行われる。

　　　　　　　◇2つの状態を並べる。

　　　　　　　◇状況を示す。

⑤注意すべき活用形，派生形などは〈　〉で区別した。

例　：（用例は省略）

　　　　おおきい大きい
　　　　　　　くおおきさ〉　→國さ

　　　　　　　くおおきな〉

⑥文型の中で当該箇所に出現する語の文法情報を［］で示したものがある。

　例：［動作性名詞］にいく

⑦他の見出し語に，特に関連があり，参照を勧めたい項目には→國のマークをつけて

　ある。

例・ご御→囲お

（4）用例について

①用例には，はじめにシナリオ中の出現位置を示すセグメント番号と文番号を次のように付し

　た。セグメント番号と文番号は『シナリオ集』に一致しているので，より広い文脈を見る必

　要がある場合などは，『シナリオ集』を参照されたい。

　例：seg．06－009主医者さんですか？　　・・・・…　　セグメント6の9番目のせりふ

　　　　　↑　↑

　セグメント　文番号

　『シナリオ集』では，各せりふにセグメントごとの通し番号で文番号が示されている。各ユ

　ニットおよびセグメントのタイトル等は，vページの表のとおりである。

②用例中の表記は，『解説書』に従っている。『シナリオ集』では，使用漢字の制限等を行って

　いるので，本書での表記とは一致しない場合がある。

③下線は以下の部分に付けた。

　1）見出し相当部分

　2）◆◇相当部分

　3）用法説明中「～の形」と挙げたものの相当部分

　　　例：

　　　　いう　言う

　　　2．「という」などの形で，名称・内容などを示す。

　　　　　　　seg．02－004あ，た，よんにいというのが行きます。

　　　　　　　　（以下用例省略）



　　　　　　日本語教育映像教材初級編「日本語でだいじょうぶ」

　　　　　　　　　　　　ユニット・セグメントー覧



　　　　　　　　　　　　　　※「ストーリー」については，『シナリオ集』を参照のこと





　　　　：：1：81：麗圭：；㌘’彰グトラベルの江。と申しますが，　　　　　　　　　あ

　　　　seg．08・001互ユ，ごめんなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　以下謬ハワ〔㌔摯駕嘉蒜ジンと・ええと・9Z・プチトマト・あります？　　　　　あ

　　　　、eg．。、・。27、eg．。2’・。4　seg．・2…6seg．・2－・・7　　　　　　　　　い

　　　　・eg．02・027　seg．02・045　・eg．03・021　seg・03・049　　　　　　　　　　だ
　　　　seg．03・062　　　seg．05・001　　　seg．05・005　　　seg．05・008

　　　　seg．06・002　　　seg．08・014　　　seg．09－003　　　seg．09・009

　　　　seg．09・012　　　seg．09・020　　　seg．09・026　　　seg．10・005

　　　　seg．10・009　　　seg．10・010　　　seg．10－014　　　seg．10・020

　　　　seg．10・023　　　seg．10－036　　　seg．10・037　　　seg．12・014

　　　　seg．12・017　　　seg．12・026　　　seg．13・004　　　seg．13・005

　　　　seg．13－014　　　seg．13・035　　　seg．13・049　　　seg．14・020

　　　　seg．14・029　　　seg．17・002　　　seg．17・028　　　seg．18・004

　　　　seg．19・008　　　seg．21－012　　　seg．21・019　　　seg21・034

　　　　seg．21・043　　　seg．21・048　　　seg．22・002　　　seg．22・005

　　　　seg．22－016　　　seg．22・020　　　seg．22－029　　　seg．23・004

　　　　seg．23・018　　　seg．24・019　　　seg．26・004　　　seg．27・018

　　　　seg27－020　　　seg．28・033　　　seg．31・018　　　seg．32－042

　　　　seg．34・002　　　seg．34・003　　　seg．36・005　　　seg．37・023

　　　　seg．37・031　　　seg．40’010　　　seg．40－015　　　seg．40・016

ああ

　　　　seg．01・009亙あ，それじゃあ，あの角を右に曲がって，

　　　　seg．01・0341勉，そうですか。

　　　　seg．05・035亙あ，あのインド料理？

　　　　seg．20・006ああ，疲れた。

　　　　seg．34－031あ一あ。がっかり。

　以下セグメント番号一文番号のみ
　　　　seg．01・022　　　seg．03・003　　　seg．03・039　　　seg．03－050

　　　　seg．03・061　　　seg．03・064　　　seg．05・024　　　seg．05・052

　　　　seg．06・045　　　seg，08・017　　　seg．08－024　　　seg．09－002

　　　　seg．11・001　　　seg．11・005　　　seg．13・002　　　seg．13－027

　　　　seg．16・035　　　seg．16・038　　　seg．　17・003　　　seg．18・015

　　　　seg20－012　　　seg．24・001　　　seg．27・013　　　seg．28－008

　　　　seg．28・039　　　seg．29・002　　　seg．29・022　　　seg．29－024

　　　　seg．30・025　　　seg．31－013　　　seg．31・016　　　seg．31・028

　　　　seg．32・004　　　seg．32－023　　　seg．33・025　　　seg．33・037

　　　　seg．33・052　　　seg．34・019　　　seg．34・026　　　seg．34－028

　　　　seg。36－023　　　seg．36・029　　　seg．37・003　　　seg．37・019

　　　　seg．37・025　　　seg．38・002

あいさつ
　　　　seg．08・026元旦には，うちへあいさつに来るでしょう？

　　　　seg．08’027ええ，保証人にはこあいさっしなくちゃ。

　　　　seg．10・028純子，ごあいさっは。

アイスクリーム
　　　　seg．12’008アイスクリームに，焼きそばに，ハンバーガー，……。

あいだ　間　→このあいだ／こないだ



　　　　　　　　あう　遭う

　　　　　　　　　　　　seg．37－011ねえ，どうして事故に」あ2たんですか。

あ　　あう会う
　へ　っ　　　　　　　　　　seg．38・02411時に会ユ約束です。

　～　　　　＜あえる＞
　　　　　　　　　　　　seg．30・013じゃ，もう錘ませんね。
あ

　　　　　　　　　　　　seg．34・039じや，会える？
さ　　　　　　　seg．39’020朴さんに会kなくなると，寂しいなあ。

　　　　　　　　あか　赤

　　　　　　　　　　　seg．26・023やはり，あちらの丞の方がおきれいですかしら。

　　　　　　　　あかい　赤い

　　　　　　　　　　　seg．04・037パチャリーさん，顔が赴わね。

　　　　　　　　あき　秋

　　　　　　　　　　　　seg．20・007愁の虫が鳴いていました。

　　　　　　　　あきらめる　諦める

　　　　　　　　　　　seg．18・019じゃあ，歌手はあきらめるんですか？

　　　　　　　　あく　開く

　　　　　　　　　　　seg．07・008この店はいっも囲込ています。

　　　　　　　　あく　空く

　　　　　　　　　　　seg．15－023それで，部屋は空巳てないの？
　　　　　　　　　　　seg．15・025高松ならまだ空込ているそうですが。

　　　　　　　　あけましておめでとう　明けましておめでとう
　　　　　　　　　　　seg．08・029じゃ，芳子さんのかわりに，明けましておめでとうございま一す。

　　　　　　　　あける　開ける

　　　　　　　　　　　seg．14・012』聖±てみてください。

　　　　　　　　　　　seg．26・015こういうふうにちょっと開けるんですね。

　　　　　　　　あげる　上げる／挙げる

　　　　　　　　　　　seg．19－039では，手を坦て決めましょう。
　　　　　　　　　　　seg．19－040まず，日光へ行きたい人は，手を上互てください。…

　　　　　　　　あげる

　　　　　　　　　　　seg．14－001これ，聾ます。

　　　　　　　　あさ　朝

　　　　　　　　　　　seg22・003今日は，遡から出かけてる。

　　　　　　　　　　　seg27－001それで，スキー場に着いたんですけど，次の塑，熱が出てしまって。

　　　　　　　　　　　seg29・030だけど，私もあしたの塑までに出さなければならないんですよ。

　　　　　　　　　　　seg．29・031えっ，あしたの遡・・一
　　　　　　　　◇あさごはん　→匡亘蓮1ごはん

　　　　　　　　　　　seg．20・025お寺の人といっしょに朝ご飯を食べました。

　　　　　　　　◇あさはやく
　　　　　　　　　　　seg．32・003朝早くごめんなさい。



あさつ E。g．、3，。36ええと，あさつて，どうで一e－、、。　　　　　　固

あし足　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　　　seg．37・026星は，骨が折れてて．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
あした 塁；。。6あ。kei．　　　　　　　　　　　　て
　　　seg．24－027あした，学校できいてみましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　霊駕：㌫碧㌔C㍊景㌘鰍までに出さなければならないんですよ・　　　　　あ

　　　、eg．37－・・4深沢さん，旦坦，もう一度検査をしますから，午前中に。　　　　　　つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

あせる焦る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　seg．40・008鎚ないほうがいいよ。

あそこ

　　　seg．03・038はい，あそこです。

　　　　seg．21・016ほらほら，あそこ。

あそぶ　遊ぶ
　　　seg．02－042今度，挺に来てくださいよ。

　　　seg．07－016子供は嫌いではありませんけど，今日は挺ません。

　　　seg．08－011芳子さん，あそびに行きたいでしょう。

　　　seg．19・036近くの海岸で遊こともできます。

　　　seg．30－016……夏休みには，挺にきて。

あたし→わたし／あたし

あたたかい　暖かい
　　　　seg．07－027暖かい！

あたま　頭
　　　　seg．32－027いや，それより，……なんだか，頭の中がからっぽになったみたいで。

　　　　seg．37・030　頭｝ま？

あたらしい新しい
　　　　seg．15・030エレンさんは，新しいスケジュール表の用意を頼む。

　　　　seg．23・012できるだけ新しいのを……。

　　　　seg．38－018新しい教え方を勉強できるようにね。

あちら

　　　　seg26・023やはり，あちらの赤の方がおきれいですかしら。

あつい　暑い
　　　　seg．14・OOI毎日塾ですねえ。

あつい　熱い
　　　　seg。04・039少し体が変です。

あつめる　集める

　　　　seg．19・031たぶん，一人2000円くらい鎚なければなりません。



　　　　　　　　あと　後

　　　　　　　　　　　　seg．05・060ピーという音の後にメッセージをお入れください。

　　　　　　　　　　　　seg．18・026その互と，どこへ行くことになるかわからない。
あ　　　　　　　　　◇あとで
と　　　　　　　　・eg．05－048じゃ，あとでね．

h　　lllll竃灘議三ずるん一・・ts・

の
　　　　　　　　あと

　　　　　　　　　　　　seg．03・027亙と，ここに写真が入ります。

　　　　　　　　　　　　seg．10－009あ，互と，しょうがとにんにくもでしょ？

　　　　　　　　　　　　seg．12・020ペンギン，イルカ，シロクマ，　Ptは魚ですね。

　　　　　　　　　　　　seg。23－024互と，その本の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。
　　　　　　　　　　　　seg．26・001お着物と，帯と，嬬衿と，互とひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg26・034　dizgZ，留め袖とか，訪問着とか，付け下げとか，いろいろございます

　　　　　　　　　　　　　　　　　けど。
　　　　　　　　　◇あと［数量を表す語］

　　　　　　　　　　　　seg．28・0301互と，10秒。

　　　　　　　　　　　　seg．37・008延二，三日は歩いちゃいけないって。

　　　　　　　　　　　　seg．37－010　Pt十日くらいじゃないかなあ。

　　　　　　　　あなた／あんた

　　　　　　　　　　　　seg．35・010あんたが倒したの？

　　　　　　　　あの　［連体］

　　　　　　　　　　　　seg．01－009ああ，それじゃあ，坦角を右に曲がって，

　　　　　　　　　　　　seg．01－010あ旦ごみのところですか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・035ああ，坐インド料理？
　　　　　　　　　　　　seg．12・001あ旦三角の屋根が水族館です。

　　　　　　　　　　　　seg．18・007今日もあ旦広告会社ですか。

　　　　　　　　　　　　seg。18－025」1＞Q会社に就職したら，たぶん，研修は札幌だろうけど。

　　　　　　　　　　　　seg24・032そうだ，麺ビルの中においしいロシア料理の店があるんです。

　　　　　　　　あの／あのう　［感］

　　　　　　　　　1．相手との接触のきっかけをつくる。

　　　　　　　　　　　　seg．01・019あのう……，

　　　　　　　　　　　　seg．02－001あのう，……。

　　　　　　　　　　　　seg．02・009あのう，すいません，おつり，ありますか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・014あのう，これ，よかったらどうぞ。

　　　　　　　　　　　　seg．04・012あのう。

　　　　　　　　　　　　seg．13・003山田さん，あのう，……

　　　　　　　　　　　　seg．31・036あのう……これ，なんて書いてあるんですか。

　　　　　　　　　2．質問・提案など相手への働きかけの前置きとして用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．02－025あのう，いつもこのバスですか。

　　　　　　　　　　　　seg．02－032あのう，南海大学の方ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・051あのう，　ATAのキムさんとの打ち合せですが。

　　　　　　　　　　　　seg．09－001麺，このくらいの小さいトマト，なんと言いますか。

　　　　　　　　　　　　seg．09・034あのう，つまらないものですが。



　　　羅§議璽鷲麦三』，お＿　　　　固
　　　、eg．15…2課長，あのう，・・月の四国ツアーなんですが，　　　　　　　　　あ

　　　・eg・16’020あのう・ハングルヵミ使えるのはありませんヵ㌔　　　　　　　　　　の

　　　：：㌶86㌶：鵠㌫；藷荒ζいる物の。とを調べているんです　　～

　　　　　　　　　が．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　　　・eg28’036麺・これ…”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　3．フィラーとして用いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　seg．01’033あのう，電車を間違えて……。

　　　seg．02・006あ，坦，多いという字です。

　　　seg．04’025あのう，日本の大学に入りたいです。

　　　seg．15－014あのう，徳島のホテルに予約金を払うのを忘れまして，

　　　seg．19・014あのう，この間，友達が水族館に行ったんです。

　　　seg．22・016あ，今日ですね，あのう，2時のお約束だったんですが……。

　　　seg．27・012あのう，ですとか，はいとかって，言わなくてもいいんじゃない。

　　　seg．34・002あ，あのう深沢ですが，亜紀子さん……。

あぶら　油
　　　　seg．10・036あ，ごま迫は最後に。

あまり／あんまり

　　　seg．10・014あ，お魚は，あんまり触ったこと，ないんです。

　　　seg．33・011若い人は，あんまりいないかなあ。

　　　seg、36・027それにね，あまり授業に出ない学生がいるんですね。

　　　seg．36－031あんまり勉強していない。

　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

あめ　雨
　　　seg．07・002まだ，函が降っています。

　　　　seg．07－018亙はやみました。

　　　seg．19・01310月は台風が来るかもしれないから，亙が降っても行けるところが
　　　　　　　　　いいと思うんです。

　　　seg．19・019近いし，亙が降っても行けるし……，勉強になりますよね。

　　　seg．19・025匝が降ったらどうするんですか。

　　　seg．19・026亜は降らないと思います。

　　　seg．19・027」亙が降ったら，日光でボーリングをしましょう。

　　　seg．19－035近いし，　j亙が降ってもだいじょうぶです。

あら

　　　　seg．05・030鍾，どうしたの。

　　　　seg．06－023勉，いいのお？

　　　　seg．14・005泣，わたし行ったことがないわ。

　　　　seg．14－009あらあ，どうもありがとう。

　　　seg．14・045」控，もう5時。

　　　seg．22・032あらあ，じゃあ，またかけます。

　　　seg．31・0310P，仮名ですか。

あらう　洗う

　　　seg．10・030先に手を逸2てきなさい。



　　　　　　　　ありがとう／ありがとうございます／ありがとうございました

　　　　　　　　　くありがとう＞

　　　　　　　　　　　　seg．14・009あらあ，どうもありがとう。
あ　　　　　　　　　　　　seg．17・029どうもありがとう。

り　　　　　　・eg28・040ありがとう．
　〈　　　　　　　　　　seg．37・020……どうもありがとう。カ

と　　　　　くあり‡ξ（え1蒜し露念帽くださいまして，ありがとうございます．

　へ　っ　　　　　　　　　seg．02・008どうもありがとうございます。

h　　；ll翼藁慧1曇、まi，。

る　　　　　　　seg．32・013どうもありがとうございます．

　　　　　　　　　　　　seg．32・018ありがとうございます。

　　　　　　　　　＜ありがとうございました＞

　　　　　　　　　　　　seg．01－014ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．01－030どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．02・022どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．05・018ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．09・022ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．14・035ええっと……，その節はありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．16・002どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．16・039ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．23・033どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．36－012ありがとうございました。

　　　　　　　　ある　［動］

　　　　　　　　　　　　seg．01－012少し行って，左側に］旦ます。

　　　　　　　　　　　　seg．02・009あのう，すいません，おつり，⊇Lますか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・011細かいの⊇ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．03・015これ，どのくらい垣んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．03・061ああ，遡Lました。

　　　　　　　　　　　　seg．07－006きれいな花がたくさん旦ます。

　　　　　　　　　　　　seg．07・013そば屋が⊇ます。

　　　　　　　　　　　　seg．09’008それから，ニンジンと，ええと，あ，プチトマト，旦ます？

　　　　　　　　　　　　seg．09・020あ，7円⊇ます。

　　　　　　　　　　　　seg．12・009もう少し落ち着いて食べられるところは旦ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．12・010ええと，レストランは山の向こうに4軒旦ます。

　　　　　　　　　　　　seg．13・022ちょっとほしい本が垣んですが，もう売ってないらしいんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・026古本屋ってどこに垣んでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．13－027ああ，神保町に行けば，たくさん旦ますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・047なんにも⊇．ませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．14・049なんにもないけど，いろいろ垣んですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．15・020ええ，それが，先週，出張がbeたり，えっ，いろいろと……。

　　　　　　　　　　　　seg．16・020あのう，ハングルが使えるのは⊇ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形なら，使えるのが垣かもし

　　　　　　　　　　　　　　　　　れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．18・004あ，キウィのワインが垣。

　　　　　　　　　　　　seg．18・010どこに垣んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．19－022日光には有名な神社が旦ます。

　　　　　　　　　　　　seg．19－034東京駅から電車で10分ぐらいの葛西というところに⊇ます。

　　　　　　　　　　　　seg．20・026部屋の隅には，仏壇が旦ました。

　　　　　　　　　　　　seg．21－017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い線が麺。



　　　seg・23’°°7㌫と難㌫㌫劉：；㍗かどうやつて　■

　　　：：1三81鰻㍑㌃；㍑諸匡‡ξしい。シァ料理の店が±ゑんです．　　　　　あ

　　　seg・29’014僕も・ちょっと書かなきゃならない原稿が麺んですよ・　　　　　　　　る

　　　：顯：謬簾鷲蒜；綜題ナ藤くださlt　“e　　　　　～
　　　、eg．33・・5・まあ，どこの国にも，変わった食べ物って垣から．　　　　　　　　あ

　　　seg・36・039たとえば・タイはどこに鍾か・知ってます？　　　　　　　　れ
　　　seg．04・036熱が旦ます。

　　　seg．04・041熱が担わ。
　　　seg．08・017ああ，何も予定はあ±Lません。

　　　seg．13・050中国のお茶は日本でも人気が旦ますよ。

　　　seg．27・004計ってみたら，8度3分±たんです。
　　　seg．30・006……その前にね，ちょっと話が鍾んだ。

　　　seg．38・023いえ，朴さんが話が麺っていうんで。
　◆～たことがある
　　→國こと（［動詞辞書形］ことがある／［動詞辞書形］ことがない・

　　　　　　　　　～たことがある／～たことがない）

　　　seg．19・037わたしはその水族館へ行ったことがありますから，もういいです。

　　　seg．19・038でも他の人は行ったことがありません。

　◆［動詞辞書形］ことがある
　　→國こと（［動詞辞書形コことがある／［動詞辞書形］ことがない・

　　　　　　　　　～たことがある／～たことがない）

　　　seg．26－026芳子さんは着物を着ることがありますか。

　　　seg26－027いいえ，ほとんど］包Lませんね。

ある　［補動］

◆～てある　→て［接助］2（～てある）

◇～ありません

　　　seg．07・016子供は嫌いではありませんけど，今日は遊びません。

　　　seg．26－009ま，そんなにたくさんじゃありません。

　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　係のことばとか，

あるく　歩く

　　　seg．13・029ええっと，水道橋の駅から……歩込て，10分くらいですね。

　　　　seg．37－008あと二，三日は歩エちゃいけないって。

アルバイト

　　　seg．33・032……でも，わたしたちは，アルバイトだから。

あれ　［代名］

　　　　seg．11－004熱，民謡ですか。

　　　　seg21・012あ，あ五，きれいねえ。

　　　　seg21・021ええ？越がシマアジ。
　　　　seg．21・023⊇は，マダイでしょう。

　　　　seg．21・034あ，あ並，日本語で何と言いますか。

　　　　seg。21・035え，麹ですか。

　　　　seg．33・005あ五って，なんか，はずかしいよねえ。



　　　　　　　　あれ　［感］

　　　　　　　　　　　seg．20・024麺，いつ寝ちゃったんだろう。

あ　　　　　　seg’28’°32越・あっこ・

れ　　　あわせる合わせる
～　　　　　　seg・26‘°25ちょっと滞を合わせてみましょうね・

あ　　　　あんた＿あなた／あんた

ん
ま　　　あんない案内

　　　　　　　　　　　seg．12・022あとでご塞内しますよ。　り
　　　　　　　　　　　seg22・021応接室へこ塞匹して。

　　　　　　　　あんまり　→あまり／あんまり



いい→よ醐’

いいえ／いえ／いや
　1．否定を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、

　　　　seg．02・016　wa’，いいですから。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、

　　　　lllllll§襲鷲㌫蕊㊨よ．　　　　　　　1、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　seg．04・034いいえ，大丈夫です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ

　　　　seg．05・017いえいえ。

　　　　seg．06・010　bK’，看護婦です。

　　　　seg．06・017旦，まだ。

　　　　seg。08’003いいえ，わたしも今来たところですから。

　　　　seg．16・008］エ，別に考えていません。

　　　　seg22－035いえっ，結構です。

　　　　seg．26・027いいえ，ほとんどありませんね。

　　　　seg．28・015いやっ，お財布！

　　　　seg，29・010　Wt，日本語としておかしいところだけでいいですから。

　　　　seg．29・019エ，火曜日なら大丈夫です。

　　　　seg．30・014ぽ，そんな……。

　　　　seg．32・023ああ，工。
　　　　seg。32・027］已こ，それより，……なんだか，頭の中がからっぽになったみたいで。

　　　　seg．34・036］遭，それがね，

　　　　seg．36・017］エ，その，勉強はむずかしいですか。

　　　　seg．37－034いやあ，僕が間違えたせいだから。

　　　　seg．38－023エ，朴さんが話があるっていうんで。
　　　　seg．39・012　MX’，数学とか理科とか社会とか，ね。

　　　　seg。40・015あ，］速，いいんですよ。

　2．否定の意味はなくフィラーとして用いる。
　　　　seg．29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　なんです。
　　　　seg．37・012え，ぽ，……ちょっと，待ち合わせに遅れそうになって。

　　　　seg．38－004いやあ。いろいろ大変だったでしょう。

　　　　seg．40－028いやあ，失敗したよ。

いう　言う

　1．ことばを発する，または，なにかを伝える。

　　　　seg．04－033先生に亘巳ましょうか。

　　　　seg．05・034この前宣2てた店さあ，行ってみようよ。

　　　　seg．06－041それはもちろん日本料理が好き，と亘2た方がいいですね。

　　　　seg27・012あのう，ですとか，はいとかって，宣むなくてもいいんじゃない。

　　　　seg．27・021もどったら，電話するように宣2てください。

　　　　seg．29・034ええ，山田さんが火曜日って亘2てたから……。

　　　　seg．32・017何かお手伝いすることがあったら，亘2てください。

　　　　seg．36・021友達ができないって，言2てましたね。

　　　　seg．38’023いえ，朴さんが話があるって亘ユんで。

　　　　seg．39・004朴さんはね，この大学をやめるって亘ユんです。

　2．「という」などの形で，名称・内容などを示す。　→國と／って

　　　　seg．02・004あ，た，よんにいというのが行きます。

　　　　seg．02・006あ，あの，多いという字です。

　　　　seg．02・038国語学科の山田と言います。



　　　　　　　　　　　　seg．05－060ピーという音の後にメッセージをお入れください。

　　　　　　　　　　　　seg．09・001あの，このくらいの小さいトマト，なんと言いますか。

　　　　　　　　　　　　seg．17・023よし，じゃあ，送信ていうのを押して。
　い　　　　　　　　　seg．19・002校外学習というのは，学校の外で勉強するということです。

う　　　　　・eg・・9・・34鯨駅から融で・・分ぐらいの葛西というところにありまi－。

　　　　　　　　　　　　seg21・014なんていう魚かしら。　～
　　　　　　　　　　　　seg．21・034あ，あれ，日本語で何と言いますか。
い　　　　　　seg．26・014抜いて，っていうのは＿＿。

　く　　　　　　　　　seg・26・031これは・振り袖っていうんですカ㌔

　　　　　　　　　　　　seg．38・015それが，教育行政っていうわけですね。

　　　　　　　　　　　　seg．39・011ええと，言語教育っていうことですか。

　　　　　　　　　　　　seg．39－013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

　　　　　　　　　3．「［名詞］というと」などの形でとりあげ，それについて述べる。

　　　　　　　　　　　　seg．16・029ソフトっていうと，どんな。

　　　　　　　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　　　　　いえ　家

　　　　　　　　　　　　seg．20・002その日は友達のwaLに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　いえ　→いいえ／いえ／いや

　　　　　　　　いがい　以外

　　　　　　　　　　　　seg．05－055来週は，水曜日以丑は大丈夫。

　　　　　　　　いカ、が　→國どう

　　　　　　　　　　　　seg．05・007ええと，5日はいかがですか。

　　　　　　　　　　　　seg。05－0091日からハワイへ出張で，5日に帰ってきますので，6日の木曜日は

　　　　　　　　　　　　　　　　　いかがですか。

　　　　　　　　　　　　seg．05－0376時に新宿でいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．05－043ええ，南口の，ええ，改札口ではいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．16－017じゃあ，これはいかがですか。

　　　　　　　　　　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．36－013それでは，パチャリーさんはいかがですか。

　　　　　　　　　　　　seg．36－026その辺，張さんはいかがですかあ。

　　　　　　　　いきおい　勢い

　　　　　　　　　◇いきおいよく

　　　　　　　　　　　seg．31・028ああ，勢いよく書いてしまえばだいじょうぶですよ。

　　　　　　　　いく／ゆく　行く

　　　　　　　　　1．単独で，移動を表す。

　　　　　　　　　　　seg．01・012少しtcて，左側にあります。

　　　　　　　　　　　seg．02・003すいません，このバスは南海大学へ垂ますか。

　　　　　　　　　　　seg．02・004あ，た，よんにいというのが五主ます。

　　　　　　　　　　　seg．04・042医務室へ］匝たほうがいいですね。

　　　　　　　　　　　seg．04・044え，じゃ，張さん，いっしょに］エ≧てください。

　　　　　　　　　　　seg．05・034この前言ってた店さあ，1巳てみようよ。

　　　　　　　　　　　seg．07・025どこへ往ユてたの，1週間も。



　　　1：1：：；：：；蕊隠墨語う．　　　　　　　■

　　　：：1：1；：8㍑㌃繍認kたくさんありますよ．　　　　　　い

　　　seg．・3・・32じゃ，五2てみま9－．　　　　　　　　　　　　　　　　　く

；ミil議籔籠籔：Lですつ，（o　　　　l、

　　　seg．14・005あら，わたし五2たことがないわ．　　　　　　　　　　　　　く

　　　：：1：ll：：6≡皐鍵遣五2ちゃうんですヵ㌔　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　seg．18・026そのあと，どこへPtことになるかわからない。

　　　seg。19・004みなさん，どこへ鍵たいですか。
　　　seg．19・014あのう，この間，友達が水族館に五ユたんです。

　　　seg．19・021わたしたちは，日光へ己のがいいと思います。
　　　seg．19・037わたしはその水族館へinたことがありますから，もういいです。

　　　seg．19・038でも他の人は往ユたことがありません。

　　　seg．19・040まず，日光へ盤たい人は，手を上げてください。

　　　seg21・055わたしが｛tleてるスクール，紹介しましょうか。

　　　seg24・004後藤先生は，外国へfr’Zてしまうそうです。

　　　seg．24’0102月の終わりに征2てしまうんです。
　　　seg．24・017先生が］亘たいなら，しかたがないでしょう。

　　　seg．24’026外国へ己前だから，とても忙しいはずですよ。

　　　seg．27・025匝ております，かなあ。

　　　seg．28’022いっしょに北海道鍵たいでしょう。
　　　seg．30・008実はね，札幌の本社ヘェことになっちゃったんだ。

　　　seg．36’016毎日te’　ています。

　　　seg．36－019それから，寮が遠くて，大学へ五≦．だけでっかれてしまいます。

　　　seg．39・006来月からアメリカへ縫ます。

　　　　seg．40－025往三う。

　＜いける＞
　　　seg．19・01310月は台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところが

　　　　　　　　　いいと思うんです。
　　　seg．19－019近いし，雨が降っても行けるし・…・・，勉強になりますよね。

◆［動作性名詞］にいく
　　　seg．06・044この次は中華料理，食べに行きましょうよ。

　　　seg．08・011芳子さん，あそびに行きたいでしょう。

　　　seg．08・019わたしは，大みそかからバリ島へおよぎに行くんです。

　　　seg．34・025気になって，下へ見にいったの。

　2．ものごとの進展状況を表す。

　　　seg．31・014うまく］エませんね。

いく　［補動］

　◆～ていく　→て［接助］2（～ていく）

いくつ
　　　　seg．32・032おいくつでしたっけ。

いくら
seg．。9．。、、じ＿、くらです、，、e　　　　　　●



　　　　　　　　いけない

　　　　　　　　　　　　seg．37－008あと二，三日は歩いちゃいけないって。

　い　　　　　いけん　意見
　け　　　　　　　　　・eg．19・001来月の校外学習について，みなさんの皇星を聞きます．

R　　seg’　19－°11欝で話すより’⌒分か＝をまとめたらどうでしょ

　～　　　　　いそがしい忙しい
　し、　　　　　　　　　seg．05－016どうも，お忙しいところを。

ち　　　　　　　seg・24’026外国へ行く前だから・とても忙しいはずですよ・

　　　　　　　　いそぐ　急ぐ

　　　　　　　　　　　　seg．07－012鎧ます。
　　　　　　　　　　　　seg．29－013今日は，金曜だから，急1ぎますね。

　　　　　　　　　　　　seg．29・020じゃあ，ちょっと盆ぎますから，これで。

　　　　　　　　　◇いそいで

　　　　　　　　　　　　seg．03－011このパンフレット，急いで送ることになったんですよ。
　　　　　　　　　　　　seg．15・010急いで部屋を探さなくちゃ。

　　　　　　　　いたい　痛い

　　　　　　　　　　　　seg．37・027趣の？

　　　　　　　　いたす　［補動］

　　　　　　　　　　　　seg．05－019失礼いたしました。

　　　　　　　　　　　　seg．14－039遅くなって，失礼いたしました。

　　　　　　　　　　　　seg．22・023失礼いたしました。

　　　　　　　　　　　　seg．22・030お待たせいたしました。

　　　　　　　　　　　　seg．22・034何かお伝えいたしましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．22・036はい，よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　いただきます

　　　　　　　　　　　　seg．10－040いただきま一す。

　　　　　　　　　　　　seg．14・003いただきます。

　　　　　　　　いただく　［動］

　　　　　　　　　　　　seg．09－036じゃあ，いただきます。

　　　　　　　　いただく　［補動］

　　　　　　　　　◆～ていただく　→て（～ていただく）

　　　　　　　　いただける　［補動］

　　　　　　　　　◆～ていだたける　→て（～ていただく）

　　　　　　　　　◆～ていただけますか／ていただけませんか

　　　　　　　　　→て（～ていただけますか／～ていただけませんか）

　　　　　　　　いち　一

　　　　　　　　　　　seg．02・013どなたか，⊥万円，細かくしていただけませんか。

　　　　　　　　　　　seg．15・012課長，あのう，1⊥月の四国ツアーなんですが，

　　　　　　　　　　　seg．15・036実は，1⊥月の徳島のことなんですが，

　　　　　　　　　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よんきゅうゼロななの，こおにいいちい
　　　　　　　　　　　　　　　　　ち。

　　　　　　　　　　　　seg．17・019　4，　9，　0，　7，　5，　2，⊥，＿！。



　　　㌶9鱗㌫揚ナたの（。，中に入つていき＿　　　　■

　　　：：瓢1；鑑瀧灘1ナど・⊥階の入り゜で待つてたのよ゜　　　　い

　　　seg．34・019ああ，いちばん下1ま，地下⊥階なのよ・　　　　　　　　　　　　　ち

　　　・eg・38’°241⊥時に会う練蔦　　　　　　　　　　　　　　　　～

いちおう　一応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　seg．03・023二座もう，できてます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　；ミ竃鷹聴1竃るんです”s．　　　　匡
　　　　seg．29’022ああ，二座読んでみますけど，だれか他の人にも頼んでくださいね・

いちど　一度
　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで二度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　きます。

　◇いちどに
　　　　seg．31’022それで，一度に下ろさないようにして，動かしてみてください。

　◇もういちど　→國もう
　　　　seg．37・014深沢さん，明日，もう一度検査をしますから，午前中に。

いちばん
　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅の3種類で，松がいちばん高いんですよ。

　　　　seg，06・038王さんは，やはり中国料理がいちばん好きですか。

　　　　seg．23－016工業製品については，これがいちばん詳しいと思いますよ。

　　　　seg。34・016いちばん下がさ，

　　　　seg．34－019ああ，いちばん下は，地下1階なのよ。

　　　　seg．38・012国にとって，人がいちばん大切だと思うんです。

いつ
　　　　seg．04・014クレイグさんは，　IL）2日本に来ましたか。

　　　　seg．05－003この次は，とと2東京へ。

　　　　seg．20・024あれ，とと2寝ちゃったんだろう。

　　　　seg24・0231di2にしますか。

　　　　seg．29・011巳2までですか。

　　　　seg．30・011とと2まで？

　　　　seg．37・009退院は，　lc．）2ごろになるんですか。

　◇いつか
　　　　seg．14’041またいつか，おじゃましたいと思います。

　　　　seg．32－041王さん，ずっと気になってたんですけど，……いつかの原稿。

いっか　五日
　　　　seg．05・007ええと，上旦はいかがですか。

　　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，」Σ旦に帰ってきますので，6日の木曜日は

　　　　　　　　　いかがですか。

　　　　seg．15・006料金の35％を9月上旦までに……。

いっきに　一気に
　　　　seg．31’004縦の線は，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に引きます。



　　　　　　　　いっしよ

　　　　　　　　　◇いっしょに／～といっしょに

い　　　　：：1：：1：：鷲㌘㌘㌶竺1、㌘㌫難計よに送って・

　つ　　　　　　　　　seg．13－034今度いっしょに行きましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg20－021じゃあ，いっしょにやろうか。　し
よ　　　　：：1：；9：：1遼鮮鈷篶『灘欝塩うになりた。L，　、．

　～　　　　　　　　　　　seg．21－047え，イルカといっしょに？

い　　　　　　　　　seg．28・022いっしょに北海道行きたいでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．39・001山田さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いても
や　　　　　　　　　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

　　　　　　　　いってきます

　　　　　　　　　　　　seg．30－028いってきます。

　　　　　　　　いっぱい

　　　　　　　　　　　　seg．15－024徳島はもういっぱいのようです。

　　　　　　　　いつも

　　　　　　　　　　　　seg．02－025あのう，いつもこのバスですか。

　　　　　　　　　　　　seg．07・008この店はいつも開いています。

　　　　　　　　　　　　seg．07・014薬はいつもこの薬屋で買います。

　　　　　　　　　　　　seg．09・026あ，王さんがいつもお世話になりまして。

　　　　　　　　いま　今

　　　　　　　　　1．現在を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．04・019全まで，どこで日本語を勉強していましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．17・004全ね，浅野交通さんにいるんだけど，ちょっと資料をファックスして

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしいんだ。
　　　　　　　　　　　　seg．17－005全，わたししかいないんです。

　　　　　　　　　　　　seg．33・015全の若い人が中年になったら，どうなるのかな。

　　　　　　　　　　　　seg．34－035全，札幌？

　　　　　　　　　　　　seg．34－040全，病院なんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．39・002……全，エスポワールにいるんです。

　　　　　　　　　2．非常に近い未来を表す。

　　　　　　　　　　　seg．29－027全から読ませてもらいます。

　　　　　　　　　3．非常に近い過去を表す。

　　　　　　　　　　　seg．08－003いいえ，わたしも全来たところですから。

　　　　　　　　　　　seg．27・023ねえ，全の，いらっしゃいましたでよかった？

　　　　　　　　　　　seg．29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，全，やっと出したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。

　　　　　　　　いみ　意味

　　　　　　　　　　　seg．14・037その時って童2圭ね。

　　　　　　　　いむしつ　医務室　→國しっ

　　　　　　　　　　　seg．04・042医務室へ行ったほうがいいですね。

　　　　　　　　いや　→いいえ／いえ／いや



いやだ／やだ
　　　　seg．05・038やだあ，だれか来たの？

　　　　：：1：ll：：捲欝拮子さん，そ2。，なに？　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

イラスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ
　　　　1：1：：1：：1㌶耀きけるし・カラー印刷とカ㍉機能が多いんですよ゜　　　～

　　　　seg．16－015ううん，イラストは書かないと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　し、

いらっしゃいませ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　　　　seg．06・001いらっしゃいませ。

　　　　seg．06・011いらっしゃいませ。

　　　　seg。08・006いらっしゃいませ。

いらっしゃる　［動］

　1．「いる」の尊敬語。

　　　　seg．22－001ええっとお，池田さん，いらっしゃいます？

　　　　seg．22・013池田さんは，いらっしゃいますでしょうか。

　　　　seg．22・026あのう，谷山さん，いらっしゃる？

　2．「行く」の尊敬語。

　　　　seg．27・019ええと，お客さまとお食事にいらっしゃいました。

　　　　seg．27・023ねえ，今の，いらっしゃいましたでよかった？

　3．「来る」の尊敬語。

　　　　seg．40’010あ，深沢さん，おうちの方はいらっしゃらないんですか。

いらっしゃる　［補動］

　◆～ていらっしゃる　→て［接助］2（～ていらっしゃる）

いりぐち　入り口
　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのよ。

いる　［動］

　　　　seg．07・021そこには£ません。

　　　　seg．09・012あ，　bたbた。

　　　　seg．17・004今ね，浅野交通さんに巳ゑんだけど，ちょっと資料をファックスして

　　　　　　　　　ほしいんだ。

　　　　seg．17・005今，わたししか£ないんです。

　　　　seg．18・027東京に2て。

　　　　seg．19・015魚がたくさんbて，とてもきれいだったそうです。

　　　　seg20・023目が覚めると，ぼくはふとんの中に2ました。

　　　　seg．21・004海の底に］並ようですねえ。

　　　　seg．22・007午前中は，］口はず。

　　　　seg．27・017谷山くん，どこにbます？

　　　　seg．32・020中に2ますから。

　　　　seg．33・003酔っ払ってる人が］エじゃない。

　　　　seg。33・011若い人は，あんまり2ないかなあ。

　　　　seg．33－012学生は，ときどき9L6よね。

　　　　seg。36・027それにね，あまり授業に出ない学生が］エんですね。

　　　　seg．39・002……今，エスポワールに］必んです。

　　　　seg．39－007シカゴの近くの私立大学なんですけど，いい先生がエんです。



　　　　　　　　　　　　seg．39・016……他に指導してくれる人はbないんですか。

　　　　　　　　いる　［補動］
　し、　　　　　　◆～ている　→て［接助］2（～ている）

？　イルカ＿＿＿シ＿あとは魚です、la。

イ　　　　　　　seg．21・046わたしも，早くイルカといっしょに泳げるようになりたあし・。

ン　　　　　　・eg・21’047え・イルヵといっしょに？

タ　　　　　いれる　入れる

ビ　　　　　　　seg．・3－・46じゃあ，封筒にZLnて，ラベルを貼って。

　ユ　　　　　　　　　seg．05・060ピーという音の後にメッセージをお△並ください。

　　　　　　　　　　　　seg．10・001ビーフンはね，お湯に巫て。　　　I

　　　　　　　　　　　　seg．10－008入れるものは，にんじんに，たけのこに，ねぎに，とり肉に，……。

　　　　　　　　　　　　seg．26’018まず，こうして，肩にかけてから，手を入れてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を坐ていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。
　　　　　　　　　　　　seg．31－025それで，力を入れるところは，しっかり力を△五て。

　　　　　　　　　　　　seg．33・044口に入れると，冷たくて。

　　　　　　　　いろ　色

　　　　　　　　　　　　seg21・017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い線がある。

　　　　　　　　いろいろ
　　　　　　　　　　　　seg．14・049なんにもないけど，いろいろあるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg26・034あと，留め袖とか，訪問着とか，付け下げとか，いろいろございます

　　　　　　　　　　　　　　　　　けど。
　　　　　　　　　　　　seg．38・004いやあ。いろいろ大変だったでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．40・001いろいろお世話になりました。

　　　　　　　　　◇いろいろと
　　　　　　　　　　　　seg．15・020ええ，それが，先週，出張があったり，えっ，いろいろと……。

　　　　　　　　　◇いろいろな／いろんな
　　　　　　　　　　　　seg．23－007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　　　　　　　　　seg23・024あと，その本の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．39－021ええ，もっといろんなことを話したかったなあ。

　　　　　　　　いろんな　→いろいろ（いろいろな／いろんな）

　　　　　　　　いわい　祝い

　　　　　　　　　　　　seg．28－005これ，卒業です，じゃない，卒業堅です。

　　　　　　　　いんさつ　印刷

　　　　　　　　　　　　seg．16・013イラストが書けるし，カラー印型とか，機能が多いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・042あ，亘迎1のときに見ていただきました……内田先生に。

　　　　　　　　インタビュー

　　　　　　　　　　　　seg．36・001ええ，それでは，ここでみなさんにインタビューをしてみましょう。



う／よう［助動］→國だろう，でしょう

　1．「～う／よう」「～ましょう」などの形で，提案したり誘ったりする。

　　　seg。03・066ちょっと，お茶にしエか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　seg．04・033先生に言いましょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　seg．05・034この前言ってた店さあ，行ってみsll．2よ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　：：1：：1：：銚㌘嘉嘉蕊：欝゜　　　　　　　　　　　う
　　　seg．06・044この次は中華料理，食べに行きましょうよ。　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　・eg．07・017早く働ましょう．　　　　　　　　　　　　　　　　ん
　　　　seg。08’024ああ，わたっちゃいましょうか。

　　　seg．09・006先に八百屋へ行きましょう。

　　　seg．10・039さあ，食べましょう。

　　　　seg．10・047じゃあ，やりましょうか。

　　　　seg．13・034今度いっしょに行きましょうか。

　　　　seg．18・003行こ2か。

　　　　seg．18・005飲んでみょユか。

　　　　seg．19D20ん一，水族館にしましょう。

　　　　seg．19・027雨が降ったら，日光でボーリングをしましょう。

　　　　seg．19・039では，手をあげて決めましょう。

　　　　seg．20－021じゃあ，いっしょにやろ2か。

　　　　seg．21－055わたしが行ってるスクール，紹介しましょうか。

　　　　seg．22－034何かお伝えいたし：9Sl．1di2．L　k　か。

　　　　seg．24・018先生が出発する前に，パーティーをしましょう。

　　　　seg．24・022うん，やりましょう。

　　　　seg24・027あした，学校できいてみましょう。

　　　　seg．26－025ちょっと，帯を合わせてみましょうね。

　　　　seg．30－023ええと，そろそろ入りましょうか。

　　　　seg．36・001ええ，それでは，ここでみなさんにインタビューをしてみましょう。

　　　　seg．40・014じゃあ，荷物，持ちましょう，玄関まで。

　　　　seg．40－025行こ2。

　2．「～う／よう（かな）」r～う／よう（かな）と思う」の形で決心や，心づもりを

　　　表す。

　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，

　　　　seg．13・051じゃ，そうしようかな。

　　　　seg．15－032一応，部長にも話しとこ一2－。

　　　　seg．21・053僕もやってみようかな。

　　　　seg．29・006ええ，これ，教育学部の論文集に出そうと思うんです。

　　　　seg．38・013だから，教育学をやろうと思ったんです。

　　　　seg．39・018国へ帰ろうかとも墨2たんですけどね。

ううん／ん一　考え中であるという態度を表す。否定的な意味合いを持つことが多い。

　　　→國うん／ううん／ん／んん

　　　　seg．05－010う一ん，その日は，午後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　ですか。

　　　　seg．05・033う一ん。

　　　　seg．15－021う一ん，自分の仕事には責任を持ってもらわないとね。

　　　　：：1：：1：1擦：綴蹴璽㌶撫教えてもらつ一に・●

　　　　seg．19－020ムニ，水族館にしましょう。



　　　　　　　　　　　　seg．23－007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　⇔　　　　　　　　　seg．26・035う一ん，どう違うのか全然知らないなあ。
　つ　　　　　　　　　　seg．28・004う一ん，変ね。

う　　　　　seg・28‘°°7＃んと・気にるつてくださるといいんですけEho
　　　　　　　　　　　　seg．33・045っ一ん，まあねz。
ん

　　　　　　　　　　　　seg．35・006う一ん。
　～　　　　　　　　　seg．36・022ム∠二，日本人の大学生は，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，

　へ

9　うえ長＿そこの机の上嚇

　　　　　　　　　　　　seg．16－028パソコンの上でワープロソフトを走らせるわけですけど。

　　　　　　　　　　　　seg．17・009僕の机の上の山形県のホテルリスト。

　　　　　　　　　　　　seg．26・006その上にこれをしめて，帯をしめて，帯締めをしめると。

　　　　　　　　　　　　seg．31・006これは，左下からやや右上に。

　　　　　　　　　　　　seg．34・022時々は，上の方も見たりしたんだけどね。

　　　　　　　　うかがう　伺う

　　　　　　　　　　　seg．13・044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。

　　　　　　　　うける　受ける

　　　　　　　　　　　seg．02・050来年は，大学院を受けるんですか。

　　　　　　　　うごかす　動かす

　　　　　　　　　　　seg．31・022それで，一度に下ろさないようにして，動かしてみてください。

　　　　　　　　うごく　動く

　　　　　　　　　　　seg．34・027けっこう重坐てたから。

　　　　　　　　うしろ　後ろ

　　　　　　　　　　　seg26・013後乏を少し抜いて，

　　　　　　　　うた　歌／唄

　　　　　　　　　　　　seg．18・022……量8は，続けるよ。

　　　　　　　　　　　seg．19・007わたしは，麩が下手ですから，ボーリングの方がいいです。

　　　　　　　　　　　seg．25－002曲は，南部牛追％E。

　　　　　　　　うたう　歌う

　　　　　　　　　　　seg．11・002今朝，、むてたでしょう。

　　　　　　　　　　　seg．36・042はい，趣まあす。

　　　　　　　　うち　［形名］

　　　　　　　　　◆～うちに

　　　　　　　　　　　seg．13－014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方がいいな。

　　　　　　　　　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　　　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。

●　う環噛の意味を表＿剛え
　　　　　　　　　　　seg．07・022ここが僕の並です。

　　　　　　　　　　　seg．08・026元旦には，　Zへあいさつに来るでしょう？



；ll｛ll議竃璽㌶《麟＿＿　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

2・自分の所属するところを表す・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
　　　seg・36’°3°エの大学も同じぽ　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へうちあわせ　打ち合せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　・eg・05’051あのう，　ATAのキムさんとの打ち合せですが．　　　　　　　　　ん
　　　seg．05・062打ち合せの件でお電話しました。

うで腕
　　　seg．37’025ああ，塑は，たいしたことない。

ウナギ

　　　seg．21－029ウナギとかね。

うまい

　　　seg．10・043遮できましたね。
　　　seg．31－014うまくいきませんね。

　　　seg．31・035でも，うまく書けていますよ。

うみ海
　　　　　seg．12・025　やっにst“りき匡1まし、し、。

　　　seg21・004遊の底にいるようですねえ。

うめ梅
　　　seg．06・031定食は，松，竹，挺の3種類で，松がいちばん高いんですよ。

　　　seg．06・032じゃあ，わたしは握にします。

うらやましい羨ましい
　　　seg．40－006深沢さん，　よ。

うる　売る

　　　seg．13・022ちょっとほしい本があるんですが，もう売ってないらしいんですよ。

　　　seg．21－032ほら，カレイもタコも，切って≡てるでしょう。

うるさい

　　　seg．13－002ああ，教育学部の方は，グラウンドが近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　しよう。

うれしい嬉しい
　　　seg．20・019火をつけてやると，女の子はとてもうれしそうでした。

うん／ううん／ん／んん　→國ううん／ん一

　◇相手からの質問・確認・依頼等に対する肯定の応答を表す。
　　　　　seg．05・041　ヱ∠，　し、し、よ。

　　　seg．06・051－2．6‘，楽しみにしてます。

　　　seg．09－018－2．tit，これで全部。

　　　seg．17・007－2．4，，大丈夫。

　　　　seg24・022並，やりましょう。
　　　seg．26・020－2．Z！，きれい。



　　　　　　　　　　　　seg．30・003　th，ちょっとね。

　　　　　　　　　　　　seg．33・017　M，まあ，楽しいですね。

　～　　　　　　　　　　seg．34・020－2．4t。全然気がっかなかったんだ。

　つ　　　　　　　　　　seg．34－030並，そうだね。

ん　　　　　　seg・37’006・th・まあまあ・
　　　　　　　　　　　　seg．40－020ユ，だいじょぶ。

　　　　　　　　　以下「うん」のみ

　　　　　　　　　　　　seg．03・031　　　seg。05－049　　　seg．06’024　　　seg。15・029

　　　　　　　　　　　　seg．17・013　　　seg．17・025　　　seg．18・006　　　seg。18・008

　　　　　　　　　　　　seg．18・017　　　seg．27・015　　　seg．30・005　　　seg．30・017

　　　　　　　　　　　　seg．30－020　　　seg．30・027　　　seg．32・039　　　seg．34・009

　　　　　　　　　　　　seg．34・032　　　seg．37・028　　　seg．40・035

　　　　　　　　　◇感想や意見などを，感嘆の気持ちを込めて述べる際に用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg．10・041並，おいしい。

　　　　　　　　　　　　seg．10・042　M，おいしい。

　　　　　　　　　　　　seg．26－030う一ん，二人とも，いいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．36・041並，もっともっと勉強しなければ。

　　　　　　　　　◇呼びかけに対する応答として用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg．15・013　th。

　　　　　　　　　　　　seg．15・037五∠？

　　　　　　　　　　　　seg．37’002　∠ピ？

　　　　　　　　　◇フィラーやあいつちとして用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg。05’031ユ，今夜さあ，どう？

　　　　　　　　　以下「うん」のみ

　　　　　　　　　　　　seg22・010　　　seg．33・035　　　seg．34・013　　　seg．34’024



えgr．え4謙肯定や承諾2XV．　　　　　　　　■
　　　　seg．01・004巫，　巫。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　seg．01・008巫，巫，赤松小。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え

　　　　seg．02－026≡，まあ。

　　　　seg．02・033巫，今月から研究生になりました。

　　　　seg．04・044　K，じゃ，張さん，いっしょに行ってください。

　　　　seg．08・009巫，大学の友達がね，イギリスに留学してるんですよ。
　　　　seg．d8－012巫，行くつもりです。

　　　　seg．08－027巫，保証人にはこあいさっしなくちゃ。

　　　　seg．16－030＊，．K，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　seg．19－012＆，それがいいですね。

　　　　seg．23・008≡，特に，東南アジアからの輸入品の種類のことを。

　　　　seg．27・008≡，そう。

　　　　seg．28・017え，口，まあ。

　　　　seg．29・006巫，これ，教育学部の論文集に出そうと思うんです。

　　　　seg．29－00921．k．……，いいですけど……，僕は教育のこと，わからないからなあ。

　　　　seg．29・034≡，　U」田さんが火曜日って言ったから……。

　　　　seg．31・011巫，さすがにお上手ですねえ。

　　　　seg．37・004巫，授業，さぼって来ちゃった。

　　　　seg．38・006ヱ，林教授がなさるそうです。

　　　　seg．38・011巫，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，はげましてくださったんですよ。

　　　　seg．38・026え，後でお電話します。

　　　　seg．39・009ヱ，……教育には，必ずことばが使われるでしょう。

　　　　seg．39・021≡，もっといろんなことを話したかったなあ。

　　　　seg．39・025巫，ずっと友達ですよね。

　◇あいつち

　　　　seg．13・025　　　seg．33・002　　　seg．34・017

　以下「え／ええ」のみ

　　　　seg．02－037　　　seg．06・013　　　seg．08・005　　　seg．09・005

　　　　seg．10－007　　　seg．16’004　　　seg．21’054　　　seg．28・035

　　　　seg．29－029　　　seg．29－037　　　seg．33・019　　　seg．33－033

　　　　seg．33・041　　　seg．40・011

　2．疑問や問い返し，驚きを表す。

　　　　seg。02・015仁，でも……。

　　　　seg．02・036五ユ，そうですか。

　　　　seg．03’058主，これ，違いますよ。

　　　　seg．03・059主，おかしいな。

　　　　seg．06－030五ユ，まっですか。

　　　　seg．06・047え，中華料理を？

　　　　seg．12・019え，動物？

　　　　seg．13・021五，何ですか。

　　　　seg．15・002ええっ？

　　　　seg．15・015ええっ？

　　　　seg。16・021≧≧，ハングル。

　　　　seg21・021盆？　あれがシマアジ。

　　　　seg．21・035主，あれですか

　　　　seg．21・047え，イルカといっしょに？

　　　　seg．28’017　L，ええ，まあ。

　　　　seg．29－005五，何か用ですか。



　　　　　　　　　　　　seg．29・028五ユ，これから？

　　　　　　　　　　　　seg．29・031仁，あしたの朝……
　■ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．32－008　五二≧？

　え　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．34・041　五二≧？

　S　　　　　　　　　　seg．36・014　k＆，なんですカ㌔

え　　　　以下「三雰兇2嘉いや…”ちょっと・待ち合わせに遅れそうになって・

さ　　　　　　seg．・・…3，eg．・3…9、eg．・5－・・4、eg．、6－。25

　　　　　　　　　　　　seg．19－032　　　seg．27・002　　　seg．28・037　　　seg．30－007

　　　　　　　　　　　　seg．34・015

　　　　　　　　　3．「ええ／ええと」などの形で，低くおさえた音調で言いよどみなどを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．01・023盆，多摩センターでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．01・028ええと，調布で乗り換えですね。

　　　　　　　　　　　　seg．03－052ええと，どこですか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・015ええと，先月の，はじめ？

　　　　　　　　　　　　seg．04・021≡，サンディエゴの日本語学校で勉強していました。

　　　　　　　　　　　　seg．05・007ええと，5日はいかがですか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・022あ，盆，ヤングトラベルの江口と申しますが，

　　　　　　　　　　　　seg．05－043盆，南口の，≡，改札口ではいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・054ええっと，ちょっと無理だなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．09・008それから，ニンジンと，ええと，あ，プチトマト，あります？

　　　　　　　　　　　　seg．09・013え二，1250円です。
　　　　　　　　　　　　seg．09・023，ilL．e－，お母さんです。

　　　　　　　　　　　　seg．14・019あのう，それ，……，ええっと，お花を……

　　　　　　　　　　　　seg．15・020越，それが，先週，出張があったり，≧，いろいろと……。
　　　　　　　　　　　　seg．18・012本社は北海道の，ええと，札幌で，中野は支店だって。

　　　　　　　　　　　　seg．22・OOIええっとお，池田さん，いらっしゃいます？

　　　　　　　　　　　　seg．22－027盆，少々お待ちください。

　　　　　　　　　　　　seg．23・017立，3年前だから，ちょっと古くなっているかも知れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．36・001越，それでは，ここでみなさんにインタビューをしてみましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．36・003≡，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

　　　　　　　　　以下セグメント番号一文番号のみ

　　　　　　　　　　　　seg．03－006　　　seg．03・016　　　seg．03・042　　　seg．05－004

　　　　　　　　　　　　seg．08・007　　　seg．10’002　　　seg．10・016　　　seg．10・019

　　　　　　　　　　　　seg．12・010　　　seg．13・008　　　seg．13－029　　　seg．13・036

　　　　　　　　　　　　seg．13・037　　　seg．14・033　　　seg．14・035　　　seg．15－005

　　　　　　　　　　　　seg．16・005　　　seg．16－010　　　seg．17－010　　　seg．17・017

　　　　　　　　　　　　seg．17・024　　　seg．21・015　　　seg．21・018　　　seg．21・036

　　　　　　　　　　　　seg21・041　　　seg．22・029　　　seg23・014　　　seg23・019

　　　　　　　　　　　　seg．23・021　　　seg27・019　　　seg．30・023　　　seg．33－022

　　　　　　　　　　　　seg．36・040　　　seg．39・001　　　seg．39－011

　　　　　　　　えき　駅

　　　　　　　　　　　　seg．13’029ええっと，水道橋の駆から……歩いて，10分くらいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．19・018東京駅から電車で10分ぐらいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19－034東京駆から電車で10分くらいの葛西というところにあります。

　　　　　　　　えさ

　　　　　　　　　　　　seg．12・018動物に．iii，．ilE一をやるそうですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・021え上をやるところが見られるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．33・048生の魚はネコの蛙！



えり ㌦、6－。、2．U2．、、，どんなふうにすれ1まい、＿　　　　　■

えん　円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え
　　　seg．・2…3どなたか，・万旦細ヵ・くしていただけませんか。　　　　　　　　り

　　　seg・09’013え一・1250旦です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　：：1器㍑鴛品塁ぽ野七　　　　　　　　　　　　　　　え
　　　seg．09・021はい，610旦のお返しになります．　　　　　　　　　　　ん
　　　seg・16・01810万8千旦で・けつこう安いですよねえ。　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　：：1：：；：：霊鷺杢跳8号1‡もい集めなければなりま，，A、。　　　　よ

えんりょ遠慮
　　　　seg．06・033そんな，遠慮しないで。

　　　seg．12・031わたし，ちょっと遠慮します。



固　　お1鷲前t．N3，その名詞を丁寧に表v．

　　　　　　　　　　　　seg．02・028じゃ，今度，主金を……。
お　　　　　　　　　　　　seg．02－046失礼ですけど，お国は？

　　　　　　　　　　　　seg．03－066ちょっと，±三茶にしようか。

　　　　　　　　　　　　seg．05－005あ，では，その時に詳しい主話を。

　　　　　　　　　　　　seg．08－016張さん，±Σ正月はどうします？

　　　　　　　　　　　　seg．08・021主友達と？

　　　　　　　　　　　　seg．09－011じゃ，主いくらですか。

　　　　　　　　　　　　seg．09・021はい，610円の主返しになります。
　　　　　　　　　　　　seg．10・001ビーフンはね，主湯に入れて。

　　　　　　　　　　　　seg．10－013圭i魚って，なんかねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．10・014あ，主魚は，あんまり触ったこと，ないんです。

　　　　　　　　　　　　seg．10・034圭1酒，塩，砂糖。

　　　　　　　　　　　　seg．12・006圭i昼は，一応ここで食べられるんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．13－042金曜は，内田先生の主宅に招待されてるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．13－044先生の主宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。
　　　　　　　　　　　　seg．13－046やっぱり主菓子がいいかな。

　　　　　　　　　　　　seg．13・047あのう，1益茶はどうでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．13・050中国の主茶は日本でも人気がありますよ。

　　　　　　　　　　　　seg。14・008これ，主みやげです。

　　　　　　　　　　　　seg．14－019あのう，それ，……，ええっと，お花を……

　　　　　　　　　　　　seg．14・026その主友達には，ずいぶんお世話んなったのねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・027圭i礼状は，出したの？

　　　　　　　　　　　　seg．14－028圭i礼状？

　　　　　　　　　　　　seg．14・029主礼の……，あ，手紙ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．14・044じゃあ，すぐに圭i礼状書きます。

　　　　　　　　　　　　seg．18・013圭Σ決まりですか。

　　　　　　　　　　　　seg．19・029それに，1主金が足りないでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg20・003一軒の主寺をみつけたので，中に入っていきました。

　　　　　　　　　　　　seg．20－004主寺の人に頼んで，一晩泊めてもらうことにしました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・005主寺の人は，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・025主寺の人といっしょに朝ご飯を食べました。

　　　　　　　　　　　　seg21・022圭i刺身にすると，おいしいのよね。

　　　　　　　　　　　　seg．21・042小判って，ほら，昔の主金。

　　　　　　　　　　　　seg22・016あ，今日ですね，あのう，2時の主約束だったんですが……。

　　　　　　　　　　　　seg．26－001主着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・028圭1正月にも着ないし。

　　　　　　　　　　　　seg．27・007エレンさん，主弁当は自分で作るんですか。

　　　　　　　　　　　　seg27・019ええと，お客さまと主食事にいらっしゃいました。

　　　　　　　　　　　　seg．28・015いやっ，±三財布！

　　　　　　　　　　　　seg．30－022主仕事，がんばってね。

　　　　　　　　　　　　seg．32・032圭Σいくつでしたっけ。

　　　　　　　　　　　　seg．33・039室刺身ってね，だめなの。

　　　　　　　　　　　　seg．37・022圭Σ花。

　　　　　　　　　　　　seg．38・003±i葬式の時は，どうも。

　　　　　　　　　　　　seg．40・010あ，深沢さん，主Σうちの方はいらっしゃらないんですか。

　　　　　　　　　◇お～さん／お～さま

　　　　　　　　　　　　seg．06・009主医者並ですか？

　　　　　　　　　　　　seg．07・001圭i母並が帰ってきました。

　　　　　　　　　　　　seg．09・023えと，主母立です。



輔㎝ 灘鑑驚濃欝；1三おしま輌足袋　固
　　　：：1：；1㍑：㌘露豊ζ驚皇蕊警詐費㌢んなるんで輪　　　お

　　　seg．35・001圭三母さ一ん，スタンドが消えた。

　　　seg．35－021圭1母立！

◇おせわになる
　　　seg．05’023お世話になっております。

　　　seg，09・026あ，王さんがいつもお世話になりまして。

　　　seg．14－026そのお友達には，ずいぶんお世話んなったのねえ。

　　　seg．40・001お世話になりました。

　　　seg．40・018いろいろお世話になりました。

2．形容詞の前に付き，その形容詞を丁寧に表す。

　　　seg．05・016どうも，圭三忙しいところを。

　　　seg．09・032圭1久しぶり。

　　　seg．13・053中国茶は圭三好きですか。

　　　seg．14－042主元気で，とかね。

　　　seg．26’023やはり，あちらの赤の方が主きれいですかしら。

　　　seg．31・011ええ，さすがに主上手ですねえ。

3．動詞と共に用い，敬語表現を作る。

◆お～になる
　　　seg．16・009どういったことに主使いになるんですか。

　　　seg．26－033こういう袖の長いのが振り袖で，お嬢さんが室召しんなるんですね。

◆お～する／お～いたす

　　　seg．05－062打ち合せの件で主電話上ました。

　　　seg．14・040写真ができたので，主送り上ます。

　　　seg．22’034何か室伝えいたしましょうか。
　　　seg．26－001お着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかは主貸し上ますので，足袋

　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　seg．32・017何か主手伝い並ことがあったら，言ってください。

　　　seg．38’026え，後で主電話上ます。

◇おじゃまします

　　　seg．09・031　±三⊇：。

　　　seg．14・041またいつか，おじゃましたいと思います。

◇おねがいします／おねがいいたします

　　　seg．04・011どうぞよろしくお願いします。

　　　seg。04・029よろしくお願いします。

　　　seg．04・030よろしくお願いします。

　　　seg．05・025桜井さんをお願いします。

　　　seg．06－034松，3人前，お願いします。

　　　seg．09・029よろしくお願いします。

　　　seg．12・023お願いします。

　　　seg．13・035あ，ぜひお願いします。

　　　seg．16・034じゃ，よろしくお願いします。

　　　seg．22・036はい，よろしくお願いいたします。

◇おまたせしました／おまたせいたしました

　　　seg．08・015お待たせしました。

　　　seg．16－001お待たせしました。

　　　seg．22－030お待たせいたしました。

◆お～〈ださい

　　　seg．05・026はい，少々主待ちください。



　　　　　　　　　　　　seg．05・060ピーという音の後にメッセージを主入れください。

　　　　　　　　　　　　seg22・018少々主待ちください。

　　　　　　　　　　　　seg．22・024こちらでちょっと主待ちください。
お　　　　　　　　　　　　seg．22－027ええ，少々お待ちください。

　～

蒙　おいし㌔ll撚蕊
　え　　　　　　　　　　seg・10’042うん・おいしい。

　　　　　　　　　　　　seg．21－022お刺身にすると，おいしいのよね。　し
　　　　　　　　　　　seg．21・024どれどれ，タイもおいしいんですよ。

　　　　　　　　　　　seg．24・032そうだ，あのビルの中においしいロシア料理の店があるんです。

　　　　　　　　　　　seg．33－049おいしいのになあ。

　　　　　　　　おいしゃさん　お医者さん

　　　　　　　　　　　seg．06－009お医者さんですか？

　　　　　　　　おうせつ　応接

　　　　　　　　　　　seg22・021陸室へご案内して。

　　　　　　　　おおい　多い

　　　　　　　　　　　seg．02－006あ，あの，多巳という字です。

　　　　　　　　　　　seg．16－013イラストが書けるし，カラー印刷とか，機能が多上んですよ。

　　　　　　　　おおきい　大きい

　　　　　　　　　　　seg．17・024ええと，この大きいボタンですね。

　　　　　　　　　　　seg．21・017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い線がある。

　　　　　　　　　　　seg．24－013もう，ミーチャさんたら，声が大きいんだから。

　　　　　　　　　　　seg26・024張さん，せが高いから，大きい模様の方が似合うんですよね。
　　　　　　　　　〈おおきさ〉　→函さ

　　　　　　　　　　　seg．10’015あの，切る大きさは？
　　　　　　　　　＜おおきな＞

　　　　　　　　　　　seg．33・004大きな声を出したりい，人にぶつかったりねえ。

　　　　　　　　　　　seg．38・021ふ一ん。大きな夢ですよねえ。

　　　　　　　　オーケー　OK
　　　　　　　　　　　seg．17・028あ，じゃそれでS2LKだ。

　　　　　　　　おおみそか　大晦日

　　　　　　　　　　　seg．08・Ol9わたしは，大みそかからバリ島へおよぎに行くんです。

　　　　　　　　おかあさん　お母さん

　　　　　　　　　　　seg．07・001お母さんが帰ってきました。

　　　　　　　　　　　seg．09－023えと，お母さんです。

　　　　　　　　　　　seg．35－001お母さ一ん，スタンドが消えた。

　　　　　　　　　　　seg．35・021お母さん！

　　　　　　　　おかえし　お返し

　　　　　　　　　　　seg。09－021はい，610円のお返しになります



おかえ蕊織織、奪／酬なさい　　　　　■
　　　　：：1：？1：㍑ξご鑓・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

おかしい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　、eg．。3・。59え，おかしいな。　　　　　　　　　　　　　　　　　え
　　　　seg．29・…いえ，躰語としておヵ・しいところだけでいいですから。　　　　　　り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

おきる起きる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　　　　seg・37‘007まだ起主られないんですか・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コおきゃくさま　お客様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え
　　　　・eg・26’001お着物と・帯と・補衿と・あとひもなんかはお貸ししますので，足袋　　　　る

　　　　　　　　　は竺の方で用意していただけますか。
　　　　seg．27’019ええと，9i2：g．essとお食事にいらっしゃいました。

おく　置く

　　　　seg．20・027仏壇には，小さな写真が鉋てありました。

　　　　seg．37・023あ，こっち，挫とくわね。

おく　［補動］

　◆～ておく　→て［接助］2（～ておく）

おくる　送る

　　　seg。03・011このパンフレット，急いで送亘ことになったんですよ。

　　　seg．03・050ああ，チラシの写真，来てるから，原稿といっしょに送2て。

　　　seg．14－040写真ができたので，お送りします。

　　　seg．17・012これを，送ムんですね。

おくれる　遅れる
　　　seg．34・010ちょっと，遅型ちゃったんだ。

　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのよ。
　　　seg．37・012え，いや，……ちょっと，待ち合わせに遅れそうになって。

おごる

　　　seg．06－022今日はね，ぼくがおごります。

おしい惜しい
　　　seg．32’036本当に惜しいことです。

おしえる　教える

　　　seg．10・045そうだ，今度は韓国料理，むてくださいよ。

　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし
　　　　　　　　　ます。

　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。

　　　：：㌶曝難㌘籔；；璽欝恒一うe



　　　　　　　　おじさん

　　　　　　　　　　　seg．33・013でも，やっぱり，おじさん。

お　　　おじょうさんお嬢さん
　じ　　　　　　　　seg26－033こういう袖の長V・のが振り袖で，お嬢さんがお召しんなるんですね．

さ

γ　おす璽＝蕊；潔ζ瓢警
お
ど　　　おそい遅い

　　　　　　　　　　　seg．06・003遅≦．なりました。
ろ

　　　　　　　　　　　seg．14・039遅≦．なって，失礼いたしました。
く　　　　◇おそくまで

　　　　　　　　　　　seg．33－028そのかわり，すごく遅くまで働くでしょう。

　　　　　　　おそわる　教わる
　　　　　　　　　　　seg．14－024友達に教わって。

　　　　　　　おたく　お宅
　　　　　　　　　　　seg．13・042金曜は，内田先生の圭迄に招待されてるんです。

　　　　　　　　　　　seg．13・044先生の鑓にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。

　　　　　　　おだいじに　お大事に
　　　　　　　　　　　seg．40・004お大事に。

　　　　　　　　　　　seg．40・005金沢さんも，お大事に。

　　　　　　　　　　　seg．40・026それじゃ，お大事に。

　　　　　　　おちつく　落ち着く
　　　　　　　　　　　seg．12・009もう少し落ち着いて食べられるところはありませんか。

　　　　　　　おちる　落ちる
　　　　　　　　　　　seg．35・007帽子が蓬五た。

　　　　　　　おつかれさま　お疲れさま
　　　　　　　　　　　seg．30・001お疲れさま。

　　　　　　　　　　　seg．32・024朴さん，お疲れさま。

　　　　　　　おつり

　　　　　　　　　　　seg．02・009あのう，すいません，おつり，ありますか。

　　　　　　　おとす　落とす
　　　　　　　　　　　seg．35・013これも落として。

　　　　　　　おとなしい
　　　　　　　　　　　seg．26・021でも，ちょっとおとなしいんじゃないかな。

　　　　　　　おどろく　驚く

　　　　　　　　　　　seg20・012ああ，鞄た。
　　　　　　　　　　　seg．36・028ちょっとき註ました。



おなか seg．、。”。。4おなかすいち＿　　　　　　　　固

おなじ 鍮罐欝麟一迷つてる一　　　P；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

おねがいする　お願いする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　：：霊6纏㌘篇警蒜芒ま託　　　　　　　　　　　　　お
◇「おねがいします」「よろしくお勧ミいします」の形で応答の際に用いる。　　　　　　　　も

　　　　seg．12・023お願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　　seg．13－035あ，ぜひお願いします。

　　　　seg。16’034じゃ，よろしくお願いします。

　　　　seg．22・036はい，よろしくお願いいたします。

　　　　seg．29・021よろしくお願いします。

　◇「よろしくおねがいします」の形であいさつとして用いる。

　　　　seg．04－011どうぞよろしくお願いします。

　　　　seg．04・029よろしくお願いします。

　　　　seg．04’030よろしくお願いします。

　　　　seg．09・029よろしくお願いします。

おはよう／おはようございます

　くおはよう＞

　　　　seg．03・005

　＜おはようございます＞
　　　　seg．03・001　　　seg．03・002　　　seg．03・004　　　seg．03－019

　　　　seg．04・001　　　seg．04・002　　　seg．38・002

おび　帯
　　　　seg．26・001お着物と，萱と，禰衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　seg。26・006その上にこれをしめて，萱をしめて，帯締めをしめると。

　　　　seg．26・008ひもとか，萱とか，全部で何本くらいしめるんですか。

　　　　seg．26・025ちょっと，萱を合わせてみましょうね。

おびじめ　帯締め
　　　　seg．26’006その上にこれをしめて，帯をしめて，帯締めをしめると。

おみやげ
　　　　seg．14－008これ，おみやげです。

おめでとう／おめでとうございます

　くおめでとう＞
　　　　seg．28・038卒業，おめでとう。

　　　　seg．40・002おめでとう。

　＜おめでとうございます＞
　　　　seg．08・029じゃ，芳子さんのかわりに，明けましておめでとうございま一す。

おもい　重い
　　　　seg．14・010重巳のねえ。



　　　　　　　　おもう　思う

　　　　　　　　　◇～とおもう

　　　　　　　　　　　　seg．04・035先生，パチャリーさんは病気だと思います。
お　　　　　　　　　　　　seg．16D15ううん，イラストは書かないと思います。
も　　　　　seg．・8…8たぶん，今日のとこ｝・入ると思うな。

う　　　　seg’　19’°13；9鵠覧讐かもしれないから・雨が降っても行けるところが

～　　　　　seg．・9－・2、わたしたちは，胱＿tTくのがいいと思い就

お　　　　　　seg．・9・・24山にのぼったり，湖でボートに乗ったりすると，楽しいと思V・まt－。

　　　　　　　　　　　　seg．19－026雨は降らないと思います。る
　　　　　　　　　　　　seg．19・028日光は，かなり遠いんじゃないかと思いますけど。

　　　　　　　　　　　　seg．19・033わたしたちは，水族館がいいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．22・004帰ってこないと思うな。

　　　　　　　　　　　　seg．22・029あ，ええと，トイレだと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．22・031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，すくもどると思いますが。

　　　　　　　　　　　　seg．23・016工業製品については，これがいちばん詳しいと思いますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・004帰ってしまったかと思いました。

　　　　　　　　　　　　seg．33・010こわいと思うこと，ない？

　　　　　　　　　　　　seg．34・0181階だと思ったんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．36－033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　　　　seg．38・012国にとって，人がいちばん大切だ幽んです。
　　　　　　　　　　　　seg．39・017この大学ではむずかしいと思います。

　　　　　　　　　◇～う（か）とおもう

　　　　　　　　　　　　seg．13－024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど，

　　　　　　　　　　　　seg．29－006ええ，これ，教育学部の論文集に出そうと思うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．38・013だから，教育学をやろうと思ったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39・018国へ帰ろうかとも墨2たんですけどね。

　　　　　　　　　◇～たいとおもう

　　　　　　　　　　　　seg．14・041またいつか，おじゃましたいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg。39・001山田さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

　　　　　　　　おもしろい

　　　　　　　　　　　　seg．12・017あ，おもしろそう。

　　　　　　　　　　　　seg．21・003おもしろい。

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　おやすみなさい

　　　　　　　　　　　seg．06・055おやすみなさい。

　　　　　　　　およぐ　泳ぐ

　　　　　　　　　　　seg．08・019わたしは，大みそかからバリ島へおよぎに行くんです。

　　　　　　　　　＜およげる＞

　　　　　　　　　　　seg．21・046わたしも，早くイルカといっしょに泳げるようになりたあい。

　　　　　　　　おる　［補動］

　　　　　　　　◆～ておる　→て［接助］2（～ておる）



おれ ㌦、＿ぷまだ、ばらくかか，そうだc］、e　　　　　　■

おれ折れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　　　、eg．3・…3ここは，　pmですlt・・。　　　　　　　　　　　　　　　れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

おれる折れる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
◇ほね添認：26足は滑がpmて（°　　　　　　　　　　　　　　　　　ん

　　　seg．4・・030わたしと付き合うのは骨が折れるでしょ．　　　　　　　　　　　な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

おろす　下ろす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　seg．31・002横の線は，下ろして，筆の先を残して引きます。　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　　seg31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　きます。
　　　　seg．31・022それで，一度に下ろさないようにして，動かしてみてください。

おわり　終わり
　　　　seg．24－0102月の終わりに行ってしまうんです。

おわる　終わる
　　　　seg．03・063課長，終わりました。

　　　　seg．36・022ん一，日本人の大学生は，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，

おんなのこ　女の子
　　　　seg．20・015それは，一人の女璽王でした。

　　　　seg20・017女旦壬は，浴衣を着て，手に花火を持っていました。

　　　　seg．20－018女Ω王は，花火をやりたがっていました。

　　　　seg20・019火をつけてやると，女璽壬はとてもうれしそうでした。



　　　　　　　　か　［終助］

　　　　　　　　　1．相手に働きかけ，何らかの反応を求める。

　　　　　　　　　1．1．相手に質問する。

　　　　　　　　　　　　seg．01・002あかまっしょうはどこですか。

　　　　　　　　　　　　seg．01・021次は，どこに止まりますか。
カ、　　　　　　　　　seg．01・026府中は，止まりませんか；’－

　　　　　　　　　　　　seg．01・032張さん，どうしたんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．02－003すいません，このバスは南海大学へ行きますか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・009あのう，すいません，おつり，ありますか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・011細かいのありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・025あのう，いつもこのバスです主。

　　　　　　　　　　　　seg．02・032あのう，南海大学の方ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・050来年は，大学院を受けるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・052教育行政って，どんなことするんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．03・015これ，どのくらいあるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．03・037段ボールはどこですか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・014クレイグさんは，いっ日本に来ましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04－019今まで，どこで日本語を勉強していましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04－022日本は，はじめてですか？

　　　　　　　　　　　　seg．04－024なぜ日本へ来たのですか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・038どうしたんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．06・009お医者さんですか？

　　　　　　　　　　　　seg．06・038王さんは，やはり中国料理がいちばん好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．06－040日本料理と西洋料理と，どちらが好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．08・002待ちました主。

　　　　　　　　　　　　seg．08・008手紙ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．09・001あの，このくらいの小さいトマト，なんと言いますか。

　　　　　　　　　　　　seg．09－011じゃ，おいくらですか。

　　　　　　　　　　　　seg．11・004あれ，民謡ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．12・009もう少し落ち着いて食べられるところはありません主。

　　　　　　　　　　　　seg．12・011池田さん，タコ焼きって，和食ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．12・013レストランって，どちらです主。

　　　　　　　　　　　　seg．12－028どこへ行くんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．13－008ええと，川田先生のゼミ，出たほうがいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・023図書館にも無いんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・028じんぼうちょうって，どの辺ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．13－044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13－053中国茶はお好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．14－033ええと，どんなふうに書けばいいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．15・001池田さん，徳島のホテル，予約をキャンセルしました主。

　　　　　　　　　　　seg．15・017ホテルの担当は……，江口君か？

　　　　　　　　　　　seg．16－003ワープロですか。

　　　　　　　　　　　seg．16－007メーカーは，決めてらっしゃいますか。

　　　　　　　　　　　seg．16・009どういったことにお使いになるんですか。

　　　　　　　　　　　seg．16・020あのう，ハングルが使えるのはありませんか。

　　　　　　　　　　　seg．18・007今日もあの広告会社ですか。

　　　　　　　　　　　seg．18・010どこにあるんですか。

　　　　　　　　　　　seg．18・013お決まりですか。

　　　　　　　　　　　seg．18・016就職決まりそうですか。

　　　　　　　　　　　seg．18・019じゃあ，歌手はあきらめるんですか？

　　　　　　　　　　　seg．18・023……北海道，行っちゃうんですか。

　　　　　　　　　　　seg．19－004みなさん，どこへ行きたいです主。



　　seg．19・009ボーリングやディスコは勉強になります主。

　　seg．19・016どこの水族館です主。

竃1竃鷲議ll嚢誌Q，。　　　　　■
　　seg．22・019江口さん，サクラツアーズさんなんですけど，池田さんから聞いてま　　　　　ヵ、

　　　　　　　　す塑。

　　seg．23・005はい，何かわかりやすい本はないでしょう主。

　　seg．23・019ええと，ここで見ます主。

　　seg23・020それとも，借りてゆきます主。
　　seg．24・002どうかしたんです±。

　　seg．24・003知っています塑。

　　seg．24・006どこです主。

　　seg．24・008アデレードって，どこです主。

　　seg．24・023いつにします主。

　　seg．26－008ひもとか，帯とか，全部で何本ぐらいしめるんです主。

　　seg．26－012えりは，どんなふうにすればいいです迦。

　　seg．26・019どうです主。

　　seg．26・026芳子さんは着物を着ることがあります主。

　　seg26・031これは，振り袖っていうんです主。

　　seg27・007エレンさん，お弁当は自分で作るんです主。

　　seg．28・010深沢先輩です主。

　　seg．28－011プレゼントです主。

　　seg．28・019どうするんです主。

　　　seg。28－024結婚するんです迦。

　　　seg．29’011いっまでです主。

　　　seg．29・016無理です主。

　　　seg．29・025原稿，読んでいただけました主。

　　　seg29・032今週中じゃなかったんです主。

　　　seg．29・033だれか，他の人には頼まなかったんです主。

　　　seg．31・010どうです主。

　　　seg．31・031あら，仮名です塑。

　　　seg．31・036あのう……これ，なんて書いてあるんです主。

　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6カ月たったわけです

　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょう座。

　　　seg．36・007授業はむずかしいです主。

　　　seg．36’013それでは，パチャリーさんはいかがです座。

　　　seg．36・017いや，その，勉強はむずかしいです主。

　　　seg．36・026その辺，張さんはいかがですQ）iP，。

　　　seg．37・005どうです∠⊇。

　　　seg．37’007まだ，起きられないんです主。

　　　seg．37・009退院は，いつごろになるんです主。

　　　seg．37・011ねえ，どうして事故にあったんですza。

　　　seg．37・024どこ，けがしたんです主。

　　　seg．38・005……研究室の整理なんかどうするんです主。

　　　seg．38・022王さん，今日は授業です主。

　　　seg．39－016……他に指導してくれる人はいないんです主。

　　　seg．40・010あ，深沢さん，おうちの方はいらっしゃらないんです主。

◇相手

　　　seg．01・010あのごみのところです主。

　　　seg．01・022ああ，次です主。



　　　　　　　　　　　　seg．02・005た，です主。

　　　　　　　　　　　　seg．03・052ええと，どこですか。

■　　　；§ミ§；鞭璽瓢・

ヵ、　　　　　　　　　seg．09・002ああ，プチトマトのことです塾

　　　　　　　　　　　　seg．12・027船です主。

　　　　　　　　　　　　seg．13・021え，何です主。

　　　　　　　　　　　　seg．13・037ええと，金曜日ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．14・029お礼の……，あ，手紙ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．14・048なにもないんです主。

　　　　　　　　　　　　seg．21・015ええと，どれです主。

　　　　　　　　　　　　seg．21・035え，あれですか。

　　　　　　　　　　　　seg．23・004あ，貿易です主。

　　　　　　　　　　　　seg．29・005え，何か用ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．31・020こうですか。

　　　　　　　　　　　　seg．31・023こんなふうです主。

　　　　　　　　　　　　seg．33・040食べられないんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．33・043そうです主。

　　　　　　　　　　　　seg．36・005あ，わたくしですか。

　　　　　　　　　　　　seg．36・014ええ，なんです主。

　　　　　　　　　　　　seg．39－011ええと，言語教育っていうことですか。

　　　　　　　　　1．2．提案したり相手に意向を尋ねたりする。

　　　　　　　　　◆～う・ようか／～ましょうか
　　　　　　　　　　　　seg．03・066ちょっと，お茶にしようか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・033先生に言いましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．08・024ああ，わたっちゃいましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．10－047じゃあ，やりましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・034今度いっしょに行きましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．18・003　そテこ＿三⊇≧。

　　　　　　　　　　　　seg．18・005飲んでみようか。

　　　　　　　　　　　　seg．20・021じゃあ，いっしょにやろうか。

　　　　　　　　　　　　seg21・055わたしが行ってるスクール，紹介しましょうかb
　　　　　　　　　　　　seg．22－034何かお伝えいたしましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．30・023ええと，そろそろ入りましょうか。

　　　　　　　　　◆～ませんか

　　　　　　　　　　　　seg．38・025じゃ，話が済んだら，僕の部屋に来ませんか。

　　　　　　　　　◆～ていただけますか／～ていただけませんか

　　　　　　　　　　　　seg．02・013どなたか，1万円，細かくしていただけませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・001お着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．29－008それで，山田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．31・030先生，ちょっと見ていただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．32・019朴さんに聞いていただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．39・003来ていただけますか。

　　　　　　　　　◇～でどうですか／～でいかがですか／～はどうですか／～はいかがですか

●　　：ll：1：：：：；1議1耀き㍍一きま一・一瞳

　　　　　　　　　　　　seg．05・0376時に新宿でいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・043ええ，南口の，ええ，改札口ではいかがでしょうか。



　　　seg．13・036ええと，あさって，どうですか。

　　　seg．13－039じゃあ，来週は，……火曜の午後，どうですか。

1§ll竃灘撒；柔萎ζ：分かれて意見をまとめたらどうでし．　■

　　　　　　　　pm・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　　　seg．23・013こんなのはどうですか。

◇～ていいですか／～でいいですか

　　　seg．05・010う一ん，その日は，午後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　ですか。

　　　seg．10’021これくらいでいいですか。

　　　seg．13・020山田さん，わたしも相談していいですか。

2．相手の反応を特に求めないもの。

2．1．理解・納得を表す。また相づち的に使われることもある。

　　　seg．02・007あ，多42です主。

　　　seg．02・039国語です主。

　　　seg．02・049研究生です主。

　　　seg．37・003ああ，きみ主。

◇そうか／そうですか

　　　seg．01・034ああ，そうですか。

　　　seg．21・043あ，そうか。

以下セグメント番号一文番号のみ

　　　seg．02・018　　　seg．02－027　　　seg．02・034　　　seg．02・036

　　　seg．02・048　　　seg．05・001　　　seg。10－037　　　seg．13・016

　　　seg．14－006　　　seg．14・032　　　seg．16・011　　　seg．16・016

　　　seg．22・005　　　seg．27－013　　　seg．31・029　　　seg．33・037

　　　seg．36・025　　　seg．38・009　　　seg．40・013

2．2．自身の感想，感慨などを表す。
　　　seg．12－016……ま，いっ主。

　　　seg．32・031これからどうすればいい主……。

◇かな→函な
　　　seg．03・016ええと，700部だったかなあ。
　　　seg．03－060あ，これ座な。

　　　seg．06・018定食がいいQ）zfS。

　　　seg．10・016ええと，これぐらい座な。

　　　seg．13・046やっぱりお菓子がいい主な。

　　　seg．13・051じや，そうしようQ）zfS。

　　　seg21’006壊れない∠遠。

　　　seg．21・053僕もやってみようZ2yfS。

　　　seg．26・021でも，ちょっとおとなしいんじゃない∠畦。

　　　seg．27・025行っております，かなあ。

　　　seg．28－009気に入って，くれる座な。

　　　seg．28・012ネクタイかなあ。

　　　seg29・015読めるかなあ。

　　　seg．33・011若い人は，あんまりいないかなあ。

　　　seg．33’015今の若い人が中年になったら，どうなるのQyf；g。

　　　seg．37・010あと十日ぐらいじゃないかなあ。

　　　seg．40・033どうなるかなあ。



　　　　　　　　　2．3．自信のなさや不確かさを表す。

　　　　　　　　　◇かとおもう
　　　　　　　　　　　　seg．19・028日光は，かなり遠いんじゃないかと思いますけど。

　　　　　　　　　　　　seg．29－004帰ってしまったかと思いました。

　　　　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

ヵ、　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

～　　　　　seg・39’°18国へ帰ろう工耀2たんですけE　ta・

が　　　　3．疑問の従融を作る。

　　　　　　　　　　　　seg．18・026そのあと，どこへ行くことになる主わからない。

　　　　　　　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入している主とか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。
　　　　　　　　　　　　seg．26－035う一ん，どう違うの主全然知らないなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．36・039たとえば，タイはどこにある主，知ってます？

　　　　　　　　　　　　seg．39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいい主，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

　　　　　　　　か　［接辞］

　　　　　　　　　◇いつか
　　　　　　　　　　　　seg．14・041またいっか，おじゃましたいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．32・041王さん，ずっと気になってたんですけど，……いつかの原稿。

　　　　　　　　　◇だれか／どなたか
　　　　　　　　　　　　seg．02・013どなたか，1万円，細かくしていただけませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・038やだあ，だれか来たの？

　　　　　　　　　　　　seg20・011だれかが肩にさわりました。

　　　　　　　　　　　　seg29・018だれか他の人に頼んだ方がいいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・022ああ，一応読んでみますけど，だれか他の人にも頼んでくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．29－033だれか，他の人には頼まなかったんですか。

　　　　　　　　　◇どうか
　　　　　　　　　　　　seg．24・002どうかしたんですか。

　　　　　　　　　◇なにか／なんか
　　　　　　　　　　　　seg．09・017但主忘れた物はない？

　　　　　　　　　　　　seg．15・038なんか，まずいこと？

　　　　　　　　　　　　seg．22・034但主お伝えいたしましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg23・005はい，但主わかりやすい本はないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・005え，坐用ですか。
　　　　　　　　　　　　seg．31・015張さん，塾好きなものを書いてみてくださいな。

　　　　　　　　　　　　seg．32・017但主お手伝いすることがあったら，言ってください。

　　　　　　　　か　科

　　　　　　　　　　　　seg．02・038国語学亙の山田と言います。

　　　　　　　　か　課
　　　　　　　　　　　　seg．17－001はい，ヤングトラベル企画麗ございます。

　　　　　　　　　　　　seg．22－025はい，ヤングトラベル企画謎でございますが。

　　　　　　　　が　［格助］

　　　　　　　　　1．動作性動詞が表す動作の主体を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．06・022今日はね，ぼく主おごります。



　　seg．06・025ボーナス主出たんですよ。

　　seg．06・046そうだ，わたし主作りますから，食べにきてください。

ll難1竃㌶羅1漂㌦なんで一a．。　　■
　　seg．14・040写真亙できたので，お送りします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヵ〈

　　seg．17・020番号逆出た？

　　seg．19・01310月は台風主来るかもしれないから，雨主降っても行けるところが

　　　　　　　　いいと思うんです。

　　seg．19・014あのう，この間，友達主水族館に行ったんです。

　　seg．19－019近いし，雨塑降っても行けるし……，勉強になりますよね。

　　seg．19－025雨主降ったらどうするんですか。

　　seg．19－027雨主降ったら，日光でボーリングをしましょう。

　　seg．19－035近いし，雨主降ってもだいじょうぶです。

　　seg．20・009涼しい風丞吹きました。

　　seg．20・011だれか主肩にさわりました。

　　seg．20・023目逆覚めると，ぼくはふとんの中にいました。

　　seg．24・017先生遊行きたいなら，しかたがないでしょう。

　　seg．24・018先生主出発する前に，パーティーをしましょう。

　　seg．26・033こういう袖の長いのが振り袖で，お嬢さん主お召しんなるんですね。

　　seg．27’001それで，スキー場に着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。

　　seg．29’034ええ，山田さん主火曜日って言ったから……。

　　seg．31・004縦の線は，筆の先び真ん中を通るようにして，一気に引きます。

　　seg．31・027先生，縦の線亟，どうしても曲がってしまうんです。

　　seg．32・005内田先生主ね，

　　seg．33・046それから，変なにおい主するでしょう。

　　seg．34・014それがさ，僕主，場所を間違えたらしい。

　　seg。35－001お母さ一ん，スタンド主消えた。

　　seg．35・007帽子主落ちた。

　　seg．35－010あんた逆倒したの？

　　seg。35・020だれ墾切ったの。

　　seg．36・022ん一，日本人の大学生は，授業杢終わると，すぐに帰ってしまって，

　　seg．37－034いやあ，僕主間違えたせいだから。

　　seg．38・006ええ，林教授逆なさるそうです。

　　seg．38・007内田先生丞指導なさっていた学生は？

　　seg．38・008他の先生方主見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　気をなくしてしまって。

　　seg．38・023いえ，朴さん主話があるっていうんで。

　　seg．38－025じゃ，話逆済んだら，僕の部屋に来ませんか。

　　seg．39－009ええ。……教育には，必ずことば丞使われるでしょう。

2．存在の主体を表す。

　　seg．04－036熱主あります。

　　　seg．04・041熱主あるわ。

　　seg．07－006きれいな花丞たくさんあります。

　　seg．13・022ちょっとほしい本主あるんですが，もう売ってないらしいんですよ。

　　seg．13・050中国のお茶は日本でも人気主ありますよ。

　　seg．15・020ええ，それが，先週，出張遊あったり，えっ，いろいろと……。

：：：ll：：1鷲霧㌶；三ける形な5’使える⌒かもしO

　　seg．19－015魚がたくさんいて，とてもきれいだったそうです。

　　seg．19・022日光には有名な神社査あります。



　　　　　　　　　　　　seg．20・026部屋の隅には，仏壇主ありました。

　　　　　　　　　　　　seg．21・017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い線主ある。

　　　　　　　　　　　　seg．21・030そうそう，目逆ない魚ね。

　　　　　　　　　　　　seg21・031目杢ない魚？

　　　　　　　　　　　　seg．23－007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって
ヵ〈　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題主ありますよねえ。

　　　　　　　　　　　　seg23－021ええと，ちょっと時間丞ないので，

　　　　　　　　　　　　seg．24－032そうだ，あのビルの中においしいロシア料理の店丞あるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．28・008ああ，若さ塑ない！

　　　　　　　　　　　　seg．29－014僕も，ちょっと書かなきゃならない原稿主あるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．30・006……その前にね，ちょっと話主あるんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・017何かお手伝いすること主あったら，言ってください。

　　　　　　　　　　　　seg．33－003酔っ払ってる人主いるじゃない。

　　　　　　　　　　　　seg．36・027それにね，あまり授業に出ない学生主いるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．38・023いえ，朴さんが話主あるっていうんで。

　　　　　　　　　　　　seg．39・007シカゴの近くの私立大学なんですけど，いい先生主いるんです。

　　　　　　　　　◆～ことがある／～ことがない

　　　　　　　　　　　　seg。14－005あら，わたし行ったことがないわ。

　　　　　　　　　　　　seg．19・037わたしはその水族館へ行ったことがありますから，もういいです。

　　　　　　　　　　　　seg。19－038でも他の人は行ったことがありません。

　　　　　　　　　　　　seg26・026芳子さんは着物を着ることがありますか。

　　　　　　　　　3．状態性動詞・形容詞などが表す状態の主体を表す。

　　　　　　　　　　　　seg。01－027あ，府中は方向墾違いますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．04・037パチャリーさん，顔至赤いわね。

　　　　　　　　　　　　seg．04－039少し体び熱いです。

　　　　　　　　　　　　seg．04・042医務室へ行ったほう遊いいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．05・052ああ，早くした方査いいね。

　　　　　　　　　　　　seg．06・018定食墾いいかな。

　　　　　　　　　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅の3種類で，松至いちばん高いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06－038王さんは，やはり中国料理主いちばん好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．06－040日本料理と西洋料理と，どちら杢好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．06・041それはもちろん日本料理遊好き，と言った方主いいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．07・002まだ，雨主降っています。

　　　　　　　　　　　　seg．07・011ぼくは，牛乳主大好きです。

　　　　　　　　　　　　seg．08－009ええ，大学の友達主ね，イギリスに留学してるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・002その右の方主港になってます。

　　　　　　　　　　　　seg．13・002ああ，教育学部の方は，グラウンド主近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　　　　　　　　　しょう。
　　　　　　　　　　　　seg．13・008ええと，川田先生のゼミ，出たほう亙いいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方びいいな。

　　　　　　　　　　　　seg．13・046やっぱりお菓子主いいかな。

　　　　　　　　　　　　seg．16・006まあ，安い方主いいですけど。

　　　　　　　　　　　　seg．16・013イラストが書けるし，カラー印刷とか，機能主多いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．18・002授業塑長くなっちゃって。

　　　　　　　　　　　　seg．19－005カラオケ塑いいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・007わたしは，歌亙下手ですから，ボーリングの方杢いいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・012え，それがいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．19・01310月は台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところ亙

　　　　　　　　　　　　　　　　　いいと思うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・021わたしたちは，日光へ行くの主いいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．19・02310月はもみじ逆きれいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19－029それに，お金主足りないでしょう。



　　　seg．19・033わたしたちは，水族館主いいと思います。

　　　seg．20－002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道主わからなく

　　　　　　　　なってしまいました。

　　　seg．20・007秋の虫至鳴いていました。

　　　seg．20－008月至きれいでした。
　　　seg．20・027仏壇には，小さな写真主おいてありました。　　　　　　　　　　　　　　　　ヵ〈

　　　seg。21・055わたし杢行ってるスクール，紹介しましょうか。

　　　seg．23・003あのう，日本主アジアから輸入している物のことを調べているんです

　　　　　　　　が。

　　　seg．23・016工業製品については，これがいちばん詳しいと思いますよ。

　　　seg．23－024あと，その本の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本主出て

　　　　　　　　いるでしょう。

　　　seg．24・013もう，ミーチャさんたら，声亙大きいんだから。

　　　seg．24・029どこQE’いい？

　　　seg．24・030プレゼントは，何亙いい？

　　　seg26・023やはり，あちらの赤の方遊おきれいですかしら。

　　　seg．26－024張さん，せ主高いから，大きい模様の方主似合うんですよね。

　　　seg．29・018だれか他の人に頼んだ方逆いいですよ。

　　　seg．31・033私には，やはり仮名主むずかしいんです。

　　　seg．32・027いや，それより，……なんだか，頭の中主からっぽになったみたいで。

　　　seg．33’015今の若い人至中年になったら，どうなるのかな。

　　　seg．33・022ええと，仕事の時間主ね，

　　　seg．33・024仕事が始まる時間主決まってますけどお，

　　　seg．36・019それから，寮至遠くて，大学へ行くだけで疲れてしまいます。

　　　seg．36・021友達至できないって，言ってましたね。

　　　seg．37・026足は，骨主折れてて。

　　　seg．38・012国にとって，人至いちばん大切だと思うんです。

　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てること逆と

　　　　　　　　ても重要だと気がっいたんです。

　　　seg．39－019アメリカは，そういう研究主進んでるんですよ。

　　　seg．40－008焦らないほう主いいよ。

　　　seg．40・030わたしと付き合うのは骨塑折れるでしょ。

◇「が［可能動詞］」などの形

　　　seg。12・021えさをやるところ至見られるんです。

　　　seg．16・013イラスト丞書けるし，カラー印刷とか，機能が多いんですよ。

　　　seg．16・020あのう，ハングル主使えるのはありませんか。

　　　seg．16－030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。
　　　seg．30－015休み丞取れたら，東京に帰ってくるよ。

4．名詞述語の主体を表す。

　　　seg．06－006こちら逆小川明美さん。

　　　seg。07・022ここ亙僕のうちです。

　　　seg．12－001あの三角の屋根主水族館です。

　　　seg．13・030こっち主新宿，こっち主東京。

　　　seg．17・03218日杢3台，19日至3台，20日垣4台ですね。
　　　seg．19・030それ互問題です。

　　　seg．21・021ええ？あれ主シマアジ。

ll難ll議1纏言稔お一お一るん一　〇
　　　seg．38・015それ逆，教育行政っていうわけですね。

　　　seg．39・015それを研究していらっしゃったの主，内田先生でした。



　　　　　　　　が　［接助］

　　　　　　　　　1．前件と後件の対立が認められる逆接の意味を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．20・002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたび，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

カ〈　　　　　　2．後件の前提となる事情や気持ちなどを述べる。

　～　　　　　　　　　seg．05・010う一ん，その日は，午後の新幹線で帰りたいんです主午前中でいい

　ミ　　　　　　　　　　　　ですカ㌔カ
　　　　　　　　　　　　seg．13・022ちょっとほしい本があるんです逆，もう売ってないらしいんですよ。
　い　　　　　　　　　seg．36－003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　ご　　　　　　　　　　　　　　　魁大学の生活はいかがでしょうか。

く　　　，．発話の最後に終綱的に用いる．

　　　　　　　　　◇談話を開始したり新しい話題を持ち出す。

　　　　　　　　　　　　seg．05・022あ，ええ，ヤングトラベルの江口と申しますび，

　　　　　　　　　　　　seg。05’027もしもし，桜井ですび。

　　　　　　　　　　　　seg．05－051あのう，　ATAのキムさんとの打ち合せです主。

　　　　　　　　　　　　seg．15・012課長，あのう，11月の四国ツアーなんです主，

　　　　　　　　　　　　seg．15・036実は，11月の徳島のことなんです遊，

　　　　　　　　　　　　seg．22・012サクラツアーズの山内でございます墾，……

　　　　　　　　　　　　seg．22－025はい，ヤングトラベル企画課でございます主。

　　　　　　　　　　　　seg．23’003あのう，日本がアジアから輸入している物のことを調べているんです

　　　　　　　　　　　　　　　　　逆。
　　　　　　　　　　　　seg．34・002あ，あのう深沢です至，亜紀子さん……。

　　　　　　　　　　　　seg．39－001山田さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。
　　　　　　　　　◇相手に配慮しながら述べる。

　　　　　　　　　　　　seg．09・034あのう，つまらないものです主。

　　　　　　　　　　　　seg．12DO6お昼は，一応ここで食べられるんです主。

　　　　　　　　　　　　seg．15－025高松ならまだ空いているそうです主。

　　　　　　　　　　　　seg．17・006ファックスの使い方，よくわからないんです主。

　　　　　　　　　　　　seg．22・015池田は，今日外へ出ておりますが。

　　　　　　　　　　　　seg．22・016あ，今日ですね，あのう，2時のお約束だったんです遊……。

　　　　　　　　　　　　seg．22・031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，すぐもどると思います主。

　　　　　　　　かあさん　母さん　→おかあさん

　　　　　　　　カード

　　　　　　　　　　　　seg23・027貸し出しカードはありますね。

　　　　　　　　かい　階

　　　　　　　　　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのよ。

　　　　　　　　　　　　seg．34・0181陛だと思ったんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．34－019ああ，いちばん下は，地下1階なのよ。

　　　　　　　　かいがん　海岸

　　　　　　　　　　　　seg．19・036近くの涯崖で遊ぶこともできます。

　　　　　　　　がいこく　外国

　　　　　　　　　　　　seg．24・004後藤先生は，毯国へ行ってしまうそうです。

　　　　　　　　　　　　seg．24・026±里へ行く前だから，とても忙しいはずですよ。



　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，1国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

かいさ㌻霊狸のこと？　　　　　　　■
　　　　seg．05・043ええ，南・の，ええ，塾・ではいかがでしようカ㌔　　　　　　　　が

　　　　・eg・°5’°44南゜のお・甦輪　　　　　　　　　　　　　　　　い

かいしゃ　会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　1．単独の名詞としての用法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　　　　seg。18・025あの会辻に就職したら，たぶん，研修は札幌だろうけど。　　　　　　　　　　　～

　　　　seg・28“°18深沢鵠・北瀧のeaですってえ？　　　　　　　　　　か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　2．複合語の後要素としての用法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え

　　　　seg・15’028それからバスii1Cこ連絡します・　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　seg．18・007今日もあの広告会社ですか。

かいもの　買物
　　　　seg．07・004肉屋で1麹をします。

がいらいご　外来語　→國ご
　　　　seg．13・013明治時代の外来語です。

かう　買う
　　　　seg．07・005挽肉を馳ました。

　　　　seg．07・007花は配ません。

　　　　seg．07・010牛乳を馳ます。

　　　　seg．07－014薬はいつもこの薬屋で融ます。

かえす　返す
　　　　seg．23・031貸し出しは2週間ですから，3月ついたちまでに返上てください。

かえる　帰る
　　　　seg．03・048ただいま趾ました。

　　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日に握2てきますので，6日の木曜日は

　　　　　　　　　いかがですか。
　　　　seg．05・QIOう一ん，その日は，午後の新幹線で匙Lたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　ですか。

　　　　seg．07・001お母さんが昼2てきました。

　　　　seg．07・017早く昼旦ましょう。

　　　　seg．13・024できれぱ国へ持って堅たいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，

　　　　seg．14・031丘てきたらすぐに書かなくっちゃ。

　　　　seg．22・004艶てこないと思うな。

　　　　seg．28・029早く来ないと，竺ちゃうから。

　　　　seg．29・004量ユてしまったかと思いました。

　　　　seg．30・015休みが取れたら，東京に量2てくるよ。

　　　　1灘1鷺；璽籔璽㌘雛≧蹴ζ二；二●

　　　　　　　　　を作りたいんです。



　　　　　　　　　　　　seg．39・018国へ艶うかとも思ったんですけどね。

　　　　　　　　かお　顔

　　　　　　　　　　　　seg．04・037パチャリーさん，顔が赤いわね。

か　　　　かかる

え　　　　　　　　　seg．40・003おれ，まだしばらくかかりそうだよ。

　し　　　　　　　　・eg・14’044じゃあ・すぐにお礼状註ます・

　　　　　　　　　　　　seg．16・010ええっと，レポートを主たり，資料を作ったり。

　　　　　　　　　　　　seg．16・015ううん，イラストは齢ないと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．23・006アジアからの輸入にっいてわかりやすく書いた本。

　　　　　　　　　　　　seg．29－014僕も，ちょっと塾なきゃならない原稿があるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．29－026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して赴て，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。
　　　　　　　　　　　　seg．31－001点は，小さな三角を書くように。

　　　　　　　　　　　　seg．31－015張さん，なにか好きなものを融てみてくださいな。

　　　　　　　　　　　　seg．31’028ああ，勢いよく融てしまえばだいじょうぶですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・036あのう……これ，なんて赴てあるんですか。

　　　　　　　　　＜かける＞

　　　　　　　　　　　　seg．16・013イラストが描けるし，カラー印刷とか，機能が多いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・035でも，うまく責旦ていますよ。

　　　　　　　　がくしゅう　学習

　　　　　　　　　　　　seg．19・001来月の校外趨について，みなさんの意見を聞きます。

　　　　　　　　　　　　seg．19－002校外鎚というのは，学校の外で勉強するということです。

　　　　　　　　がくせい　学生

　　　　　　　　　　　　seg．33・012堂生は，ときどきいるよね。

　　　　　　　　　　　　seg．36－027それにね，あまり授業に出ない堂生がいるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．38’007内田先生が指導なさっていた学生は？

　　　　　　　　　　　　seg．38・014……勉強しているうちに，堂生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　　　　　　　　　　ても重要だと気がっいたんです。

　　　　　　　　がくぶ　学部→ぶ

　　　　　　　　かげつ　ヵ月

　　　　　　　　　　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6立旦たったわけです

　　　　　　　　　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしようか。

　　　　　　　　かける　掛ける

　　　　　　　　　　　　seg．22・032あらあ，じゃあ，またQiLtます。

　　　　　　　　　　　　seg．26・018まず，こうして，肩に坐てから，手を入れてくださいね。

　　　　　　　　かし　菓子

　　　　　　　　　　　　seg．13・046やっぱりお墓壬がいいかな。



かしこまりました
　　　　seg．06・015かしこまりました。

　　　　seg’°6’°35かしこまりS｛　Ltc’　　　　　　　　■

かし㌦艦しヵ一ドはありま一g－・ta。　　　　　　　　か
　　　　seg．23・031貸工は2週間ですから，3月っいたちまでに返してください・　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
かしゆ ：璽：：繊鷲≧雲㌍　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

かしら　［終助］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　1：9：12：鵬認麗1’かしら゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　た

　　　　seg．21－014なんていう魚かしら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　seg26・023やはり，あちらの赤の方がおきれいですかしら。　　　　　　　　　　　　　　ヵ、

かす貸す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
　　　　seg．23・・25それじゃ，ち・っとgrてくださ1・　・。　　　　　　　　　　壬

　　　　seg．26・OO1お着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかはお貸上しますので，足袋　　　　　っ

　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

かぜ　風
　　　　seg．20－009涼しい風が吹きました。

かた　肩
　　　　seg．20・011だれかが亘にさわりました。

　　　　seg．26・018まず，こうして，亘にかけてから，手を入れてくださいね。

かた　方　［名］

　　　　seg．02’032あのう，南海大学の21Zですか。

　　　　seg．40・010あ，深沢さん，おうちの左はいらっしゃらないんですか。

かた　方　［接辞］

　　　　seg．17・006ファックスの使い友，よくわからないんですが。

　　　　seg．38・018新しい教え友を勉強できるようにね。

がた　方
　　　　seg．38・008他の先生左が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

かたち　形
　　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける彪なら，使えるのがあるかもし

　　　　　　　　　れませんけど。

かちよ

　　　　seg．15・012選長，あのう，11月の四国ツアーなんですが，



　　　　　　　　　　　　seg．17・034亘蛙。

　　　　　　　　　　　　seg。22・028クラウディアさん，速長は？

■　がつ月
　　　　　　　　　　　　seg．15－006料金の35％を9旦5日までに……
か　　　　　seg．・5…2課長，あのう，・・旦の四国ッァーなんですが，

ち　　　　　　　seg・15・036実は・11Eの徳島のことなんですが・

さ　　　　1：1：：；：：lll聡麟嶽：しれないから，雨が降っても行けるところ、、

　っ　　　　　　　　　　　　　　いいと思うんです。

　～　　　　　　　　　seg。19・02310具はもみじがきれいです。

窓　　㌶舗三㌫燃C㌶㍗までに返してく訓
も　　　がっか学科一か
ち

　　　　　　　　がっかり

　　　　　　　　　　　　seg．34・031あ一あ。が一っかり。

　　　　　　　　がつこう　学校

　　　　　　　　　　　　seg．04・021ええ，サンディエゴの日本語難で勉強していました。

　　　　　　　　　　　　seg．19・002校外学習というのは，堂狡の外で勉強するということです。

　　　　　　　　　　　　seg．24－027あした，堂校できいてみましよう。

　　　　　　　　　　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　　　　　　かど　角

　　　　　　　　　　　　seg．01・009ああ，それじゃあ，あの負を右に曲がって，

　　　　　　　　かな　［終助］→か［終助］（かな），な（かな）

　　　　　　　　かな　仮名

　　　　　　　　　　　　seg。31・031あら，」陸ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．31・033私には，やはり鎚がむずかしいんです。

　　　　　　　　かならず　必ず

　　　　　　　　　　　　seg．39－009ええ。……教育には，必主ことばが使われるでしょう。

　　　　　　　　かなり

　　　　　　　　　　　　seg．19・028日光は，かなり遠いんじゃないかと思いますけど。

　　　　　　　　かね　金

　　　　　　　　　　　　seg．02・028じゃ，今度，お全を・・…・。

　　　　　　　　　　　　seg．19・029それに，お全が足りないでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．21・042小判って，ほら，昔のお金。

　　　　　　　　かねもち　金持ち

　　　　　　　　　　　　seg．06・026今日は金持ちですから。



かまぼこ
　　　　seg．21・037そうそう，カマボコはサメから作るそうですよ。

かも［副助］　　　　　　　　　　■
◆～か㌶蒜儲《潔溌せ硫　’　　　　　　　　か

　　　　seg．・6・024パソコンにワープ・ソフトを乗っける形なら，使えるのがあるかもし　　　ま

　　　　seg．、9．。、3需畿、来るかもしれないから，雨、・降っても行けると。ろ、・　　ぜ

　　　　　　　　　いいと思うんです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L－
　　　　seg．23’015それから，これもいいかも知れません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　・eg23…7ええ・3年前だから・ちょっと古くなっているかも知れません｝ナど・　　　か
　　　　seg．33・052ああ，人によっても違うかもしれないね。　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

かよう　火曜
　　　　seg．13・039じゃあ，来週は，……躍の午後，どうですか。

かようび　火曜日
　　　　seg．13・041じゃあ，火曜日。

　　　　seg29・017たぶん，火曜日んなるなあ。

　　　　seg．29・019いえ，火曜日なら大丈夫です。

　　　　seg．29・034ええ，山田さんが火曜日って言ったから……。

から　［格助］

　1．移動など動作の起点や基準となる場所を表す。

　　　　seg．04・010アメリカのサンディエゴ並来ました。

　　　　seg。13・029ええっと，水道橋の駅並……歩いて，10分ぐらいですね。

　　　　seg．19・018東京駅担電車で10分ぐらいです。
　　　　seg．19・034東京駅並電車で10分ぐらいの葛西というところにあります。

　　　　seg．23－003あのう，日本がアジア坐輸入している物のことを調べているんです

　　　　　　　　　が。
　　　　seg．23・006アジア並の輸入についてわかりやすく書いた本。

　　　　seg．23－008ええ，特に，東南アジアQL6の輸入品の種類のことを。

　　　　seg．31－006これは，左下並やや右上に。

　2．物，情報などの出どころを表す。
　　　　seg．22・019江口さん，サクラツアーズさんなんですけど，池田さん∠堕聞いてま

　　　　　　　　　すか。

　3．原料を表す。
　　　　seg．21・037そうそう，カマボコはサメ」担作るそうですよ。

　4．始まりの時を表す。
　　　　seg．02・033ええ，今月坐研究生になりました。

　　　　seg．05・0091日≡ハワイへ出張で，5日に帰ってきますので，6日の木曜日は

　　　　　　　　　いかがですか。
　　　　seg．08－019わたしは，大みそかQ）！6Lバリ島へおよぎに行くんです。

　　　　；lilll§耀霧議：加んです、。　　　●

　　　　seg．39－006来月∠堕アメリカへ行きます。



　　　　　　　　　◆これから

　　　　　　　　　　　　seg．29・028えっ，これから？

　　　　　　　　　　　　seg．32・031これからどうすればいいか……。

　　　　　　　　　　　　seg．39－024せっかく友達んなったんだから，これからもね。

　　　　　　　　　　　　seg．40・032……これからもねえ。
カ、　　　　　　　◆～てから

ら　　　　　　　　：：9：？1：：‖忘皇享慧こ三皐匡e三嵩、らも聞けるからね．

　　　　　　　　　　　　seg．16－031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。
　　　　　　　　　　　　seg．26・018まず，こうして，肩にかけてから，手を入れてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。

　　　　　　　　から　［接助］　理由・原因を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．03・050ああ，チラシの写真，来てる並，原稿といっしょに送って。

　　　　　　　　　　　　seg．06・046そうだ，わたしが作ります∠巳ら，食べにきてください。

　　　　　　　　　　　　seg．08・028わたしはインドネシアです坐，父と母をよろしくね。

　　　　　　　　　　　　seg．13－002ああ，教育学部の方は，グラウンドが近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えません≡，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　　　　　　　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませんQL6，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　　　　seg．19－007わたしは，歌が下手ですQL6，ボーリングの方がいいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・01310月は台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところが

　　　　　　　　　　　　　　　　　いいと思うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・037わたしはその水族館へ行ったことがありますから，もういいです。

　　　　　　　　　　　　seg．23・017ええ，3年前だ並，ちょっと古くなっているかも知れませんけど。
　　　　　　　　　　　　seg。23・031貸し出しは2週間ですZ巳ら，3月っいたちまでに返してください。

　　　　　　　　　　　　seg．24－026外国へ行く前だQL6，とても忙しいはずですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．26－024張さん，せが高いQL6，大きい模様の方が似合うんですよね。

　　　　　　　　　　　　seg．29・013今日は，金曜だ並，急ぎますね。

　　　　　　　　　　　　seg．29－020じゃあ，ちょっと急ぎますから，これで。

　　　　　　　　　　　　seg．39・024せっかく友達んなったんだ並，これからもね。

　　　　　　　　　◇文末に終助詞的に用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．02・016いえ，いいですQ）L6。

　　　　　　　　　　　　seg．06－026今日は金持ちです並。

　　　　　　　　　　　　seg．08－003いいえ，わたしも今来たところですから。

　　　　　　　　　　　　seg．13－015心理学は，4年になってからも聞けるからね。

　　　　　　　　　　　　seg．14・046張さん，晩ご飯用意してありますからね。

　　　　　　　　　　　　seg．16・032また来ます並。

　　　　　　　　　　　　seg．16・037ワープロソフトは，たとえばこんなのですから。

　　　　　　　　　　　　seg．24－013もう，ミーチャさんたら，声が大きいんだから。

　　　　　　　　　　　　seg．28・029早く来ないと，帰っちゃう並。

　　　　　　　　　　　　seg29・009ええ……，いいですけど……，僕は教育のこと，わからないからなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・010いえ，日本語としておかしいところだけでいいです並。

●　　　ミミ議§ミ§難撰㌫1；驚㌫：

　　　　　　　　　　　　seg．33・051まあ，どこの国にも，変わった食べ物ってある2L6。

　　　　　　　　　　　seg．34・027けっこう動いてた並。



　　　seg，37・014深沢さん，明日，もう一度検査をします2L6，午前中に。

　　　seg．37・034いやあ，僕が間違えたせいだQL6。

◆（　seg．40・027ほんとに，　seg．40・034大丈夫よ，～は）～からだ／（～は）鷲議竺　　　　　　　■

　　　seg．04・026入りたいからです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ、

　　　seg・21’044丸い小判みたいだヵ’らですね・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

カラ＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　seg．16・013イラストが書けるし，カラー印刷とか，機能が多いんですよ。　　　　　　　　カ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ

ヵラオ㌘919005ヵラォヶが1、，lt、です．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

ガラス

　　　　seg．21・005ねえ，これ，ガラスでしょ。

からだ体
　　　　seg．04・039少し庄が熱いです。

　　　　seg．30・026佳に気をっけてね。

からっぽ
　　　　seg．32・027いや，それより，……なんだか，頭の中がからっぽになったみたいで。

かりる借りる
　　　　seg．23・020それとも，借2てゆきますか。

がる　→たがる

カレイ

　　　　seg．21・028カレイとか，タコとか。

　　　　seg21・032ほら，カレイもタコも，切って売ってるでしょう。

かわ　皮
　　　　seg．10・011小川さん，それ，塵と骨を取って，適当に切ってください。

がわ　側
　　　　seg．01・012少し行って，左側にあります。

かわせ　為替
　　　　seg．05・021はい，東光銀行墓葺部でございます。

かわり　→函そのかわり

　◇～のかわりに
　　　　seg。08’029じゃ，芳子さんのかわりに，明けましておめでとうございま一す。



　　　　　　　　かん　館

　　　　　　　　　　　　seg．12－001あの三角の屋根が水族鎚です。

　　　　　　　　　　　　seg．13・023図書箪にも無いんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．19・014あのう，この間，友達が水族鎮に行ったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．19－016どこの水族鎚ですか。
カ、　　　　　　　　　seg．19－020ん一，水族鎮にしましょう。

ん　　　　　　seg・19“033わたしたちは・水脳iヵSいいと思いまi’・

～　　　　seg・19’°37わたしはその嚇へ行ったことがありますから・もういい醜

が　　　　　かんがえる　考える

ん　　　　　　・eg・16・008いや，別にtえていません．

9　かんけし蕊＿でし。．

　　　　　　　　　　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　　　　　　かんごふ　看護婦

　　　　　　　　　　　　seg．06－010いえ，看護婦です。

　　　　　　　　かんじ　感じ

　　　　　　　　　　　　seg．03・026こんな盛旦ですけど。

　　　　　　　　かんたん　簡単

　　　　　　　　　　　　seg．17・008箇皇だよ。

　　　　　　　　がんたん　元旦

　　　　　　　　　　　seg．08・026五旦には，うちへあいさっに来るでしょう？

　　　　　　　　かんてん　観点

　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，…私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におもし
　　　　　　　　　　　　　　　　　ろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　がんばる

　　　　　　　　　　　seg．03・017がんばってね。

　　　　　　　　　　　seg．30・022お仕事，がんばってね。

　　　　　　　　　　　seg．32－040内田先生のためにもね，がんばらなくちゃ。



き　気
　◇きがする

◇きが三t3合゜36ちょつとお’悪いような気がし一（’e

　　　　：：1：ll：：；1㌶芦㌶蒜諮‡㌶ピ　　　　　　　　　　　き

　　　　seg・38…4……勉強しているうちに・学生を実際に教える先生を育てることがと　　　～

◇きにいる　　ても重要だと気がっいたんです゜　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　seg．28・007う一んと，気に入ってくださるといいんですけど．　　　　　　　　の

　　　　・eg・28’009気に入って・くれるカ’な・　　　　　　　　　　　　　　　う
　◇きにする

　　　　seg．02・030気にしないでください。

　◇きになる
　　　　seg．32・041王さん，ずっと気になってたんですけど，……いつかの原稿。

　　　　seg．34・025気になって，下へ見にいったの。

　◇きをつける

　　　　seg．30－026体に気をつけてね。

きいろい黄色い
　　　　seg．21・017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に童色巳線がある。

　　　　seg．21・018ええと，黄色い線。

キウィ

　　　　seg．18・004あ，キウィのワインがある。

きえる　消える
　　　　seg．35・001お母さ一ん，スタンドが盤た。

きかく　企画
　　　　seg．17・001はい，ヤングトラベル企画課でございます。

　　　　seg．22・025はい，ヤングトラベル企画課でございますが。

きく　聞く
　　　　seg．04・027それじゃ，クレイグさん，わからないことは，みなさんに主てくだ

　　　　　　　　　さいね。
　　　　seg．05・057向こうの都合を聞巳てみます。
　　　　seg．11・005ああ，　IIS！c．〉てました。

　　　　seg．19・001来月の校外学習について，みなさんの意見を堅ます。

　　　　seg．22－019江口さん，サクラツアーズさんなんですけど，池田さんから馳てま

　　　　　　　　　すか。

　　　　seg22・020あ，旦巳てる，聞込てる。

　　　　seg24－025先生の都合を並なくちゃ。
　　　　seg．24・027あした，学校で主てみましょう。

　　　　seg．32・019朴さんに盟亘ていただけますか。

　　　　seg．39－001山田さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞巳ても

　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

　＜きける＞
　　　　seg．13－015心理学は，4年になってからも聞けるからね。

きのう　機能
　　　　seg．16・013イラストが書けるし，カラー印刷とか，機能が多いんですよ。



　　　　　　　　きのう　昨日

　　　　　　　　　　　　seg．34・008きのう，4時だったよね。

圓　きまる決まる
　　　　　　　　　　　　seg．18・013お決まりですか。
き　　　　　　　　　　　　seg．18・016就職決まりそうですか。

の　　　　　　・eg・33’024仕事が始まる時間ヵミ決まってますけどお，

　へ

？　≡92＿だれ？
き　　　　　　　seg．37・003ああ，鋤㌔

　よ
　う　　　　　きめる曝霊C〕7メ＿ヵ＿は，迭泣てらっしゃv、ますか．

　　　　　　　　　　　　seg．19・039では，手をあげて迭∪ましょう。

　　　　　　　　きもち　気持ち

　　　　　　　　　◇きもちいい

　　　　　　　　　　　　seg．12・030気持ちいいですよ。

　　　　　　　　　◇きもちわるい

　　　　　　　　　　　　seg．21－033だって，魚の目って，気持ち悪いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．33・042なんか，気持ち悪くて。

　　　　　　　　きもの　着物

　　　　　　　　　　　　seg26・001お麹と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋
　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・026芳子さんは麹を着ることがありますか。

　　　　　　　　キャンセル

　　　　　　　　　　　　seg．15－001池田さん，徳島のホテル，予約をキャンセルしましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．15・016キャンセルになってしまったんです。

　　　　　　　　きゅう九→國く
　　　　　　　　　　　　seg．09－01943．皇7円になります。

　　　　　　　　　　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よんきゅうゼロななの，こおにいいちい

　　　　　　　　　　　　　　　　　ち。

　　　　　　　　　　　　seg．17・019　4，」≧，　0，　7，　5，　2，　1，　1。

　　　　　　　　　　　　seg．17・022　4旦075211。
　　　　　　　　　　　　seg28・031　10，　二g＿，　8，　7，　6，　5，　・・・…

　　　　　　　　　　　　seg．32・033まだ，4旦歳。

　　　　　　　　ぎゅうにゅう　牛乳

　　　　　　　　　　　　seg．07・010生乳を買います。

　　　　　　　　　　　　seg．07・011ぼくは，生乳が大好きです。

　　　　　　　　きょう　今日

　　　　　　　　　　　　seg・03’030全旦，届きます。

　　　　　　　　　　　　seg．06・022全旦はね，ぼくがおごります。

　　　　　　　　　　　　seg．06・026全旦は金持ちですから。

　　　　　　　　　　　　seg．07・016子供は嫌いではありませんけど，全旦は遊びません。

　　　　　　　　　　　　seg．07・019でも，全旦は寒いです。



　　　　seg．09・009あ，全旦はもう……。

　　　　seg．18・007全旦もあの広告会社ですか。

　　　　ミ竃§議璽襲藩1誉　　　　　　囹
　　　　・eg22’016あ・S旦ですね・あのう・2時のお約束だったんですが・……　　　　　　　き

　　　　：ll：；1膣識：舞議霞ξ⌒　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

きょういく　教育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　1：1霊IC鐘錫警ζ鷲芸‡；鷲玩　　　　　　　　　き
　　　　seg．29・009ええ……，いV・ですけど……，僕は鑓のこと，わからないからなあ．　　　　る

　　　　seg。38・015それが，塾宣行政っていうわけですね。

　　　　seg．39・009ええ。……麺には，必ずことばが使われるでしょう。

　　　　seg．39－011ええと，言語塾宣っていうことですか。

　　　　seg．39・014なるほど，麩の手段としての言語。

きょういくがく　教育学
　　　　seg．13・002ああ，教育学部の方は，グラウンドが近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　しよう。

　　　　seg．29・006ええ，これ，塾宣堂部の論文集に出そうと思うんです。

　　　　seg．38・013だから，教育学をやろうと思ったんです。

きょうかん　教官
　　　　seg．32・028内田先生は，朴さんの指導塾宜だったんですね。

きょうじゅ　教授

　　　　seg．38・006ええ，林握がなさるそうです。

きょく　曲

　　　　seg25・002旦は，南部牛追い唄。

きらい嫌い
　　　　seg．07・016子供は猶ではありませんけど，今日は遊びません。

きる　切る

　　　seg．10・006じゃあ，ぼく，野菜を迦ます。

　　　seg．10－011小川さん，それ，皮と骨を取って，適当に切ってください。

　　　seg．10・015あの，匹大きさは？
　　　seg．10－0171gヒ≧たら塩こしょうしてくださいね。

　　　seg．10－018王さん，ニンジンはどんなふうに切ります？

　　　seg．21・032ほら，カレイもタコも，」≡て売ってるでしょう。

　　　seg．35－020だれが坦2たの。

きる　着る

　　　seg．20・017女の子は，浴衣を養て，手に花火を持っていました。

　　　seg．26・026芳子さんは着物を蓋亙ことがありますか。

　　　seg．26－028お正月にも追ないし。

　　　seg26・029成人式の時に着ましたけど。



　　　　　　　　きれい

　　　　　　　　　　　　seg．07－006きれいな花がたくさんあります。

　　　　　　　　　　　　seg．19・015魚がたくさんいて，とてもきれいだったそうです。

　　　　　　　　　　　　seg。19－02310月はもみじがきれいです。

　　　　　　　　　　　　seg．20－008月がきれいでした。
き　　　　　　　seg．2・－0・2あ，あれ，きれいねえ。

k　　：：㌶㌶り慧の赤の方がおき加です…L6・

　～　　　きれる切れる
き　　　　　　　seg・35－0・8ほら・919kた・

ん　　　　　　seg・37’031あ・これはちょっと91glLただけ・

よ　　きん金
　　　っ　　　　　　　　　seg．15・003江口さん，徳島のホテルの予約金払ってないの？

び　　　　　　seg・15’°14あのう・鮪のホテル｝こ予縫を払うのを忘れまして・

　　　　　　　　ぎんいろ　銀色

　　　　　　　　　　　　seg．21－017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い線がある。

　　　　　　　　ぎんこう　銀行

　　　　　　　　　　　　seg．05・021はい，東光鎚為替部でございます。

　　　　　　　　きんよう　金曜

　　　　　　　　　　　　seg．13・042鍵は，内田先生のお宅に招待されてるんです。

　　　　　　　　　　　seg．29・013今日は，全曜だから，急ぎますね。

　　　　　　　　きんようび　金曜日

　　　　　　　　　　　seg．13・037ええと，金曜日ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．24・024来週の鍵旦はどう？



く九→國きゅう
　　　seg．15－006料金の35％を旦月5日までに……。

　　　；ll｛竃竃1≧lll：2°日が4台ですtae　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

ぐあい　具合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　seg・4°’°19　E，・“aはどう？　　　　　　　　　　　　　　　く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へくさばな　草花　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
　　　　seg．31D37雌。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、

くすり薬
　　　seg．07・014塞はいつもこの塞屋で買います。

ください

　◆お～〈ださい

　　　seg．05・026はい，少々主待ちください。

　　　seg．05・060ピーという音の後にメッセージを主入れください。

　　　seg．22・018少々主待ちください。

　　　seg．22・024こちらでちょっと主待ちください。

　　　seg．22・027ええ，少々主待ちください。

◆～てください　→て［接助］2（～てください）

くださる　［補動］

　◆ご～くださる

　　　seg．01・015毎度二利用くださいまして，ありがとうございます。

　◆～てくださる　→て［接助］2（～てくださる）

〈ち　口

　1．単独の名詞としての用法。
　　　seg。33・044旦に入れると，冷たくて。

　2．複合語の後要素としての用法。

　　　seg．05－043ええ，南旦の，ええ，改札旦ではいかがでしょうか。

　　　seg．05－044南旦のお，改札旦ね。

くに国
　　　　seg．02－046失礼ですけど，お」国は？

　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，

　　　　seg．33・051まあ，どこの国にも，変わった食べ物ってあるから。

　　　　seg．38・012国にとって，人がいちばん大切だと思うんです。

　　　　seg．38－017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　　seg．39・018国へ帰ろうかとも思ったんですけどね。

くらい／ぐらい
　　　　seg．13－029ええっと，水道橋の駅から……歩いて，10分ぐらいですね。

　　　　seg．19－018東京駅から電車で10分ぐらいです。

　　　　seg．19・031たぶん，一人2000円ぐらい集めなければなりません。

　　　　seg．19・034東京駅から電車で10分ぐらいの葛西というところにあります。



　　　　　　　　　　　　seg．26・008ひもとか，帯とか，全部で何本ぐらいしめるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・0105，6本ぐらいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．34・0115分ぐらい。

　　　　　　　　　　　　seg．37・010あと十日ぐらいじゃないかなあ。

　　　　　　　　　◇このくらい／これくらい／どのくらい
　く　　　　　　　　　　seg．03’015これ，どのくらいあるんですか。

ら　　　　　　　　：：：：？9i891；三ど三；蓋ξ；忽1ξ∵トマト’なんと言いますヵ㌔

　い　　　　　　　　　seg．10・021これくらいでいいですカ㌔

　～　　　　　　　　　　seg．16・005ええと，ご予算はどのくらい。

く　　　　　seg・26’°17そして・前はこのくら1’　N・

る　　　グラゥンド
ま　　　　　　seg・・3…2ああ，教育学部の方｝ま・グラゥンドが近いから・ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう。

　　　　　　　　くる　来る

　　　　　　　　　　　　seg．03・050ああ，チラシの写真，丞てるから，原稿といっしょに送って。

　　　　　　　　　　　　seg．04・010アメリカのサンディエゴから塞ました。

　　　　　　　　　　　　seg．04・014クレイグさんは，いつ日本に塞ましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・018先月の3日に丞ました。

　　　　　　　　　　　　seg．04－024なぜ日本へ来たのですか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・038やだあ，だれか丞たの？

　　　　　　　　　　　　seg．07・003塞た，丞た。

　　　　　　　　　　　　seg．08－003いいえ，わたしも今丞たところですから。

　　　　　　　　　　　　seg．08・023……車，丞ませんね。

　　　　　　　　　　　　seg．16－032また丞ますから。

　　　　　　　　　　　　seg．19・01310月は台風が麺かもしれないから，雨が降っても行けるところが

　　　　　　　　　　　　　　　　　いいと思うんです。
　　　　　　　　　　　　seg．28－027もうそろそろ塞ますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．28－028亙ないのお？

　　　　　　　　　　　　seg．28・029早く塞ないと，帰っちゃうから。

　　　　　　　　　　　　seg．38・025じゃ，話が済んだら，僕の部屋に塞ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．39・003丞ていただけますか。……

　　　　　　　　　　　　seg．39・023……また日本にも丞ますよ。

　　　　　　　　　◆［動作性名詞］にくる
　　　　　　　　　　　　seg．02・042今度，遊び墜てくださいよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・046そうだ，わたしが作りますから，食べ墜てください。

　　　　　　　　　　　　seg．08・026元旦には，うちへあいさつに来るでしょう？

　　　　　　　　　　　　seg．30・016……夏休みには，遊び臼て。

　　　　　　　　　　　　seg．37・0169時半ごろに，呼び1⊆塞ます。

　　　　　　　　〈る　［補動］

　　　　　　　　　◆～てくる　→て［接助］2（～てくる）

　　　　　　　　グループ

　　　　　　　　　　　　seg．19・011みんなで話すより，グループに分かれて意見をまとめたらどうでしょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　うか。

　　　　　　　　くるま　車

　　　　　　　　　　　　seg．08・023……皇，来ませんね。



くれる　［動］

　　　seg．20’020ぼくにもくれるの？

く漂く頸］一て［接助］、（一てくれる）　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

くわしい詳しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ
　　　念票朧三嚢9；こ三罐｛；三豊蕊iξ；まん詳しいと思いますよ．　　　　　　　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

くん君　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　念器：鵬碧㌻鑓ζ莞それ｝まねサイモン丑に頼ん一（1，。　　　　　　　　ん

　　　　　seg．03・020　2工口丑。

　　　seg．15－017ホテルの担当は……，江口丑か？

　　　seg．25・001次は，経済学部4年，深沢良昭追。

　　　seg．25・003尺八伴奏は，商学部3年，杉山直樹丑です。

　　　seg．27－017谷山≦L△乙，どこにいます？



　　　　　　　　け／っけ　［終助】

　　　　　　　　　　　　seg．32・032おいくつでしたユ立。

　　　　　　　　　　　　seg．39・008朴さんのテーマは，どんなことでした2」±。

　　　　　　　　けいざい　経済
　1ナ　　　　　　　　　seg．23・014ええと，「アジアの経渣と日本」，現代経渣研究所編、

　～

2t　けいざし蕊灘鑓部・年深沢R・・…nt・

　　　　　　　　けが

　　　　　　　　　　　　seg．37・024どこ，1びしたんですか。

　　　　　　　　けさ　今朝
　　　　　　　　　　　　seg．11・002全塑，歌ってたでしょう。

　　　　　　　　けしき　景色

　　　　　　　　　　　　seg．12・024いい量色ですねえ。

　　　　　　　　げしゅく　下宿

　　　　　　　　　　　　seg．36・020わたしの工壷はね，

　　　　　　　　けす　消す

　　　　　　　　　　　　seg．35・005もうスタンドを旦なさい。

　　　　　　　　けっこう　結構

　　　　　　　　　　　　seg．16－01810万8千円で，けっこう安いですよねえ。
　　　　　　　　　　　　seg．34－027けっこう動いてたから。

　　　　　　　　　◇けっこうだ／けっこうです
　　　　　　　　　　　　seg．17・033はい，それでけっこうです。

　　　　　　　　　　　　seg．22－035いえっ，結構です。

　　　　　　　　けっこん　結婚

　　　　　　　　　　　seg．28・024鎚するんですか。

　　　　　　　　けど　［接助］

　　　　　　　　　1．前件と後件の対立が認められる逆接の意味を表す。

　　　　　　　　　　　seg．07・016子供は嫌いではありません旦ど，今日は遊びません。

　　　　　　　　　　　seg．14・049なんにもない1止ど，いろいろあるんですよ。

　　　　　　　　　　　seg．27・001それで，スキー場に着いたんです立ど，次の朝，熱が出てしまって。

　　　　　　　　　　　seg．29・022ああ，一応読んでみます立ど，だれか他の人にも頼んでくださいね。

　　　　　　　　　　　seg．33－024仕事が始まる時間が決まってますけどお，

　　　　　　　　　　　seg．33・034先に帰りますけどお，

　　　　　　　　　　　seg．34－012私も2，3分遅れた立ど，1階の入り口で待ってたのよ。

　　　　　　　　　　　seg．36－008そんなにむずかしくはありませんLtど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　　　　　　　　　seg．38－008他の先生方が見てくださるそうです立ど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

　　　　　　　　　　　seg．39・022わたしも残念ですLtど，……でもね。

　　　　　　　　　2．後件の前提となる事情や気持ちなどを述べる。

　　　　　　　　　　　seg．02－046失礼です旦ど，お国は？



　　　seg．13’024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんです旦

　　　　　　　　　ど，

　　　：：：ll：1遼竃竃ま初めてなんです些どんなものを｝’9’　Dて　■

　　　seg・17・002あ，江・だ旦ど・　　　　　　　　　　　　　’　　　　け
　　　seg・17’0°4急C涜警通さんにいるんだ旦ど・ちょっと資料をファックスして　　　　ど

　　　seg．22－・・9江。さん，サクラツアーズさんなんです些，池田さんから聞いてま　　　～

　　　　　　　　　すカ㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

　　　：：㌶璽繕鶯美峯瓢邑㌶簸一　き
　　　seg．39－007シカゴの近くの私立大学なんです1止ど，いい先生がいるんです。

　3．文末に用いて相手に配慮しながら補足する。

　　　seg．01・006この辺なんです立どねえ。

　　　seg．02－012はあ，これしか無いんです£とど。

　　　seg．03・026こんな感じです立ど。

　　　seg．16・006まあ，安い方がいいです1止ど。

　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形なら，使えるのがあるかもし

　　　　　　　　　れませんけど。

　　　seg．16－028パソコンの上でワープロソフトを走らせるわけです」匡ど。

　　　seg．18・025あの会社に就職したら，たぶん，研修は札幌だろう旦ど。

　　　seg．19・028日光は，かなり遠いんじゃないかと思います立ど。

　　　seg．23・017ええ，3年前だから，ちょっと古くなっているかも知れません立ど。

　　　seg26－029成人式の時に着ました旦ど。
　　　seg．26・034あと，留め袖とか，訪問着とか，付け下げとか，いろいろございます

　　　　　　　　　立ど。

　　　seg．27－009毎日じゃない£Lどね。

　　　seg．28－007う一んと，気に入ってくださるといいんです1立ど。

　　　seg．29・009ええ……，いいです旦ど……，僕は教育のこと，わからないからなあ。

　　　seg．33・006自分のうちで飲むならね，いんだ立ど。

　　　seg．33・009プライベートな場所なら，問題ない旦ど。

　　　seg．33－047たしかに，ちょっとにおいはあるけどお。

　　　seg．34・022時々は，上の方も見たりしたんだ旦どね。

　　　seg．39・018国へ帰ろうかとも思ったんです旦どね。

けん　件
　　　seg．05・062打ち合せの性でお電話しました。

けん　県
　　　seg．17・009僕の机の上の山形基のホテルリスト。

けん　軒
　　　’seg．12・010ええと，レストランは山の向こうに4藍あります。

　　　seg．20・003一虹のお寺をみつけたので，中に入っていきました。

げんか蹴一荷…ちま・・う・X99℃．　　　　O

げんき　元気

　　　　seg．14－042おエで，とかね。



　　　　　　　　　　　　seg．32・038朴さん，適出して。

　　　　　　　　　　　　seg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　　　　　　　　　匁をなくしてしまって。

　　　　　　　　けんきゅう　研究
げ　　　　　seg．・2・・33ええ，朝から適生｝・なりました。

2　　；1籔欝墓違㌶罐‡鷺⌒
　～　　　　　　　　　seg．39・010そのことばめことを壁究したいんです。

け　　　　　seg・39’°15それを畦していらっしゃったのが・内田先生でした・
ん　　　　　　seg・39’019アメリヵは・そういう遮が進んでるんですよ・

し　　　げんこ言語
　ゆ　　　　　　　　　seg．39－011ええと，言壷教育っていうことですか。

　～　　　　　　　　　seg．39・014なるほど，教育の手段としての言語。
つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　げんこう　原稿

　　　　　　　　　　　　seg．03・022チラシの原稿，どうなった？

　　　　　　　　　　　　seg．03・050ああ，チラシの写真，来てるから，随といっしょに送って。

　　　　　　　　　　　　seg．29－014僕も，ちょっと書かなきゃならない園童があるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．29－025遮匿，読んでいただけましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・026いやあ，僕の園遠，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。
　　　　　　　　　　　　seg．32・041王さん，ずっと気になってたんですけど，…いつかの髄。

　　　　　　　　けんさ　検査

　　　　　　　　　　　　seg．37・014深沢さん，明日，もう一度撞査をしますから，午前中に。

　　　　　　　　けんしゅう　研修

　　　　　　　　　　　　seg．18・025あの会社に就職したら，たぶん，亟［修は札幌だろうけど。

　　　　　　　　　　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。



こ　子
　　　　seg，20・014このうちの壬？

　　　　seg．14－045あら，もう互時。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　seg．15・006料金の3上％を9月5日までに……　　　　　　　　　　　　　　　　　　g＿
　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よんきゅうゼロななの，ヱにいいちい　　　　　　～

　　　　　　　　　ち。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　seg．17D19　4，　9，　0，　7，上，　2，　1。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t：

　　　　seg。17・022　4907至＿211。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ

　　　　seg．26・010上，6本ぐらいですね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヵ¶

　　　　：ll：；9：1嶽，！　，，，，，，，，∪…．．．　　　　　　　　い

　　　　seg．34・011．旦分ぐらい。

ご御→國お
　　　　seg．01－015毎度ご利用くださいまして，ありがとうございます。

　　　　seg．08・027ええ，保証人には二あいさつしなくちゃ。

　　　　seg．10－028純子，二あいさつは。

　　　　seg．12・022あとでご案内しますよ。

　　　　seg．16・005ええと，二予算はどのくらい。

　　　　seg．16－036これ，ご参考に。

　　　　seg．22・021応接室ヘニ案内して。

ご　語

　　　　seg．04・019今まで，どこで日本董を勉強していましたか。

　　　　seg．04・021ええ，サンディエゴの日本壷学校で勉強していました。

　　　　seg．13・013明治時代の外来垂です。

　　　　seg．16・030ええ，日本壷のワープロは日本垂しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　seg．19・006日本語の勉強になります。

　　　　seg．21・034あ，あれ，日本麺で何と言いますか。

　　　　seg．23・010日本壷でいいんですね。

　　　　seg．27・016だけど，日本壷はこれしか知らないんですよ。

　　　　seg．29・008それで，山田さん，日本壷の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　ませんか。
　　　　seg．29・010いえ，日本壷としておかしいところだけでいいですから。

こう

　　　　seg．31・020二iですか。

　◇こういう
　　　　seg．08・025二．う⊥立とき，日本人はわたりませんね。

　　　　seg．14・016友達がこういうのを作っていて，その人の作品なんです。

　　　　seg．21－009こういうところ，どうやって付けてあるんでしょうねえ。

　　　　seg．26－015こういうふうにちょっと開けるんですね。

　　　　seg．26・033二う上二2袖の長いのが振り袖で，お嬢さんがお召しんなるんですね。

　◇こうして

こ・…

3：竃㌶1：∴1：：：∴∵≡　　O

　　　　seg．19・002幽学習というのは，学校の外で勉強するということです。



　　　　　　　　こうぎ講義
　　　　　　　　　　　　seg．13・011心理学の講義と同じ時間なんで，迷ってるんです。

　　　　　　　　こうぎよう　工業

　　　　　　　　　　　　seg23・016ユ茎製品については，これがいちばん詳しいと思いますよ。
こ

う　　　こうこく広告
ぎ　　　　　　seg・18’°°7今日もあの陸会社ですカ㌔

～　　　こえ声
ご　　　　　　・eg24・0・3もう，ミーチャさんたら，直が大きいんだから。

ざ　　　　　　seg・33’°°4大きな童を出したりい・人にぶつかったりねえ・

い　　　　コーチ
ま　　　　　　　seg．2・’050コーチが，ハンサムな人でねえ。

す　　　こくご国語

　　　　　　　　　　　　seg．02－039壁ですか。

　　　　　　　　こくごがく　国語学

　　　　　　　　　　　　seg．02・038国語学科の山田と言います。

　　　　　　　　ごくろうさま／ごくろうさん　ご苦労さま／ご苦労さん
　　　　　　　　　　　　seg．03’032ご苦労さん。

　　　　　　　　　　　　seg．03－049あ，ご苦労さま。

　　　　　　　　　　　　seg．03・065みんな，ご苦労さま。

　　　　　　　　　　　　seg．03・067ミ鑓。

　　　　　　　　ここ
　　　　　　　　　　　　seg．03・013まず，．1．1；一にこのスタンプを押してください。

　　　　　　　　　　　　seg．03－027あと，二二に写真が入ります。

　　　　　　　　　　　　seg．03・042ええと，．1！．1！です。

　　　　　　　　　　　　seg．07・022ニニが僕のうちです。

　　　　　　　　　　　　seg．12・006お昼は，一応．g．ll．で食べられるんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．13・001ニニは静かでいいですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．23・019ええと，．1！．ILで見ますか。

　　　　　　　　　　　　seg26・005二．gをひもでしめて。

　　　　　　　　　　　　seg．31・003二二は，折れですね。

　　　　　　　　　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，．1！．g．で一度止めて，少しずつ少しずっ抜いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。

　　　　　　　　　　　　seg、31・026．IS一とか，二二とかね。

　　　　　　　　　　　　seg．36・001ええ，それでは，．g．1：でみなさんにインタビューをしてみましょう。

　　　　　　　　こご　午後

　　　　　　　　　　　　seg．05・010う一ん，その日は，生後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　　　　　　　　　ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．13’039じゃあ，来週は，……火曜のA三後，どうですか。

　　　　　　　　ございます　［動］

　　　　　　　　　　　　seg．22・033申し訳ございません。



　　　seg．26・034あと，留め袖とか，訪問着とか，付け下げとか，いろいろございます

　　　　　　　　　けど。

　　　seg．05・021はい，東光銀行為替部でこざいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＿

　　　・eg・・5’・58はい・ATAでござV’まvg”・　　　　　　　　　　’　　　　　ざ

　　　1認継㌶≠二溢睾悪講鷲．．　　　　　　い
　　　　seg．22・・25はい，ヤングトラベ・レ企画課でございますが．　　　　　　　　　　ま

　　　　・eg・34’°°1はい，村井でござV’まS“・　　　　　　　　　　　　　　　す

2．丁寧なあいさつとして用いられる。　　　　　　　　　　　　　　～
一

1

　－　・　一 一一一　一　　一 一　一’一　　　
’

　－T　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －■k

　◇ありがとうございます／ありがとうございました　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀＿

　　　　seg・0・’0・4ありがとうございました・　　　　　　　　　　　　　ぜ
　　　　：：1：：1：：；1警巖㌶罐とξ潔がとうござい註　　　　　ん

　　　　seg．02・008どうもありがとうございます。

　　　　seg．02－020ありがとうございます。

　　　　seg。02・022どうもありがとうございました。

　　　　seg．09・022ありがとうございました。

　　　　seg．09－037－。
　　　　seg．14・035ええっと……，その節はありがとうございました。

　　　　seg．16－002どうもありがとうございました。

　　　　seg．16・039ありがとうございました。

　　　　seg．23－023はい，ありがとうございます。

　　　　seg23・033どうもありがとうございました。

　　　　seg．32・013どうもありがとうございます。

　　　　seg．32・018ありがとうございます。

　　　　seg．36・012ありがとうございました。

　◇おはようございます

　　　　seg．03・001おはようございます。

　　　　seg．03・002おはようございます。

　　　　seg．03・004おはようございます。

　　　　seg．03・019おはようございま一す。

　　　　seg．04・OOIおはようございます。

　　　　seg．04・002おはようございます。

　　　　seg．38・002ああ，おはようございます。

　◇おめでとうございます

　　　　seg．08・029じゃ，芳子さんのかわりに，明けまして一。

ごじゅう　五十

　　　　seg．09・013え一，12旦円です。

こしょう　胡椒
　　　　seg．10・017切ったら塩SLtよix　してくださいね。

ごぜん　午前

◇ごぜ瓢璽ち㌫午後の…で帰り一です・o…　EEIi1LEEI．－c，　1，　x　1，　N●

　　　　seg．22・007午前中は，いるはず。

　　　　seg．37・014深沢さん，明日，もう一度検査をしますから，午前中に。



　　　　　　　　ごちそう

　　　　　　　　　　　　seg．06・027じゃあ，ごちそうになりましょ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・049ぜひごちそうしてくださいよ。

　　　　　　　　ごちそうさま
→　＿　　　　　　　　　　seg。06・042ごちそうさまでした。

ち
　　　　　　　　こちら
そ

　～　　　　　　　　　seg．04・004こちらは，クレイグ・ホーンさんです。
　つ　　　　　　　　　seg．05・063こちらは，できれば来週，……

　～　　　　　　　　　　seg．06・006こちらが小川明美さん。

　－　　　　　　　　　　seg。09－027こちら，小川さんです。

E　　　l：1：謬1設禁㌫；ら
　　　　　　　　　　　　seg．22－024こちらでちょっとお待ちください。

　　　　　　　　　　　　seg．23・022じゃ，こちらへどうぞ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。

　　　　　　　　こっち

　　　　　　　　　　　　seg．06・002あ，こっち，こっち。

　　　　　　　　　　　　seg．13・030こっちが新宿，こっちが東京。

　　　　　　　　　　　　seg．37－023あ，こっち，おいとくわね。

　　　　　　　　こと　→國の［準体］

　　　　　　　　　1．ものごとを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．02－052教育行政って，どんなことするんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・027それじゃ，クレイグさん，わからない二とは，みなさんにきいてくだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　さいね。

　　　　　　　　　　　　seg．09・035まあ，そんなLt，よろしいのに。……
　　　　　　　　　　　　seg．15・038なんか，まずいこと？

　　　　　　　　　　　　seg．16・009どういった二とにお使いになるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．32・017何かお手伝いする三とがあったら，言ってください。

　　　　　　　　　　　　seg．33・021困ったこ」とは？

　　　　　　　　　　　　seg．39・008朴さんのテーマは，どんな二」とでしたっけ。

　　　　　　　　　　　　seg．39－021ええ，もっといろんな二とを話したかったなあ。

　　　　　　　　　◇～のこと

　　　　　　　　　　　　seg．09・002ああ，プチトマトのことですか。

　　　　　　　　　　　　seg．15－036実は，11月の徳島のことなんですが，

　　　　　　　　　　　seg．23・003あのう，日本がアジアから輸入している物のことを調べているんです

　　　　　　　　　　　　　　　　　が。

　　　　　　　　　　　seg23・008ええ，特に，東南アジアからの輸入品の種類のことを。

　　　　　　　　　　　seg29－009ええ……，いいですけど……，僕は教育のこと，わからないからなあ。

　　　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　　　seg．36－034外国のこと？

　　　　　　　　　　　seg．39・010そのことばのことを研究したいんです。

　　　　　　　　　2．ものごとの内容を表す。

　　　　　　　　　　　seg．15・019どういう二となんだ。

　　　　　　　　　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと
　　　　　　　　　　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。



◇～ということだ／～といったことだ／～ということです／～といったことです

　　　seg．19－002校外学習というのは，学校の外で勉強するということです。

　　　：：㌶曝季隷顯ξ1鰻ぽ一んなふう　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
3◇鷹嘉璽謬ことがある／［動詞辞書形］ことがない，～たことがある／～たこと　　　　と

　　がない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　seg・10・014あ・お魚は・あんまり触ったこと・．な工んです・　　　　　　　　　　　　　　こ

　　　：：1：：；：：㍑C㌫彊三ξ繋㌫ありますから，もういいでt。　　　の

　　　seg．19－038でも他の人は行ったことがありません。

　　　seg26・026芳子さんは着物を着ることがありますか。

　　　seg33・010こわいと思う二」と，鯉？

　◆～ことができる
　　　seg．19・036近くの海岸で遊ぶこともできます。

　◆［形容詞］ことだ／［形容詞］ことです
　　　seg．32－036本当に惜しいことです。

　◆～ことにする
　　　seg．13・017じゃ，やっぱり川田先生，出ることにします。

　　　seg．20・004お寺の人に頼んで，一晩泊めてもらうことにしました。

　◆～ことになる
　　　seg．03・011このパンフレット，急いで送ることになったんですよ。

　　　seg．18・026そのあと，どこへ行くことになるかわからない。

　　　seg．30－008実はね，札幌の本社へ行くことになっちゃったんだ。

ことば言葉
　　　seg．36－008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　seg．39－009ええ，……教育には，必ずことばが使われるでしょう。

　　　seg。39－010そのことばのことを研究したいんです。

　　　seg．39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

こども　子供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　seg．07・016壬迭は嫌いではありませんけど，今日は遊びません。

ことわる　断る

　　　seg．29・036はっきり胞ぱよかったですね。

こないだ　→このあいだ／こないだ

この

　　　seg．01・016　S！Qas車は，特急橋本ゆきです。

　　　seg．02・003すいません，．g．e｝！バスは南海大学へ行きますか。

　　　seg．02・025あのう，いつも二旦バスですか。

　　　seg．03・011二璽パンフレット，急いで送ることになったんですよ。

；lil糠蕊灘llllてくださし㌔　　　●
　　　seg．17・024ええと，二旦大きいボタンですね。

　　　seg20－014．12．Qうちの子？



　　　　　　　　　　　　seg．39・004朴さんはね，二旦大学をやめるって言うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39・017二旦大学ではむずかしいと思います。
　　　　　　　　　◇このくらい→繭これ（これくらい），どの（どのくらい），くらいにのくらレ・／

　　　　　　　　　　　　　　　　これくらい／どのくらい）

　　　　　　　　　　　　seg．09・001あの，このくらいの小さいトマト，なんと言いますか。

　こ　　　　　　　　　seg．26・017そして，前はこのくらい。

の　　◇このへん→璽駕（そのへん）・どの（どのへん）・へん（このへん／そのへん／

～　　　　　、eg．。、・。。6この辺なんですけどねえ．

こ

ま　　　　このあいだ／こないだこの間
　　　　　　　　　　　　seg．19・014あのう，この間，友達が水族館に行ったんです。る
　　　　　　　　　　　　seg．36・036こないだもね，

　　　　　　　　このたび　この度

　　　　　　　　　　　　seg．32・014この度はどうも……。

　　　　　　　　このつぎ　この次　→國っぎ

　　　　　　　　　　　seg．05・003この次は，いつ東京へ。

　　　　　　　　　　　seg．06・044この次は中華料理，食べに行きましょうよ。

　　　　　　　　このまえ　この前　→國まえ

　　　　　　　　　　　seg．05’034この前言ってた店さあ，行ってみようよ。

　　　　　　　　こばん　小判

　　　’　　　　　　　　seg21・041ええっと，マルーコバンでしょう。

　　　　　　　　　　　seg21・042坐剴って，ほら，昔のお金。

　　　　　　　　　　　seg21－044丸い型迎みたいだからですね。

　　　　　　　　ごはん　ご飯

　　　　　　　　　　　seg．14・046張さん，晩遮用意してありますからね。

　　　　　　　　　　　seg．20・025お寺の人といっしょに朝遮を食べました。

　　　　　　　　コピー

　　　　　　　　　　　seg．17・014まずそれをファックスに乗せて，コピーみたいに。

　　　　　　　　　　　seg．17・015コピーみたいに？

　　　　　　　　ごひゃく　五百

　　　　　　　　　　　seg．19－003予算は一人2500円です。

　　　　　　　　ごまあぶら　ごま油

　　　　　　　　　　　seg．10・036あ，ごま油は最後に。

　　　　　　　　こまかい　細かい

　　　　　　　　　　　seg。02・011細かいのありませんか。

　　　　　　　　　　　seg．02・013どなたか，1万円，細かくしていただけませんか。

　　　　　　　　こまる　困る

　　　　　　　　　　　seg．33－021塵Lユたことは？



ごみ

　　　seg．01・010あのヱのところですか。

こむ

　　　seg．09・015とり肉，たら，小麦粉，……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み

ご鷲めん〉　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　seg．22・002あ，ごめん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　・eg・30…0……ごめん・　　　　　　　　　　　　　　　　　れ
　　　seg．34・007すぐに電話できなくて，ごめん。

　＜ごめんなさい＞

　　　seg．08・001あっ，ごめんなさい。

　　　　seg．11・001ああ，ごめんなさい。

　　　　seg．14・020あ，ごめんなさい。

　　　　seg．18－001ごめんなさい。

　　　　seg．32・003朝早くごめんなさい。

　　　　seg．37・032ごめんなさい。

ごめんください
　　　　seg．22・011ごめんください。

こゆうめいし　固有名詞
　　　　seg．36・009固有名詞ねえ。

これ

　　　　seg．02・012はあ，二並しか無いんですけど。

　　　　seg．02－014あのう，　gnL，よかったらどうぞ。

　　　　seg．03・015⊇，どのくらいあるんですか。

　　　　seg．03・054二並ですか。

　　　　seg．03・057二れですね。

　　　　seg．03・058え，⊇，違いますよ。

　　　　seg．03－060あ，二五かな。

　　　　seg．06・036⊇は長い。

　　　　seg．09－018うん，⊇で全部。

　　　　seg．10・004二匹でいいかしら。

　　　　seg．10・016ええと，二五ぐらいかな。

　　　　seg．10・021二五くらいでいいですか。

　　　　seg．14・008三五，おみやげです。

　　　　seg．16・012三五どうでしょう。

　　　　seg．16－017じゃあ，　Lnはいかがですか。

　　　　seg．16・036⊇，ご参考に。

　　　　seg．17・012⊇を，送るんですね。

　　　　seg21・005ねえ，　ynL，ガラスでしょ。

　　　　seg．21・019あ，⊇でしょう。

　　　　seg．23－015それから，二匹もいいかも知れません。

　　　　；竃懸蕪翼；：ご二ひ　　●

　　　　seg27・016だけど，日本語は三並しか知らないんですよ。

　　　　seg．28・001二型，あげます。



　　　　　　　　　　　　seg．28・005二五，卒業です，じゃない，卒業祝いです。

　　　　　　　　　　　　seg28－036あの，二並……
　　　　　　　　　　　　seg．29・006ええ，⊇，教育学部の論文集に出そうと思うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．31・006⊇は，左下からやや右上に。

　　　　　　　　　　　　seg．31・036あのう……二五，なんて書いてあるんですか。

　こ　　　　　　　　　　　seg．35・013⊇も落として。

？　　：認壁撚雛魏1㌔蕊磯・非常におも
こ　　　　　◇これから

舎　　；§§1竃㌶鐵£㌫1＿も2zLQ
　　　　　　　　　　　seg．40・032……これからもねえ。
　　　　　　　　　◇これくらい　→國この（このくらい），どの（どのくらい），くらい（このくらい／

　　　　　　　　　　　　　　　　これくらい／どのくらい）

　　　　　　　　　　　seg．10・016ええと，これぐらいかな。

　　　　　　　　　　　seg。10・021これくらいでいいですか。

　　　　　　　　これで

　　　　　　　　　　　seg．29・020じゃあ，ちょっと急ぎますから，これで。

　　　　　　　　ごろ　頃

　　　　　　　　　　　seg．05・011はい，では，10時S；’16。

　　　　　　　　　　　seg．37・009退院は，いつヱになるんですか。

　　　　　　　　　　　seg．37・0169時半ヱに，呼びに来ます。

　　　　　　　　こわい　怖い

　　　　　　　　　　　seg．20・010少しこわくなりました。

　　　　　　　　　　　seg．21－008でも，やっぱりこわいですよね。

　　　　　　　　　　　seg．33・010こわいと思うこと，ない？

　　　　　　　　こわす　壊す

　　　　　　　　　　　seg．35・015どうして虹のお。
　　　　　　　　　　　seg．35・016僕，塞≦ない。

　　　　　　　　こわれる　壊れる

　　　　　　　　　　　seg．21・006麩ないかな。

　　　　　　　　　　　seg．35・017自然に麺たんだよ。

　　　　　　　　こんげつ　今月

　　　　　　　　　　　seg．02・033ええ，全旦から研究生になりました。

　　　　　　　　こんしゅう　今週

　　　　　　　　　　　seg．05・053課長，全週は。
　　　　　　　　◇こんしゅうちゅう　→國ちゅう

　　　　　　　　　　　seg．29・032今週中じゃなかったんですか。

　　　　　　　　こんど　今度

　　　　　　　　　　　seg．02・028じゃ，全度，お金を……。

　　　　　　　　　　　seg．02・042全度，遊びに来てくださいよ。

　　　　　　　　　　　seg．06・050全度，連絡します。



　　　seg．13－034全亙£いっしょに行きましょうか。

　◇こんどは

　　　麟：6講鷹翼1窒蒸鐵手ら鑑麟き　■
　　　　　　　　きます・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

こんな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん
　　　seg．03・026こんな感じですけど．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど

　　　seg．16・037ワープロソフトは，たとえばこんなのですから。　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　seg．23・013こんなのはどうですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　seg・31“°23こんなふうで一9“h＞・　　　　　　　　　　　え

こんにちは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
セグメント番号一文番号のみ

　　　　　seg．09・030　　　seg．10・026　　　seg．10’029

こんや　今夜

　　　seg．05・031うん，全夜さあ，どう？

　　　seg．05－032こんやあ？



　　　　　　　　さ　［終助］

　　　　　　　　　1．断定を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．18・020それは夢査。

　　　　　　　　　　　　seg．40・031冗談じゃなくて皇。

　　　　　　　　　2．間投助詞の用法。聞き手の注意を引こうとする気持ちを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．05・031うん，今夜さ童，どう？

さ　　　　　　　　seg・05’034この前言ってた店皇あ・tiってみょうよ・

～　　　　：：1：ll：：1㌶麓遮：場所を間違えたらしlt　N°

さ

か　　　　さ　［接辞］
　　　　　　　　　　　　seg．10－015あの，切る大き上は？
な

　　　　　　　　　　　　seg．28・008ああ，若主がない！

　　　　　　　　さあ／さ

　　　　　　　　　1．うながす際に用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg．09・033－adiz室亙，どうぞ。

　　　　　　　　　　　　seg．09－038』Σ，どうぞ。

　　　　　　　　　　　　seg．10・039上あ，食べましょう。

　　　　　　　　　2．考え込む際に用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg．36・032皇あ，それはよくわかりません。

　　　　　　　　　以下「さあ」のみ
　　　　　　　　　　　　seg．01・005　　　seg．27・024　　　seg．28・020　　　seg．28－023

　　　　　　　　サークル
　　　　　　　　　　　　seg．11・006サークルでね，民謡やってるんです。

　　　　　　　　さい　歳

　　　　　　　　　　　　seg．32・033まだ，49童。

　　　　　　　　さいきん　最近

　　　　　　　　　　　　seg21・027量近は，やってるんですよ。
　　　　　　　　　　　　seg．21・048あ，わたし，量近ダイビングを習ってるの。

　　　　　　　　さいご最後
　　　　　　　　　　　　seg．10－036あ，ごま油は量後に。

　　　　　　　　　　　　seg．24－011私は量後まで後藤先生に習いたい。

　　　　　　　　さいふ　財布

　　　　　　　　　　　　seg．28・015いやっ，お皇麺！

　　　　　　　　さがす　探す

　　　　　　　　　　　　seg．07・020旦ています。

　　　　　　　　　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど，
　　　　　　　　　　　　seg．15・010急いで部屋を躍ミなくちゃ。

　　　　　　　　さかな　魚

　　　　　　　　　　　　seg．10・013お魚って，なんかねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．10・014あ，お魯は，あんまり触ったこと，ないんです。



　　　　seg．12－020ペンギン，イルカ，シロクマ，あとは魯ですね。

　　　　seg．19・015魯がたくさんいて，とてもきれいだったそうです。

　　　　seg．21’014なんていう恵かしら。

　　　　seg21・025小川さん，皇の料理はしないんでしょう。

　　　　llll｛竃竃；㌘1；＿ですcl．。　　　　■

　　　　seg・33’048生の皇はネコのえさ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

さき先　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　　　　・eg・3・・002横の線は，下ろして，筆の先を残して引きま9‘．　　　　　　　　　な

◇さき㌣31°α‘縦の線は・筆の先が真ん中を通るようにして・気に引き牡　　　　～

　　　　、eg．09’006　2UEI，八百屋＿行きましょう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

　　　　seg・10－030先⊆，手を洗ってきなさい．　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　　　seg．33・034先⊆帰りますけどお，

さくひん作品
　　　　seg．14・016友達がこういうのを作っていて，その人の鎚なんです。

さけ酒
　　　　seg．10－034お廼，塩，砂糖。

さしあげる　差し上げる
　　　　seg28・003差し上げます。

さしみ刺身
　　　　seg．21・022お盤にすると，おいしいのよね。

　　　　seg。33－039お里慶ってね，だめなの。

さすが

　◇さすがに

　　　　seg．31－011ええ，さすがにお上手ですねえ。

さっき

　　　　seg．32－007さっき，亡くなったんです。

さて

　　　　seg．03・033主こと，それは，もうできた？

さとう　砂糖
　　　　seg．10・034お酒，塩，礎。

さびしい寂しい
　　　　seg．39－020朴さんに会えなくなると，寂しいなあ。

サボる

　　　　seg．37・004ええ，授業，さぼって来ちゃった。

さま様
　　　　seg．26・001お着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　はお客ajの方で用意していただけますか。



　　　　　　　　　　　　seg．27・019ええと，お客註とお食事にいらっしゃいました。

　　　　　　　　さむい　寒い

　　　　　　　　　　　　seg．07・019でも，今日は塞込です。

　　　　　　　　　　　　seg．08’014あ，冬はさむいでしょうね。

　　　　　　　　サメ

さ　　　　　　　　・eg・2・・036ええと・芝∠ですね・

ま　　　　　　seg・21’037そうそう・ヵマボコは芝ユから作るそうですよ・

　～　　　さめる覚める
さ　　　　　　　seg・20・023目が覚めると，ぼくはふとんの中にいました・

ん　　　さわる触る
　　　　　　　　　　　　seg．10－014あ，お魚は，あんまり錘巳たこと，ないんです。

　　　　　　　　　　　　seg．20・011だれかが肩にさわりました。

　　　　　　　　さん　三
　　　　　　　　　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅の」1種類で，松がいちばん高いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・034松，旦人前，お願いします。

　　　　　　　　　　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生は三年生のうちに取った方がいいな。

　　　　　　　　　　　　seg．17・03218日が三台，19日が旦台，20日が4台ですね。
　　　　　　　　　　　　seg．23・017ええ，旦年前だから，ちょっと古くなっているかも知れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．23・031貸し出しは2週間ですから，旦月っいたちまでに返してください。

　　　　　　　　　　　　seg．25・003尺八伴奏は，商学部旦年，杉山直樹君です。

　　　　　　　　　　　　seg．27・004計ってみたら，8度旦分あったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．30・012少なくとも，2，旦年，だろうな。

　　　　　　　　　　　　seg．32・009三時20分に……。

　　　　　　　　　　　　seg．34・012私も2，旦分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのよ。

　　　　　　　　　　　　seg．37・008あと二，三日は歩いちゃいけないって。

　　　　　　　　さん

　　　　　　　　　◇職業や組織名につく。
　　　　　　　　　　　　seg．17・004今ね，浅野交通亘五にいるんだけど，ちょっと資料をファックスして

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしいんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．22・019江口さん，サクラツアーズ並なんですけど，池田さんから聞いてま

　　　　　　　　　　　　　　　　　すか。

　　　　　　　　　◇人名につく。

　　　　　　　　　　　　seg．01・032張並，どうしたんですか。

　　　　　　　　　以下セグメント番号一文番号のみ
　　　　　　　　　　　　seg．03－006　　　seg．03・007　　　seg．03・009　　　seg．03・035

　　　　　　　　　　　　seg．04・004　　　seg．04・014　　　seg．04・027　　　seg．04・031

　　　　　　　　　　　　seg．04・035　　　seg．04・037　　　seg．04・044　　　seg．05・025

　　　　　　　　　　　　seg．05’028　　　seg．05・051　　　seg．06・006　　　seg．06・038

　　　　　　　　　　　　seg．08・011　　　seg．08・016　　　seg．08・018　　　seg．08－029

　　　　　　　　　　　　seg．09・026　　　seg．09－027　　　seg．10・011　　　seg．10・018

　　　　　　　　　　　　seg．10・024　　　seg．10・044　　　seg．12・004　　　seg．12・011

　　　　　　　　　　　　seg．13・003　　　seg．13・020　　　seg．13・052　　　seg．14・004

　　　　　　　　　　　　seg．14・046　　　seg．15・OOI　　　seg．15・003　　　seg．15・030

　　　　　　　　　　　　seg．17・003　　　seg．21・025　　　seg．21・026　　　seg．21・052

　　　　　　　　　　　　seg．22・001　　　seg．22・013　　　seg．22・019　　　seg．22・026

　　　　　　　　　　　　seg．22・028　　　seg．24・001　　　seg24・Ol2　　　seg24・013

　　　　　　　　　　　　seg．26・024　　　seg．26・026　　　seg．27・007　　　seg．27・010



　　　　　seg．29・001　　　seg．29－002　　　seg．29・008　　　seg．29－023

　　　　　seg．29・024　　　seg．29・034　　　seg．31・015　　　seg．32’019

　　　　　seg．32・022　　　seg．32－024　　　seg．32・026　　　seg．32・028

　　　　　seg．32・038　　　seg．32・041　　　seg。34’002　　　seg．36・002

　　　　　seg．36・004　　　seg．36・013　　　seg．36・026　　　seg．36・038
　　　　　§§≡≡ミ§1§1≡｝　　　；ミil≡≡§1ミ§；　　　ミミ≡≡｛≡≡1§§i　　　；ミii§1§≡≡§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

さんかく三角　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん
　　　：顯8：㌫芸璽麟ξ至㍉　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

ざんぎょう残業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん
　　　seg・33’°29撲ねk・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び

さんこう　参考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
　　　・eg・・6’036これ・ご菱萱に・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　seg．23・024あと，その本の参室文献のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　いるでしょう。

さんじゅう　三十

　　　seg．15－006料金の旦5％を9月5日までに……。

ざんねん　残念

　　　seg．24・016でも，とても齢ですね。

　　　seg．32・035鑓ですねえ。
　　　seg．39－022わたしも鯵ですけど，……でもね。

さんびゃく　三百

　　　seg．09－0194旦97円になります。



　　　　　　　　し　［接助］

　　　　　　　　　1．並列を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．16・013イラストが書けるL，カラー印刷とか，機能が多いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．19・019近い⊥二，雨が降っても行ける上……，勉強になりますよね。

　　　　　　　　　　　　seg．19・035近い⊥≦，雨が降ってもだいじょうぶです。

　　　　　　　　　2．文末に用いて，控えめに理由，事情などを表す。

　し　　　　　　　　seg・26・028お正月にも着ない」台

～　　　　　seg・33’°2°みんな魂切だL・

し　　じ字
　く　　　　　　　　　　seg．02－006あ，あの，多いという圭です’。

　　　　　　　　　　　　seg．31－012立派な圭だわ。

　　　　　　　　じ　時

　　　　　　　　　　　　seg．05－011はい，では，10壁ごろ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・0093壁20分に……。

　　　　　　　　　以下セグメント番号一文番号のみ
　　　　　　　　　　　　seg．05・013　　　seg．05・037　　　seg．05－040　　　seg．14・045

　　　　　　　　　　　　seg．17・036　　　seg．22－016　　　seg．34－008　　　seg．37・016

　　　　　　　　　　　　seg．38－024

　　　　　　　　しお　塩

　　　　　　　　　　　　seg．10・017切ったら塩こしょうしてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．10・034お酒，挺，砂糖。

　　　　　　　　しか　［副助］

　　　　　　　　　　　　seg．02・012はあ，これユ⊇無いんですけど。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語⊥迦使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。
　　　　　　　　　　　　seg．17・005今，わたし⊥迦いないんです。

　　　　　　　　　　　　seg．27－016だけど，日本語はこれ⊥±知らないんですよ。

　　　　　　　　しかた

　　　　　　　　　◇しかたがない
　　　　　　　　　　　　seg．15・026しかたがない。

　　　　　　　　　　　　seg．24・017先生が行きたいなら，しかたがないでしょう。

　　　　　　　　じかん　時間

　　　　　　　　　　　　seg．13・011心理学の講義と同じ壁固なんで，迷ってるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．23・021ええと，ちょっと壁固がないので，

　　　　　　　　　　　　seg．33・022ええと，仕事の壁固がね，

　　　　　　　　　　　　seg．33－023旦圭固？

　　　　　　　　　　　　seg．33・024仕事が始まる壁置が決まってますけどお，

　　　　　　　　しき　式

　　　　　　　　　　　　seg．26・029成人式の時に着ましたけど。

　　　　　　　　しく　敷く

　　　　　　　　　　　　seg．20’005お寺の人は，広いたたみのへやにふとんを艶てくれました。



じこ　事故
　　　seg．37・011ねえ，どうして裏越にあったんですか。

じこしょうかい　自己紹介　→國しょうかい

しごと竺それじ⇔鋼してくださ“　　　　　■
　　　・eg・15・021う一ん，自分の佳奎に1ま責任を持ってもらわないとね．　　　　　　　　　　じ

　　　seg．30・022お縫，がんばってね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　㌶：：；1鑑ご逼の時間がta，　　　　　　　　　T
　　　seg．33・024健が始まる時間力・決まってますけどお，　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　seg。38・019……大変な蛙んなるでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ

しずか　静か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は

　　　seg．13・001ここはむでいいですねえ。

システム
　　　seg，38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　を作りたいんです。

しぜん　自然
　　　seg。35・017旦麩に壊れたんだよ。

した　下
　　　seg．31・006これは，左工からやや右上に。
　　　　seg．34・016いちばんユミがさ，

　　　seg．34・019ああ，いちばんエは，地下1階なのよ。

　　　seg．34・025気になって，エへ見にいったの。

じだい　時代
　　　　seg．13・013明治壁代の外来語です。

したぎ　下着
　　　　seg．26・002橋衿って，エ董ね。

しつ　室
　　　　seg．04・042医務室へ行ったほうがいいですね。

　　　　seg．22・021応接室へご案内して。

　　　　seg．28・005……研究室の整理なんかどうするんですか。

しっかり

　　　　seg．31・025それで，力を入れるところは，しっかり力を入れて。

じっさい実際
　◇じっさいに
　　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

じつは実はても重要だと2x＝hshDvxたんで’9－e

　　　　seg．15・036塞旦，11月の徳島のことなんですが，

　　　　seg．30・008塞旦ね，札幌の本社へ行くことになっちゃったんだ。



　　　　　　　　しっぱい　失敗

　　　　　　　　　　　　seg．40・028いやあ，去敗したよ。

　　　　　　　　しっぽ

　　　　　　　　　　　　seg．21・017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い線がある。

　　　　　　　　しつれい　失礼

　し　　　　　　　　・eg・02・046鎚ですけど・お国は？

ぼ　　；ll議竃1遮＿比
　い　　　　　　　　　seg・15・034鎚します。

～　　　　　seg・22‘°23⊇いたしました・

し　　　してん支店
め　　　　　　seg．18・012本社は北海道の，ええと，札幌で，中野は鎚だって。

る　　　しどう指導

　　　　　　　　　　　　seg．32・028内田先生は，朴さんの韮葦蔓教官だったんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．38－007内田先生が鍵なさっていた学生は？

　　　　　　　　　　　　seg．39・016……他に鑓してくれる人はいないんですか。

　　　　　　　　しばらく

　　　　　　　　　　　　seg．40－003おれ，まだしばらくかかりそうだよ。

　　　　　　　　じぷん　自分

　　　　　　　　　　　　seg．15－021う一ん，旦全の仕事には責任を持ってもらわないとね。

　　　　　　　　　　　　seg．27・007エレンさん，お弁当は旦分で作るんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．33・006旦分のうちで飲むならね，いんだけど。

　　　　　　　　しま　島

　　　　　　　　　　　　seg．12・029阜のまわりをまわるんです。

　　　　　　　　シマアジ

　　　　　　　　　　　　seg．21・020シマアジだそうですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．21・021ええ？あれがシマアジ。

　　　　　　　　しまう　［補動］

　　　　　　　　　◆～てしまう／～ちゃう　→て［接助］2（～てしまう／～ちゃう）

　　　　　　　　しまった

　　　　　　　　　　　　seg．15・007しまった。

　　　　　　　　しめきり　締め切り

　　　　　　　　　　　　seg．29・012締め切りは来週なんです。

　　　　　　　　しめる　締める

　　　　　　　　　　　　seg26－005ここをひもで」適て。

　　　　　　　　　　　　seg．26・006その上にこれを辺て，帯を」±て，帯締めをしめると。

　　　　　　　　　　　　seg．26－007わあ，」⊇て，」≧旦て。

　　　　　　　　　　　　seg26・008ひもとか，帯とか，全部で何本ぐらいしめるんですか。



じゃ／じゃあ　→國では

　1．それまでの文脈や状況を受ける。
　　　　seg．02・028！SL＆，今度，お金を……。

　　　　seg．02・041巳，隣の建物だ。

　　　　seg．03・009ユ逸，サイモンさん。

　　　　seg．03・039ああ，じゃあ，そこに持ってきてください。

　　　　seg．03・046じゃあ，封筒に入れて，ラベルを貼って。

　　　　・eg・03‘062あ・エ・よろしく・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　：：1：：1：811巳ざ二跳捲『よに行ってくださし㌔　　　　　　や

　　　　seg．06・027じゃあ，ごちそうになりましょ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　lllll竃離簾；1ぶ。ておめでとうご＿．g．e　　k

　　　　seg．09・011　ve，おいくらですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、

　　　　念ll：㍑ぱ；：ぽ婿纂萄りま9．．　　　　　　　　　　　　　ん

　　　　seg．10－047じゃあ，やりましょうか。

　　　　seg．13・017込，やっぱり川田先生，出ることにします。

　　　　seg．13・032巳，行ってみます。

　　　　seg．13・039じゃあ，来週は，……火曜の午後，どうですか。

　　　　seg．13・041じゃあ，火曜日。

　　　　seg．13・051並，そうしようかな。

　　　　seg．14・044じゃあ，すぐにお礼状書きます。

　　　　seg．15・027　veまず，高松のホテルを予約して。

　　　　seg．16・017じゃあ，これはいかがですか。

　　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よんきゅうゼロななの，こおにいいちい

　　　　　　　　　ち。

　　　　seg．17・023よし，じゃあ，送信ていうのを押して。

　　　　seg．17・028あ，　taそれでOKだ。

　　　　seg．18・019じゃあ，歌手はあきらめるんですか？

　　　　seg．19・010逸，動物園はどうですか。

　　　　seg．20・021じゃあ，いっしょにやろうか。

　　　　seg．22・032あらあ，じゃあ，またかけます。

　　　　seg．23・022－Uy，こちらへどうぞ。

　　　　seg．27・006じゃあ，スキーなんかとんでもないよねえ。

　　　　seg．30・013巳，もう会えませんね。

　　　　seg．34・039逸，会える？

　　　　seg．38・025込，話が済んだら，僕の部屋に来ませんか。

　　　　seg．40・017逸，いいですね。

　　　　seg．40・022巳，荷物。

　2．別れの場面で用いる。

　　　　seg．02・019じゃあ。

　　　　seg．05・048－1　y，あとでね。

　　　　seg．05・050じゃあね。

　　　　seg．06・052」蛭，また。

　　　　seg．16・034　－a，よろしくお願いします。

　　　　seg．29・020じゃあ，ちょっと急ぎますから，これで。

　　　　seg．30・029」≧　な。

しゃいん　社員

　　　seg．33・026亙員の人は，なかなか始めませんよねえ。



　　　　　　　　しゃかい　社会

　　　　　　　　　　　　seg．39・012いえ，数学とか理科とか社会とか，ね。

　　　　　　　　しゃくはち　尺八

　　　　　　　　　　　　seg．25－0032gzy伴奏は，商学部3年，杉山直樹君です。

　　　　　　　　しゃしん写真
　し　　　　　　　　seg・03・027あと・ここに亙墓力・’入ります．

よ　　；難慰熟瓢8雀ξ1原稿8…し・にi2k・D・一…

　し、　　　　　　　　　seg20・027仏壇には，小さな呈墓がおいてありました。

　～　　　じゃま邪魔
　じ　　　　　◇おじゃまする

　ゆ　　　　　　　　　　seg．09－031圭過ます。

　う　　　　　　　　　seg．・4－・4・またいつか，おじゃましたいと思います．

よ　　　しゆう集
　ら　っ　　　　　　　　　seg29・006ええ，これ，教育学部の論文墓に出そうと思うんです。

　　　　　　　　じゅう　十

　　　　　　　　　　　　seg．05－011はい，では，⊥旦時ごろ。

　　　　　　　　　　　seg．05・0136日のLO時ですね。
　　　　　　　　　　　seg．09－021はい，6⊥旦円のお返しになります。
　　　　　　　　　　　seg．13－029ええっと，水道橋の駅から……歩いて，－L9一分ぐらいですね。

　　　　　　　　　　　seg．15・012課長，あのう，⊥1月の四国ツアーなんですが，

　　　　　　　　　　　seg．15・036実は，⊥1月の徳島のことなんですが，

　　　　　　　　　　　seg．16・018ユA万8千円で，けっこう安いですよねえ。

　　　　　　　　　　　seg．17・032⊥8日が3台，⊥9日が3台，20日が4台ですね。
　　　　　　　　　　　seg．19－013旦月は台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところが
　　　　　　　　　　　　　　　　　いいと思うんです。
　　　　　　　　　　　seg．19・018東京駅から電車で一L9一分ぐらいです。

　　　　　　　　　　　seg．19・023⊥≦≧月はもみじがきれいです。

　　　　　　　　　　　seg．19・034東京駅から電車で⊥旦分ぐらいの葛西というところにあります。

　　　　　　　　　　　seg．28・030あと，⊥！秒。

　　　　　　　　　　　　　seg．28・031＿1＿⊆L，　9，　8，　7，　6，　5，　・・・…

　　　　　　　　　　　seg．38・024⊥1時に会う約束です。

　　　　　　　　しゅうかん　週間

　　　　　　　　　　　seg．23D31貸し出しは2週旦ですから，3月ついたちまでに返してください。

　　　　　　　　しゅうしょく　就職

　　　　　　　　　　　seg．18・016鑓，決まりそうですか。
　　　　　　　　　　　seg．18・025あの会社に鑓したら，たぶん，研修は札幌だろうけど。

　　　　　　　　しゅうてん　終点

　　　　　　　　　　　seg．01・018京王多摩センターの次は，鑓橋本です。

　　　　　　　　じゆうよう　重要

　　　　　　　　　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　　　　　　　　　ても重裏だと気がついたんです。



じゅぎょう　授業

　　　seg．18・002謎が長くなっちゃって。

　　　seg．36・007麩はむずかしいですか。
　　　seg．36・022ん一，日本人の大学生は，麩が終わると，すぐに帰ってしまって，

　　　響§竃鷲竃季；；三ぎ’るんです2a’　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

しゆだ蕊・な6・…8・・教育哩としての言ca・　　　　　2

しゅっちょう　出張　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　　　　seg・°5－°°9；；㌶㌶ごへ雌で・5日に帰ってきますので・6日の木馴ま　　う

　　　　、eg．、5－。2。ええ，それが洗週，』腿があったり，えっ，いろいろと一・…。　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

しゅっばつ　出発　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　よ
　　　　seg。24・018先生が］墜する前に，パーティーをしましょっ。　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
じゆばん　棉枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力¶

　　　　seg・26・…お着物と滞と・WWと・あとひもなんかはお貸ししますので・足袋　　　く
　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　seg．26・0021匿往って，下着ね。

しゅるい種類
　1．単独の名詞としての用法。
　　　　seg．23・008ええ，特に，東南アジアからの輸入品の麹のことを。

　2．複合語の後要素としての用法。
　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅の3種麺で，松がいちばん高いんですよ。

しよ　所
　　　　seg．23・014ええと，「アジアの経済と日本」，現代経済研究逝編。

しよう　小
　　　　seg．01・002あかまつLよユはどこですか。

　　　　seg．01・003あかまつユェ，ですか。

　　　　seg．01・008ええ，ええ，赤松坐。

じょう　場
　　　　seg．27・001それで，スキー壕に着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。

ショウガ
　　　　seg．10－009あ，あと，しょうがとにんにくもでしょ？

しょうかい紹介→國じこしょうかい
　　　　seg．04・003みなさん，超企します。

　　　　瓢瓢ヒ㍊てるス・“一・V・　ewしま一　　　●

しょうがく　商学
　　　　seg．25・003尺八伴奏は，　j聲部3年，杉山直樹君です。



　　　　　　　　しょうがつ　正月

　　　　　　　　　　　　seg．08・016張さん，お正旦はどうします？

　　　　　　　　　　　　seg．26・028お正旦にも着ないし。

　　　　　　　　しょうがっこう　小学校

　　　　　　　　　　　　seg．01・007あ，小学校ですか。

　し　　　　しょうしょう　少々

f　　　　：懸：ll塁講欝欝さvx・
　つ　　　　　　　　　　seg22・027ええ，少ヱお待ちください。

が
つ　　　　　じょうず上手　　　　　　　　　　、

～　　　　　：91：；1鑑芸㌧鷲。±葦‡㌶．

し

れ　　　しょうたい招待
る　　　　　　　seg・13’042傘曜は・内田先生のお宅に超aされてるんです・

　　　　　　　　じょうだん　冗談

　　　　　　　　　　　　seg．40・031遜じゃなくてさ。

　　　　　　　　しょくじ　食事

　　　　　　　　　　　　seg27・019ええと，お客さまとお食皇にいらっしゃいました。

　　　　　　　　じょしゅ　助手

　　　　　　　　　　　　seg．02・035私も，南海で蛭をしてるんですよ。

　　　　　　　　しらべる　調べる

　　　　　　　　　　　　seg．03・007で，池田さんはDMのリストを≧てよ。

　　　　　　　　　　　　seg．23’003あのう，日本がアジアから輸入している物のことを調べているんです

　　　　　　　　　　　　　　　　　が。

　　　　　　　　しりつ　私立

　　　　　　　　　　　seg．39・007シカゴの近くの私立大学なんですけど，いい先生がいるんです。

　　　　　　　　しりよう　資料

　　　　　　　　　　　seg．16・010ええっと，レポートを書いたり，資魁を作ったり。

　　　　　　　　　　　seg．17・004今ね，浅野交通さんにいるんだけど，ちょっと資料をファックスして

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしいんだ。

　　　　　　　　しる　知る

　　　　　　　　　　　seg21・049へえ，鉋なかった。
　　　　　　　　　　　seg．24・003鉋ユていますか。

　　　　　　　　　　　seg．24・005へえ，趣Lませんでした。

　　　　　　　　　　　seg26・035う一ん，どう違うのか全然鉋ないなあ。

　　　　　　　　　　　seg．27・016だけど，日本語はこれしか挺ないんですよ。

　　　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　しれる　知れる→かもしれない



シロクマ

　　　seg．12・020ペンギン，イルカ，シロクマ，あとは魚ですね。

じん　人

　　　1ミ竃鶯議露1竃竃本ムの＿歴史の関　■

　　　←皿㌍罐芸潮礁が終わると，すぐに帰つて・ぽ　　言

しんかんせん新幹線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

　　　seg・05－010う一ん・その日は・午後の麹縫で帰りたいんですが・午前中でV’い　　　マ

　　　　　　　　　ですカ㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

じんじゃ神社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　・eg．19・022日光には有名な1甦がありまt。　　　　　　　　　　　　　ん

しんじ蕊願丈夫よ，匙てるか6。　　　　　　泉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

しんせつ　親切
　　　seg．33・020みんな，麹坦だし。

しんぞう　心臓

　　　seg．32－011雌です。

しんぽい　心配

　　　　seg．07－026週してたのよ。

　　　seg．40・027ほんとに，」≧配したんだから。

しんりがく　心理学
　　　seg．13・011心理学の講義と同じ時間なんで，迷ってるんです。

　　　seg．13・015心理堂は，4年になってからも聞けるからね。



　　　　　　　　すいそくかん　水族館　→國かん

　　　　　　　　　　　　seg．12・001あの三角の屋根が水族館です。

　　　　　　　　　　　　seg．19・014あのう，この間，友達が水族館に行ったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・016どこの水族館ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．19－020ん一，水族館にしましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．19・033わたしたちは，水族館がいいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．19－037わたしはその水族館へ行ったことがありますから，もういいです。

款　ずいぶ／1；，g．、4．。26　？。お＿弗＿世＿たのねke

ぞ
　く　　　　　すいません→すみません／すいません

2　すいよ蕊瓢猷水曜＿大丈，、，．

　～

す　　　すうがく数学
　　　　　　　　　　　　seg．39・012いえ，鍵とか理科とか社会とか，ね。ぐ
　　　　　　　　　　　　seg．39・013塾堂を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

　　　　　　　　スーパー

　　　　　　　　　　　　seg．09・004卵やビーフンはスーパーでいいですね。

　　　　　　　　すき　好き

　　　　　　　　　　　　seg．06－038王さんは，やはり中国料理がいちばん妊主ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．06・040日本料理と西洋料理と，どちらが妊豊ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．06－041それはもちろん日本料理が担主，と言った方がいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．13・053中国茶はお挺ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．31・015張さん，なにか蛙なものを書いてみてくださいな。

　　　　　　　　　　　　seg．33・050他のものは，たいてい妊き。

　　　　　　　　　◇だいすき
　　　　　　　　　　　　seg．07・011ぼくは，牛乳が大好きです。

　　　　　　　　スキー

　　　　　　　　　　　　seg．27・001それで，スキー場に着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。

　　　　　　　　　　　　seg。27・006じゃあ，スキーなんかとんでもないよねえ。

　　　　　　　　すぎる

　　　　　　　　　　　　seg．14・022灰皿には，ちょっと深すぎるわね。

　　　　　　　　　　　　seg26・003これ，長主ぎますね。

　　　　　　　　　　　　seg．27・014……丁寧三ヒぎますね。

　　　　　　　　　　　　seg．32・034早主ぎますよ。

　　　　　　　　すく

　　　　　　　　　　　　seg．30’004おなか主ちゃった。

　　　　　　　　すぐ

　　　　　　　　　　　　seg22・031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，△もどると思いますが。

　　　　　　　　　　　　seg．30・019飛行機なら，△よね。

　　　　　　　　　◇すぐに

　　　　　　　　　　　　seg．03・024できたものは，すぐに見せる。



　　　seg。08’004すぐにわかりました？
　　　seg．14・031帰ってきたらすぐに書かなくっちゃ。

　　　seg．14・044じゃあ，すぐにお礼状書きます。

　　　seg．34・007すぐに電話できなくて，ごめん。

スクー㌻皿ん”一）日本人の大学生⌒終わると’すぐに躬てしぼ　■

　　　seg・21’°55わたしが行ってるスクール・紹介しましょうヵ㌔　　　　　　　　　す

すくなくとも少なくとも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
　　　seg．30－012少なくとも，2，3年，だろうな。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス
スケジ三二叱030エレンさんas，新しいスヶジュ＿ル表の用意を頼む．　　　　　　　　　　タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

すごい凄い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ
　　　　seg．10・038わあ，すごい。

　◇すごく

　　　　seg，33・028そのかわり，すごく遅くまで働くでしょう。

すこし少し
　　　　seg．01・012少⊥二行って，左側にあります。

　　　　seg．04・039少⊥二体が熱いです。

　　　　seg．20’010少Lこわくなりました。

　　　　seg．26・013後ろを少上抜いて，

　　　　seg．31・008まっすぐじゃなくて，少上丸くなりますね。

　◇すこしずつ
　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずっ抜いてい

　　　　　　　　　きます。
　◇もうすこし　→圏もう

　　　　seg。12・009もう少し落ち着いて食べられるところはありませんか。

すずしい涼しい
　　　　seg．20・009涼しい風が吹きました。

すすむ　進む
　　　　seg。39－019アメリカは，そういう研究が進ムでるんですよ。

すそ　裾
　　　　seg．26・004あ，あとで主ζを持ち上げるんですよ。

スタンド
　　　　seg．35・001お母さ一ん，スタンドが消えた。

　　　　seg．35・005もうスタンドを消しなさい。

スタンプ
　　　　seg．03・013まず，ここにこのスタンプを押してください。



　　　　　　　　ずつ　［副助］

　　　　　　　　　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。

　　　　　　　　すっかり

　　　　　　　　　　　　seg．38－008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

ず　　　　　　　　気をなくしてしまって・

つ　　　　ずっと
～　　　　　　seg．32・・4・王さん，ずっと気になってたんですけど，＿＿いつカ、の原稿。

す　　　　　　seg・39’・25ええ・ずっと友達ですよね。

る　　　すてき素敵
　　　　　　　　　　　　seg．14－015すてきねえ。

　　　　　　　　スマート

　　　　　　　　　　　　seg21・Ol3とってもスマート。

　　　　　　　　すみ　隅

　　　　　　　　　　　　seg20・026部屋の堕には，仏壇がありました。

　　　　　　　　すみません／すいません

　　　　　　　　　　　　seg．18・014すいません，ちょっと。

　　　　　　　　　　　　seg．32・022山田さん，手伝わせてしまって，すいませんでした。

　　　　　　　　　以下セグメント番号一文番号のみ

　　　　　　　　　　　　seg．01・031　　　seg．03・025　　　seg．09・010　　　seg．10・005

　　　　　　　　　　　　seg．13’004　　　seg．13・007　　　seg．15－018　　　seg．16・033

　　　　　　　　　　　　seg．24－015　　　seg．29－035

　　　　　　　　　◇呼びかける際に用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg．01－001すみません。

　　　　　　　　　　　　seg．02・003すいません，このバスは南海大学へ行きますか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・009あのう，すいません，おつり，ありますか。

　　　　　　　　　　　　seg．16・035ああ，ちょっとすいません。

　　　　　　　　　　　　seg．23・001すいません，……。

　　　　　　　　すむ　済む

　　　　　　　　　　　　seg．38・025じゃ，話が池だら，僕の部屋に来ませんか。

　　　　　　　　する→1蓮1なる

　　　　　　　　　1．「［名詞］をする」などの形で，ある行為を行うことを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．02・052教育行政って，どんなこと並んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・052ああ，早く上た方がいいね。

　　　　　　　　　　　　seg．07・004肉屋で買物≡ます。

　　　　　　　　　　　　seg．19・027雨が降ったら，日光でボーリングatましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．20・001ぼくはバイクで旅atていました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・022それから，ぼくたちは，何本も何本も花火旦ました。

　　　　　　　　　　　　seg21・025小川さん，魚の料理は上ないんでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．24・018先生が出発する前に，パーティー圭上ましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．35・009何上てるの。

　　　　　　　　　　　　seg．36・001ええ，それでは，ここでみなさんにインタビュー五てみましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．37・Ol4深沢さん，明日，もう一度検査旦ますから，午前中に。



◇職業・役職などを表す。

　　　seg．02・035私も，南海で助手Ptてるんですよ。

◇「こうする／そうする／ああする／どうする／～ようにする」などの形で用いる。

　　　seg．08・016張さん，お正月はどうします？

　　　爲1㌘1竃藁：瓢嚇・　　　　　■
　　　：：隠麗鷲響二灘碧量獄‡鷲芒芸募し壽質慧ご1　　　　す
　　　、eg．32・・3・これからどうすれ1まいいか……．　　　　　　　　　　　　　　　　る

　　　seg．38・005……研究室の整理なんかどうするんですか。

◇どう（か）したんですか／どうしたの

　　　seg．01・032張さん，どうしたんですか。

　　　seg．04・038どうしたんですか。

　　　seg．05’030あら，どうしたの。

　　　seg．24・002どうかしたんですか。

　　　seg．28・034どうしたの。

◆～たり～たりする

　　　seg．19・024　U」にのぼっ起L，湖でボートに乗ったりすると，楽しいと思います。

　　　seg．34・022時々は，上の方も見たりしたんだけどね。

2．対象に変化をもたらす。

　　　seg．02’013どなたか，1万円，細かく上ていただけませんか。

　　　seg．21・022お刺身に並と，おいしいのよね。
◆～にする／～ことにする　→國こと（～ことにする）

　　　seg．06・029じゃ，みんな松巳ましょう。

　　　seg．06・032じゃあ，わたしは概三Lます。

　　　seg．13・012卒論は，なんにするの。

　　　seg．13・017じゃ，やっぱり川田先生，出ることにします。

　　　seg．13・051じゃ，そう上ようかな。

　　　seg．16’031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってから巳

　　　　　　　　ます。
　　　seg．19・020ん一，水族館ll．1．ましょう。

　　　seg。20・004お寺の人に頼んで，一晩泊めてもらうことにしました。

　　　seg．24・023いつ旦ますか。

3．複合語を作る。

3．1．「［動作性名詞］する」などの形で動詞を作る。　　　　　　’

　　　seg．04－019今までどこで日本語を勉強上ていましたか。

　　　seg．15・001池田さん，徳島のホテル，よやくをキャンセル上ましたか。

　　　（遠慮する）　　　seg．06・033　seg．12・031

　　　（けがする）　　　seg．37・024

　　　（結婚する）　　　seg．28－024

　　　（研究する）　　　seg．39・010　seg．39・015

　　　（ごちそうする）　seg。06・049

　　　（塩こしょうする）seg．10・017

　　　（自己紹介する）　seg．04・006

　　　（失敗する）　　　seg．40－028

　　　騰　；1議1；1　　　　　　　　●
　　　　（紹介する）　　　seg．04・003　seg．06’005　seg．21055

　　　　（招待する）　　　seg．13・042



　　　　　　　　　　　　（心配する）　　　seg．07・026　seg．40・027

　　　　　　　　　　　　（説明する）　　　seg．39・013

　　　　　　　　　　　　（相談する）　　　seg．13’020

　　　　　　　　　　　　（退院する）　　　seg．40・007

　　　　　　　　　　　　（チェックする）　seg．03・044

　　　　　　　　　　　　（徹夜する）　　　seg29’026

　　　　　　　　　　　　（電話する）　　　seg．15・009　seg27・021　seg．30・021

　　　　　　　　　　　　（入学する）　　　seg．36・003す
る　　　　　灘手呈『る）1：㌶16

　～　　　　　　　　　　（ファックスする）seg．17・004

　　　　　　　　　　　　（勉強する）　　　seg．04・021　seg．19・002　seg．26・036す
わ　　　　　　（輸入する）　　1：1：；1：：911：1：；1：：ll　seg’38’°14

る　　　　　　　　（用意する）　　seg・14’046・eg・26’001
　　　　　　　　　　　　（予約する）　　　seg．15・027

　　　　　　　　　　　　（留学する）　　　seg．08・009

　　　　　　　　　　　　　（連絡する）　　　seg．06・050　seg．15・028

　　　　　　　　　3．2．「お～する」「ご～する」の形で敬語として用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．05・062うちあわせの件で主電話上ました。

　　　　　　　　　　　　seg．08・027ええ，保証人には二あいさっ上なくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・040写真ができたので，主送り上ます。

　　　　　　　　　　　　seg．32・017何か主手伝いゴ重ことがあったら，言ってください。

　　　　　　　　　　　　（お貸しする）　　seg26・001

　　　　　　　　　　　　（お電話する）　　seg．38・026

　　　　　　　　　　　　（お願いする）　　seg．04・011　seg．04・029　　seg．04・030

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．05・025　　seg．06－034　　　seg．09・029

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．12・023　　seg．13・035　　　seg．16・034

　　　　　　　　　　　　　（お待たせする）seg．08・015　seg．16・001

　　　　　　　　　　　　（ご案内する）　　seg．12－022　seg．22・021

　　　　　　　　　4．慣用的な用法。

　　　　　　　　　◇［感覚を表す語彙］がする

　　　　　　　　　　　　seg．33・036ちょっとお，悪いような気主て。

　　　　　　　　　　　　seg．33・046それから，変なにおいがするでしょう。

　　　　　　　　　◇～にする
　　　　　　　　　　　　seg．02－030気巳ないでください。

　　　　　　　　　　　　seg．03－066ちょっと，お茶旦ようか。
　　　　　　　　　　　　seg．05－059ただいま留守！！Lております。

　　　　　　　　　　　　seg．06・051うん，楽しみ1g．Lてます。

　　　　　　　　　　　　seg．34－033せっかく楽しみ1！．Lてたのに。

　　　　　　　　すわる　座る

　　　　　　　　　　　　seg．37・021すわって。



せ　背

　　　　seg．26・024張さん，＃1が高いから，大きい模様の方が似合うんですよね。

せい

◆～せll慕一嚇僕が間違えたせ・ぴ㌦　　　　　　■

せい生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ
　　　　seg．02’033ええ，今月から研究生になりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　：：1：91：：舗嶽㍑ll田先生は，牲のうちに取った方ふな　　　　せ

　　　　seg．36’022ん一，日本人の大学生は，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，　　　　　つ

　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あま蜘らないん　　　め

　　　　　　　　　じゃないかと思いますla・　　　　　　　　　　　　　　い

せいかつ　生活
　　　　seg．18・021歌手んなっても，生蓮できないよ。

　　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　が，大学の生蓮はいかがでしょうか。

せいじんしき　成人式
　　　　seg．26・029成人式の時に着ましたけど。

せいひん　製品
　　　　seg．23・016工業製旦については，これがいちばん詳しいと思いますよ。

せいよう　西洋
　　　　seg．06・040日本料理と酷料理と，どちらが好きですか。

せいり　整理
　　　　seg．38・005……研究室の整理なんかどうするんですか。

せき席
　　　　seg22・031ただ今，ちょっと産を外しておりまして，すぐもどると思いますが。

せきにん　責任
　　　　seg．15・021う一ん，自分の仕事には責任を持ってもらわないとね。

せつ　節　→そのせつ

せっかく

　　　　seg．34・033せっかく楽しみにしてたのに。

　　　　seg．39・024せっかく友達んなったんだから，これからもね。

せつめい　説明

　　　　一B耀瀞㍊㌶鷺三㍗どんなふう●



　　　　　　　　ぜひ

　　　　　　　　　　　　seg．02－043　↓まし、，　坐。

　　　　　　　　　　　　seg．06・049坐ごちそうしてくださいよ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・035あ，坐お願いします。

■　ゼミ
　　　　　　　　　　　　seg．13・008ええと，川田先生の主，出たほうがいいでしょうか。

ぜ
ひ　　　　せる　［助醐

↓　　1ミllき竃蕊《∵ソフトを走ら幽ナで一d－・et・S・．

ん　　　　　　seg29・027今から読まSてもらV・ま“El‘。

　し　　　　　　　　seg・32’022山田さん・手伝わ±てしまって・すいませんでした・

空　　ゼ。
　つ　　　　　　　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よんきゅうゼロななの，こおにいいちい

　　　　　　　　　　　　　　　　　ち。
　　　　　　　　　　　　seg．17・019　4，　9，エL，　7，　5，　2，　1，　1。

　　　　　　　　　　　　seg．17・022　49975211。

　　　　　　　　せわ　世話

　　　　　　　　　◇おせわになる
　　　　　　　　　　　　seg．05・023お世話になっております。

　　　　　　　　　　　　seg．09・026あ，王さんがいつもお世話になりまして。

　　　　　　　　　　　　seg．14－026そのお友達には，ずいぶんお世話んなったのねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．40・OO1いろいろお世話になりました。

　　　　　　　　　　　　seg．40－018お世話になりました。

　　　　　　　　せん　千

　　　　　　　　　　　　seg．09－013え一，⊥250円です。

　　　　　　　　せん　線

　　　　　　　　　　　　seg．21・017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い麸がある。

　　　　　　　　　　　　seg．21・018ええと，黄色い趣。

　　　　　　　　　　　　seg．31・002横の遜は，下ろして，筆の先を残して引きます。

　　　　　　　　　　　　seg．31・004縦の週は，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に引きます。

　　　　　　　　　　　　seg．31－027先生，縦の墾が，どうしても曲がってしまうんです。

　　　　　　　　せんぎり　千切り

　　　　　　　　　　　　seg．10・020あ，……千切りですね。

　　　　　　　　せんげつ　先月

　　　　　　　　　　　　seg．04・015ええと，先旦の，はじめ？

　　　　　　　　　　　　seg．04”016先旦のはじめですか？

　　　　　　　　　　　　seg．04・018先旦の3日に来ました。

　　　　　　　　　　　　seg．16・019先、旦出たばかりです。

　　　　　　　　せんしゅう　先週

　　　　　　　　　　　　seg．15・020ええ，それが，先週，出張があったり，えっ，いろいろと……。



せんせい　先生

　1．単独の名詞としての用法。

　1．1．単独の名詞としての用法。
　　　　seg．04・033先生に言いましょうか。

　　　　き：1運竃翻1；蕊1㌘どんなものを9E5Dて■

　　　　seg・24’018先生が出発する前に・パーティーをしましょう・　　　　　　　　せ

　　　　：隠：器1慧鍵篶ミ蕊三㌘゜　　　　　　　　　　　　ん
　　　　、eg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元　　　せ

　　　　　　　　　気をなくしてしまって。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、

　　　　：：㌶：1樽㌶。㌫繁；彊㌶．教えるvaを育てることがと　　～

　　　　　　　　　ても重要だと気がっいたんです．　　　　　　　　　　　　せ
　　　　seg・38・017わたしはね・国へ帰ったら・学校の先生たちのために研修のシステム　　　ん

　　　　se⌒7錺』；絃脇大学なんですけど，い、、reがいるん軌　　　f」e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　1．2．呼びかけの用法。
　　　　seg．04・035先生，パチャリーさんは病気だと思います。

　　　　seg．04・043先生，私が。

　　　　seg、31・027先生，縦の線が，どうしても曲がってしまうんです。

　　　　seg．31・030先生，ちょっと見ていただけますか。

　2．人の名に付く接尾辞的な用法。
　　　　seg．13・008ええと，川田先生のゼミ，出たほうがいいでしょうか。

　　　　seg．13－014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方がいいな。

　　　　seg．13・017じゃ，やっぱり川田先生，出ることにします。

　　　　seg．13・042金曜は，内田先生のお宅に招待されてるんです。

　　　　seg．24・004後藤先生は，外国へ行ってしまうそうです。

　　　　seg．24・011私は最後まで後藤先生に習いたい。

　　　　seg．32－005内田先生がね，

　　　　seg．32・006内田先生？

　　　　seg．32・028内田先生は，朴さんの指導教官だったんですね。

　　　　seg．32’040内田先生のためにもね，がんばらなくちゃ。

　　　　seg．32・042あ，印刷のときに見ていただきました……内田先生に。

　　　　seg．32・043内田先生に……。

　　　　seg．38・007内田先生が指導なさっていた学生は？

　　　　seg．38・010内田先生，いい先生だったようですね。

　　　　seg．39・015それを研究していらっしゃったのが，内田先生でした。

ぜんぜん　全然
　　　　seg．26・035う一ん，どう違うのか全丞知らないなあ。

　　　　seg．34・020うん。全塾気がつかなかったんだ。

　　　　seg．37・033わたし，笠気が付かなかった。

せ璽驚鷹一ナとしてもM・・6・　　　O



　　　　　　　　2．人の名に付く接尾辞的な用法。
　　　　　　　　　　　seg．28－010深沢先輩ですか。

　　　　　　　　　　　seg．28－018深沢先輩，北海道の会社ですってえ？

　　　　　　　ぜんぶ　全部
　　　　　　　　　　　seg．09・018うん，これで鋼。

　　　　　　　　◇ぜんぶで
せ　　　　　　・eg・26・008ひもとか滞とか・全部で何本ぐらいしめるんですヵ㌔

ん
ぱ
い

　～

ぜ
ん
ぶ



そう

　1．「そのように」という意味を表す。

　　　　seg．13・051じゃ，　k2’しようかな。

　◇そういう

、．ぷ二誉そういう研究が進んでる鳳　　　　■

2・　1・相手の発言に対する肯定・納得・賛同などを表す・　　　　　　　　　　そ

　　　：ll：：1：㌫闘：豊‡熟　　　　　　　　　　　　　　う

　　　seg．02・027あ，五ですか。
　　　seg．02・034　k2’ですか。

　　　　seg．02・048豊ですか。

　　　　seg．04－017はい，登です。
　　　　seg．05・001……あ，　k2’ですか。

　　　　seg．06・019　k2’ね。

　　　　seg．06・039亙ですね。
　　　　seg．10－010あ，至う．です。

　　　　seg．10・037あ，　k2’．ですか。

　　　　seg．10・046　k2’ですね。

　　　　seg．13－016登ですか。

　　　　seg．14・006五ですか。
　　　　seg．14・017　三〇。

　　　　seg．14・021　k2’ね。

　　　　seg．14・030そうそ。

　　　　seg．14・032　k2’ですかあ。

　　　　seg．16－011　k2’ですか。

　　　　seg．21・030そうそう，目がない魚ね。

　　　　seg．22－005あ，登ですか。

　　　　seg24・019あ，登ですね。
　　　　seg，26・022至う．ですね。

　　　　seg．27・008ええ，±ユ。

　　　　seg．27・013ああ，登ですか。

　　　　seg．27－020あ，±2’。

　　　　seg．28・016　k2’でしょう。

　　　　seg．30・009　・・・…　三ζ三L。

　　　　seg．30・018五ね。

　　　　seg．31・021そうそう。

　　　　seg．31・024そうそ。

　　　　seg．33・008五五。
　　　　seg．33－018三ζ＿う＿。

　　　　seg．34・021　エ≧。

　　　　seg．34・030うん，登だね。
　　　　seg．36・010　三ζ＿う＿。

　　　　seg．36・025　k2’ですか。

　　　　seg．36・029ああ，そうそう。

　　　　seg．38・009　k2’ですか。

　　　　seg．38・016　k2’なんです。

　　　　：認：鰐鑑　　　　　　　　　●
　2．2．相手の発言に対する驚き，不満，とまどいなどを表す。

　　　　seg．02・018豊ですか。



　　　　　　　　　　　　seg．02・036えっ，亘ですか。
　　　　　　　　　　　　seg．16・016　k2’ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．31’029　k2’ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．33・043豊ですか。

　　　　　　　　　3．発見を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．06－046　k2’だ，わたしが作りますから，食べに来てください。

　　　　　　　　　　　　seg．10・045豊だ，今度は韓国料理，教えてくださいよ。そ
　一　　　　　　　　　seg．12・026あ，そうそう，船にも乗ってみてくださいね。
　つ　　　　　　　　　seg．21・037そうそう，カマボコはサメから作るそうですよ。

　～　　　　　　　　　　　　seg21・043あ，登力㌔

　　　　　　　　　　　　seg．24・032豊だ，あのビルの中においしいロシア料理の店があるんです。そ
　～　　　　　　　　　　　seg．33－037ああ，　k2’か。

　つ　　　　　　　　　　seg．36・035そうそう。

だ
　　　　　　　　　4．フィラーとして用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg．12－007　k2’ですねえ。

　　　　　　　　　　　seg．13・045豊ですねえ，高いものじゃなくていいですよ。
　　　　　　　　　　　　seg．14・034　k2’ねえ。

　　　　　　　　　　　seg．23・009……k2’ですね。

　　　　　　　　　　　　seg24－031　k2’ねえ。

　　　　　　　　　　　seg．31－016ああ，　k2’ですねえ。

　　　　　　　　　　　seg．33－031　k2’ねえ。

　　　　　　　　そうしき　葬式

　　　　　　　　　　　seg．38・003お麩の時は，どうも。

　　　　　　　　そうしん　送信

　　　　　　　　　　　seg．17・023よし，じゃあ，送這ていうのを押して。

　　　　　　　　　　　seg．17・027ソウシンチュウって出ました。

　　　　　　　　そうだ／そうです　［助動］

　　　　　　　　　1．伝聞を表す。

　　　　　　　　　　　seg．12・018動物にえさをやるそうですよ。

　　　　　　　　　　　seg．15・025高松ならまだ空いているそうですが。

　　　　　　　　　　　seg．19・015魚がたくさんいて，とてもきれいだったそうです。

　　　　　　　　　　　seg．21－020シマアジだそうですよ。

　　　　　　　　　　　seg．21－037そうそう，カマボコはサメから作るそうですよ。

　　　　　　　　　　　seg24－004後藤先生は，外国へ行ってしまうそうです。
　　　　　　　　　　　seg．24・007アデレードだそうです。

　　　　　　　　　　　seg．38・006ええ，林教授がなさるそうです。

　　　　　　　　　　　seg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

　　　　　　　　　2．様態を表す。

　　　　　　　　　2．1．見聞きしたことから判断した性質や状態を表す。

　　　　　　　　　　　seg．12－017あ，おもしろk2’。

　　　　　　　　　　　seg．20・019火をつけてやると，女の子はとてもうれしそうでした。

　　　　　　　　　2．2．動きや変化が起こる可能性があることを表す。

　　　　　　　　　　　seg．18・016就職決まりそうですか。

　　　　　　　　　　　seg．37・012え，いや，……ちょっと，待ち合わせに遅れそうになって。



　　　seg．40’003おれ，まだしばらくかかりそうだよ。

そうだん　相談
　　　seg．13・020山田さん，わたしも担毯していいですか。

そうべ

　　　　・eg．24・021そうべっかV・・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
そこ ⌒＿じゃ＿に持つてきてくださ、、。　　　　　そ

　　　　seg．03・053　k．9の机の上の封筒。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　・eg・07’021≡にはいません・　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ

そこ底　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　seg．21・004海の底にいるようですねえ。

そして
　　　　seg26－017そして，前はこのくらい。

そだてる　育てる
　　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を宣エ亙ことがと

　　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。

そつぎょう　卒業
　　　　seg．28・005これ，至茎です，じゃない，杢茎祝いです。

　　　　seg．28・038鑓，おめでとう。

そつろん　卒論
　　　　seg．13・012杢詮は，なんにするの。

そで　袖
　　　　seg．26・033こういう箪の長いのが振り袖で，お嬢さんがお召しんなるんですね。

そと　外
　　　　seg。19－002校外学習というのは，学校の昼で勉強するということです。

　　　　seg22・015池田は，今日1llへ出ておりますが。

　　　　seg．27・026部長って，　Z上の人？

その　［連体］

　　　　seg．02・051はい，　apつもりです。

　　　　seg．03・056五≧向こう。

　　　　seg．05・005あ，では，　mp時に詳しいお話を。

　　　　seg．05・010う一ん，皇2日は，午後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　ですか。
　　　　seg．05・015では，また鯉時に。

　　　　ll翼灘購三；；1詰瓢野　　●

　　　　seg．14・037±Q時って意味ね。



　　　　　　　　　　　　seg．18・026　kQあと，どこへ行くことになるかわからない。

　　　　　　　　　　　　seg．19－037わたしはkg2水族館へ行ったことがありますから，もういいです。

　　　　　　　　　　　　seg．20・0021鯉日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　　　　　seg．23・024あと，皇2本の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg26・006　kQ上にこれをしめて，帯をしめて，帯締めをしめると。

　　　　　　　　　　　　seg．30・006……鯉前にね，ちょっと話があるんだ。そ
の　　　　：ll：ll：lll塁瀧甑研究、たいん識

　～　　　　　　　◇そのへん　→國この（このへん），どの（どのへん），

E　　seg・・6’・26錫鑑㌫㌶二ん）

　　　　　　　　その　［感］

　　　　　　　　　　　seg．36・017いや，鯉，勉強はむずかしいですか。

　　　　　　　　そのかわり

　　　　　　　　　　　seg．33－028そのかわり，すごく遅くまで働くでしょう。

　　　　　　　　そのせつ

　　　　　　　　　　　seg．14・035ええっと……，その節はありがとうございました。

　　　　　　　　　　　seg．14・036その節？

　　　　　　　　そば

　　　　　　　　　　　seg．07・013越屋があります。

　　　　　　　　ソフトウェア／ソフト

　　　　　　　　　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形なら，使えるのがあるかもし

　　　　　　　　　　　　　　　　　れませんけど。
　　　　　　　　　　　seg．16・027ワープロのソフトウェアですね。

　　　　　　　　　　　seg．16－028パソコンの上でワープロソフトを走らせるわけですけど。

　　　　　　　　　　　seg．16－029ソフトっていうと，どんな。

　　　　　　　　　　　seg．16－030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

、　　　　　　　　　　seg．16・037ワープロソフトは，たとえばこんなのですから。

　　　　　　　　それ

　　　　　　　　　1．具体物を指す。

　　　　　　　　　　　seg．03・006ええと，池田さん，塾はね，サイモン君に頼んで。

　　　　　　　　　　　seg．03・033さてと，塾は，もうできた？

　　　　　　　　　　　seg．10・011小川さん，塾，皮と骨を取って，適当に切ってください。

　　　　　　　　　　　seg．14－019あのう，塾，……，ええっと，お花を……
　　　　　　　　　　　seg．17・014まず註をファックスに乗せて，コピーみたいに。

　　　　　　　　　　　seg．20・015塾は，一人の女の子でした。

　　　　　　　　　　　seg．36－002やあだ，芳子さん，⊇，なに？

　　　　　　　　　2．文脈中に示されたことがらを指す。

　　　　　　　　　　　seg．01・035⊇は大変でしたね。

　　　　　　　　　　　seg．02・045あ，いや，塾はもういいですよ。
　　　　　　　　　　　seg．06－041　jknLはもちろん日本料理が好き，と言った方がいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．06・048三拠｝まし、レ、。



　　　seg．16・022塾はむずかしいですねえ。

　　　seg．17・028あ，じゃ⊇でOKだ。
　　　　seg．17・033はい，　kLnでけっこうです。

　　　seg．18・020塾は夢さ。

　　　　ll§1竃竃議竃；そすtae　　　　　君
　　　　seg．39・015⊇を研究していらっしゃったのが，内田先生でした。　　　　　　　　　　　　～

それが
seg．、5，。2。．kk，それ＿＿つたり，えつ＿＿，。　　義

　　　　、eg．34・014それがさ，僕が，場所を間違えたらしい．　　　　　　　　　　　で

　　　　・eg・34’036いや・それがね・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は

それから
　　　　seg．09・008それから，ニンジンと，ええと，あ，プチトマト，あります？

　　　　seg．14・038それから，とても楽しかったです。

　　　　seg。15・028それからバス会社に連絡します。

　　　　seg．20’022それから，ぼくたちは，何本も何本も花火をしました。

　　　　seg．23’015それから，これもいいかも知れません。

　　　　seg．31・007それから，左へゆるく払います。

　　　　seg．33・030それから，付き合いとか。

　　　　seg．33－046それから，変なにおいがするでしょう。

　　　　seg．36・019それから，寮が遠くて，大学へ行くだけでつかれてしまいます。

それじゃ　→それでは／それじゃ

それぞれ
　　　　seg．36’003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

それで
　　　　seg．15・023それで，部屋は空いてないの？

　　　　seg．27・001それで，スキー場に着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。

　　　　seg。29’008それで，山田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　ませんか。
　　　　seg．31・022それで，一度に下ろさないようにして，動かしてみてください。

　　　　seg．31・025それで，力を入れるところは，しっかり力を入れて。

　　　　seg．32・012それで，……

　　　　seg．34・034それでね，

それでは／それじゃ　→國それ

　1．接続詞としての用法。
　　　　seg．01・009ああ，　k　2z　e　fo，あの角を右に曲がって，……

　　　　㌶膿1；：惣：元ぽ‥と一な一一くだ●

　　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方がいいな。

　　　　seg．23・025それじゃ，ちょっと貸してください。



　　　　　　　　　　　　seg．36－001ええ，それでは，ここでみなさんにインタビューをしてみましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．36－004それでは，まず張さん。

　　　　　　　　　　　　seg．36013それでは，パチャリーさんはいかがですか。

　　　　　　　　　2．別れのあいさつとして用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．05・020それじゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．17・031それじゃ。

k　　　：：㌶：811　ll：ntllfgi　kmal：

で　　　　それとも
は　　　　　　　　seg・23’020それとも・借りてゆきますカ㌔

　～　　　　それに
そ　　　　　　seg．、9－029それに，お金が足りないでしょう。

ん　　　　　　seg．36－027それにね，あまり授業に出ない学生がいるんですね。

な
　　　　　　　　それより

　　　　　　　　　　　　seg．32・027いや，それより，……なんだか，頭の中がからっぽになったみたいで。

　　　　　　　　そろそろ

　　　　　　　　　　　　seg．28・027もうそろそろ来ますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．30・023ええと，そろそろ入りましょうか。

　　　　　　　　そんな　［感］

　　　　　　　　　　　　seg．02・031でも，そんな……。

　　　　　　　　　　　　seg．06・033そんな，遠慮しないで。

　　　　　　　　　　　　seg．28・025そんな。

　　　　　　　　　　　　seg．30・014いや，そんな……。

　　　　　　　　そんな　［連体］

　　　　　　　　　　　　seg．09・035まあ，そんなこと，よろしいのに。……

　　　　　　　　　　　　seg27・027日本人だってわかんないわよ，そんなの。

　　　　　　　　　◆そんなに～ない
　　　　　　　　　　　　seg．26・009ま，そんなにたくさんじゃありませム。

　　　　　　　　　　　　seg．36－008そんなにむずかしくはありませムけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係のことばとか，



た　［助動］

　1．過去を表す。

　◇動作を表す。

　　　　seg．02・033ええ，今月から研究生になりまし主。

　　　　seg．03・011このパンフレット，急いで送ることになっ主んですよ。

　　　　seg．04・010アメリカのサンディエゴから来まし左。

　　　　き竃1㌶議1に来ま⊇　　　　■
　　　　：：1盤1塁禦等二が出kんですよ．　　　　　　　　　　　　　　　　た

　　　　seg．08・002待ちまし左か。

　　　　seg．08・004すぐにわかりまし左？

　　　　seg．09・017何か忘れlts物はない？

　　　　seg．14・004張さん，夏休みに信楽へ行っ左んですって。

　　　　seg．14・023わたしも，茶わんを作りまし左。

　　　　seg．14・026そのお友達には，ずいぶんお世話んなっ迄のねえ。

　　　　seg．14・027お礼状は，出し主の？

　　　　seg．15・001池田さん，徳島のホテル，予約をキャンセルしまし左か。

　　　　seg．15・016キャンセルになってしまっ左んです。

　　　　seg．19・014あのう，この間，友達が水族館に行っ左んです。

　　　　seg．20－002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　なってしまいました。
　　　　seg．20・003一軒のお寺をみつけ主ので，中に入っていきまし左。

　　　　seg20－004お寺の人に頼んで，一晩泊めてもらうことにしまし左。

　　　　seg20－005お寺の人は，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれまし左。

　　　　seg．20・009涼しい風が吹きまし左。

　　　　seg．20・010少しこわくなりまし左。

　　　　seg．20－011だれかが肩にさわりまし左。

　　　　seg。20・022それから，ぼくたちは，何本も何本も花火をしまし左。

　　　　seg．20・024あれ，いつ寝ちゃっ左んだろう。

　　　　seg20・025お寺の人といっしょに朝ご飯を食べまし左。

　　　　seg．26・029成人式の時に着まし左けど。

　　　　seg．27・001それで，スキー場に着い左んですけど，次の朝，熱が出てしまって。

　　　　seg．27’019ええと，お客さまとお食事にいらっしゃいまし左。

　　　　seg．27・023ねえ，今の，いらっしゃいまし左でよかった？

　　　　seg．29・004帰ってしまっ左かと思いまし左。

　　　　seg．29・025原稿，読んでいただけまし左か。

　　　　seg．29・033だれか，他の人には頼まなかっ左んですか。

　　　　seg．29・034ええ，山田さんが火曜日って言っ左から……。

　　　　seg．30・002待っk？
　　　　seg．30・008実はね，札幌の本社へ行くことになっちゃっ左んだ。

　　　　seg．32・007さっき，亡くなっ左んです。

　　　　seg．32・027いや，それより，……なんだか，頭の中がからっぽになっ左みたいで。

　　　　seg．32－042あ，印刷のときに見ていただきまし左……内田先生に。

　　　　seg．34・010ちょっと，遅れちゃっ左んだ。

　　　　seg．34・012私も2，3分遅れkけど，1階の入り口で待ってたのよ。

　　　　seg．34・014それがさ，僕が，場所を間違え左らしい。

　　　　ll議黙憲竃ユぎ一　　　　●
　　　　seg．35・010あんたが倒し左の？

　　　　seg．35・020だれが切っ左の。



　　　　　　　　　　　　seg．36－028ちょっと驚きまし左。

　　　　　　　　　　　　seg．37・011ねえ，どうして事故にあっ左んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．37・024どこ，けがし左んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．37・031あ，これはちょっと切れ左だけ。

　　　　　　　　　　　　seg．37－034いやあ，僕が間違え左せいだから。

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．38－013だから，教育学をやろうと思ったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。
た　　　　　　、eg．39’018国へ帰ろうかとも思っ亙んですけどね．

　　　　　　　　　　　　seg．39－024せっかく友達んなっ左んだから，これからもね。

　　　　　　　　　　　　seg．40－027ほんとに，心配し左んだから。

　　　　　　　　　　　　seg．40・028いやあ，失敗し左よ。

　　　　　　　　　◇状態を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．01・035それは大変でし左ね。

　　　　　　　　　　　　seg．03・064ああ，割に早かっ主な。

　　　　　　　　　　　　seg．04’019今まで，どこで日本語を勉強していましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・021ええ，サンディエゴの日本語学校で勉強していまし左。

　　　　　　　　　　　　seg．05・034この前言って左店さあ，行ってみようよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・054とっても楽しかっ左わ。

　　　　　　　　　　　　seg．07・025どこへ行って左の，’1週間も。

　　　　　　　　　　　　seg．07・026心配して左のよ。

　　　　　　　　　　　　seg．11－002今朝，歌って左でしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．11・005ああ，聞いてまし2ζ。

　　　　　　　　　　　　seg．14－007よかっ主ですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・011たいへんだっ左でしょう？

　　　　　　　　　　　　seg．14・038それから，とても楽しかったです。

　　　　　　　　　　　　seg．15・008忘れてまし主。

　　　　　　　　　　　　seg．19・015魚がたくさんいて，とてもきれいだったそうです。

　　　　　　　　　　　　seg20・001ぼくはバイクで旅をしていました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでし左が，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・007秋の虫が鳴いていまし左。

　　　　　　　　　　　　seg．20・008月がきれいでし迄。

　　　　　　　　　　　　seg．20・015それは，一人の女の子でし左。

　　　　　　　　　　　　seg．20・017女の子は，浴衣を着て，手に花火を持っていました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・018女の子は，花火をやりたがっていまし左。

　　　　　　　　　　　　seg．20・019火をつけてやると，女の子はとてもうれしそうでした。

　　　　　　　　　　　　seg．20・023目が覚めると，ぼくはふとんの中にいまし左。

　　　　　　　　　　　　seg20・026部屋の隅には，仏壇がありました。

　　　　　　　　　　　　seg．20’027仏壇には，小さな写真がおいてありました。

　　　　　　　　　　　　seg．22・016あ，今日ですね，あのう，2時のお約束だっ左んですが……。

　　　　　　　　　　　　seg．27・004計ってみたら，8度3分あっ左んです。

　　　　　　　　　　　　seg．32・028内田先生は，朴さんの指導教官だったんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．32・030いい先生だっ左のに……。

　　　　　　　　　　　　seg．32・041王さん，ずっと気になって左んですけど，……いつかの原稿。

　　　　　　　　　　　　seg．34・008きのう，4時だっ左よね。

　　　　　　　　　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待って左のよ。●　　：：1：ll：：㌫慧£；：㌣一

　　　　　　　　　　　　seg．34・033せっかく楽しみにして左のに。

　　　　　　　　　　　　seg．36・021友達ができないって，言ってましたね。



　　　seg．37・033わたし，全然気が付かなかっ迄。

　　　seg．38・004いやあ。いろいろ大変だっ左でしょう。

　　　seg．38・007内田先生が指導なさってい左学生は？

　　　seg．38・010内田先生，いい先生だっ左ようですね。

　　　seg。39－015それを研究していらっしゃっ左のが，内田先生でした。

2．完了を表す。

㌶謬勢爆し罐；芸　　　　　　　■
　　　：：1：器：器i㍍㌔ξ麗工㌧うできk？　　　　　　　　　　　　　　　た

　　　seg．03・044はい，チェックしまし左。

　　　seg．03・063課長，終わりまし左。

　　　seg．04・038どうし左んですか。

　　　seg．05・030あら，どうし左の。

　　　seg．05・038やだあ，だれか来左の？

　　　seg．05・062打ち合せの件でお電話しまし左。

　　　seg．06・016もう，頼ん主の？

　　　seg．07’OOIお母さんが帰ってきまし左。

　　　seg．07・005挽肉を買いまし左。

　　　seg．07・018雨はやみまし迄。

　　　seg．10・043うまくできまし左ね。

　　　seg．14・040写真ができ左ので，お送りします。

　　　seg．17・016はい，乗せまし左。

　　　seg．17・020番号が出k？

　　　seg．17・026どうなっ左。

　　　seg．17・027ソウシンチュウって出まし左。

　　　seg．24・002どうかし左んですか。

　　　seg．28・034どうし左の。

　　　seg．35－001お母さ一ん，スタンドが消え左。

　　　seg。35・004　つし、⊇≧。

　　　seg．35・007帽子が落ち左。

　　　seg．35・012倒れ主んだよ。

　　　seg．35・017自然に壊れ左んだよ。

　　　seg．35・018ほら，切れ左。

　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たっ左わけです

　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

　　　seg．37・004ええ，授業，さぼって来ちゃっ左。

3．すでに成立している状態について確かめたり，自らの発見や感嘆を表出したりす
　　る。

◇確認

　　　seg．03・016ええと，700部だっ左かなあ。
　　　seg．27・023ねえ，今の，いらっしゃいましたでよかっ左？

　　　seg．29・032今週中じゃなかっ左んですか。

　　　seg．32－032おいくつでしkっけ。

　　　seg．39－008朴さんのテーマは，どんなことでし左っけ。

◇発見・感嘆

　　　seg．09・012あ，い左い左。

　　　seg．20・006ああ，疲れ左。



　　　　　　　　　　　　seg．20・012ああ，驚い左。

　　　　　　　　　　　　seg．21・049へえ，知らなかっ左。

　　　　　　　　　　　　seg．24・005へえ，知りませんでし左。

　　　　　　　　　　　　seg．30・004おなかすいちゃっ左。

　　　　　　　　　　　　seg．32・015びっくりしまし左。

　　　　　　　　　　　　seg．32・025なんだか，本当に疲れまし左。

　　　　　　　　　　　　seg．35’022出左……。
■　　。．連体修飾の形＿して存在する状態f．あることを表し．，一ている」r一てあ

　　　　　　　　　　　る」に置き換えることができるもの。
た　　　　　　　　　　　　seg．03・024でき左ものは，すぐに見せる。

　　　　　　　　　　　　seg．23・006アジアからの輸入にっいてわかりやすく書い左本。……

　　　　　　　　　　　　seg．33・021困っ左ことは？

　　　　　　　　　5．関連する表現

　　　　　　　　　5．1．関連する表現
　　　　　　　　　◆～たことがある／～たことがない

　　　　　　　　　　　　seg．10・014あ，お魚は，あんまり触ったこと，禦んです。

　　　　　　　　　　　　seg。14・005あら，わたし行ったことがないわ。

　　　　　　　　　　　　seg。19－037わたしはその水族館へ行ったことがありますから，もういいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19－038でも他の人は行ったことがありません。

　　　　　　　　　◆～たほうがいい
　　　　　　　　　　　　seg．04・042医務室へ行ったほうがいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．05・052ああ，早くした方がいいね。

　　　　　　　　　　　　seg．06・041それはもちろん日本料理が好き，と言った方がいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．13・008ええと，川田先生のゼミ，出たほうがいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方がいいな。

　　　　　　　　　　　　seg．29－018だれか他の人に頼んだ方がいいですよ。

　　　　　　　　　◆～たところだ／～たところです
　　　　　　　　　　　　seg．08・003いいえ，私も今来たところですから。

　　　　　　　　　　　　seg．29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。

　　　　　　　　　◆～たばかりだ／～たばかりです
　　　　　　　　　　　　seg．16’019先月出たばかりです。

　　　　　　　　　◇といった
　　　　　　　　　　　　seg．39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

　　　　　　　　　◇「～ばよかった」「～たかった」などで後悔の気持ち，残念な気持ちを表すもの。

　　　　　　　　　　　　seg．29・036はっきり断ればよかったですね。

　　　　　　　　　　　　seg．39・021ええ，もっといろんなことを話したかったなあ。

　　　　　　　　　5．2．あいさつの中で用いられる。

　　　　　　　　　◇ありがとうございました
　　　　　　　　　　　　seg．01・014ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．01・030どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．02・022どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．05・018ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．09・022ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．14・035ええっと……，その節はありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．16－002どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．16・039ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg23・033どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　seg．36・012ありがとうございました。



　◇おまたせしました／おまたせいたしました

　　　　seg．08・015お待たせしました。

　　　　seg．16・001お待たせしました。

　　　　seg．22・030お待たせいたしました。

　◇かしこまりました

　　　　seg．06・015かしこまりました。

　　　　seg．06・035かしこまりました。

　◇しつれいしました／しつれいいたしました

　　　　seg．05－019失礼いたしました。

　　　　ll賜：鴎菱藩託ξ芒ξ1’たしました・　　　　　　　　　　　　　　た

　◇わかりました　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　：：1盤㌫霧1舞ヒ渠：　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ

　　　　seg．15・031わかりました。

　　　　seg．27・022はい，わかりました。

　　　　seg．29・038……わかりました。

　　　　seg．37・017わかりました。

　◇その他の形

　　　　seg．02・023助かりまし左。

　　　　seg．03・048ただいま帰りまし左。

　　　　seg．06・003遅くなりまし左。

　　　　seg．06・042ごちそうさまでし左。

　　　　seg．32’022山田さん，手伝わせてしまって，すいませんでし左。

　　　　seg．40・001いろいろお世話になりまし左。

　　　　seg．40・018お世話になりまし左。

だ　［助動］→國です，のだ／んだ／の

　1．名詞述語を作る。

　＜だ＞

　　　　seg．02・041じゃ，隣の建物だ。

　　　　seg．04・035先生，パチャリーさんは病気だと思います。

　　　　seg．17・002あ，江口主けど。

　　　　seg．17・028あ，じゃそれでOK主。

　　　　seg．18・012本社は北海道の，ええと，札幌で，中野は支店だって。

　　　　seg．21・020シマアジだそうですよ。

　　　　seg．22・029あ，ええと，トイレ主と思います。

　　　　seg．23・017ええ，3年前だから，ちょっと古くなっているかも知れませんけど。
　　　　seg．24・007アデレード主そうです。

　　　　seg．24・026外国へ行く前主から，とても忙しいはずですよ。

　　　　seg．29・013今日は，金曜だから，急ぎますね。

　　　　seg．31・012立派な字だわ。

　　　　seg．33・032……でも，わたしたちは，アルバイト主から。

　　　　seg．34・0181階主と思ったんだ。

　　　　seg．34－030うん，そうだね。

　　　　seg．34・038東京主よ。

　　　　seg．37－034いやあ，僕が間違えたせいだから。

　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　seg．40－036……そう主ね。

　＜だった＞

　　　　seg．03・016ええと，700部だったかなあ。

　　　　seg．22－016あ，今日ですね，あのう，2時のお約束だったんですが……。



　　　　　　　　　　　　seg．32・028内田先生は，朴さんの指導教官だったんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．32・030いい先生だったのに……。

　　　　　　　　　　　　seg．34・008きのう，4時だったよね。

　　　　　　　　　　　　seg．38・010内田先生，いい先生だったようですね。

　　　　　　　　　＜で＞

　　　　　　　　　　　　seg．05・0091日からハワイへ出張！，5日に帰ってきますので，6日の木曜日は

　　　　　　　　　　　　　　　　　いかがですか。
　　　　　　　　　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅の3種類！，松がいちばん高いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．16・01810万8千円！，けっこう安いですよねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．18・012本社は北海道の，ええと，札幌エ，中野は支店だって。
だ　　　　　　　　　　　　seg．21・017わりに大きくって，銀色！，しっぽの方に黄色い線がある。

　　　　　　　　　　　　seg．21・050コーチが，ハンサムな人！ねえ。

　　　　　　　　　　　　seg26－033こういう袖の長いのが振り袖3こ，お嬢さんがお召しんなるんですね。

　　　　　　　　　◆～で（は）いかがでしょうか／～で（は）［評価を表す形容詞］

　　　　　　　　　　　　seg．05－0376時に新宿でいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・043ええ，南口の，ええ，改札口ではいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg27・023ねえ，今の，いらっしゃいました！よかった？

　　　　　　　　　　　　seg．39－017この大学Staむずかしいと思います。

　　　　　　　　　＜な（「のだ／んだ／のです／んです／の」が続〈形）＞

　　　　　　　　　　　　seg．01・006この辺なんですけどねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・011心理学の講義と同じ時間塗んで，迷ってるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．13・044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。
　　　　　　　　　　　　seg．14・016友達がこういうのを作っていて，その人の作品皇んです。

　　　　　　　　　　　　seg．15・012議長，あのう，11月の四国ツアーなんですが，

　　　　　　　　　　　　seg．15・019どういうこと皇んだ。

　　　　　　　　　　　　seg．15・036実は，11月の徳島のこと主んですが，

　　　　　　　　　　　　seg．21・051なん主の，それ。

　　　　　　　　　　　　seg22・019江口さん，サクラツアーズさん皇んですけど，池田さんから聞いてま

　　　　　　　　　　　　　　　　　すか。
　　　　　　　　　　　　seg．29－012締め切りは来週なんです。

　　　　　　　　　　　　seg。29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。
　　　　　　　　　　　　seg．34・019ああ，いちばん下は，地下1階主のよ。

　　　　　　　　　　　　seg．34・037東京皇の？

　　　　　　　　　　　　seg．34・040今，病院皇んだ。

　　　　　　　　　　　　seg．38－016そう皇んです。

　　　　　　　　　　　　seg．38・020まあ，夢塗んですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．39・007シカゴの近くの私立大学主んですけど，いい先生がいるんです。
　　　　　　　　　◇否定「～ではない／ではありません」の口語形。　→國ない

　　　　　　　　　　　　seg．12・015洋食じゃないなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・045そうですねえ，高いものじゃなくていいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．26・009ま，そんなにたくさんじゃありません。

　　　　　　　　　　　　seg．27・009毎日じゃないけどね。

　　　　　　　　　　　　seg28・005これ，卒業です，じゃない，卒業祝いです。

　　　　　　　　　　　　seg．29－032今週中じゃなかったんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．35・014僕じゃないよ。

　　　　　　　　　　　　seg．37・010あと十日ぐらいじゃないかなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．40・031冗談じゃなくてさ。

　　　　　　　　　◇「～じゃない」の形で終助詞的に用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．33・003酔っ払ってる人がいるじゃない。



　2．いわゆる形容動詞を作る。　→國です

　くだ＞

　　　　seg．05・054ええっと，ちょっと無理主なあ。

　　　　seg．17・008簡単だよ。

　　　　seg．18・028だいじょうぶだよ。

　　　　seg．33・020みんな，親切迄し。

　　　　seg．38・012国にとって，人がいちばん大切主と思うんです。

　　　　seg・38’°14ぞ離㌶蕊麟実際に教える先生を育てることがと　■

＜だつ：：14011たいへんだったでしょう？　　　　　　　　　　　　　　　だ

　　　　seg．19・015魚がたくさんいて，とてもきれいだったそうです。　　　　　　　　　　　　，　～

　　　　・eg・38’004いやあ・いろいろ大変だったでしょう・　　　　　　　　　　　　た
　くで＞
　　　　seg．・3・…ここは静か9いV・ですねえ。　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　seg．14・042お元気！，とかね。

　＜に＞

　　　　seg．10Dll小川さん，それ，皮と骨を取って，適当に切ってください。

　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐg払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　きます。

　　　　seg．31・018あ，筆はね，もっと真っすぐg。

　＜な＞

　　　　seg．07・006きれい主花がたくさんあります。

　　　　seg．07・009とても便利皇店です。

　　　　seg．14・018立派皇灰皿ねえ。

　　　　seg．19・022日光には有名皇神社があります。

　　　　seg．21・040変皇名前ですねえ。

　　　　seg21・050コーチが，ハンサムな人でねえ。

　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろ皇問題がありますよねえ。

　　　　seg．31012立派皇字だわ。

　　　　seg．31・015張さん，なにか好き皇ものを書いてみてくださいな。

　　　　seg．33・009プライベート塗場所なら，問題ないけど。

　　　　seg．33・046それから，変皇においがするでしょう。

　　　　seg．38－019……大変な仕事んなるでしょう。

　＜な（「のだ／んだ／のです／んです／の」が続〈形）＞

　　　　seg．33－039お刺身ってね，だめ皇の。

　◇「ではない／ありません」など

　　　　seg．07・016子供は嫌いではありませんけど，今日は遊びません。

　　　　seg．31・008まっすぐじゃなくて，少し丸くなりますね。

たい励動］→圏たがる
　　　　seg．04・025あのう，日本の大学に入り込です。
　　　　seg．04・026入りZl3t．）からです。

　　　　seg．05・010う一ん，その日は，午後の新幹線で帰りtaんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　ですか。

　　　　seg．08・011芳子さん，遊びに行きtwでしょう。
　　　　seg．11・007ほんとは，プロになりk！t　tんだ。

　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰り＠んで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，

　　　　seg．14・041またいつか，おじゃまし挫と思います。
　　　　seg．19・004みなさん，どこへ行きk3c　tですか。



　　　　　　　　　　　　seg．19・040まず，日光へ行きZgti人は，手を上げてください。

　　　　　　　　　　　　seg．20－016花火やり2Zlaの？

　　　　　　　　　　　　seg．21・046わたしも，早くイルカといっしょに泳げるようになりたあい。

　　　　　　　　　　　　seg．24・011私は最後まで後藤先生に習い担△。

　　　　　　　　　　　　seg24・017先生が行きtaなら，しかたがないでしょう。
　　　　　　　　　　　　seg．28・022いっしょに北海道行き辿でしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39・010そのことばのことを研究し挫んです。

　　　　　　　　　　　　seg．40・007僕ももう退院し挫なあ。
た　　　　　　　　　◇「～たかった」で実現しない願望を述べ，残念な気持ちを表す。

　し、　　　　　　　　　seg、39・021ええ，もっといろんなことを話したかったなあ。

i　㌔㌶し鷹㌘麓トさんの話・できた1・・・…）し・にP・H・・L％

い
し　　　タイ
た　　　　　　seg・21’024どれどn・Mもおいしし’んですよ・

　　　　　　　　だい　代

　　　　　　　　　　　　seg．02・044バス岱を持って。

　　　　　　　　だい　台

　　　　　　　　　　　　seg．17・03218日が3旦，19日が3旦，20日が4旦ですね。

　　　　　　　　たいいん　退院

　　　　　　　　　　　　seg．37－009退院は，いっごろになるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．40・007僕ももう退院したいなあ。

　　　　　　　　だいがく　大学

　　　　　　　　　　　　seg．02・003すいません，このバスは南海雄へ行きますか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・032あのう，南海避の方ですか。

　　　　　　　　　　　　seg。04・025あのう，日本の柱に入りたいです。

　　　　　　　　　　　　seg．06－053はい，また柱で。

　　　　　　　　　　　　seg．08・009ええ，去主の友達がね，イギリスに留学してるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ去堂に入学して，6ヵ月たったわけです
　　　　　　　　　　　　　　　　　が，去堂の生活はいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．36・015△主の方は。

　　　　　　　　　　　　seg．36・019それから，寮が遠くて，雄へ行くだけでっかれてしまいます。

　　　　　　　　　　　　seg．36・022ん一，日本人の去堂生は，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，

　　　　　　　　　　　　seg．36・030うちの本堂も同じです。

　　　　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の柱生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　　　　seg．39・004朴さんはね，この雄をやめるって言うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39・007シカゴの近くの私立柱なんですけど，いい先生がいるんです。

　　　　　　　　　　　　seg。39・017この避ではむずかしいと思います。

　　　　　　　　だいがくいん　大学院

　　　　　　　　　　　　seg．02・050来年は，劉室を受けるんですか。

　　　　　　　　たいした

　　　　　　　　　◇たいしたことない
　　　　　　　　　　　　seg．37・025ああ，腕は，たいしたことない。



だいじょうぶ大丈夫
　　　seg．04－031パチャリーさん，大丈夫？

　　　　seg．04・034いいえ，基去です。

　　　seg．05・047もう大丈夫。

　　　　seg．05・055来週は，水曜日以外は大丈夫。

　　　seg．06・021大丈夫ですよ。

　　　ミミミ翼窯竃s．　　　　　　　　■

　　　：：㌫1；㌻濾鑑1藁三芋ヂうぶ軌　　　　　　　　　だ
　　　　seg、31・028ああ，勢いよく書いてしまえばだいじょうぶですよ。　　　　　　　　　　　　し、

　　　　・eg・40’012大丈夫ですよ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　：：1：1：：：；；逮鷲篭から．　　　　　　　　　　i

　　　　seg．40・037だいじょぶよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ

だいすき大好き→すき　　　　　　　　　　　　　　～
たいせつ大切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た
　　　　seg．38・012国にとって，人がいちばん±坦だと思うんですe　　　　　　　　　　　　　　ヵ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
だいたい
　　　　seg．36・040ええと，だいたい。

たいてい
　　　　seg．33・050他のものは，たいてい好き。

ダイビング
　　　　seg．21・048あ，わたし，最近ダイビングを習ってるの。

　　　　seg．21・052山田さんも，ダイビング習わなくちゃ。

たいふう　台風
　　　　seg．19・01310月は宣風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところが

　　　　　　　　　いいと思うんです。

たいへん　大変
　　　　seg．01・035それは△変でしたね。

　　　　seg．14－011たいへんだったでしょう？

　　　　seg，38・004いやあ，いろいろ去変だったでしょう。

　　　　seg．38・019……去変な仕事んなるでしょう。

たおす　倒す
　　　　seg．35・010あんたが倒」∠たの？

たおれる　倒れる
　　　　seg．35’012坐たんだよ。

たかい　高い
　　　　seg．06・020でも，」融ですね。

　　　　seg．06－031定食は，松，竹，梅の3種類で，松がいちばん亘£んですよ。

　　　　seg．13・045そうですねえ，融ものじゃなくていいですよ。



　　　　　　　　　　　　seg．26・024張さん，せが直巳から，大きい模様の方が似合うんですよね。

　　　　　　　　だから

　　　　　　　　　　　　seg．38－013だから，教育学をやろうと思ったんです。

　　　　　　　　たがる　→國たい

　　　　　　　　　　　　seg．20・018女の子は，花火をやりたがっていました。

　　　　　　　　たくさん

IE　　　；1認麟遼［麸il鶏藷鱗㌫t．。

　い　　　　　　　　　seg．26・009ま，そんなにたくさんじゃありません。

』　たけil。g．。6．。3、定＿＿＿松＿、＿＿x．

す
か　　　　　だけ　［副助］

　　　　　　　　　　　seg29・010いえ，日本語としておかしいところiz’12tでいいですから。る
　　　　　　　　　　　seg．36－019それから，寮が遠くて，大学へ行く越でつかれてしまいます。

　　　　　　　　　　　seg．37・031あ，これはちょっと切れただけ。

　　　　　　　　　◇できるだけ

　　　　　　　　　　　seg．23・012できるだけ新しいのを……。

　　　　　　　　だけど

　　　　　　　　　　　seg．27・016だけど，日本語はこれしか知らないんですよ。

　　　　　　　　　　　seg．29－030だけど，私もあしたの朝までに出さなければならないんですよ。

　　　　　　　　たけのこ　筍

　　　　　　　　　　　seg．10・008入れるものは，にんじんに，たけのこに，ねぎに，とり肉に，……。

　　　　　　　　タコ

　　　　　　　　　　　seg．12・011池田さん，之三焼きって，和食ですか。

　　　　　　　　　　　　seg21・028カレイとか，2LELとか。

　　　　　　　　　　　seg．21・032ほら，カレイも2三も，切って売ってるでしょう。

　　　　　　　　たしか

　　　　　　　　◇たしかに
　　　　　　　　　　　seg．33－047たしかに，ちょっとにおいはあるけどお。

　　　　　　　　だす　出す

　　　　　　　　　　　seg．14－027お礼状は，旦止たの？
　　　　　　　　　　　seg．29－006ええ，これ，教育学部の論文集に旦廷うと思うんです。

　　　　　　　　　　　seg．29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。

　　　　　　　　　　　seg29・030だけど，私もあしたの朝までに旦己なければならないんですよ。
　　　　　　　　　　　seg．32・038朴さん，元気旦止て。

　　　　　　　　　　　seg．33・004大きな声を旦Lたりい，人にぶっかったりねえ。

　　　　　　　　たすかる　助かる

　　　　　　　　　　　seg．02・023　pm一ました。



ただいま　ただ今
　　　　seg．03・048ただいま帰りました。

　　　seg．05・059ただいま留守にしております。
　　　　seg．22・031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，すぐもどると思いますが。

たたみ　畳

たち㎎…お寺の人1口編のへやにふとんをfav”（くれましtC°

1・複数を表す・自らも含める・　　　　　　　　　　　　　　　　　　た
　　　　1：1：ll：：1㌶ξヒ1圭：1：羅嘉瓢ぽ§は；1’9i”　　　　　　　だ

　　　　seg．20・022それから，ぼく並は，何本も何本も花火をしました。　　　　　　　　　　　し、

　　　　seg・33・032……でも・わたし並は・アルバイトだから・　　　　　　　　　　ま

、．複数を表す．自らを含めない。　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　、eg．38’017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生kL6のために研修のシステム　　　た

　　　　　　　　　を作りたいんです・　　　　　　　　　　　　　　　　　の

たっ経っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　、eg．36－003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵE＠たわけです　　　み

　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

だっけ→け／っけ

だって　［接］
　　　　seg21・033だって，魚の目って，気持ち悪いんですよ。

だって　［副助］

　　　　seg．27・027日本人だってわかんないわよ，そんなの。

たて　縦
　　　　seg．31・004進の線は，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に引きます。

　　　　seg．31・027先生，毯の線が，どうしても曲がってしまうんです。

たてもの　建物
　　　　seg．02－041じゃ，隣の建塑だ。

たとえば例えば
　　　　seg．16’037ワープロソフトは，たとえばこんなのですから。

　　　　seg．36’039たとえば，タイはどこにあるか，知ってます？

たのしい楽しい
　　　　seg．06・054とっても楽しかったわ。

　　　　seg．14・038それから，とても楽しかったです。

　　　　seg．19・024山にのぼったり，湖でボートに乗ったりすると，楽しいと思います。

　　　　seg．33・017うん，まあ，楽しいですね。

　　　　seg．36・006はい，楽しくやっております。

たのしみ楽しみ
　◇たのしみだ／たのしみです
　　　　seg．05－002楽しみですね。



　　　　　　　　　◇たのしみにする

　　　　　　　　　　　　seg．06・051うん，楽しみにしてます。

　　　　　　　　　　　　seg．34・033せっかく楽しみにしてたのに。

　　　　　　　　たのむ　頼む

　　　　　　　　　　　　seg．03・006ええと，池田さん，それはね，サイモン君に麹で，

　　　　　　　　　　　　seg．06・016もう，拠だの？

　　　　　　　　　　　　seg．15・030エレンさんは，新しいスケジュール表の用意を麺。

　　　　　　　　　　　　seg．20・004お寺の人に麹で，一晩泊めてもらうことにしました。

　　　　　　　　　　　　seg29・018だれか他の人に拠だ方がいいですよ。
た

　　　　　　　　　　　　seg29・022ああ，一応読んでみますけど，だれか他の人にも題とでくださいね。
の　　　　　　・eg29－033だれか，他の人に｝ま挺なかったんですか。

k　たび鷲＿着物と滞＿と，あとひもなんかはお貸しし＿足袋

　～　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますカ㌔

た
め　　たび㍍＿ぼく＿で丞をして、、抵

　　　　　　　　たび　度　→このたび

　　　　　　　　たぶん

　　　　　　　　　　　　seg．18・018たぶん，今日のとこに入ると思うな。

　　　　　　　　　　　　seg．18・025あの会社に就職したら，たぶん，研修は札幌だろうけど。

　　　　　　　　　　　　seg．19・031たぶん，一人2000円くらい集めなければなりません。

　　　　　　　　　　　　seg．29・017たぶん，火曜日んなるなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．34・029たぶん，その時ね。

　　　　　　　　たべもの　食べ物

　　　　　　　　　　　　seg．33－051まあ，どこの国にも）変わった食べ物ってあるから。

　　　　　　　　たべる　食べる

　　　　　　　　　　　　seg．06・044この次は中華料理，食S’に行きましょうよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06－046そうだ，わたしが作りますから，食二にきてください。

　　　　　　　　　　　　seg．10・039さあ，鉛ましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．12－006お昼は，一応ここで食二られるんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．12・009もう少し落ち着いて食二られるところはありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．20・025お寺の人といっしょに朝ご飯を食△ました。

　　　　　　　　　　　　seg．33・040食S’られないんですか。

　　　　　　　　たまご　卵

　　　　　　　　　　　　seg．09・004迎やビーフンはスーパーでいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．09・014たら，たまご，小麦粉，ビーフン，とり肉，レタス，プチトマト。

　　　　　　　　ため

　　　　　　　　　◆～のために

　　　　　　　　　　　　seg．32・040内田先生のためにもね，がんばらなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。



だめ

　　　　seg．31・013ああ，鎚。

　　　　seg。33・039お刺身ってね，越1なの。

たら　［接助］

　1．条件を表す。まだ実現していない状況を述べる。

　　　讃麟爲響竃彗；〉熟≡うけ＆　　■
　　　seg・30’015休みが取れta・東京｝こ帰ってくるよ・　　　　　　　　　　　　だ
◆～た賢晋017何かお手伝いすることヵs’あつkS・言つてくださ1’　N・　　　　　　　　め

　　　　seg．13・044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って　　　　　　～

　　　　　　　　　いったらいいでしょうヵ㌔　　　　　　　　　　　　　　　た
◆～た ㌶。、、みんなで話すより，グループ、．分かれて意見をまとめたらどうでしょ　　り

　　　　　　　　　うか。

　◆よかったら／よろしかったら

　　　　seg．02・014あのう，これ，よかったらどうぞ。

　　　　seg．12－003よろしかったら，こちらへ。

　◆できたら

　　　　seg．39・001山田さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

　2．条件を表す。すでに実現した状況を述べる。

　　　　seg．27・004計ってみ並，8度3分あったんです。

　3．順序を表す。
　　　　seg．10・017切っ2Z．9z塩こしょうしてくださいね。

　　　　seg．14・031帰ってき並すぐに書かなくっちゃ。

　　　　seg．27・021もどっ並，電話するように言ってください。

　　　　seg．33・015今の若い人が中年になっ並，どうなるのかな。

　　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰っ左ら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　　seg．38・025じゃ，話が済ん越，僕の部屋に来ませんか。

たら　［副助］

　　　　seg．24・013もう，ミーチャさんZニム，声が大きいんだから。

タラ

　　　　seg．09・014　Z2．Ez，たまご，小麦粉，ビーフン，とり肉，レタス，プチトマト。

　　　　seg．09’015とり肉，巳，小麦粉，……。

たり　［並助］

　　　　seg．15・020ええ，それが，先週，出張があっ並，えっ，いろいろと……。

　　　　seg．34・022時々は，上の方も見型したんだけどね。

　◆～たり～たり

　　　　lli｛ll㌶籠藻ll灘難三誤い一　〇



　　　　　　　　たりる　足りる

　　　　　　　　　　　　seg．19－029それに，お金が星旦ないでしょう。

　　　　　　　　だれ

　　　　　　　　　　　　seg．20－013君⊇？

　　　　　　　　　　　　seg．35－020坦Lが切ったの。

　　　　　　　　　◇だれか

　　　　　　　　　　　　seg．05－038やだあ，だれか来たの？

　　　　　　　　　　　　seg20・011だれかが肩にさわりました。

㌃　　；lllll㌶撒ll竃議勤にも頼んでくだ8・・2zL．

‡　鱈う：：難議燃霊ご一うvt・t・．

ん　　　　　　seg・30・012少なくとも，2，3年，だろうな．

↑　たんじ念旙：26日，美香誕生，．

ル
　　　　　　　　だんだん

　　　　　　　　　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。

　　　　　　　　たんとう　担当

　　　　　　　　　　　　seg．15・017ホテルの担当は……，江口君か？

　　　　　　　　だんボール　段ボール

　　　　　　　　　　　seg．03・037段ボールはどこですか。



ちいさい　小さい
　　　　seg．09・001あの，このくらいの小さいトマト，なんと言いますか。

　＜ちいさな＞
　　　　seg．20・027仏壇には，小さな写真がおいてありました。

　　　　seg．31・001点は，小さな三角を書くように。

チエツ㌦・3－・44は・yf2f　7クしましt・・　　　　　　■

ちか地下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
　　　　・eg・34’°19ああ・いちばん下は・　9E’階なのよ・　　　　　　　　　　い

ちかい近い　　　　　　　　　　　　　　　　　さ
　　　　seg．13・002ああ，教育学部の方は，グラウンドが近bから，ちょっとうるさいで　　　　　し、

　　　　：：1：1纏1遭；1麟宴隠㌶1一ま一a－・」　tae　　i

〈ちかく〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
　　　　1：㌫鵠鑑罐㌫ξ薯；ナ21“，　ViVNstitlll）Osc・る繊　　2

ちがう　違う
　　　　seg．01・027あ，府中は方向が違2ますよ。

　　　　seg．03’058え，これ，違巳ますよ。

　　　　seg26・035う一ん，どう違ユのか全然知らないなあ。

　　　　seg28－013違iな。
　　　　seg．33－052ああ，人によっても違iかもしれないね。

　◇否定の返答として用いる。

　　　　seg．03－055三≡漣o

　　　　seg．35・011遊よ。

ちから　力
　　　　seg．31’009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずっ少しずつ抜いてい
　　　　　　　　　き言す。

　　　　seg．31・025それで，力を入れるところは，しっかり麦を入れて。

ちぢ　父
　　　　seg．08・028わたしはインドネシアですから，父と母をよろしくね。

ちゃ　茶
　　　　seg．03・066ちょっと，お丞にしようか。

　　　　seg．13・047あのう，お蓋はどうでしょう。

　　　　seg．13・048中国蓋。

　　　　seg．13・050中国のお丞は日本でも人気がありますよ。

　　　　seg．13・053中国丞はお好きですか。

　　　　seg．14・002麦丞，どうぞ。

ちゃわん　茶わん
　　　　seg．14－023わたしも，茶わんを作りました。



　　　　　　　　ちゃん

　　　　　　　　　　　　seg．10’024山田さん，純ちゃんです。

　　　　　　　　ちゆう　中

　　　　　　　　　1．期間を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．05・010う一ん，その日は，午後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　　　　　　　　　ですか。
　　　　　　　　　　　　seg．22・007午前史は，いるはず。

　　　　　　　　　　　　seg29－032今週虫じゃなかったんですか。

ち　　　　　　　seg・37’014深沢さん・明日・もう一度検査をしますから・午前mに・

　や　　　　　　2．現在進行していることを表す。

ん　　　　　　seg．17・027ソゥシンチュゥって出ました。

　～

　　　　　　　　ちゅうか　中華ち
　　　　　　　　　　　　seg．06・044この次は史茎料理，食べに行きましょうよ。
よ　　　　　　、eg．06・047え，史華料理を？

つ

と　　　　ちゅうねん中年
　　　　　　　　　　　　seg．33－014　El］生の人ね。

　　　　　　　　　　　　seg．33・015今の若い人が巴生になったら，どうなるのかな。

　　　　　　　　ちょっと

　　　　　　　　　1．量が少ないこと，程度が低いことを表す。少し。

　　　　　　　　　　　　seg．13・002ああ，教育学部の方は，グラウンドが近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう。

　　　　　　　　　　　　seg．14・022灰皿には，ちょっと深すぎるわね。

　　　　　　　　　　　　seg．23・017ええ，3年前だから，ちょっと古くなっているかも知れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．26’015こういうふうにちょっと開けるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg26’021でも，ちょっとおとなしいんじゃないかな。

　　　　　　　　　　　　seg．33・036ちょっとお，悪いような気がして。

　　　　　　　　　　　　seg．33－047たしかに，ちょっとにおいはあるけどお。

　　　　　　　　　　　　seg．34・010ちょっと，遅れちゃったんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．36・028ちょっと驚きました。

　　　　　　　　　　　　seg．37・031あ，これはちょっと切れただけ。

　　　　　　　　　2．程度をやわらげる。言いさし表現としても用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．03・066ちょっと，お茶にしようか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・054ええっと，ちょっと無理だなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．10・033ちょっとまってください。

　　　　　　　　　　　　seg．12・031わたし，ちょっと遠慮します。

　　　　　　　　　　　　seg．13・022ちょっとほしい本があるんですが，もう売ってないらしいんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・038その日は，ちょっと……。

　　　　　　　　　　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　　　seg．17・004今ね，浅野交通さんにいるんだけど，ちょっと資料をファックスして

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしいんだ。

　　　　　　　　　　　seg．17・010ええと，ちょっと待ってください。

　　　　　　　　　　　seg．18・014すいません，ちょっと。

　　　　　　　　　　　seg．22・024こちらでちょっとお待ちください。

　　　　　　　　　　　seg22・031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，すぐもどると思いますが。

　　　　　　　　　　　seg．23’021ええと，ちょっと時間がないので，



　　　seg．23・025それじゃ，ちょっと貸してください。

　　　seg．26・025ちょっと，帯を合わせてみましょうね。

　　　seg．29・014僕も，ちょっと書かなきゃならない原稿があるんですよ。

　　　seg．29・020じゃあ，ちょっと急ぎますから，これで。

　　　seg．30・003うん，ちょっとね。

　　　seg．30・006……その前にね，ちょっと話があるんだ。

　　　；1議1霧；；1籔資‡藩㌫　　　　　　■

　　　：：謡：鵬ξ忌’監三蓑つと・待ち合わせに遅れそうになつて゜　　　　　　　ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

3・よびかけ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　seg・16’035ああ・ちょっとすいません・　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

ちらし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　seg・03’022チラシの原稿どうなった？　　　　　　　　　　　　　　　チ
　　　seg・°3’°5°ああ・チラシの写真・来てるから源稿といっしょに送って・　　　　ン

チンゲンサイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ
　　　seg．09・007はい，ネギにピーマンにチンゲンサイね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ



　　　　　　　　ツアー

　　　　　　　　　　　　seg．15・012課長，あのう，11月の四国ツアーなんですが，

　　　　　　　　ついたち　一日

　　　　　　　　　　　　seg．05・009⊥旦からハワイへ出張で，5日に帰ってきますので，6日の木曜日は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いかがですか。

　　　　　　　　　　　　seg．23・031貸し出しは2週間ですから，3月ついたちまでに返してください。

ツ　　つかう、蕊。。9どういつた。とにお使いになるんです、㌔

ア　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワーヲ㌃は日本語しか使えませんから，，、ングルと日

1　　　　　　　　　本語が使えるワープ・のソフトをパソ・ンに乗せて虹わけですね。

8　　＜つか鞠樵㌘織：；手㌶遂瓢・う・
く　　　　　　・eg．・6・・20あのう，ハング・レヵ・使えるのはありませんヵ㌔

　　　　　　　　　　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形なら，使えるのがあるかもし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使五ませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　　　　　つかれる　疲れる

　　　　　　　　　　　　seg．07・015塾ました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・006ああ，塾た。

　　　　　　　　　　　　seg．32－025なんだか，本当に塾ました。
　　　　　　　　　　　　seg．36・019それから，寮が遠くて，大学へ行くだけでつかれてしまいます。

　　　　　　　　つき　月

　　　　　　　　　　　　seg．20・008旦がきれいでした。

　　　　　　　　つぎ　次　→國このつぎ

　　　　　　　　　　　　seg．01・017迭は，京王多摩センターに止まります。

　　　　　　　　　　　　seg．01・018京王多摩センターの迭は，終点橋本です。

　　　　　　　　　　　　seg．01・021迭は，どこに止まりますか。

　　　　　　　　　　　　seg．01・022ああ，迭ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．25・001迭．は，経済学部4年，深沢良昭君。

　　　　　　　　　　　　seg．27・001それで，スキー場に着いたんですけど，迭の朝，熱が出てしまって。

　　　　　　　　つきあい　付き合い

　　　　　　　　　　　　seg．33－030それから，付き合いとか。

　　　　　　　　つきあう　付き合う

　　　　　　　　　　　　seg。40－030わたしと付き合うのは骨が折れるでしょ。

　　　　　　　　つく　就く

　　　　　　　　　◆～について

　　　　　　　　　　　　seg．19－001来月の校外学習について，みなさんの意見を聞きます。

　　　　　　　　　　　　seg．23・006アジアからの輸入についてわかりやすく書いた本。

　　　　　　　　　　　　seg23・016工業製品については，これがいちばん詳しいと思いますよ。



つく　着く
　　　　seg．27・001それで，スキー場に萱巳たんですけど，次の朝，熱が出てしまっ一（。

つく　付く

　◇きがつく

　　　　seg．34’020うん。全然気がつかなかったんだ。

　　　　：：㌶言灘鐸驚量曇を実際に教える先生を育てることがと　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
っく 鷲、5－。。4＝た。．　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

つくえ机　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　：ll：？；：：誘二鍵蕊勘ホテルリスト．　　　　　　　　て

つくる　作る
　　　　seg．06・046そうだ，わたしが型ますから，食べにきてください。

　　　　seg．14・016友達がこういうのを±ていて，その人の作品なんです。

　　　　seg．14・023わたしも，茶わんを但ました。

　　　　seg．16・010ええっと，レポートを書いたり，資料を企たり。

　　　　seg．21・037そうそう，カマボコはサメから垣そうですよ。

　　　　seg27・007エレンさん，お弁当は自分で鍾んですか。
　　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　を勉たいんです。

つけさげ　付け下げ
　　　　seg．26・034あと，留め袖とか，訪問着とか，付け下げとか，いろいろございます

　　　　　　　　　けど。

つける　付ける
　　　　seg21・009こういうところ，どうやって位旦てあるんでしょうねえ。

つける　点ける
　　　　seg．20・019火を⊇旦てやると，女の子はとてもうれしそうでした。

っこう　都合
　　　　seg．05・057向こうの鎚を聞いてみます。

　　　　seg24・025先生の都全をきかなくちゃ。

つたえる　伝える
　　　　seg．22・034何かお庭いたしましょうか。

っづける　続ける

　　　　seg．18・022……歌は，鑓よ。

って　［格助］

　1．引用を表す。　→と／って

　2．主題を提示する。
　　　　seg．02・052教育行政2エ，どんなことするんですか。



　　　　　　　　　　　　seg．10－013お魚2エ，なんかねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・011池田さん，タコ焼き2エ，和食ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．12・013レストラン2口こ，どちらですか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・026古本屋2エどこにあるんでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．13・028じんぼうちょう2二⊆，どの辺ですか。

　　　　　　　　　　　　seg21・033だって，魚の目2工，気持ち悪いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg21・042小判2エ，ほら，昔のお金。

　　　　　　　　　　　　seg。24・008アデレード2エ，どこですか。

　　　　　　　　　　　　seg26・002嬬絆2エ，下着ね。

　　　　　　　　　　　　seg27・026部長2エ，ソトの人？
　つ　　　　　　　　　seg．33・005あれ2エ，なんか，はずかしいよねえ。

て　　　　　　　seg．33－039お刺身2エね，だめなの．
～　　　　　seg・33’°51まあ・どこの国にも・変わった食べ物2エあるから・

つ　　　　　　って　［終助］　伝聞を表す’。

も　　　　　　　seg．14・004張さん，夏休みに信楽へ行ったんです2エ。

　　　　　　　　　　　　seg．18・012本社は北海道の，ええと，札幌で，中野は支店だ2エ。　り
　　　　　　　　　　　　seg28－018深沢先輩，北海道の会社ですってえ？

　　　　　　　　　　　　seg．37・008あと二，三日は歩いちゃいけない2エ。

　　　　　　　　つとめる　勤める
　　　　　　　　　　　　seg．06－007大野中央病院に』弛ています。

　　　　　　　　つまらない

　　　　　　　　　　　　seg．09・034あのう，つまらないものですが。

　　　　　　　　つめたい　冷たい
　　　　　　　　　　　　seg．33－044口に入れると，冷たくて。

　　　　　　　　つもり

　　　　　　　　　◆～っもりだ／～つもりです

　　　　　　　　　　　　seg．02－051はい，そのつもりです。

　　　　　　　　　　　　seg．08・012ええ，行くつもりです。

　　　　　　　　　　　　seg．20・002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。



て　手
　　　　seg．10・030先に王を洗ってきなさい。

　　　　seg．19・039では，王をあげて決めましょう。

　　　　seg．19・040まず，日光へ行きたい人は，王を上げてください。

　　　　seg．20・017女の子は，浴衣を着て，呈に花火を持っていました。

　　　　seg．26’018まず，こうして，肩にかけてから，王を入れてくださいね。

て［格助］一つて・と／つて

て　［接助］1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
　1．　文と文をつなぐ。

　1．1．2つの文を並べる。
　◇2つの動作・行為が時間の継起にしたがって行われる。

　　　　seg．01・009ああ，それじゃあ，あの角を右に曲がっS，……

　　　　seg．01・012少し行っS，左側にあります。

　　　　seg．03・046じゃあ，封筒に入れS，ラベルを貼って。

　　　　seg．10・011小川さん，それ，皮と骨を取っ！，適当に切ってください。

　　　　seg．26’005ここをひもでしめコこ。

　　　　seg．26・006その上にこれをしめS，帯をしめS，帯締めをしめると。

　　　　seg．26・007わあ，しめ二⊆，しめ二⊆。

　　　　seg．26・013後ろを少し抜いS，

　　　　seg．26・014抜いS，っていうのは……。

　　　　seg．29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いS，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　なんです。

　　　　seg．31・002横の線は，下ろしS，筆の先を残して引きます。

　　　　seg。31’009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払っ！，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　きます。

　　　　seg。36－003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学し二⊆，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださっエ，これは非常におも

　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　◇2つの状態を並べる。

　　　　seg．20－017女の子は，浴衣を着！，手に花火を持っていました。

　　　　seg．21・017わりに大きくZ（：，銀色で，しっぽの方に黄色い線がある。

　　　　seg．31’008まっすぐじゃなく二⊆，少し丸くなりますね。

　◆～てから

　　　　seg．08・013でも，春になってからね。

　　　　seg．13・015心理学は，4年になってからも聞けるからね。

　　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　ます。

　　　　seg．26・018まず，こうして，肩にかけてから，手を入れてくださいね。

　　　　seg．31－009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　きます。

　1．2．付随する状況（手段・やり方など）を表す。
　　　　seg．02・044バス代を持っ！。

　　　　seg。03・011このパンフレット，急い！送ることになったんですよ。

　　　　seg．12・009もう少し落ち着い3食べられるところはありませんか。

　　　　seg．13・024できれば国へ持っ！帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，



　　　　　　　　　　　　seg．13－029ええっと，水道橋の駅から……歩いエ，10分ぐらいですね。
　　　　　　　　　　　　seg．14・024友達に教わっエ。

　　　　　　　　　　　　seg．15－010急い！部屋を探さなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せエ使うわけですね。

　　　　　　　　　　　　seg．19・011みんなで話すより，グループに分かれg意見をまとめたらどうでしょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　うか。
　　　　　　　　　　　　seg．19・039では，手をあげS決めましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．20・004お寺の人に頼んS，一晩泊めてもらうことにしました。

て　　　　：：1：；1：：漂㌶る篇㌃三三議捲賠零㌔と出したと。う

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。

　　　　　　　　　　　　seg．31・002横の線は，下ろして，筆の先を残して引きます。

　　　　　　　　　　　　seg．31・004縦の線は，筆の先が真ん中を通るようにし3，一気に引きます。

　　　　　　　　　　　　seg．31・022それで，一度に下ろさないようにし二⊆，動かしてみてください。

　　　　　　　　　　　　seg．31・025それで，力を入れるところは，しっかり力を入れて。

　　　　　　　　　1．3．理由・事情・状況などを表す。
　　　　　　　　　　　　seg．01・015毎度ご利用くださいましZ，ありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　seg．14・016友達がこういうのを作ってい二⊆，その人の作品なんです。

　　　　　　　　　　　　seg．14・039遅くなつ二⊆，失礼いたしました。

　　　　　　　　　　　　seg．15・014あのう，徳島のホテルに予約金を払うのを忘れましS，

　　　　　　　　　　　　seg．19・015魚がたくさんい！，とてもきれいだったそうです。

　　　　　　　　　　　　seg．22・031ただ今，ちょっと席を外しておりましこ⊆，すぐもどると思いますが。

　　　　　　　　　　　　seg．32・022山田さん，手伝わせてしまっエ，，すいませんでした。

　　　　　　　　　　　　seg．34－007すぐに電話できなく！，ごめん。

　　　　　　　　　　　　seg．34’025気になっK，下へ見にいったの。

　　　　　　　　　　　　seg．36－019それから，寮が遠く3，大学へ行くだけでつかれてしまいます。

　　　　　　　　　　　　seg．36・022ん一，日本人の大学生は，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，

　　　　　　　　　　　　seg．37・026足は，骨が折れて！。

　　　　　　　　　　　　seg．40・031冗談じゃなく3さ。

　　　　　　　　　◇「～て。」で文を終止する形

　　　　　　　　　　　　seg．01・033あのう，電車を間違え二⊆……。

　　　　　　　　　　　　seg．09・026あ，王さんがいつもお世話になりまし！。

　　　　　　　　　　　　seg．18・002授業が長くなっちゃっエ。

　　　　　　　　　　　　seg．27－001それで，スキー場に着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。

　　　　　　　　　　　　seg．33・036ちょっとお，悪いような気がしS。

　　　　　　　　　　　　seg．33－042なんか，気持ち悪くS。

　　　　　　　　　　　　seg．33・044口に入れると，冷たく！。

　　　　　　　　　　　　seg．35・013これも落としg。

　　　　　　　　　　　　seg．37・012え，いや，……ちょっと，待ち合わせに遅れそうになっS。

　　　　　　　　　　　　seg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

　　　　　　　　　　　　seg．40・029でも，よかった，早くよくなっエ。

　　　　　　　　　2．「～て」の形で，依頼や指示，励ましを表す。

　　　　　　　　　◇～て
　　　　　　　　　　　　seg．03・006ええと，池田さん，それはね，サイモン君に頼んエ。

　　　　　　　　　　　　seg．03・007で，池田さんはDMのリストを調べ！よ。

　　　　　　　　　　　　seg．03・017がんばっ！ね。

　　　　　　　　　　　　seg．03・046じゃあ，封筒に入れて，ラベルを貼っ二⊆。

　　　　　　　　　　　　seg．03・050ああ，チラシの写真，来てるから，原稿といっしょに送っS。

　　　　　　　　　　　　seg．10・001ビーフンはね，お湯に入れ！。



　　　seg．15’009とにかく，ホテルに電話してみS。

　　　seg．15・027じゃまず，高松のホテルを予約しS。

　　　　seg．17・014まずそれをファックスに乗せコこ，コピーみたいに。

　　　seg．17・023よし，じゃあ，送信ていうのを押しS。

　　　　seg．18・027東京にいS。

　　　　seg．22・021応接室へご案内しS。

　　　　seg．30・016……夏休みには，遊びにき！。

　　　　seg．30・022お仕事，がんばっ二⊆ね。

　　　　seg．30－026体に気をっけSね。

　　　　：麟：；1整顧ピ　　　　　　　　　　　て
　　　　seg．37－021すわつ工。

　　　　seg．40－009ゆっくり治し！ね。

◇～ないで

　　　　seg．06・033そんな，遠慮しないで。

3．関連する表現
　◆～について
　　　　seg，19－001来月の校外学習について，みなさんの意見を聞きます。

　　　　seg．23・006アジアからの輸入についてわかりやすく書いた本。

　　　　seg．23・016工業製品については，これがいちばん詳しいと思いますよ。

　◆～にとって

　　　　seg．38・012国にとって，人がいちばん大切だと思うんです。

　◆～によって
　　　　seg．33・052ああ，人によっても違うかもしれないね。

て　［接助］2　補助動詞などとともに使われる。

　◆～ている

　1．動作の継続・反復を表す。
　　　　seg．04・019今まで，どこで日本語を勉強しSlc．）ましたか。

　　　　seg．04・021ええ，サンディエゴの日本語学校で勉強し血ました。

　　　　seg．05・034この前言っ！た店さあ，行ってみようよ。

　　　　seg．06・051うん，楽しみにしSます。

　　　　seg．07・002まだ，雨が降っエ上ます。

　　　　seg．07・020探しエbます。

　　　　seg．07・025どこへ行っKたの，1週間も。

　　　　seg．07・026心配し！たのよ。

　　　　seg．08・009ええ，大学の友達がね，イギリスに留学し二⊆ゑんですよ。

　　　　seg．11・002今朝，歌っKたでしょう。

　　　　seg．11・005ああ，聞い！ました。

　　　　seg．11・006サークルでね，民謡やっエ亙んです。

　　　　seg．13・011心理学の講義と同じ時間なんで，迷っL6んです。

　　　　seg．13・022ちょっとほしい本があるんですが，もう売っ！ないらしいんですよ。

　　　　seg．14・016友達がこういうのを作っエて，その人の作品なんです。

　　　　seg．15－008忘れgました。

　　　　seg．20・OOIぼくはバイクで旅をしこ⊆巳ました。

　　　　seg．20－007秋の虫が鳴いエました。

　　　　seg．20－018女の子は，花火をやりたがっ二⊆巳ました。

　　　　議1竃糠運竃；遮：蜜・う・　　　　o

　　　　seg．21・055わたしが行っ豆スクール，紹介しましょうか。



　　　　　　　　　　　　seg．23・003あのう，日本がアジアから輸入している物のことを調べているんです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　が。

　　　　　　　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・041王さん，ずっと気になっコこたんですけど，……いつかの原稿。

　　　　　　　　　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待っ三二たのよ。

　　　　　　　　　　　　seg．34・027けっこう動いエたから。

　　　　　　　　　　　　seg．34・033せっかく楽しみにしエたのに。

　　　　　　　　　　　　seg．35・009何しエ灸の。

て　　　　：麟：：；鴇㌶妾語，言っSまし甑
　　　　　　　　　　　　seg．36・031あんまり勉強しエない。

　　　　　　　　　　　　seg．38－007内田先生が指導なさっ血た学生は？

　　　　　　　　　　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。

　　　　　　　　　　　　seg．40・034大丈夫よ，信じL6から。

　　　　　　　　　◇属性を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．02－035私も，南海で助手をしL6んですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・007大野中央病院に勤めsuます。

　　　　　　　　　　　　seg．12－002その右の方が港になっSます。

　　　　　　　　　2．結果を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．03・043ラベルはできエゑの？
　　　　　　　　　　　　seg．03－050ああ，チラシの写真，来エ亘から，原稿といっしょに送って。

　　　　　　　　　　　　seg．07・008この店はいつも開い！L）ます。

　　　　　　　　　　　　seg．13・042金曜は，内田先生のお宅に招待されエゑんです。

　　　　　　　　　　　　seg．15・003江口さん，徳島のホテルの予約金，払っ！ないの？

　　　　　　　　　　　　seg．15・023それで，部屋は空いSないの？

　　　　　　　　　　　　seg．15・025高松ならまだ空いているそうですが。

　　　　　　　　　　　　seg．16・008いや，別に考えg！aません。

　　　　　　　　　　　　seg．20・017女の子は，浴衣を着て，手に花火を持っエ2ました。

　　　　　　　　　　　　seg22－003今日は，朝から出かけL6。
　　　　　　　　　　　　seg．23－017ええ，3年前だから，ちょっと古くなっているかも知れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．23・024あと，その本の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が出Z

　　　　　　　　　　　　　　　　　bL6でしよう。
　　　　　　　　　　　　seg．24・003知っエますか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・008それで，山田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．31・035でも，うまく書けSldますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・026朴さんは，ゆうべから寝エ巳ないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．33・003酔っ払っL6人がいるじゃない。

　　　　　　　　　　　　seg．33・024仕事が始まる時間が決まっエニますけどお，

　　　　　　　　　　　　seg．36・039たとえば，タイはどこにあるか，知っSます？

　　　　　　　　　　　　seg．37・026足は，骨が折れgて。

　　　　　　　　　　　　seg．39・019アメリカは，そういう研究が進ん3L6んですよ。

　　　　　　　　　3．経験を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．22・019江口さん，サクラツアーズさんなんですけど，池田さんから聞いSま

　　　　　　　　　　　　　　　　　すか。

　　　　　　　　　　　　seg．22・020あ，聞いL6，聞いL6。

　　　　　　　　　◆～ております

　　　　　　　　　　　　seg．05・023お世話になっております。



　　　seg。05・059ただいま留守にしております。

　　　seg．22・015池田は，今日外へ出ておりますが。

　　　seg．22・031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，すぐもどると思いますが。

　　　seg．27・025行っております，かなあ。

　　　seg．36－006はい，楽しくやっております。

◆～ていらっしゃる

　　　seg．16・007メーカーは，決めてらっしゃいますか。

　　　seg．39・015それを研究していらっしゃったのが，内田先生でした。

◆～てある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
　　　seg．14・046張さん，晩ご飯用意してありますからね。

　　　seg．20・027仏壇には，小さな写真がおいてありました。

　　　seg．21・009こういうところ，どうやって付けてあるんでしょうねえ。

　　　seg．31－036あのう……これ，なんて書いてあるんですか。

◆～ておく

　　　seg．15－032一応，部長にも話し」とこう。

　　　seg．37・023あ，こっち，おいと≦わね。

◆～ていく

　　　seg，13’044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持っ！

　　　　　　　　いったらいいでしょうか。
　　　seg．20－003一軒のお寺をみつけたので，中に入っていきました。

　　　seg23・020それとも，借りてゆきますか。

　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　に力を入れていってここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いていき

　　　　　　　　ます。

◆～てくる

　　　seg．03・039ああ，じゃあ，そこに持っ≡てください。

　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日に帰っエ主ますので，6日の木曜日は

　　　　　　　　いかがですか。

　　　seg．07・001お母さんが帰っエきました。

　　　seg．10・030先に手を洗っエ主なさい。

　　　seg．14・031帰っ二⊆きたらすぐに書かなくっちゃ。

　　　seg22・004帰っJ9．gないと思うな。

　　　seg．30・015休みが取れたら，東京に帰ってくるよ。

　　　seg．37・004ええ，授業，さぼっ珪ちゃった。

◆～てやる

　　　seg．20・019火をつけてやると，女の子はとてもうれしそうでした。

◆～てくれる

　　　seg．20・005お寺の人は，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれました。

　　　seg．28・009気に入っS，くれるかな。

　　　seg．39・016……他に指導してくれる人はいないんですか。

◆～てくださる

　　　seg．28・007う一んと，気に入ってくださるといいんですけど。

　　　seg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　気をなくしてしまって。



　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　　◆～てもらう
　　　　　　　　　　　　seg．15・021う一ん，自分の仕事には責任を持ってもらわないとね。

　　　　　　　　　　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　　　　seg．20・002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

て　　　　：ll：1；：：ぽ識こ竺姦こ！驚蒜鷲鷺ぽ、。に聞、、ても

　　　　　　　　　　　　　　　　　blたいと思うんですが。
　　　　　　　　　◇～（さ）せてもらう

　　　　　　　　　　　　seg29・027今から読ませてもらいます。

　　　　　　　　　◆～ていただく

　　　　　　　　　　　　seg29・025原稿，読んでいただけましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．32－042あ，印刷のときに見ていただきました……内田先生に。

　　　　　　　　　◇～ていただけますか／～ていただけませんか

　　　　　　　　　　　　seg．02－013どなたか，1万円，細かくしていただけませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・001お着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・008それで，　U」田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんか。
　　　　　　　　　　　　seg．31・030先生，ちょっと見ていただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．32・019朴さんに聞いていただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．39－003来ていただけますか。

　　　　　　　　　◆～てください
　　　　　　　　　　　　seg．02・042今度，遊びに来てくださいよ。

　　　　　　　　　　　　seg．03・013まず，ここにこのスタンプを押してください。

　　　　　　　　　　　　seg．03・039ああ，じゃあ，そこに持ってきてください。

　　　　　　　　　　　　seg．04・006それじゃ，自己紹介してください。

　　　　　　　　　　　　seg．04・027それじゃ，クレイグさん，わからないことは，みなさんにきいてくだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　さいね。

　　　　　　　　　　　　seg．04・044え，じゃ，張さん，いっしょに行ってください。

　　　　　　　　　　　　seg．06・046そうだ，わたしが作りますから，食べにきてください。

　　　　　　　　　　　　seg．06・049ぜひごちそうしてくださいよ。

　　　　　　　　　　　　seg．10－011小川さん，それ，皮と骨を取って，適当に切ってください。

　　　　　　　　　　　　seg．10－017切ったら塩こしょうしてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．10・033ちょっとまってください。

　　　　　　　　　　　　seg．10・045そうだ，今度は韓国料理，教えてくださいよ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・026あ，そうそう，船にも乗ってみてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg。14－012開けてみてください。

　　　　　　　　　　　　seg．17・010ええと，ちょっと待ってください。

　　　　　　　　　　　　seg．19・040まず，日光へ行きたい人は，手を上げてください。

　　　　　　　　　　　　seg21－011やめてくださいよお。

　　　　　　　　　　　　seg23・025それじゃ，ちょっと貸してください。

　　　　　　　　　　　　seg．23・031貸し出しは2週間ですから，3月ついたちまでに返してください。

　　　　　　　　　　　　seg．26・018まず，こうして，肩にかけてから，手を入れてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．26・036日本文化，勉強してください。

　　　　　　　　　　　　seg．27－021もどったら，電話するように言ってください。

　　　　　　　　　　　　seg．29’022ああ，一応読んでみますけど，だれか他の人にも頼んでくださいね。



　　　seg．31・015張さん，なにか好きなものを書いてみてくださいな。

　　　seg．31・017ちょっと筆を持ってみてください。

　　　seg．31・022それで，一度に下ろさないようにして，動かしてみてください。

　　　seg．32－017何かお手伝いすることがあったら，言ってください。

◇～ないでください

　　　seg．02・030気にしないでください。

◆一て淫叉9勧さf‘vxでくださV’；ta°　　　　　　■

　　　se⌒4認欝通さんにし’るんだけど・ちよつと資料をフアツクスしS　　て，

◆～てみる

　　　seg．05－034この前言ってた店さあ，行っ≡ようよ。

　　　seg．05・057向こうの都合を聞い豆ます。

　　　seg．12・026あ，そうそう，船にも乗っLdyてくださいね。

　　　seg．13－032じゃ，行っ亘ます。

　　　seg．14・012開け豆てください。

　　　seg．15・009とにかく，ホテルに電話しLdyて。

　　　seg．18・005飲ん立ようか。

　　　seg．21・053僕もやっLdyようかな。

　　　seg．23・018あ，でも，一応見エ塾ます。

　　　seg．24・027あした，学校できい二⊆丞ましょう。

　　　seg．26・025ちょっと，帯を合わせエ垂ましょうね。

　　　seg．27－004計っ立たら，8度3分あったんです。
　　　seg。29・022ああ，一応読ん立ますけど，だれか他の人にも頼んでくださいね。

　　　seg，31・015張さん，なにか好きなものを書いエ塗てくださいな。

　　　seg．31・017ちょっと筆を持っ≡てください。

　　　seg．31・022それで，一度に下ろさないようにして，動かし立てください。

　　　seg．36－001ええ，それでは，ここでみなさんにインタビューをし工丞ましょう。

◆～てしまう／～ちゃう
1．動作の過程が完了することや，ある状態に至ることを表す。文脈によって，残念

　　な気持ちや後悔などの感慨を含む。

　　　seg．15・016キャンセルになってしまったんです。

　　　seg．18－002授業が長くなっちゃって。

　　　seg．18－023……北海道，行っちゃうんですか。

　　　seg20－002その日は友達のいえに泊めてもらうっもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　なってしまいました。
　　　seg．20－024あれ，いつ寝ちゃったんだろう。

　　　seg．24・004後藤先生は，外国へ行ってしまうそうです。

　　　seg．24・0102月の終わりに行ってしまうんです。
　　　seg．27・OOIそれで，スキー場に着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。

　　　seg．29・004帰ってしまったかと思いました。

　　　seg．30・004おなかすいちゃった。

　　　seg，30・008実はね，札幌の本社へ行くことになっちゃったんだ。

　　　seg．31・027先生，縦の線が，どうしても曲がってしまうんです。

　　　seg．32・022　U」田さん，手伝わせてしまって，すいませんでした。

　　　seg．34・010ちょっと，遅れちゃったんだ。

　　　seg．36・019それから，寮が遠くて，大学へ行くだけでつかれてしまいます。

　　　seg．36－022ん一，日本人の大学生は，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，

　　　seg．37・004ええ，授業，さぼって来ちゃった。



　　　　　　　　　　　　seg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

　　　　　　　　　2．その行為にふみきる気持ちを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．08・024ああ，わたっちゃいましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．28－029早く来ないと，帰っちゃうから。

　　　　　　　　　　　　seg．31・028ああ，勢いよく書いてしまえばだいじょうぶですよ。

■　　◆一ていい／一てもいい

て　　　　：ll：ll：：ll砦ミ㌶漂『馨；ξ器蕊すよ．

　～　　　　　　　　　seg．27－012あのう，ですとか，はいとかって，言わなくてもいいんじゃない。

で
　　　　　　　　　◆～てはいけない／～てはならない／～ちゃいけない
　　　　　　　　　　　　seg．37・008あと二，三日は歩いちゃいけないって。

　　　　　　　　　◆～なくてはいけない／～なくてはならない／～なくちゃ
　　　　　　　　　　　　seg．08・027ええ，保証人にはごあいさつしなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・031帰ってきたらすぐに書かなくっちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．15－010急いで部屋を探さなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．21・052山田さんも，ダイビング習わなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg24・025先生の都合をきかなくちゃ。
　　　　　　　　　　　　seg．32－040内田先生のためにもね，がんばらなくちゃ。

　　　　　　　　で　［格助］

　　　　　　　　　1．場所を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．01・028ええと，調布E乗り換えですね。

　　　　　　　　　　　　seg．02－035私も，南海！助手をしてるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．04・019今まで，どこ！日本語を勉強していましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・020どこ！？
　　　　　　　　　　　　seg．04・021ええ，サンディエゴの日本語学校！勉強していました。

　　　　　　　　　　　　seg．05・042どこg？
　　　　　　　　　　　　seg．06・053はい，また大学！。

　　　　　　　　　　　　seg．07－004肉屋！買物をします。

　　　　　　　　　　　　seg．07・014薬はいつもこの薬屋！買います。

　　　　　　　　　　　　seg。11・006サークルSね，民謡やってるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．12・006お昼は，一応ここ！食べられるんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．13－024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋！さがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど，
　　　　　　　　　　　　seg．13・050中国のお茶は日本！も人気がありますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．16－028パソコンの上！ワープロソフトを走らせるわけですけど。

　　　　　　　　　　　　seg．19－002校外学習というのは，学校の外！勉強するということです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・024山にのぼったり，湖！ボートに乗ったりすると，楽しいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．19・027雨が降ったら，日光gボーリングをしましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．19－036近くの海岸！遊ぶこともできます。

　　　　　　　　　　　　seg．22－024こちらEちょっとお待ちください。

　　　　　　　　　　　　seg．23・019ええと，ここ！見ますか。

　　　　　　　　　　　　seg．24－027あした，学校！きいてみましよう。

o　　　耳…籔罐票鴎二翻ミ驚鑑三鑑
　　　　　　　　　　　　seg．33・006自分のうち！飲むならね，いんだけど。

　　　　　　　　　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口g待ってたのよ。



　2．手段・道具などを表す。
　　　seg．05・010う一ん，その日は，午後の新幹SCJ！帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　ですか。

　　　seg．16・023ワープロ！ハングルはねえ。

　　　seg．19・018東京駅から電車110分くらいです。
　　　seg．19・034東京駅から電車110分ぐらいの葛西というところにあります。

　　　ll§；駆難魏螢ま㌫　　　　　　■

　　　seg・39’°13㌶驚㌶｝㍊C狂鷲；欝1⇔どんなふう　　で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

3璽鵠繰澱歴鷲れて意見をまとめたらどうでし・　5

　　　・eg．27・007エレンさん，お弁当は自分工作るんですヵ㌔　　　　　　　　　　ね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　4．原因・理由などを表す。

　　　seg．05・062打ち合せの件gお電話しました。

　　　seg．36・019それから，寮が遠くて，大学へ行くだけ！つかれてしまいます。

　5．範囲や限度などを表す。

　　　seg．09・018うん，これ！全部。

　　　seg．17－028あ，じゃそれ90　Kだ。

　　　seg．17・033はい，それgけっこうです。

　　　seg．26・008ひもとか，帯とか，全部！何本ぐらいしめるんですか。

　6．動作が行われる場面を表す。
　　　seg．36－001ええ，それでは，ここ！みなさんにインタビューをしてみましょう。

　7．動作の主体を表す。
　　　　seg．26・001お着物と，帯と，補衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　はお客さまの方！用意していただけますか。

で　［接］

　　　　seg．03・007！，池田さんはDMのリストを調べてよ。

デイーエム　DM
　　　　seg．03’007で，池田さんは1！2！2y！のリストを調べてよ。

ていしょく　定食
　　　　seg．06・018定食がいいかな。

　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅の3種類で，松がいちばん高いんですよ。

ディスコ

　　　　seg．19・008あ，ディスコもいいですよ。

　　　　seg．19－009ボーリングやディスコは勉強になりますか。

ていねい　丁寧
　　　　seg．27・014……エ蜜すぎますね。



　　　　　　　　テーマ

　　　　　　　　　　　　seg．39・008朴さんのテーマは，どんなことでしたっけ。

　　　　　　　　でかける　出かける

　　　　　　　　　　　　seg．22・003今日は，朝から出かけてる。

　　　　　　　　てがみ　手紙

　　　　　　　　　　　　seg．08・008毯ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．14・029お礼の……，あ，壬墾ですか。

T　てきと蕊§＿さ＿皮と骨を取つて謹に切つてくださ、㌔

マ
～　　で語成する．
で　　　　　　、eg．03－023一応もう，亘てま七

　し　　　　　　　　・eg．03・024亘たものは，すぐ｝こ見せる。

　よ　　　　　　　　　seg．03－033さてと，それは，もう亘た？
　～　　　　　　　　　　　seg．03－034はい，≡ました。
つ　　　　　　seg．03・043ラベルはエてるの？

　　　　　　　　　　　　seg．10・043うまく豊ましたね。
　　　　　　　　　　　　seg．14・040写真が註たので，お送りします。

　　　　　　　　　2．物事が生じる。

　　　　　　　　　　　　seg．36・021友達が豊ないって，言ってましたね。

　　　　　　　　　3．可能である。

　　　　　　　　　　　　seg．18・021歌手んなっても，生活亘ないよ。

　　　　　　　　　　　　seg．34・007すぐに電話註なくて，ごめん。

　　　　　　　　　　　seg．38018新しい教え方を勉強できるようにね。
　　　　　　　　　◆～ことができる／～こともできる

　　　　　　　　　　　seg．19・036近くの海岸で遊ぶこともできます。

　　　　　　　　　◆できたら

　　　　　　　　　　　seg．39・001山田さん……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いてもら

　　　　　　　　　　　　　　　　　いたいと思うんですが。
　　　　　　　　　◆できれば

　　　　　　　　　　　seg．05・063こちらは，できれば来週，……

　　　　　　　　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど，

　　　　　　　　　◆できるだけ

　　　　　　　　　　　seg．23－012できるだけ新しいのを……。

　　　　　　　　でしよう　→匝蓮1う／よう，だろう

　　　　　　　　　1．推量を述べる。

　　　　　　　　　　　seg．01・023ええ，多摩センターでしょう。

　　　　　　　　　　　seg．38・019……大変な仕事んなるでしょう。

　　　　　　　　　2．相手に質問や確認をしたり，同意を求める。
　　　　　　　　　　　seg．08・011芳子さん，あそびに行きたいでしょう。

　　　　　　　　　　　seg．08・014あ，冬はさむいでしょうね。

　　　　　　　　　　　seg．08・026元旦には，うちへあいさつに来るでしょう？

　　　　　　　　　　　seg．10－009あ，あと，しょうがとにんにくもでしょ？



　　　seg．11・002今朝，歌ってたでしょう。

　　　seg．13－002ああ，教育学部の方は，グラウンドが近いから，ちょっとうるさい！

　　　　　　　　　しよう。

　　　seg．14・011たいへんだったでしょう？

　　　seg．19・029それに，お金が足りないでしょう。

　　　seg21・005ねえ，これ，ガラスでしょ。

lllll竃鶯1撫；⌒てるで。。う．　　　■

　　　：：1：；霊誌㌫㌫㍊チ寿を見ると，もっというん㈱咄て　　で

　　　　　　　　　いるでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　seg．24・017先生が行きtcいなら，しかたがないでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　seg．28・016そうでしょっ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　seg．28・022いっしょに北海道行きたいでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　seg．28・026関係ないでしょ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　；ミll議議㌘ξ総1禦1；｝1う゜　　　　　＄

　　　seg．39・009ええ。……教育には，必ずことばが使われるでしょう。

　　　seg．40・030わたしと付き合うのは骨が折れるでしょ。

◇～のでしょう／～んでしょう
　　→國のだ／んだ／の（～のだろう／～んだろう／～のでしょう／～んでしょう）

　　　seg．13・026古本屋ってどこにあるんでしょう。

　　　seg．21・009こういうところ，どうやって付けてある二ねえ。
　　　seg．21・025小川さん，魚の料理はしないんでしょう。

◇「～でしょう（か）」の形で質問する。

　　　seg．13・008ええと，川田先生のゼミ，出たほうがいいでしょうか。

　　　seg．13－044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　いったらいい二。
　　　　seg．23・005はい，何かわかりやすい本はないヱL迦。
　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6カ月たったわけです

　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

◇「どうでしょう（か）／いかがでしょう（か）」の形で提案する。

　　　seg．05・0376時に新宿でいかがでしょうか。

　　　seg．05・043ええ，南口の，ええ，改札口ではいかがでしょうか。

　　　　seg．13・047あのう，お茶は　。
　　　seg．16・012これどうでしょう。
　　　　seg．19・011みんなで話すより，グループに分かれて意見をまとめたら2t　2＿1：＿1d1．℃L；

　　　　　　　　　立主。

　◇「～ますでしょうか」で質問する。

　　　　seg．22・013池田さんは，いらっしゃいますでしょうか。

です　→國だ，でしょう

　1．名詞述語を作る。

　　　　seg．01・002あかまつしょうはどこ立か。

　　　　seg．01・028ええと，調布で乗り換え立ね。

　　　　seg．02・007あ，多421Ltか。

　　　　seg．02・049研究生立か。

　　　　seg．06・030えっ，まっ立か。

　　　　seg．12・024いい景色立ねえ。

　　　　seg．13・029ええっと，水道橋の駅から……歩いて，10分ぐらい立ね。

　　　　seg．38－021ふ一ん。大きな夢立よねえ。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．39・011ええと，言語教育っていうことですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　以下セグメント番号一文番号のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．01・003　　　seg．01・007　　　seg．01・010　　　seg．01・016

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．01・018　　　seg．01－022　　　seg．01・025　　　seg．01・029

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．02・005　　　seg．02否006　　　seg．02・025　　　seg．02・032

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．02・039　　　seg。02・047　　　seg．02・051　　　seg．03・026

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．03・037　　　seg．03－038　　　seg．03・042　　　seg．03・052

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．03・054　　　seg．03・057　　　seg．04・004　　　seg．04’009

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．04・016　　　seg。04・022　　　seg．04・023　　　seg．04・026

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．05・004　　　seg。05・013　　　seg．05・027　　　seg．05・051

　＄　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ§≡≡§il§≡≡i　　　§ミ：§≡≡；§≡≡ミ　　　；ミミ：§§≡≡§　　　ミミ≡≡§三§≡≡≡≡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．09・013　　　seg．09・023　　　seg．09・024　　　seg．10’020

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．11・004　　　seg．12・011　　　seg．12・013　　　seg．12・020

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．12・027　　　seg．13・021　　　seg．13－028　　　seg．13・037

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．14・008　　　seg．14・029　　　seg．16・003　　　seg．16・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．16－027　　　seg．16・037　　　seg．17・024　　　seg．17・032

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．18・007　　　seg．19・002　　　seg．19・003　　　seg．19－016

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・017　　　seg．19・018　　　seg．19・030　　　seg．20・002

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．20・015　　　seg．21・015　　　seg21・035　　　seg．21・036

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．21・040　　　seg．21－044　　　seg．22－016　　　seg．23・004

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．23－031　　　seg．28・010　　　seg．28・011　　　seg．28・018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg29・005　　　seg．29－011　　　seg．31・003　　　seg．31・005

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．31・031　　　seg．32・002　　　seg．32・011　　　seg．32・016

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．32・032　　　seg．32・036　　　seg．34・002　　　seg．36・014

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．36・005　　　seg．38・022　　　seg．38・024　　　seg．39－008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．39・013　　　seg．39・015　　　seg．39・025

　　　　　　　　　　　　　　　　　2．いわゆる形容動詞を作る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．06・040日本料理と西洋料理と，どちらが好きですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・02310月はもみじがきれいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・035近いし，雨が降ってもだいじょうぶです。

　　　　　　　　　　　　　　　　以下セグメント番号一文番号のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．01・035　　　seg．02－046　　　seg．04・034　　　seg．05・002

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．06－021　　　seg．06・038　　　seg．07・011　　　seg．09’016

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．10・044　　　seg．17・033　　　seg．19・007　　　seg．20・008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．22・035　　　seg．24・016　　　seg29・016　　　seg．29・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．31・011　　　seg．31・028　　　seg．32・035　　　seg．36・030

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．39・022　　　seg．40－012

　　　　　　　　　　　　　　　　3．「［形容詞］です」の形。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．08－010へえ，いいですねえ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．14・038それから，とても楽しかったです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・004みなさん，どこへ行きたいですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　以下セグメント番号一文番号のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．02・010　　　seg．02・016　　　seg．02・029　　　seg．02－045

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．04・025　　　seg．04・039　　　seg．04・042　　　seg．05・010

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．06’020　　　seg．06・028　　　seg．06・037　　　seg．06・041

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．07・019　　　seg．08・020　　　seg．09・004　　　seg．10・021

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．10・035　　　seg．12・030　　　seg．13－001　　　seg．13・005

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．13・020　　　seg．13・045　　　seg．14・001　　　seg．14・007

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．14・033　　　segユ6・006　　　seg．16・018　　　seg．16・022

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・005　　　seg．19・007　　　seg．19・008　　　seg．19・012

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・037　　　seg．21・008　　　seg．26・012　　　seg．26・030

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．29・007　　　seg29・009　　　seg29・010　　　seg．29・018



　　　　seg．29・036　　　seg．33－017　　　seg．36’007　　　seg．36－017

　　　　seg．36・018　　　seg．40－017

　4．関連する表現
　◇そうです／こうです／どうです

　　　　seg．10・010あ，そうです。

　　　　seg．31・020こうですか。

以下セき：驚熱＿seg．。，，。27　　　　■
　　　　・eg・02’034　・eg・02・036　・eg．02・048　seg．04・017　　　　　　　　　　　で

　　　　：劉1：：1｝　：劉；：㌫　1劉；：㌫　1劉；：㍑　　　　　　　　　　す

　　　　seg．13－036　seg．13・039　seg．13・045　segユ4’006　　　　　　　　　　　～

　　　　曇灘§ミ§；議ミミ露§；㌔㌶　　　　　　‡

　　　　seg．31・010　　　seg．31’016　　　seg．31・029　　　seg．33奄043

　　　　seg．36・013　　　seg．36－025　　　seg。36－026　　　seg．38・009

　　　　seg．40・013

　◇お～です

　　　　seg．13・053中国茶は圭三好き註か。

　　　　seg．18－013主決まり立か。

　　　　seg．26・023やはり，あちらの赤の方が圭iきれい立かしら。

　◇～ませんでした

　　　　seg．24・005へえ，知りませんでした。

　　　　seg．32・022山田さん，手伝わせてしまって，すいませんでした。

　◇その他

　　　　seg．06・042ごちそうさま旦た。

　　　　seg27－012あのう，立とか，はいとかって，言わなくてもいいんじゃない。

てつだう　手伝う

　　　　seg．32－017何かお手伝いすることがあったら，言ってください。

　　　　seg．32・022山田さん，手伝わせてしまって，すいませんでした。

てつや　徹夜

　　　　seg．29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ魅して書いて，今やっと出したところな
　　　　　　　　　んです。

では　→囲じゃ／じゃあ

　1．それまでの文脈や状況を受ける。

　　　　seg．05・005あ，エは，その時に詳しいお話を。

　　　　seg．05・011はい，坐，10時ごろ。

　　　　seg．19・039坐，手をあげて決めましょう。

　2．別れのあいさつとして用いる。

　　　　seg．05－015エ注，またその時に。

ても　［接助］

　　　　：：1：ll：1撒1霧蕊；㍍一…一と一　〇

　　　　seg．19・019近いし，雨が降っ並行けるし……，勉強になりますよね。

　　　　seg．19・035近いし，雨が降っエ宣だいじょうぶです。



　　　　　　　　　　　　seg．27・012あのう，ですとか，はいとかって，言わなくLSいいんじゃない。

　　　　　　　　でも

　　　　　　　　　　　　seg．02・015えっ，三並……、

　　　　　　　　　　　　seg．02－031　SS，そんな……。

　　　　　　　　　　　　seg．06・020コェ，高いですね。

　　　　　　　　　　　　seg．06－028並，悪いですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．07・019エ，今日は寒いです。

　　　　　　　　　　　　seg．08・013並，春になってからね。

て　　　　：：1：ll：：；1豊煕鵠：㍍三‡驚醜
も　　　　　　　・eg．23・0・8あ，ヱa％，一応見てみます．

↓　　　ミミll㌶璽；ξ竃簿；籔や一

ん　　　　　　seg．33・013並，やっぱり，おじさん。

k　　：麟81運嶽㌶；箋：㌫蹴と・あまり知ら一

　　　　　　　　　　　　seg．39・022わたしも残念ですけど，……並ね。

　　　　　　　　　　　seg．40・029並，よかった，早くよくなって。

　　　　　　　　てら　寺

　　　　　　　　　　　seg．20・003一軒のお圭をみつけたので，中に入っていきました。

　　　　　　　　　　　seg20－004お圭の人に頼んで，一晩泊めてもらうことにしました。

　　　　　　　　　　　seg20・005お立の人は，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれました。

　　　　　　　　　　　seg．20’025お立の人といっしょに朝ご飯を食べました。

　　　　　　　　でる　出る

　　　　　　　　　　　seg．06・025ボーナスが坦たんですよ。

　　　　　　　　　　　seg．13・008ええと，川田先生のゼミ，旦たほうがいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　seg．13・017じゃ，やっぱり川田先生，旦ことにします。

　　　　　　　　　　　seg。16－019先月出たばかりです。

　　　　　　　　　　　　seg．17・020番号が坦た？

　　　　　　　　　　　seg．17－027ソウシンチュウって坦ました。

　　　　　　　　　　　seg22・015池田は，今日外へ坦ておりますが。

　　　　　　　　　　　seg．23・024あと，その本の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が旦て

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。
　　　　　　　　　　　seg．27・001それで，スキー場に着いたんですけど，次の朝，熱が坦てしまって。

　　　　　　　　　　　　seg．35・022坦た……。

　　　　　　　　　　　seg．36・027それにね，あまり授業に坦ない学生がいるんですね。

　　　　　　　　てん　点

　　　　　　　　　　　seg．31’001玉は，小さな三角を書くように。

　　　　　　　　でんしゃ　電車

　　　　　　　　　　　seg．01・016この鍵は，特急橋本ゆきです。

　　　　　　　　　　　seg．01・033あのう，註を間違えて……。

　　　　　　　　　　　seg．19・018東京駅から重皇で10分ぐらいです。

　　　　　　　　　　　seg．19・034東京駅から話で10分ぐらいの葛西というところにあります。

　　　　　　　　　　　seg．33・001夜，塾に乗るとね，



でんわ　電話
　　　seg．05－062打ち合せの件でお重麺しました。

　　　seg．15・009とにかく，ホテルに麺してみて。

　　　seg．30・021……範するよ。

　　　seg．34・007すぐに遜できなくて，ごめん。
　　　seg．38・026え，後でお重話します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ



　　　　　　　　と　［接助］

　　　　　　　　　　　　seg．15－021う一ん，自分の仕事には責任を持ってもらわないとね。

　　　　　　　　　　　　seg．16・029ソフトっていうと，どんな。

　　　　　　　　　　　　seg．19・024山にのぼったり，湖でボートに乗ったりする上，楽しいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．20・019火をつけてやる．と，女の子はとてもうれしそうでした。

　　　　　　　　　　　　seg．20・023目が覚める上，ぼくはふとんの中にいました。

　　　　　　　　　　　　seg21・022お刺身にすると，おいしいのよね。

　　　　　　　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．23・024あと，その本の参考文献のリストを見る上，もっといろんな本が出てと
　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。
　　　　　　　　　　　　seg28・007う一んと，気に入ってくださる上いいんですけど。

　　　　　　　　　　　　seg28・029早く来ない上，帰っちゃうから。

　　　　　　　　　　　　seg．33－001夜，電車に乗る上ね，

　　　　　　　　　　　　seg．33・044口に入れる上，冷たくて。

　　　　　　　　　　　　seg．36・022ん一，日本人の大学生は，授業が終わる．と，すぐに帰ってしまって，

　　　　　　　　　　　　seg．39・020朴さんに会えなくなると，寂しいなあ。

　　　　　　　　と　［並助］

　　　　　　　　　　　　seg．06・040日本料理．と西洋料理上，どちらが好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．08－028わたしはインドネシアですから，父と母をよろしくね。

　　　　　　　　　　　　seg．09・008それから，ニンジン上，ええと，あ，プチトマト，あります？

　　　　　　　　　　　　seg．10・009あ，あと，しょうがエにんにくもでしょ？

　　　　　　　　　　　　seg．10－011小川さん，それ，皮上骨を取って，適当に切ってください。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。
　　　　　　　　　　　　seg．23・014ええと，「アジアの経済上日本」，現代経済研究所編。

　　　　　　　　　　　　seg．26・001お着物上，帯と，補衿上，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　と　［格助］

　　　　　　　　　1．動作を共に行う相手や，その動作の対象を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．03・050ああ，チラシの写真，来てるから，原稿上いっしょに送って。

　　　　　　　　　　　　seg．05・051あのう，　ATAのキムさん上の打ち合せですが。

　　　　　　　　　　　　seg．08・021お友達上？

　　　　　　　　　　　　seg．20・025お寺の人上いっしょに朝ご飯を食べました。

　　　　　　　　　　　　seg．21・046わたしも，早くイルカといっしょに泳げるようになりたあい。

　　　　　　　　　　　　seg．21・047え，イルカ上いっしょに？

　　　　　　　　　　　　seg．27・019ええと，お客さま上お食事にいらっしゃいました。

　　　　　　　　　　　　seg．40・030わたし上付き合うのは骨が折れるでしょ。

　　　　　　　　　2．　比較の基準を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．13・011心理学の講義と同じ時間なんで，迷ってるんです。

　　　　　　　　と／って　［格助］引用を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．04・035先生，パチャリーさんは病気だ．と思います。

　　　　　　　　　　　　seg．06・041それはもちろん日本料理が好き，と言った方がいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど，

　　　　　　　　　　　　seg．14・041またいつか，おじゃましたい上思います。

　　　　　　　　　　　　seg．16・015ううん，イラストは書かない上思います。

　　　　　　　　　　　　seg．17・027ソウシンチュウ2＿（i出ました。

　　　　　　　　　　　　seg．18・018たぶん，今日のとこに入る上思うな。



　　　seg．19・01310月は台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところが

　　　　　　　　いいと思うんです。

　　　seg．19・021わたしたちは，日光へ行くのがいいk思います。

　　　seg．19’024山にのぼったり，湖でボートに乗ったりすると，楽しいと思います。

　　　seg．19・026雨は降らない上思います。

　　　seg．19・028日光は，かなり遠いんじゃないか上思いますけど。

　　　seg．19・033わたしたちは，水族館がいい上思います。

　　　：灘麟2鷲漂紅思、就　　　　　　　　■
　　　1：㌶：！註藁鎌㌃宅磨ご蒜㍑㍍‡しご鐘濫ξ1’ますカ㍉　　　と

　　　seg27・012あのう，ですとか，はいとかaf，言わなくてもいいんじゃない。

　　　seg29・004帰ってしまったかと思いました。

　　　seg．29・006ええ，これ，教育学部の論文集に出そう上思うんです。

　　　seg．29－034ええ，山田さんが火曜日2エ言ったから……。

　　　seg．33・010こわいと思うこと，ない？

　　　seg．34・0181階だと思ったんだ。

　　　seg．36・021友達ができない2エ，言ってましたね。

　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　じゃないか上L思いますね。

　　　seg．38・011ええ……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におもし

　　　　　　　　ろい，いい観点だ2；〈，励ましてくださったんですよ。

　　　seg．38・012国にとって，人がいちばん大切だと思うんです。

　　　seg．38・013だから，教育学をやろう」と思ったんです。

　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　ても重要だ上気がっいたんです。

　　　seg．38・023いえ，朴さんが話がある2エいうんで。

　　　seg．39・001山田さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

　　　seg．39・004朴さんはね，この大学をやめる2；〈言うんです。

　　　seg．39・017この大学ではむずかしいと思います。

　　　seg。39・018国へ帰ろうか上も思ったんですけどね。

◇「～という／～ともうす」の形で自分の名前を述べる。

　　　seg．02・038国語学科の山田と言います。

　　　seg．02・040わたくし，教育行政の王と申します。

　　　seg．05・022あ，ええ，ヤングトラベルの江口と申しますが，

　　　seg．09・025はじめまして，山田と申します。

　　　seg．09・028小川と申します。

◇「～という／～（っ）ていう」の形で物の名称を述べる。

　　　seg．09－001あの，このくらいの小さいトマト，なんと言いますか。

　　　seg．21－014なん≡魚かしら。
　　　seg．21・034あ，あれ，日本語で何と言いますか。

　　　seg．26・031これは，振り袖っていうんですか。

◇「～という［名詞］／～（っ）て（いう）［名詞］」の形で名詞を具体的に説明する。

　　　seg．02・004あ，た，よんにいというのが行きます。

　　　seg．02・006あ，あの，多いという字です。

　　　seg．05－060ピーという音の後にメッセージをお入れください。

　　　seg．14・037その時2エ意味ね。

　（～というのは）～といったことだ／（～というのは）～といったことです

　　　seg．19・002校外学習というのは，学校の外で勉強するということです。



　　　　　　　　　　　　seg26・014抜いて，っていうのは……。
　　　　　　　　　　　　seg．39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。
　　　　　　　　　◇「～というと／～っていうと」の形で前の話題を受ける。

　　　　　　　　　　　　seg．16・029ソフトっていうと，どんな。

　　　　　　　　　　　　seg23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　　　　　　◇「～ということだ／～ということです／～というわけだ／～というわけです」

　　　　　　　　　　の形で結論や解釈を述べる。

　　　　　　　　　　　　seg．38－015それが，教育行政っていうわけですね。
と

　　　　　　　　　　　　seg．39・011ええと，言語教育っていうことですか。

　～　　　　◆～として
　　　　　　　　　　　　seg．29・010いえ，日本語としておかしいところだけでいいですから。ど
　⇔　　　　　　　　　seg．39－014なるほど，教育の手段としての言語。
　つ　　　　　　　◇文末に用いる終助詞的な用法。

　　　　　　　　　　　　seg．26・006その上にこれをしめて，帯をしめて，帯締めをしめる上。

　　　　　　　　ど　度

　　　　　　　　　　　　seg27・004計ってみたら，8度3分あったんです。

　　　　　　　　トイレ

　　　　　　　　　　　　seg．22・029あ，ええと，トイレだと思います。

　　　　　　　　とう　島

　　　　　　　　　　　　seg。08・019わたしは，大みそかからバリ昼へおよぎに行くんです。

　　　　　　　　どう　→國いかが

　　　　　　　　　1．「どのように」という意味を表す。

　　　　　　　　　　　　seg26・035う一ん，　ee違うのか全然知らないなあ。

　　　　　　　　　◇どうですか／どう？

　　　　　　　　　　　　seg26－019どうですか。
　　　　　　　　　　　　seg．31・010どうですか。

　　　　　　　　　　　　seg．33・016仕事は．9＿2？

　　　　　　　　　　　　seg．37・005どうですかあ。

　　　　　　　　　　　　seg．40019具合は一el：．2？

　　　　　　　　　◇どういう／どういった

　　　　　　　　　　　　seg．15・019エことなんだ。
　　　　　　　　　　　　seg．16・009どういったことにお使いになるんですか。

　　　　　　　　　◇どうする

　　　　　　　　　　　　seg．08・016張さん，お正月はどうします？

　　　　　　　　　　　　seg．19・025雨が降ったらどうするんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．28・019どうするんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．32・031これからどうすればいいか……。

　　　　　　　　　　　　seg．38・005……研究室の整理なんかどうするんですか。

　　　　　　　　　◇どうしたのですか／どうしたんですか／どうしたの

　　　　　　　　　　　　seg．01・032張さん，どうしたんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・038どうしたんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・030あら，どうしたの。

　　　　　　　　　　　　seg28・034どうしたの。

　　　　　　　　　◇どうかしたのですか／どうかしたんですか
　　　　　　　　　　　　seg．24・002どうかしたんですか。



◇どうして

　　　seg．12・032どうして。

　　　seg．13・010どうして。

　　　seg．32・010……どうして。

　　　seg．35・015どうして壊すのお。

　　　seg．35・019どうして。

　　　seg．37・011ねえ，どうして事故にあったんですか。

◇どうしても

　　　seg．31・027先生，縦の線が，どうしても曲がってしまうんです。

◇どう 蕊0音022チラシの原稿，どうなった？　　　　　　　　　　　　　　　ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　seg．17・026どうなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ

◇どうき：：㌶瓢㌘なつたら’どうなる噸　　　　と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　seg．21・009こういうところ，どうやって付けてあるんでしょうねえ。　　　　　　　　　　っ

　　　seg・23’°°7蕊儒と暫5；詰遍亀蒙㌘磐罵㌻かとh’・どうやって　　　ぞ

　2．提案する。

　　　seg．13・039じゃあ，来週は，一一火曜の午後，　eeですか。

　　　seg．13・047あのう，お茶は旦でしょう。

　　　seg．16・012これenでしょう。
　　　seg、19・010じゃ，動物園は一ll2ですか。

　　　seg．19－011みんなで話すより，グループに分かれて意見をまとめたら，1：1．2．でしょ

　　　　　　　　　うか。

　　　seg23・013こんなのは．91．2一ですか。

　　　seg．24・024来週の金曜日は．E．2－？

　3．勧誘する。

　　　seg．05－031うん，今夜さあ，　g2’？

　　　seg、13・036ええと，あさって，⇔ですか。

どういたしまして

　　　seg．06・043どういたしまして。

どうぞ

　1．依頼，願望を表す。

　　　seg．04・011已よろしくお願いします。

　2．勧誘・促しを表す。

　　　seg．02・014あのう，これ，よかったらどうぞ。

　　　seg．02・017どうぞ。

　　　seg．09－033さあさあ，どうぞ。

　　　seg．09・038さ，どうぞ。

　　　seg．12’014あ，どうぞこちらへ。

　　　seg．13・006どうぞ。

　　　seg．14－002麦茶，どうぞ。

　　　seg．23・022じゃ，こちらへどうぞ。

　　　seg．23－029はい，どうぞ。

　　　seg．28・002どうぞ。

　　　seg．36・038パチャリーさん，どうぞ。



　　　　　　　　どうぶつ　動物

　　　　　　　　　　　　seg．12・018動惣1にえさをやるそうですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・019え，重惣？

　　　　　　　　どうぶつえん　動物園

　　　　　　　　　　　　seg．19・010じゃ，動物園はどうですか。

　　　　　　　　どうも

　　　　　　　　　1．感謝の気持ちを強調する。

ど　　　　　　　　　　　　seg．05・016どうも，お忙しいところを。

　⇔　　　　　　　◇どうもありがとう（ございます／ございました）
？，　　’　　seg．・・・…どうもありがとうございました．

ゐ、　　　　　　　　　seg．02－008どうもありがとうございます。

？　　　ミ難§ミ鐘驚竃量ljll：

と　　　　　　　seg．17・029どうもありがとう。

ヵ、　　　　　　　　　seg．23・033どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　seg．32・013－。
　　　　　　　　　　　　seg．37・020……どうもありがとう。

　　　　　　　　　2．儀礼的なあいさつとして用いる。

　　　　　　　　　◇～はどうも
　　　　　　　　　　　　seg．32・014この度はどうも……。

　　　　　　　　　　　seg．38・003お葬式の時旦，どうも。

　　　　　　　　　◇「どうも」のみで，その場に応じた様々なニュアンスを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．05・024ああ，どうも。

　　　　　　　　　　　　seg．13・018どうも。

　　　　　　　　　　　　seg．16・038ああ，どうも。

　　　　　　　　　　　　seg．22’009どうも。

　　　　　　　　　　　　seg．23・030どうも。

　　　　　　　　とおい　遠い

　　　　　　　　　　　seg．19・028日光は，かなり遠巳んじゃないかと思いますけど。

　　　　　　　　　　　seg．36・019それから，寮が遠≦て，大学へ行くだけでつかれてしまいます。

　　　　　　　　とおか　十日

　　　　　　　　　　　seg．37・010あと±旦ぐらいじゃないかなあ。

　　　　　　　　とおる　通る

　　　　　　　　　　　seg．31・004縦の線は，筆の先が真ん中を通ゑようにして，一気に引きます。

　　　　　　　　とか　［並助］

　　　　　　　　　　　seg．14－042お元気で，と主ね。

　　　　　　　　　　　seg．16・013イラストが書けるし，カラー印刷と主，機能が多いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg21・028カレイ上辺ミ，タコ盈。

　　　　　　　　　　　seg．21・029ウナギと主ね。

　　　　　　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているか已，どうやって

④　　：欝lll驚繋㌶欝繕ぎ芸⌒財
　　　　　　　　　　　　　　　　　けど。



　　　seg．27・012あのう，です．lk．Q），はいと企って，言わなくてもいいんじゃない。

　　　seg．31・026ここと主，ここ」已ね。

　　　seg．33・007パーティーと±ね。

　　　seg．33・030それから，付き合いと迦。

　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前盈，歴史の関

　　　　　　　　　係のことばと主，

　　　seg．39・012いえ，数学と企理科と塗社会已，ね。

　　　：：9：81：：9：駕まご簑た章；豊に1羊しいお話を゜　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　seg．08・025こういうと主，日本人はわたりませんね。　　　　　　　　　　　　　　　　カ、

　　　seg．26・029成人式の壁に着ましたけど。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　1：9i9；：81；ξ㌘㍉；量匡ξ見てv、ただきました＿＿内田先生に．　　　　　　　　　　と

　　　　seg．34・029たぶん，その壁ね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　　　：：1蒜灘姦葦；；警9言こ；をんなことばで説明すればいいh、，どんなふう　　　　ろ

　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

ときどき　時々

　　　　seg．33－012学生は，ときどきいるよね。

　　　seg．34・022壁圭は，上の方も見たりしたんだけどね。

とくに特に
　　　　seg．23・008ええ，堅，東南アジアからの輸入品の種類のことを。

どこ

　　　　seg。01・002あかまつしょうは．ES：ですか。

　　　　seg．01・021次は，．s11｛！に止まりますか。

　　　　seg．03・037段ボールは．e：il；．ですか。

　　　　seg．03・052ええと，．1；ですか。

　　　　seg．04・019今まで，どこで日本語を勉強していましたか。

　　　　seg．04・020，li．｛1で？

　　　　seg．05－042　ecで？

　　　　seg．07・025－gsへ行ってたの，1週間も。

　　　　seg．12・028－9g．へ行くんですか。

　　　　seg．13・026古本屋って一ei．gにあるんでしょう。

　　　　seg．18・010．E．g．にあるんですか。

　　　　seg．18・026そのあと，　UCへ行くことになるかわからない。

　　　　seg．19・004みなさん，　e三へ行きたいですか。

　　　　seg．19・016－9＿｛！の水族館ですか。

　　　　seg．24－006．e；：．1！ですか。

　　　　seg．24・008アデレードって，　ecですか。

　　　　seg．24’029　ecカSし、し、？

　　　　seg．27・017谷山くん，　ecにいます？

　　　　seg．33・051まあ，．ど二の国にも，変わった食べ物ってあるから。

　　　　seg．36・039たとえば，タイはecにあるか，知ってます？

　　　　seg。37・024ど二，けがしたんですか。

ところ／とこ

　1．場所や部分を表す。

　　　　seg．01・010あのごみのところですか。



　　　　　　　　　　　　seg．12・009もう少し落ち着いて食べられるところはありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．18－018たぶん，今日のとこに入ると思うな。

　　　　　　　　　　　　seg．19・01310月は台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところが

　　　　　　　　　　　　　　　　　いいと思うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・034東京駅から電車で10分ぐらいの葛西というところにあります。

　　　　　　　　　　　　seg．21－009こういうところ，どうやって付けてあるんでしょうねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・008それで，山田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．29－010いえ，日本語としておかしいところだけでいいですから。

と　　　　　　　　seg・31’025それで・力を入れるところは・しっかり力を入れて・

　こ　　　　　　　2．時間や場面を表す。

7　◆一た灘竃竃；蹴んで一1－・

ど　　　　　　seg．08－003いいえ，わたしも今来たところですから。

　　　　　　　　　　　　seg．29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところな
　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。
た

　　　　　　　　ところで

　　　　　　　　　　　　seg．13・052ところで，山田さんは？

　　　　　　　　としょかん　図書館　→國かん

　　　　　　　　　　　　seg。13－023図書館にも無いんですか。

　　　　　　　　どちら

　　　　　　　　　1．不特定の方向・場所を表す。「どっち」「どこ」よりも丁寧。

　　　　　　　　　　　　seg．12－013レストランって，どちらですか。

　　　　　　　　　2．2つの選択肢から1つを選ぶ時に用いる。「どっち」よりも丁寧。

　　　　　　　　　　　　seg．06－040日本料理と西洋料理と，どちらが好きですか。

　　　　　　　　とっきゅう　特急

　　　　　　　　　　　　seg．01・016この電車は，笠急橋本ゆきです。

　　　　　　　　とても／とっても

　　　　　　　　　　　　seg．06・054とっても楽しかったわ。

　　　　　　　　　　　　seg．07・009とても便利な店です。

　　　　　　　　　　　　seg．14・038それから，とても楽しかったです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・015魚がたくさんいて，とてもきれいだったそうです。

　　　　　　　　　　　　seg20・019火をっけてやると，女の子はとてもうれしそうでした。

　　　　　　　　　　　　seg21・013とってもスマート。

　　　　　　　　　　　　seg24－016でも，とても残念ですね。

　　　　　　　　　　　　seg．24・026外国へ行く前だから，とても忙しいはずですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．38－014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　　　　　　　　　　エ主重要だと気がっいたんです。

　　　　　　　　とどく　届く

　　　　　　　　　　　　seg．03・030今日，鮭ます。

　　　　　　　　どなた

　　　　　　　　　　　　seg．02・013どなたか，1万円，細かくしていただけませんか。



となり　隣
　　　　seg．02・041じゃ，隣の建物だ。

とにかく

　　　seg．15・009とにかく，ホテルに電話してみて。

ど6qどのくらい瓢梁ぽに2z〈　51，　N）・くらいにのく6・・／■

　　　　seg・03’015これ・どのくらいあるんですヵ㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　と

◇ど討哩巖亮鷲課器の一んいん（この一ん／その一ん／　 亘

　　　　　　　　どの一ん）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　seg．13・028じんぼうちょうって，どの辺ですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

トマト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
　　　　seg．。9・。。、あの，このくらいの，1・さいトマト，なんと言いますヵ㌔　　　　　　　も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ

とまる 、ξまる7次は，京王多摩センタ＿cこ止まります．　　　　　　　　　　　　　ち

　　　　seg．01・021次は，どこに止まりますか。

　　　　seg．01・026府中は，止まりませんか。

とめそで　留め袖
　　　　seg．26・034あと，酬とか，訪問着とか，付け下げとか，いろいろございます

　　　　　　　　　けど。

とめる　止める
　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止亜て，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　きます。

とめる　泊める
　　　　seg．20・002その日は友達のいえに迫皇てもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　seg．20・004お寺の人に頼んで，一晩韮堕てもらうことにしました。

とも

　　　　seg．26・030う一ん，二人と上，いいですね。

ともだち　友達
　　　　seg．08・009ええ，大学の燵がね，イギリスに留学してるんですよ。

　　　　seg．08・021お友達と？

　　　　seg．14・016友達がこういうのを作っていて，その人の作品なんです。

　　　　seg．14・024雄に教わって。

　　　　seg．14・026そのお醒には，ずいぶんお世話んなったのねえ。

　　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませんから，雄に教えてもらってからにし

　　　　：：1：19：：議鋼鷺竺璽霊㌫＿らな、●

　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　seg．36・021雄ができないって，言ってましたね。



　　　　　　　　　　　　seg．39・024せっかく友達んなったんだから，これからもね。

　　　　　　　　　　　　seg．39－025ええ，ずっと燵ですよね。

　　　　　　　　とりにく　鶏肉

　　　　　　　　　　　　seg．09－014たら，たまご，小麦粉，ビーフン，とり肉，レタス，プチトマト。

　　　　　　　　　　　　seg．09・015とり肉，たら，小麦粉，……

　　　　　　　　　　　　seg．10－008入れるものは，にんじんに，たけのこに，ねぎに，とり肉に，……

　　　　　　　　とる　取る

ξ　＜と灘：跳㌫ピ㌶監㌶㌫蕊
だ　　　　　　・eg・30’015休みがpmたら・東京に帰ってくるよ・

ち　　　　どれ
　～　　　　　　　　　　seg．21・015ええと，已ですカ㌔

ど　　　　　　seg21・024どれどれ・タイもおレ・しいんですよ．

ん　　　とんでもない
な　　　　　　、eg．27’。。6じゃあ，スキ＿なんかとんでもないよねえ。

　　　　　　　　どんな

　　　　　　　　　　　　seg．02・052教育行政って，どんなことするんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．10・018王さん，ニンジンはどんなふうに切ります？

　　　　　　　　　　　　seg．13’044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。
　　　　　　　　　　　　seg．14・033ええと，どんなふうに書けばいいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．16－029ソフトっていうと，どんな。

　　　　　　　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。
　　　　　　　　　　　　seg．26・012えりは，どんなふうにすればいいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．39・008朴さんのテーマは，どんなことでしたっけ。

　　　　　　　　　　　　seg．39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すれはいいか，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。



な　［終助］　→國か

　1．詠嘆を表す。

　　　　seg．03・059え，おかしい皇。

　　　　seg．03・064ああ，割に早かった盆。

　　　　seg．05・054ええっと，ちょっと無理だ皇あ。

　　　　seg．12’015洋食じゃない皇あ。

　　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方がいいな。

　　　　seg．17・037いい皇あ，若い人は。

　　　　seg．18・018たぶん，今日のとこに入ると思う皇。

　　　　麟：㌫鷲いと馳　　　　　　　　国
　　　　：：：鴛㍑㌫左どう違うの蛤然知らないPあ゜　　　　　　　　　　　な

　　　　seg．29・009ええ……，いいですけど……，僕は教育のこと，わからないから塗あ。　　　　　　～

　　　　；§議嶽蕊驚難らうz2i｝・　　　　　　　奈

　　　　seg．39・020朴さんに会えなくなると，寂しい皇あ。

　　　　seg．39・021ええ，もっといろんなことを話したかった⊇。

　　　　seg．40・007僕ももう退院したい盆あ。
　◇かな　→繭か［終助］（かな）

　　　　seg．03・016ええと，700部だったかなあ。

　　　　seg．03－060あ，これ建。

　　　　seg．06・018定食がいい控。

　　　　seg．10・016ええと，これぐらい主な。

　　　　seg．13・046やっぱりお菓子がいい姪。

　　　　seg．13・051じゃ，そうしようQiztz。

　　　　seg21・006壊れない姪。
　　　　seg．21－053僕もやってみよう⊇。

　　　　seg．26－021でも，ちょっとおとなしいんじゃない主な。

　　　　seg．27・025行っております，かなあ。

　　　　seg．28－009気に入って，くれる建。

　　　　seg．28－012ネクタイかなあ。

　　　　seg．29－015読めるかなあ。

　　　　seg．33・011若い人は，あんまりいないかなあ。

　　　　seg．33・015今の若い人が中年になったら，どうなるの建。

　　　　seg．37・010あと十日ぐらいじゃないかなあ。

　　　　seg．40・033どうなるかなあ。

　2．聞き手に対する働きかけを表す。
　　　　seg．30・029　じゃ皇。

　◇「～てくださいな」の形で，命令，要求を表す。
　　　　seg．31－015張さん，なにか好きなものを書いてみてくださいな。

ない　［助動］

　　　　seg．04・027それじゃ，クレイグさん，わから禦ことは，みなさんにきいてくだ

　　　　　　　　　さいね。

　　　　seg．12－015洋食じゃ主なあ。
　　　　seg．13・022ちょっとほしい本があるんですが，もう売って主らしいんですよ。

　　　　seg．13－045そうですねえ，高いものじゃ虹ていいですよ。

　　　　seg．15・003江口さん，徳島のホテルの予約金，払って鯉の？

　　　　seg．15・023それで，部屋は空いて主の？



　　　　　　　　　　　　seg．16－015ううん，イラストは書か主と思います。

　　　　　　　　　　　　seg．17・005今，わたししかい鯉んです。

　　　　　　　　　　　　seg．17・006ファックスの使い方，よくわからないんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．18・021歌手んなっても，生活でき坐よ。

　　　　　　　　　　　　seg．18－024まだわから虹よ。

　　　　　　　　　　　　seg．18・026そのあと，どこへ行くことになるかわからない。

　　　　　　　　　　　　seg．19－026雨は降ら鯉と思います。

　　　　　　　　　　　　seg．19・029それに，お金が足り蝕でしょう。

　　　　　　　　　　　　seg20・002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　　　　　seg．21・006壊れ蛭かな。

　　　　　　　　　　　　seg．21・025小川さん，魚の料理はし主んでしょう。
な　　　　　　seg．2…49へえ，知らなかった。

　し、　　　　　　　　　seg．22－004帰ってこ辿と思うな。

　　　　　　　　　　　　seg．26・028お正月にも着蛭し。

　　　　　　　　　　　　seg．26・035う一ん，どう違うのか全然知ら禦なあ。

　　　　　　　　　　　　seg27・009毎日じゃ主けどね。
　　　　　　　　　　　　seg．27・016だけど，日本語はこれしか知ら鯉んですよ。

　　　　　　　　　　　　seg27・027日本人だってわかん蛭わよ，そんなの。
　　　　　　　　　　　　seg．28・005これ，卒業です，じゃ禦，卒業祝いです。

　　　　　　　　　　　　seg．28・028来主のお？

　　　　　　　　　　　　seg．28－029早く来鯉と，帰っちゃうから。

　　　　　　　　　　　　seg．29－009ええ……，いいですけど……，僕は教育のこと，わから趣からなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・032今週中じゃなかったんですか。

　　　　　　　　　　　　seg29・033だれか，他の人には頼まなかったんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．31・008まっすぐじゃ虹て，少し丸くなりますね。

　　　　　　　　　　　　seg．31・022それで，一度に下ろさ鯉ようにして，動かしてみてください。

　　　　　　　　　　　　seg．32・026朴さんは，ゆうべから寝てい主んですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．33－011若い人は，あんまりい鯉かなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．33・040たべられ坐んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．34・007すぐに電話できasて，ごめん。

　　　　　　　　　　　　seg．34・020うん，全然気がっかなかったんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．35・014僕じゃ坐よ。

　　　　　　　　　　　　seg．35・016僕，壊さ鯉。

　　　　　　　　　　　　seg．36・011わから主よねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．36－021友達ができ主って，言ってましたね。

　　　　　　　　　　　　seg．36・024話せ鯉んです。

　　　　　　　　　　　　seg．36・027それにね，あまり授業に出鯉学生がいるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．36・031あんまり勉強して鯉。

　　　　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　　　　seg．37・007まだ，起きられ虹んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．37・033わたし，全然気が付かなかった。

　　　　　　　　　　　　seg．39・016……他に指導してくれる人はい蛭んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．39・020朴さんに会え生≦．なると，寂しいなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．40－008焦ら坐ほうがいいよ。

　　　　　　　　　　　　seg．40・010あ，深沢さん，おうちの方はいらっしゃら趣んですか。

　　　　　　　　　　　　seg．40・031冗談じゃasてさ。

　　　　　　　　　◇～じゃない　→圏だ（～じゃない）

　　　　　　　　　　　　seg．33・003酔っ払ってる人がいるじゃない。

　　　　　　　　　◇（ん）じゃない（か）

　　　　　　　　　　　　seg．19・028日光は，かなり遠いんじゃないかと思いますけど。



　　　seg．26・021でも，ちょっとおとなしいんじゃないかな。

　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないム乙

　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　seg．37－010あと十日ぐらいじゃないかなあ。

◆～かもしれない　→かも

◆～ないでください／～ないで

　　　seg．02－030気にしないでください。

　　　seg．06・033そんな，遠慮しないで。

　　　seg．31’019寝かさないでくださいね。

◆～な

　　　：：1：ll：li；叉幕墓灘鷺；餐つちや゜　　　　　　　　　　　　　な

　　　seg．15・021う一ん，自分の仕事には責任を持ってもらわないとね。　　　　　　　　　　　し、

　　　；箋1き1籔欝；ll≦警ればなりませA－／e　　　↓

　　　・eg・29…4僕も・ちょっと書かなきゃならない原稿があるんですよ・　　　　　　　お

　　　1：1：ll：灘離ξ錫鵠と㌶；㌶認蓑鷲弊らないんですよ゜　　　　　す

　　　seg．36・041うん，もっともっと勉強しなけれぱ。

　◆～なくて（も）いい
　　　　seg。27・012あのう，ですとか，はいとかって，言わなくてもいいんじゃない。

ない　［形］

　　　　seg．02・010塞巳ですね。

　　　　seg．02－012はあ，これしか坦んですけど。

　　　　seg．09・017何か忘れた物は主？

　　　　seg．13・023図書館にも塾んですか。

　　　　seg．14・048なにも鯉んですか。

　　　　seg．14・049なんにも鯉けど，いろいろあるんですよ。

　　　　seg．21－030そうそう，目が型魚ね。
　　　　seg．21・031　目カミZ≧魚？

　　　　seg．23・005はい，何かわかりやすい本は鯉でしょうか。

　　　　seg23・021ええと，ちょっと時間が鯉ので，

　　　　seg28・008ああ，若さが主！
　　　　seg．30・024忘れ物は主の？

　◇慣用的な組みあわせで用いられる。

　　　　seg．28・026関係主でしょ。

　　　　seg．33・009プライベートな場所なら，問題zXL）けど。

　　　　seg．37・025ああ，腕は、たいしたこと禦。

　◆～たことがない
　　　　seg．10・014あ，お魚は，あんまり触ったこと，鯉んです。

　　　　seg．14・005あら，わたし行ったことがないわ。

　◆［動詞辞書形］ことがない

　　　　seg．33・010こわいと思う二上，主？

なおす　直す／治す
　　　　seg29・008それで，山田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　ませんか。
　　　　seg．40・009ゆっくり造⊥二てね。



　　　　　　　　なか　中

　　　　　　　　　　　　seg．20－003一軒のお寺をみつけたので，史に入っていきました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・023目が覚めると，ぼくはふとんの中にいました。

　　　　　　　　　　　　seg24・032そうだ，あのビルの史においしいロシア料理の店があるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．32・020里にいますから。

　　　　　　　　　　　　seg．32・027いや，それより，……なんだか，頭の生がからっぽになったみたいで。

　　　　　　　　ながい　長い

　　　　　　　　　　　seg．06－036これは長巳。

　　　　　　　　　　　seg．18・002授業が長≦．なっちやって。

　　　　　　　　　　　seg26・003これ，長すぎますね。

な　　　　　　seg・26’°33こういう袖のgeのが振り袖で・お嬢さんがお召しんなるんですね・

カ、　　　　　なかなか

　～　　　　　　　◆なかなか～ない

な　　　　　　　seg・33’°26社員の人は・なかなヵ’始めませムよねk・

な　　なく鳴く
　　　　　　　　　　　seg20－007秋の虫が』艶ていました。

　　　　　　　　なくす　無くす

　　　　　　　　　　　seg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

　　　　　　　　なくなる　亡くなる

　　　　　　　　　　　seg．32・007さっき，亡くなったんです。

　　　　　　　　なさい

　　　　　　　　　　　seg．10－030先に手を洗ってきなさい。

　　　　　　　　　　　seg．35・003早く寝なさいよ。

　　　　　　　　　　　seg．35－005もうスタンドを消しなさい。

　　　　　　　　　　　seg．35・008早く寝なさい。

　　　　　　　　なさる

　　　　　　　　　1．「する」の敬語。

　　　　　　　　　　　seg．38・006ええ，林教授がなさるそうです。

　　　　　　　　　2．「［動作性名詞］する」の敬語。

　　　　　　　　　　　seg．38・007内田先生が指導なさっていた学生は？

　　　　　　　　なぜ

　　　　　　　　　　　seg．04・024蛭日本へ来たのですか。

　　　　　　　　なつやすみ　夏休み　→國やすみ

　　　　　　　　　　　seg．14・004張さん，夏休みに信楽へ行ったんですって。

　　　　　　　　　　　seg．30・016・・一夏休みには，遊びにきて。

　　　　　　　　なな　七

　　　　　　　　　　　seg．09・019439ヱ円になります。
　　　　　　　　　　　seg．09・020あ，ヱ円あります。

　　　　　　　　　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よんきゅうゼロ鎮の，こおにいいちい

　　　　　　　　　　　　　　　　ち。



　　　　seg．17・019　4，　9，　0，ヱ，　5，　2，　1，　1。

　　　　seg．17・022　490ヱ5211。
　　　　seg．28・031　10，　9，　8，　ヱ，　6，　5，　’’’’”

ななひゃく　七百
　　　　seg．03・016ええと，700部だったかなあ。

なに／なん　何
1’

繋灘蕊蹴いトマト・蛙一一　　　固

　　　　；§llき竃㌫6。　　　　　　　墓
　　　　seg21・034あ，あれ，日本語で但と言いますカ㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　：：9：32：：9；勢‡；玉ξ『し壷カミし、V、？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

　　　　seg．31－036あのう……これ，塾て書いてあるんですか。　　　　　　　　　　　　　　　　b

　　　　seg．35・002なあに？

　　　　seg．35・009　Ptしてるの。

　　　　seg．36’002やあだ，芳子さん，それ，』口三？

　　　　seg．36・014ええ，坐ですか。

　2．名詞や接尾辞に付いて，数量などが疑問であること，または不定であることを表

　　　す。

　　　　seg．20・022それから，ぼくたちは，但本も但本も花火をしました。

　　　　seg．26・008ひもとか，帯とか，全部で但本ぐらいしめるんですか。

　◆なにも～ない／なんにも～ない

　　　　seg．08・017ああ，但上予定はありませム。

　　　　seg．14・047なんにもありませムけど。

　　　　seg．14・048なにもないんですか。

　　　　seg．14・049なんにもないけど，いろいろあるんですよ。

　◇なにか／なんか

　　　　seg．09・017但主忘れた物はない？

　　　　seg．15・038なんか，まずいこと？

　　　　seg．22・034但企お伝えいたしましょうか。

　　　　seg．23－005はい，但亙わかりやすい本はないでしょうか。

　　　　seg．29・005え，但主用ですか。

　　　　seg．31・015張さん，坐好きなものを書いてみてくださいな。

　　　　seg．32D17坐お手伝いすることがあったら，言ってください。

なま　生
　　　　seg．33・048生の魚はネコのえさ！

なまえ　名前
　　　　seg．21－040変な麺ですねえ。
　　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名亘とか，歴史の関

　　　　　　　　　係のことばとか，

なら　［接助］

　　　　seg．15・025高松鎚まだ空いているそうですが。

　　　　seg、16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形M，使えるのがあるかもし



　　　　　　　　　　　　　　　　　れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．24－017先生が行きたいせ，しかたがないでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．29・019いえ，火曜日鎮大丈夫です。
　　　　　　　　　　　　seg．30－019飛行機なら，すぐよね。

　　　　　　　　　　　　seg．33・006自分のうちで飲む並ね，いんだけど。

　　　　　　　　　　　　seg．33・009プライベートな場所±注問題ないけど。

　　　　　　　　ならう　習う

　　　　　　　　　　　　seg．21・048あ，わたし，最近ダイビングを習二てるの。

　　　　　　　　　　　　seg．21・052山田さんも，ダイビング習わなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．24・011私は最後まで後藤先生に」聖たい。

な　　　　ならない［補動］

ら　　　　　◆～なければならない／～なきゃならない
　　　　　　　　　　　　seg．19・031たぶん，一人2000円ぐらい集めなければなりません。　～

な　　　　　：：1：C：8；1齢芦緯芒謬覇鑑竃露巖鑑慕㍍すよ。

る
　　　　　　　　なる→國する

　　　　　　　　　1．変化を表す。

　　　　　　　　　◇～になる／どうなる

　　　　　　　　　　　　seg．02・033ええ，今月から研究生になりました。

　　　　　　　　　　　　seg．11・007ほんとは，プロになりたいんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．13－015心理学は，4年になってからも聞けるからね。

　　　　　　　　　　　　seg．15・016キャンセルになってしまったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．18・021歌手んなっても，生活できないよ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・027いや，それより，……なんだか，頭の中がからっぽになったみたいで。

　　　　　　　　　　　　seg．33・015今の若い人が中年になったら，どうなるのかな。

　　　　　　　　　　　　seg．38’019……大変な仕事んなるでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．39・024せっかく友達んなったんだから，これからもね。

　　　　　　　　　　　　seg．40・033どうなるかなあ。

　　　　　　　　　◇［形容詞］なる

　　　　　　　　　　　　seg．06－003遅くなりました。

　　　　　　　　　　　　seg．14・039遅くなって，失礼いたしました。

　　　　　　　・　　　　seg．　18・002授業が長くなっちゃって。

　　　　　　　　　　　　seg．20・002その日は友達のいえに泊めてもらうっもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　塗こユてしまいました。

　　　　　　　　　　　　seg20・010少しこわくなりました。

　　　　　　　　　　　　seg．23・017ええ，3年前だから，ちょっと古くなっているかも知れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．31－008まっすぐじゃなくて，少し丸くなりますね。・

　　　　　　　　　　　　seg．40・029でも，よかった，早くよくなって。

　　　　　　　　　◇～なくなる

　　　　　　　　　　　　seg．39・020朴さんに会えなくなると，寂しいなあ。

　　　　　　　　　◇「～になる」の形である時点に達することを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．08・013でも，春になってからね。

　　　　　　　　　　　　seg29’017たぶん，火曜日んなるなあ。

　　　　　　　　　◇「～になる」などの形で決定や決着を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．03・022チラシの原稿，どう主た？

　　　　　　　　　　　　seg．17・026どう』已た。

　　　　　　　　　　　　seg．37・009退院は，いつごろになるんですか。

　　　　　　　　　◇「～になる」の形で丁寧さをそえて提示する。

　　　　　　　　　　　　seg．09・0194397円になります。

　　　　　　　　　　　　seg．09・021はい，610円のお返しになります。



　　　seg．12・002その右の方が港になってます。

◆～ことになる

　　　seg．03・011このパンフレット，急いで送ることになったんですよ。

　　　seg．18・026そのあと，どこへ行くことになるかわからない。

　　　seg．30・008実はね，札幌の本社へ行くことになっちゃったんだ。

◆～そうになる

　　　seg．37・012え，いや，……ちょっと，待ち合わせに遅れそうになって。

◆～ようになる

　　　seg21・046わたしも，早くイルカといっしょに泳げるようになりたあい。

・．・一になる、の形で恩恵を受けること編　　　　　　固

◇こち認よ舗じゃあ，ごちそうになりましょ．　　　　　　　　　　　　　な

◇せわになる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

　　　lllll竃竃鷲1㌶㌫のねk。　　　4
　　　　・eg．40’OOIいろいろお世話になりました．　　　　　　　　　　　　　　ん

◇べん？㍊憲；世話になりましtCe　　　　　　　　　　　　　　　　　だ

　　　　seg．、9－。。6日本語の勉強になりま一a－。　　　　　　　　　　　　　か

　　　　seg．19・009ボーリングやディスコは勉強になりますか。

　　　　seg．19・019近いし，雨が降っても行けるし……，勉強になりますよね。

　3．「お～になる」の形で，敬語表現として用いる。

　　　　seg．16・009どういったことに圭i使いになるんですか。

　　　　seg．26・033こういう袖の長いのが振り袖で，お嬢さんが主召しんなるんですね。

なるほど
　　　　seg．31・034なるほどね。

　　　　seg．39・014なるほど，教育の手段としての言語。

なんか　［副助］

1．例を挙げる。断定を避け，やわらげるために使うこともある。

　　　　seg．26・OOIお着物と，帯と，補祥と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　seg．38－005……研究室の整理なんかどうするんですか。

2．ある物事をとりたてる。

　　　　seg。27・006じゃあ，スキーなんかとんでもないよねえ。

　　　　seg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

なんだ
　　　　seg．40・016あ，なんだ。

なんだか／なんか　何だか／何か
　　　　seg．10・013お魚って，なんかねえ。

　　　　seg。32・025なんだか，本当に疲れました。

　　　　seg．32－027いや，それより，……なんだか，頭の中がからっぽになったみたいで。

　　　　seg．33・005あれって，なんか，はずかしいよねえ。

　　　　seg．33・042なんか，気持ち悪くて。



　　　　　　　　に　［並助］

　　　　　　　　　　　　seg．09・007はい，ネギにピーマン長チンゲンサイね。

　　　　　　　　　　　　seg．10－008入れるものは，にんじん亙，たけのこL，ねぎg，とり肉E，……。
　　　　　　　　　　　　seg．12・008アイスクリーム亙，焼きそば上三，ハンバーガー，……。

　　　　　　　　に　［格助］

　　　　　　　　　1．存在する場所を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．01・012少し行って，左側亙あります。

　　　　　　　　　　　　seg．07・021そこにはいません。

　　　　　　　　　　　　seg．12・010ええと，レストランは山の向こう1g　4軒あります。

　　　　　　　　　　　　seg．13・023図書館gも無いんですか。

に　　　：：1：i霊享禁藷鐘き莞蕊農紘ち。っと資料をファックス。て

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしいんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．18・010どこ9あるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．18－027東京にいて。

　　　　　　　　　　　　seg．19・022日光gは有名な神社があります。

　　　　　　　　　　　　seg．19・034東京駅から電車で10分ぐらいの葛西というところ生あります。

　　　　　　　　　　　　seg．20・023目が覚めると，ぼくはふとんの中にいました。

　　　　　　　　　　　　seg20・026部屋の隅には，仏壇がありました。

　　　　　　　　　　　　seg．20－027仏壇1三は，小さな写真がおいてありました。

　　　　　　　　　　　　seg21・004海の底gいるようですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．21’017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方g黄色い線がある。

　　　　　　　　　　　　seg24・032そうだ，あのビルの中gおいしいロシア料理の店があるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．27・017谷山くん，どこにいます？

　　　　　　　　　　　　seg．32・020中にいますから。

　　　　　　　　　　　　seg．33・051まあ，どこの国gも，変わった食べ物ってあるから。

　　　　　　　　　　　　seg．36・039たとえば，タイはどこgあるか，知ってます？

　　　　　　　　　　　　seg．39・002……今，エスポワールにいるんです。

　　　　　　　　　2．移動の帰着点・方向・帰属先を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．01・009ああ，それじゃあ，あの角を右に曲がって，……

　　　　　　　　　　　　seg．01－017次は，京王多摩センターに止まります。

　　　　　　　　　　　　seg．01・021次は，どこg止まりますか。

　　　　　　　　　　　　seg．03・013まず，ここ亙このスタンプを押してください。

　　　　　　　　　　　　seg．03・027あと，ここ亙写真が入ります。

　　　　　　　　　　　　seg．03・039ああ，じゃあ，そこに持ってきてください。

　　　　　　　　　　　　seg．03・046じゃあ，封筒亙入れて，ラベルを貼って。

　　　　　　　　　　　　seg．04・014クレイグさんは，いっ日本に来ましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・025あのう，日本の大学g入りたいです。

　　　　　　　　　　　　seg．06・007大野中央病院L勤めています。

　　　　　　　　　　　　seg．08－009ええ，大学の友達がね，イギリスに留学してるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．10・OOIビーフンはね，お湯に入れて。

　　　　　　　　　　　　seg．12’026あ，そうそう，船にも乗ってみてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．13・027ああ，神保町9行けば，たくさんありますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・042金曜は，内田先生のお宅生招待されてるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．13・044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．16・024パソコンgワープロソフトを乗っける形なら，使えるのがあるかもし

　　　　　　　　　　　　　　　　　れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．16・026パソコン1｝三……。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。



　　　seg．17’014まずそれをファックスg乗せて，コピーみたいに。

　　　seg．18・018たぶん，今日のとこg入ると思うな。

　　　seg．18－025あの会社玉就職したら，たぶん，研修は札幌だろうけど。

　　　seg．19・014あのう，この間，友達が水族館亙行ったんです。

　　　seg．19・024山gのぼったり，湖でボートg乗ったりすると，楽しいと思います。

　　　seg．20・002その日は友達のいえ」三泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　なってしまいました。

　　　seg．20・003一軒のお寺をみつけたので，中E入っていきました。

　　　seg．20－005お寺の人は，広いたたみのへやlg2hとんを敷いてくれました。

　　　；1議§竃ぎ纏；1量鷺曇灘蕊　　　■
　　　seg．27・OOIそれで，スキー場亙着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。　　　　　　に

　　　seg．29－006ええ，これ，教育学部の論文集K出そうと思うんです。

　　　seg．30・015休みが取れたら，東京延帰ってくるよ。

　　　seg。31・006これは，左下からやや右上亙。

　　　seg．33’001夜，電車g乗るとね，

　　　seg．33・044口に入れると，冷たくて。

　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学旦入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

　　　seg．36’027それにね，あまり授業に出ない学生がいるんですね。

　　　seg．38’025じゃ，話が済んだら，僕の部屋E来ませんか。

　　　seg，39’023……また日本瓦も来ますよ。

3．時を表す。

　　　seg．04・018先月の3日1三来ました。

　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日g帰ってきますので，6日の木曜日は
　　　　　　　　いかがですか。

　　　seg．05’0376時に新宿でいかがでしょうか。

　　　seg．05・060ピーという音の後にメッセージをお入れください。

　　　seg．08－026元旦Eは，うちへあいさつに来るでしょう？

　　　seg．10’036あ，ごま油は最後主。

　　　seg．14・004張さん，夏休み亙信楽へ行ったんですって。

　　　seg．24・0102月の終わり』三行ってしまうんです。

　　　seg．26・028お正月亙も着ないし。

　　　seg．30・006……その前亙ね，ちょっと話があるんだ。

　　　seg．30・016……夏休み亙は，遊びにきて。

　　　seg．32’0093時20分9……。
　　　seg．37・014深沢さん，明日，もう一度検査をしますから，午前中』三。

　　　seg．37・0169時半ごろ丘，呼びに来ます。

　　　seg．38・02411時rc会う約束です。

◆～うちに

　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方がいいな。

　　　seg．38’014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。

◆～ときに

　　　seg．05・005あ，では，その堅三詳しいお話を。

　　　seg。05・015では，またその腫1三。

lll羅羅1竃1≧㌶鑑どんなふ，●
　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。



　　　　　　　　　◆～までに

　　　　　　　　　　　　seg．15・006料金の35％を9月5日までに……。
　　　　　　　　　　　　seg．23・031貸し出しは2週間ですから，3月っいたちまでに返してください。

　　　　　　　　　　　　seg．29－030だけど，私もあしたの朝までに出さなければならないんですよ。

　　　　　　　　　◆［動詞辞書形］まえに

　　　　　　　　　　　　seg．24－018先生が出発する並に，パーティーをしましょう。

　　　　　　　　　4．動作・作用の対象を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．03・006ええと，池田さん，それはね，サイモン君に頼んで。

　　　　　　　　　　　　seg．04・027それじゃ，クレイグさん，わからないことは，みなさん9きいてくだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　さいね。
　　　　　　　　　　　　seg．04・033先生に言いましょうか。
に　　　　　　　　　seg．08・027ええ，保証人gはごあいさつしなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．12－018動物亙えさをやるそうですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・033わたし，船亙弱いんです。

　　　　　　　　　　　　seg．15・009とにかく，ホテル⊆電話してみて。

　　　　　　　　　　　　seg．15・014あのう，徳島のホテルg予約金を払うのを忘れまして，

　　　　　　　　　　　　seg．15・021う一ん，自分の仕事Kは責任を持ってもらわないとね。

　　　　　　　　　　　　seg．15・028それからバス会社亙連絡します。

　　　　　　　　　　　　seg．15・032一応，部長にも話しとこう。

　　　　　　　　　　　　seg。20・004お寺の人に頼んで，一晩泊めてもらうことにしました。

　　　　　　　　　　　　seg．20－011だれかが肩旦さわりました。

　　　　　　　　　　　　seg20・020ぼくKもくれるの？
　　　　　　　　　　　　seg29・018だれか他の人に頼んだ方がいいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg29－022ああ，一応読んでみますけど，だれか他の人亙も頼んでくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．29’033だれか，他の人gは頼まなかったんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．30・026体に気をっけてね。

　　　　　　　　　　　　seg．32・019朴さんに聞いていただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．33・004大きな声を出したりい，人にぶつかったりねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．36・OOIええ，それでは，ここでみなさんにインタビューをしてみましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．37－011ねえ，どうして事故gあったんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．37・012え，いや，……ちょっと，待ち合わせg遅れそうになって。

　　　　　　　　　　　　seg．39・020朴さん亙会えなくなると，寂しいなあ。

　　　　　　　　　5．受け身・やりもらいなどの文で，動作の与え手を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．14’024友達』三教わって。

　　　　　　　　　　　　seg．14－026そのお友達gは，ずいぶんお世話んなったのねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．16’031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。
　　　　　　　　　　　　seg24・011私は最後まで後藤先生に習いたい。

　　　　　　　　　　　　seg．32・042あ，印刷のときに見ていただきました・・一内田先生に。

　　　　　　　　　　　　seg．32・043内田先生上三……。

　　　　　　　　　6．性質や状態が顕れるための基準を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．31・033私9は，やはり仮名がむずかしいんです。

　　　　　　　　　7．目的・用途などを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．14・022灰皿gは，ちょっと深すぎるわね。

　　　　　　　　　　　　seg．16・009どういったことにお使いになるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．16’036これ，ご参考延。

　　　　　　　　　　　　seg．39・009ええ。……教育gは，必ずことばが使われるでしょう。



8．変化の結果を表す。

　　　seg．19・011みんなで話すより，グループ亙分かれて意見をまとめたらどうでしょ

　　　　　　　　うか。

　　　seg．21・022お刺身にすると，おいしいのよね。

9．「［動作性名詞］にいく／［動作性名詞］にくる」などの形で，目的を表す。

　　　seg．02・042今度，遊び］⊆丞てくださいよs。

　　　seg．06・044この次は中華料理，食べに行きましょうよ。

　　　seg．06・046そうだ，わたしが作りますから，食べ墜てください。

　　　；§ミ；§：§竃鶯；藁1三灘巖　　　　　■

　　　seg．27・019ええと，お客さまとお食事にいらっしゃいました。　　　　　　　　　　　　　｛こ

　　　seg．30・016……夏休みには，遊び巳て。

　　　seg．34・025気になって，下へ見にいったの。

　　　seg．37－0169時半ごろに，呼びに塞ます。

10．関連する表現
◆ことにする　→こと（ことにする）

◇「～にする」の形で，自らの意志による変化や決定を表す。
　　　seg．06・029じゃ，みんな松1S！．Lましょう。

　　　seg．06・032じゃあ，わたしは梅」匹ます。

　　　seg．13・012卒論は，なんにするの。

　　　seg．13・017じゃ，やっぱり川田先生，出ること1旦∠ます。

　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってから11．1‘

　　　　　　　　ます。

　　　seg．19・020ん一，水族館旦ましょう。

　　　seg．20・004お寺の人に頼んで，一晩泊めてもらうこと11．Lました。

　　　seg24－023いっ旦ますか。
◇「お茶にする」などの決まった形で用いられる。

　　　seg．03・066ちょっと，お茶にしようか。

◇「～にしている」などの形で，その状態にあることを表す。

　　　seg．05・059ただいま留守にしております。

　　　seg．06・051うん，楽しみにしてます。

　　　seg．34－033せっかく楽しみにしてたのに。

◆ことになる　→こと（ことになる）

◇「～になる」の形で，自らの意思とは無関係の変化を表す。

　　　seg．02・033ええ，今月から研究生になりました。

　　　seg．03・011このパンフレット，急いで送ることになったんですよ。

　　　seg．08－013でも，春になってからね。

　　　seg．11・007ほんとは，プロになりたいんだ。

　　　seg．13・015心理学は，4年になってからも聞けるからね。

　　　seg．15・016キャンセルになってしまったんです。

　　　seg．18・021歌手んなっても，生活できないよ。

　　　seg．18－026そのあと，どこへ行くことになるかわからない。

　　　seg．19－006日本語の勉強になります。

　　　seg．19・009ボーリングやディスコは勉強になりますか。

　　　seg．19・019近いし，雨が降っても行けるし……，勉強になりますよね。

；鶯㌧耀懸1蕊誌；瀧＿たみた■
　　　　　　　　いで。
　　　seg．33・015今の若い人が中年になったら，どうなるのかな。



　　　　　　　　　　　　seg．37・009退院は，いつごろになるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．38・019……大変な仕事んなるでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．39・024せっかく友達んなったんだから，これからもね。

　　　　　　　　　◇「おせわになる」「ごちそうになる」などの決まった形で用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg．05’023お世話になっております。

　　　　　　　　　　　　seg．06・027じゃあ，ごちそうになりましょ。

　　　　　　　　　　　　seg．09・026あ，王さんがいつもお世話になりまして。

　　　　　　　　　　　　seg．14・026そのお友達には，ずいぶんお世話んなったのねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．40・001お世話になりました。

　　　　　　　　　　　　seg．40・018いろいろお世話になりました。

　　　　　　　　　◇「～になります」の形で，情報提供の際に用いられる。

　　　　　　　　　　　　seg．09・0194397円になります。
に　　　　　　　　　seg．09－021はい，610円のお返しになります。

　　　　　　　　　　　　seg．12・002その右の方が港になってます。　～

に　　◆～に㌶。。、来月の校外梁、ついて，みなさんの意見を聞き就

　く　　　　　　　　　seg．23・006アジアからの輸入についてわかりやすく書いた本。

　　　　　　　　　　　　seg．23－016工業製品については，これがいちばん詳しいと思いますよ。

　　　　　　　　　◆～にとって
　　　　　　　　　　　　seg．38－012国にとって，人がいちばん大切だと思うんです。

　　　　　　　　　◆～によって
　　　　　　　　　　　　seg．33・052ああ，人によっても違うかもしれないね。

　　　　　　　　に　二

　　　　　　　　　　　　seg．02・004あ，た，よん辿というのが行きます。
　　　　　　　　　　　　seg．02－007あ，多42．ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．06・014じゃ，ビール，もう2本。

　　　　　　　　　　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よんきゅうゼロななの，こお辿いちい

　　　　　　　　　　　　　　　　　ち。

　　　　　　　　　　　　seg．17・019　4，　9，　0，　7，　5，　』L，　1，　1。

　　　　　　　　　　　　seg．17－022　49075211。
　　　　　　　　　　　　seg．22－016あ，今日ですね，あのう，2時のお約束だったんですが……。

　　　　　　　　　　　　seg．23・031貸し出しは旦週間ですから，3月っいたちまでに返してください。

　　　　　　　　　　　　seg．24・0102．月の終わりに行ってしまうんです。

　　　　　　　　　　　　seg．30・012少なくとも，2．，3年，だろうな。

　　　　　　　　　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのよ。
　　　　　　　　　　　　seg．37・008あと三～三日は歩いちゃいけないって。

　　　　　　　　にあう　似合う

　　　　　　　　　　　　seg．26－024張さん，せが高いから，大きい模様の方が似合うんですよね。

　　　　　　　　におい　匂い
　　　　　　　　　　　　seg．33－046それから，変なにおいがするでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．33・047たしかに，ちょっとにおいはあるけどお。

　　　　　　　　にく　肉

　　　　　　　　　　　　seg．07・004塵屋で買物をします。

　　　　　　　　　　　　seg．07・005挽直を買いました。

　　　　　　　　　　　　seg．09・014たら，たまご，小麦粉，ビーフン，とり直，レタス，プチトマト。

　　　　　　　　　　　　seg．09・015とり」亙，たら，小麦粉，……

　　　　　　　　　　　　seg．10・008入れるものは，にんじんに，たけのこに，ねぎに，とり」囚に，・・…・



にくい

　　　seg．33・038帰りにくいんですよね。

にじゅう　二十

　　　seg。17・0359月26日，美香誕生日。
　　　seg．32・0093時2上分に・・…・。

にせん　二千
　　　seg．19・003予算は一人2500円です。
　　　seg・19’°31たぶ！“・　’－A2°°°円ぐら⊇ナれぱなりまt「Ave　　　■

にち　日
　1．特定の日を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1こ

　　　seg．17’03218旦が3台，19旦が3台，20日が4台ですね。　　　　　　　　　　　く

　　　seg．17・0359月26旦美香誕生日。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

2．期間を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　seg。37・008あと二～三旦は歩いちゃいけないって。　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
にひゃく　二百　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　　seg’°9－°13え一’　1－2－5°円一C・ve－．　　　　　　　　　　　ヲ

にもつ　荷物

　　　seg．40・014じゃあ，鎚，持ちましょう，玄関まで。
　　　　seg．40－022　じゃ，醐。

にゅうがく　入学

　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に避して，6ヵ月たったわけです
　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

にん　人
　　　seg．08・027ええ，保証ムにはこあいさっしなくちゃ。

にんき　人気
　◇にんきがある

　　　seg。13・050中国のお茶は日本でも人気がありますよ。

ニンジン
　　　seg。09・008それから，ニンジンと，ええと，あ，プチトマト，あります？

　　　seg．10・008入れるものは，にんじんに，たけのこに，ねぎに，とり肉に，……。

　　　seg．10－018王さん，ニンジンはどんなふうに切ります？

ニンニク

　　　seg．10・009あ，あと，しょうがとにんにくもでしょ？



　　　　　　　　ぬく　抜く

　　　　　　　　　　　　seg．26・013後ろを少し坦て，

　　　　　　　　　　　　seg26・014拠て，っていうのは……。
　　　　　　　　　　　　seg．31DO9こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずっ少しずっ坦てい
　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。

㌘



ね　［終助］

　1．相手の発話を受けて，反応を示す際に用いる。

　1．1．確認する。
　　　　seg．01・029調布です包。

　　　　seg．03・057これです互。

　　　　seg．05・0136日の10時です担。
　　　　seg．05・040　6時互。

　　　　seg．05・044南口のお，改札口包。

　　　　seg．09・007はい，ネギにピーマンにチンゲンサイ担。

　　　　：：1：｛；：麟舗㌶ラン噛　　　　　　固
　　　　：91：；1：：1晶』黙語忌：』；ζ3含2°日が4台です込　　　　　　　ね

　　　　seg．40・017じゃ，いいです包。

　1．2．同意したり，共感を示したり，補ったりする。
　　　　seg．01・035それは大変でした主。

　　　　seg．05・002楽しみです主。

　　　　seg．06・045ああ，いい担。

　　　　seg．08－010へえ，いいです挺。

　　　　seg．08・014あ，冬はさむいでしょう担。

　　　　seg．08－020わあ，いいですPt。

　　　　seg．10－020あ，……千切りです迫。

　　　　seg．13・049あ，いいかもしれません益。

　　　　seg．19・012え，それがいいです互。

　　　　seg．21－029ウナギとか主。

　　　　seg．21・030そうそう，目がない魚担。

　　　　seg．21・044丸い小判みたいだからです担。

　　　　seg．27・014……丁寧すぎます主。

　　　　seg．29・007へえ，それはいいです≧。

　　　　seg．30・003うん，ちょっと主。

　　　　seg，31’034なるほど担。

　　　　seg．33・027まあ≧。
　　　　seg．33・029　残業≡。

　　　　seg．33－045う一ん，まあ≧。

　　　　seg．36－009固有名詞亟。

　　　　seg．36－021友達ができないって，言ってました塾。

　　　　seg。37－029まだ，ちょっと互。

　　　　seg．38・015それが，教育行政っていうわけです担。

　　　　seg．39－025ええ，ずっと友達ですよ担。

　◇そうですね／そうだね／そうね（考える際に，間を埋めるのに用いることもある。）

　　　　seg．06・019そうね。

　　　　seg．06－039そうですね。

　　　　seg．10・046そうですね。

　　　　seg．12－007そうですねえ。

　　　　seg．13・045そうですねえ，高いものじゃなくていいですよ。

　　　　seg．14・021そうね。

　　　　seg．14・034そうねえ。

　　　　seg．23・009……そうですね。

　　　　seg．24’019あ，そうですね。

　　　　seg24’031そうねえ。

　　　　seg．26・022そうですね。

　　　　seg．30－018そうね。



　　　　　　　　　　　　seg．31・016ああ，そうですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．33・031そうねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．34・030うん，そうだ担。

　　　　　　　　　　　　seg．40－036……そうだ担。

　　　　　　　　　2．情報，感想，意見などを伝える際に用いる。

　　　　　　　　　2．1．情報，感想，意見などを伝える際に，やわらげる。

　　　　　　　　　　　　seg．01・006この辺なんですけど越。

　　　　　　　　　　　　seg．01・028ええと，調布で乗り換えです塗。

　　　　　　　　　　　　seg．02・010無いですΩ。

　　　　　　　　　　　　seg．03－017がんばって包。

　　　　　　　　　　　　seg．04・027それじゃ，クレイグさん，わからないことは，みなさんにきいてくだ

ね　　　　　　　　　さい込
　　　　　　　　　　　　seg．04・037パチャリーさん，顔が赤いわ互。

　　　　　　　　　　　　seg．04・042医務室へ行ったほうがいいです益。

　　　　　　’　　　　　seg．05－048じゃ，あとで主。

　　　　　　　　　　　　seg．05・050じゃあ塾。

　　　　　　　　　　　　seg．05－052ああ，早くした方がいい益。

　　　　　　　　　　　　seg．08・013でも，春になってから迫。

　　　　　　　　　　　　seg．08・028わたしはインドネシアですから，父と母をよろしく益。

　　　　　　　　　　　　seg．09・016大丈夫です主。

　　　　　　　　　　　　seg．10・017切ったら塩こしょうしてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．10・043うまくできました主。

　　　　　　　　　　　　seg．12－020ペンギン，イルカ，シロクマ，あとは魚ですね。

　　　　　　　　　　　　seg．12－026あ，そうそう，船にも乗ってみてくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg．13－015心理学は，4年になってからも聞けるから主。

　　　　　　　　　　　　seg．13・029ええっと，水道橋の駅から……歩いて，10分ぐらいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．14・022灰皿には，ちょっと深すぎるわね。

　　　　　　　　　　　　seg．14－026そのお友達には，ずいぶんお世話んなったのPt。

　　　　　　　　　　　　seg．14－037その時って意味互。

　　　　　　　　　　　　seg．14・042お元気で，とかΩ。

　　　　　　　　　　　　seg．14－046張さん，晩ご飯，用意してありますからΩ。

　　　　　　　　　　　　seg．16・022それはむずかしいです越。

　　　　　　　　　　　　seg．16・023ワープロでハングルはnt。

　　　　　　　　　　　　seg．16・027ワープロのソフトウェアです益。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　　　　　　　　　seg．21・009こういうところ，どうやって付けてあるんでしょうZ1X。
　　　　　　　　　　　　seg。21・022お刺身にすると，おいしいのよ塾。

　　　　　　　　　　　　seg．21・036ええと，サメです担。

　　　　　　　　　　　　seg．21・050コーチが，ハンサムな人でPt。

　　　　　　　　　　　　seg．26－002嬬衿って，下着互。

　　　　　　　　　　　　seg．26・0105，6本ぐらいです立。

　　　　　　　　　　　　seg．26・015こういうふうにちょっと開けるんです主。

　　　　　　　　　　　　seg．26・018まず，こうして，肩にかけてから，手を入れてください主。

　　　　　　　　　　　　seg．26－025ちょっと，帯を合わせてみましょう塗。

　　　　　　　　　　　　seg26・027いいえ，ほとんどありません担。

　　　　　　　　　　　　seg．26－033こういう袖の長いのが振り袖で，お嬢さんがお召しんなるんです互。

　　　　　　　　　　　　seg．27－009毎日じゃないけど主。●　　：：1：＝㌶瓢；匡ぽか他の人嶋でくtt’8・・la・

　　　　　　　　　　　　seg．30・022お仕事，がんばって包。

　　　　　　　　　　　　seg．30・026体に気をつけて塗。



　　seg．31・003ここは，折れです互。

　　seg．31・005はねです益。

　　seg．31・008まっすぐじゃなくて，少し丸くなります塗。

　　seg．31・014うまくいきません担。

　　seg．31’019寝かさないでください互。

　　　seg．31・026こことカ・，　こことカ・益。

　　seg．33・014中年の人互。

　　seg．33・017うん，まあ，楽しいです益。

　　seg．33－052ああ，人によっても違うかもしれない担。

lli｛難欝鱗1竃議；熟まり＿ん　■
　　　　　　　　じゃないかと思いま旭　　　　　　　　　　　　　　ね
　　seg．37－023あ，こっち，おいとくわ包。

　　seg．38・018新しい教え方を勉強できるように担。

　　seg．39・018国へ帰ろうかとも思ったんですけど担。

　　　seg．40・009ゆっくり治して益。

2．2．情報，意見などを伝える際に，相手に同意を求める。
　　seg．06－041それはもちろん日本料理が好き，と言った方がいいです互。

　　seg．08・023……車，来ません互。

　　seg．08・025こういうとき，日本人は渡りません担。

　　seg．09－004卵やビーフンはスーパーでいいです塾。

　　seg．15・021う一ん，自分の仕事には責任を持ってもらわないと室。

　　seg．16・01810万8千円で，けっこう安いですよ≡。
　　seg．19・019近いし，雨が降っても行けるし……，勉強になりますよ塾。

　　seg．23－007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　seg．23・027貸し出しカードはあります塾。

　　seg．26－003これ，長すぎます担。

　　seg．26・024張さん，せが高いから，大きい模様の方が似合うんですよ主。

　　seg．27・006じゃあ，スキーなんかとんでもないよ鉱。

　　seg29・013今日は，金曜だから，急ぎます担。
　　seg．30・013じゃ，もう会えません担。

　　seg．30・019飛行機なら，すぐよ益。

　　seg．32・028内田先生は，朴さんの指導教官だったんです担。

　　seg．33・004大きな声を出したりい，人にぶつかったり21EL2L。

　　seg．33・005あれって，なんか，はずかしいよ越。
　　　seg．33・007パーティーとか互。

　　seg．33・012学生は，ときどきいるよ互。

　　seg．33・026社員の人は，なかなか始めませんよ挺。

　　seg．33・038帰りにくいんですよ互。

　　seg．34・008きのう，4時だったよ狙。

　　　seg．34・029たぶん，その時互。

　　seg．36・011わからないよnt。

　　seg．38・010内田先生，いい先生だったようです包。

2．3．感動・評価を口にする。相手がいる場合，相手を意識しつつ述べる。

　　seg．06・020でも，高いです互。

　　seg．06－028でも，悪いです≡。
　　　seg．06－037おいしいです担。

　　seg．10・044王さん，料理，上手です≧。

　　seg．12・024いい景色です挺。



　　　　　　　　　　　　seg．13・OOIここは静かでいいですPt“。

　　　　　　　　　　　　seg．14・001毎日暑いです越。

　　　　　　　　　　　　seg．14・010重いの≧。

　　　　　　　　　　　　seg．14’015すてきnt。

　　　　　　　　　　　　seg．14・018立派な灰皿Pt。

　　　　　　　　　　　　seg．21－004海の底にいるようですせ。

　　　　　　　　　　　　seg21・008でも，やっぱりこわいですよ互。

　　　　　　　　　　　　seg．21・012あ，あれ，きれいPt。

　　　　　　　　　　　　seg．21・040変な名前です≧。

　　　　　　　　　　　　seg．24・016でも，とても残念です主。

　　　　　　　　　　　　seg26－030う一ん，二人とも，いいです互。

　　　　　　　　　　　　seg28・004う一ん，変担。
ね　　　　　　seg．31－0・・ええ，さすがにお上手ですエ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・035残念ですせ。

　　　　　　　　　　　　seg．38－021ふ一ん。大きな夢ですよ≧。

　　　　　　　　ね／ねえ　［感］

　　　　　　　　　1．発話の途中で，相手の注目を求める。

　　　　　　　　　　　　seg．03・006ええと，池田さん，それは立，サイモン君に頼んで。

　　　　　　　　　　　　seg．06－022今日は互，ぼくがおこります。

　　　　　　　　　　　　seg．08－009ええ，大学の友達が益，イギリスに留学してるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．10・OOIビーフンは互，お湯に入れて。

　　　　　　　　　　　　seg．10・013お魚って，なんか！la21。

　　　　　　　　　　　　seg．11・006サークルで主，民謡やってるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．17’004今祖，浅野交通さんにいるんだけど，ちょっと資料をファックスして

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしいんだ。
　　　　　　　　　　　　seg．17・Ol7じゃあ，番号は担，ええと，よんきゅうゼロななの，こおにいいちい

　　　　　　　　　　　　　　　　　ち。
　　　　　　　　　　　　seg．22・Ol6あ，今日です互，あのう，2時のお約束だったんですが……。

　　　　　　　　　　　　seg．30－006……その前に益，ちょっと話があるんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．30’008実は包，札幌の本社へ行くことになっちゃったんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・018あ，筆は互，もっと真っすぐに。

　　　　　　　　　　　　seg．32・005内田先生が互，

　　　　　　　　　　　　seg．32・040内田先生のためにも塗，がんばらなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．33－001夜，電車に乗ると立，

　　　　　　　　　　　　seg．33・006自分のうちで飲むなら担，いんだけど。

　　　　　　　　　　　　seg．33’022ええと，仕事の時間がΩ，

　　　　　　　　　　　　seg．33－039お刺身ってΩ，だめなの。

　　　　　　　　　　　　seg．34－023わたしも担，

　　　　　　　　　　　　seg．34－034それで益，

　　　　　　　　　　　　seg．34・036いや，それが塗，

　　　　　　　　　　　　seg．36・020わたしの下宿は胞，

　　　　　　　　　　　　seg．36－027それに担，あまり授業に出ない学生がいるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．36－033でも塗，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。
　　　　　　　　　　　　seg．36・036こないだも担，

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文も担，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．38・017わたしは担，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。
　　　　　　　　　　　　seg．39・004朴さんは益，この大学をやめるって言うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39・012いえ，数学とか理科とか社会とか，Ω。

　　　　　　　　　　　　seg．39・022わたしも残念ですけど，……でも益。



　　　seg．39－024せっかく友達んなったんだから，これからも互。

　　　seg．40・032……これからもPt。

　2．相手の注意を引いて，呼びかける。

　　　seg．21・005　Pt，これ，ガラスでしょ。

　　　　seg．24’014≡。

　　　　seg。27・010……越，クラウディアさん，

　　　　seg．27・0231132L，今の，いらっしゃいましたでよかった？

　　　　seg．37・011越，どうして事故にあったんですか。

ねがう願う一おね…vi・3－6　　　　　　　　　固

ねかす寝かす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね
　　　　seg．31’019寝かさないでくださいね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

ネギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね
　　　　、eg．09・007はい，撞にピーマンにチンゲンサ仇　　　　　　　　　　　ん

　　　　seg．10－008入れるものは，にんじんに，たけのこに，亘ぎに，とり肉に，……。

ネクタイ

　　　　seg．28・012ネクタイかなあ。

ネコ

　　　　seg．33・048生の魚は主三のえさ！

ねつ　熱
　　　　seg27・003ひどい塾？

　◇ねつがある

　　　　seg．04’036熱があります。

　　　　seg．04・041熱があるわ。

　◇ねつがでる
　　　　seg．27・001それで，スキー場に着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。

ねる　寝る
　　　　seg．20－024あれ，いっ遠ちゃったんだろう。

　　　　seg．32・026朴さんは，ゆうべから邊ていないんですよ。

　　　　seg．35－003早く寝なさいよ。

　　　　seg．35・008早く皇なさい。

ねん　年

　1．学年を表す。
　　　　seg．13－014あ，それじゃ川田先生は3生生のうちに取った方がいいな。

　　　　seg．13・015心理学は，4≦Eになってからも聞けるからね。

　　　　seg25・001次は，経済学部4生，深沢良昭君。

　　　　seg．25・003尺八伴奏は，商学部3生，杉山直樹君です。

　2．期間を表す。

　　　　：：1：；9：：臓；電≧三綴ご⌒鮒＆　●



　　　　　　　　の　［格助］　1

　　　　　　　　　1．「［名詞A］の［名詞B］」の形で以下の1．1．～1．8．の関係を表す。

　　　　　　　　　1．1．［名詞A］が［名詞B］の所有主，主催者，生産者などを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．05・057向こうQ都合を聞いてみます。

　　　　　　　　　　　　seg．07・022ここが僕Qうちです。

　　　　　　　　　　　　seg．13・008ええと，川田先生Qゼミ，出たほうがいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13－042金曜は，内田先生Qお宅に招待されてるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．13・044先生Qお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．14－016友達がこういうのを作っていて，その人Q作品なんです。

　　　　　　　　　　　　seg．15・021う一ん，自分Q仕事には責任を持ってもらわないとね。

　　　　　　　　　　　　seg．17・009僕Q机の上の山形県のホテルリスト。
の　　　　　　seg．19－001頬の校外学習にっV・て，みなさんQ意見を聞きます．

　　　　　　　　　　　　seg20・002その日は友達Qいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　　　　　seg．24・025先生Q都合をきかなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・006ええ，これ，教育学部Q論文集に出そうと思うんです。

　　　　　　　　　　　　seg29・026いやあ，僕Q原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。

　　　　　　　　　　　　seg．32・028内田先生は，朴さんQ指導教官だったんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．33・006自分Qうちで飲むならね，いんだけど。

　　　　　　　　　　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人Q名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　　　　　　　　　　seg．36・020わたしQ下宿はね，

　　　　　　　　　　　　seg．36－030うちQ大学も同じです。

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私旦例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．38－025じゃ，話が済んだら，僕Q部屋に来ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．39－001山田さん，……ええと，朴さんQ話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。
　　　　　　　　　　　　seg．39・008朴さんQテーマは，どんなことでしたっけ。

　　　　　　　　　　1．2．［名詞A］が［名詞B］の存在したり，行われたりする位置・場所を表す。
　　　　　　　　　　　　seg．02・041じゃ，隣旦建物だ。

　　　　　　　　　　　　seg．03－053そこQ机の上Q封筒。

　　　　　　　　　　　　seg．04－021ええ，サンディエゴQ日本語学校で勉強していました。

　　　　　　　　　　　　seg．04・025あのう，日本旦大学に入りたいです。

　　　　　　　　　　　　seg．05・043ええ，南口Q，ええ，改札口ではいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．05・044南口Q91，改札口ね。

　　　　　　　　　　　　seg．15・001池田さん，徳島旦ホテル，予約をキャンセルしましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．15・003江口さん，徳島Qホテルの予約金，払ってないの？

　　　　　　　　　　　　seg．15・014あのう，徳島Qホテルに予約金を払うのを忘れまして，

　　　　　　　　　　　　seg．15・027じゃまず，高松Qホテルを予約して。

　　　　　　　　　　　　seg．17・009僕の机の上Q山形県のホテルリスト。

　　　　　　　　　　　　seg．19・016どこQ水族館ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．19・036近く旦海岸で遊ぶこともできます。

　　　　　　　　　　　　seg．23・024あと，その本Q参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg26－023やはり，あちらQ赤の方がおきれいですかしら。

　　　　　　　　　　　　seg．28・018深沢先輩，北海道Q会社ですってえ？

　　　　　　　　　　　　seg．30・008実はね，札幌Q本社へ行くことになっちゃったんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．33・051まあ，どこQ国にも，変わった食べ物ってあるから。

　　　　　　　　　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階Q入り口で待ってたのよ。



　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　が，大学Q生活はいかがでしょうか。

　　　seg．39・007シカゴの近くQ私立大学なんですけど，いい先生がいるんです。

1．3．［名詞A］が［名詞B］の行われたり，存在したりする時を表す。
　　　seg．05・010う一ん，その日は，午後Q新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　ですか。

　　　seg．13・013明治時代Q外来語です。

　　　seg．15・012課長，あのう，11月旦四国ツアーなんですが，

llき；霧羅郷ll㌫忌見を聞＊9－9－・　　　■

　　　seg・32・041王さん，ずっと気になってたんですけど，……いっヵ・Q原稿。　　　　　　の

1．4．［名詞A］と［名詞B］が全体・部分の関係にある。
　　　seg．04・010アメリカQサンディエゴから来ました。

　　　seg．04・015ええと，先月Q，はじめ？
　　　seg．04・016先月」Z｝！はじめですか？

　　　seg．04・018先月Q3日に来ました。

　　　seg．05・0136日QIO時ですね。
　　　seg．13・039じゃあ，来週は，……火曜Q午後，どうですか。

　　　seg．15・006料金Q　35％を9月5日までに……。
　　　seg．18・012本社は北海道Q，ええと，札幌で，中野旦支店だって。

　　　seg．21・033だって，魚Q目って，気持ち悪いんですよ。

　　　seg．24・0102月旦終わりに行ってしまうんです。

　　　seg．24・024来週Q金曜日はどう？

　　　seg．29－030だけど，私もあしたZ≧朝までに出さなけれぱならないんですよ。

　　　seg．29・031えっ，あしたQ朝……。

　　　seg．31・002横の線は，下ろして，筆Q先を残して引きます。

1．5．［名詞A］が［名詞B］の属性を表す。
◇所属

　　　seg．02－032あのう，南海大学Q方ですか。

　　　seg．02’038国語学科旦山田と言います。

　　　seg．02・040わたくし，教育行政Q王と申します。

　　　seg．05・022あ，ええ，ヤングトラベルQ江口と申しますが，

　　　seg．05D51あのう，　A　T　A1Z｝1キムさんとの打ち合せですが。

　　　seg．05・061ヤングトラベルQエレンです。

　　　seg．20－004お寺Q人に頼んで，一晩泊めてもらうことにしました。

　　　seg．20・005お寺Q人は，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれました。

　　　seg．20’014このうちQ子？

　　　seg20・025お寺Q人といっしょに朝ご飯を食べました。

　　　seg．22－012サクラツアーズQ山内でございますが，

　　　seg．40・010あ，深沢さん，おうちQ方はいらっしゃらないんですか。

◇性質・性格・状態

　　　seg．03－007で，池田さんはDMIZ2リストを調べてよ。

　　　seg．03・022チラシQ原稿，どうなった？

　　　seg．03’050ああ，チラシQ写真，来てるから，原稿といっしょに送って。

　　　seg．08・009ええ，大学Q友達がね，イギリスに留学してるんですよ。

　　　seg．12’001あの三角Q屋根が水族館です。

　　　seg．13’050中国Qお茶は日本でも人気がありますよ。

　　　seg．14’029お礼Q……，あ，手紙ですか。

　　　seg。15－003江口さん，徳島のホテルQ予約金，払ってないの？



　　　　　　　　　　　　seg．16－027ワープロQソフトウェアですね。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語Qワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロQソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　　　　　　　　　seg．20・005お寺の人は，広いたたみQへやにふとんを敷いてくれました。

　　　　　　　　　　　　seg．20・007秋Q虫が鳴いていました。

　　　　　　　　　　　　seg．23・014ええと，「アジア旦経済と日本」，現代経済研究所編。

　　　　　　　　　　　　seg．23・024あと，その本の参考文献旦リストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。
　　　　　　　　　　　　seg．24・032そうだ，あのビルの中においしいロシア料理Q店があるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．27・026部長って，ソト旦人？

　　　　　　　　　　　　seg．31・002横Q線は，下ろして，筆の先を残して引きます。

　　　　　　　　　　　　seg．31・004縦Q線は，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に引きます。

の　　　　　　・eg．31・027先生，縦Q線が，どうしても曲がってしまうんです。

　　　　　　　　　　　　seg．33－014中年旦人ね。

　　　　　　　　　　　　seg．33・015今Q若い人が中年になったら，どうなるのかな。

　　　　　　　　　　　　seg．33・022ええと，仕事Q時間がね，

　　　　　　　　　　　　seg．33・048生Q魚はネコのえさ！

　　　　　　　　　　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　　　　　　　　　　seg．36・022ん一，日本人Q大学生は，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，

　　　　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本Q大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校Q先生たちのために研修Qシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　　　　　　　◇内容
　　　　　　　　　　　　seg．13・011心理学旦講義と同じ時間なんで，迷ってるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．17・009僕の机の上の山形県Qホテルリスト。

　　　　　　　　　　　　seg．22・016あ，今日ですね，あのう，2時旦お約束だったんですが……。

　　　　　　　　　◇材料

　　　　　　　　　　　　seg．18・004あ，キウィQワインがある。

　　　　　　　　　　　　seg．21・025小川さん，魚Q料理はしないんでしょう。

　　　　　　　　　◇順序

　　　　　　　　　　　　seg．27・001それで，スキー場に着いたんですけど，次Q朝，熱が出てしまって。

　　　　　　　　　◇数量

　　　　　　　　　　　　seg．20・003一軒Qお寺をみっけたので，中に入っていきました。

　　　　　　　　　　　　seg20・015それは，一人Q女の子でした。

　　　　　　　　　1．6．［名詞A］が［名詞B］の内容を限定したり詳しく述べたりする。

　　　　　　　　　　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日に帰ってきますので，6日Q木曜日は
　　　　　　　　　　　　　　　　　いかがですか。

　　　　　　　　　　　　seg．05－062打ち合せQ件でお電話しました。

　　　　　　　　　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅Q　3種類で，松がいちばん高いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．09・001あの，このくらいQ小さいトマト，なんと言いますか。

　　　　　　　　　　　　seg．09・021はい，610円Qお返しになります。

　　　　　　　　　　　　seg．13－029ええっと，水道橋Q駅から……歩いて，10分ぐらいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．15－036実は，11月の徳島Qことなんですが，

　　　　　　　　　　　　seg．18・018たぶん，今日Qとこに入ると思うな。

　　　　　　　　　　　　seg．19・038でも他旦人は行ったことがありません。

　　　　　　　　　　　　seg．23・003あのう，日本がアジアから輸入している物Qことを調べているんです

　　　　　　　　　　　　　　　　　が。

　　　　　　　　　　　　seg．23－008ええ，特に，東南アジアからの輸入品旦種類Qことを。

　　　　　　　　　　　　seg．29・009ええ……，いいですけど……，僕は教育Qこと，わからないからなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・018だれか他Q人に頼んだ方がいいですよ。



　　　seg．29’022ああ，一応読んでみますけど，だれか他2人にも頼んでくださいね。

　　　seg．29・033だれか，他Q人には頼まなかったんですか。

　　　seg．33・026社員Q人は，なかなか始めませんよねえ。

　　　seg．33・050他Qものは，たいてい好き。

　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史Q関

　　　　　　　　係のことばとか，

　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国Qこと，あまり知らないん

　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　seg．36・034外国Qこと？

：：1：：：：：；難㌶蓋lll運∵1㌻∵元■

　　　・eg．39・010そのことばQことを研究したいんです。　　　　　　　　　　　　の
　　　seg．39－014なるほど，教育Q手段としてQ言語。

1．7．［名詞A］が［名詞B］の空間的，時間的な範囲の基準点を表す。

　　　seg．01－010あのごみQところですか。

　　　seg．01・018京王多摩センターQ次は，終点橋本です。

　　　seg．03・053そこの机Q上の封筒。

　　　seg．05・060ヒ゜一という音Q後にメッセージをお入れください。

　　　seg．12・002その右Q方が港になってます。

　　　seg．12－010ええと，レストランは山Q向こうに4軒あります。

　　　seg．12－029島Qまわりをまわるんです。

　　　seg．13－002ああ，教育学部Q方は，グラウンドが近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　しよう。
　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生は3年生Qうちに取った方がいいな。

　　　seg．16・028パソコンQ上でワープロソフトを走らせるわけですけど。

　　　seg．17・009僕の机Q上の山形県のホテルリスト。

　　　seg．18・011中野Q方。

　　　seg．19－002校外学習というのは，学校Q外で勉強するということです。

　　　seg．19・034東京駅から電車で10分ぐらいQ葛西というところにあります。
　　　seg．20－023目が覚めると，ぼくはふとんQ中にいました。

　　　seg．20・026部屋Q隅には，仏壇がありました。

　　　seg．21・004海Q底にいるようですねえ。

　　　seg．21－017わりに大きくって，銀色で，しっぽII2方に黄色い線がある。

　　　seg．24－032そうだ，あのビルQ中においしいロシア料理の店があるんです。

　　　seg．32・027いや，それより，……なんだか，頭Q中がからっぽになったみたいで。

　　　seg．34・022時々は，上Q方も見たりしたんだけどね。

1．8．その他
　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よんきゅうゼロななQ，こおにいいちい

　　　　　　　　ち。

◇～のかわり

　　　seg．08・029じゃ，芳子さんのかわりに，明けましておめでとうございま一す。

◇～のため

　　　seg．32・040内田先生のためにもね，がんばらなくちゃ。

　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　を作りたいんです。

◇～のとき

　　　seg．26・029成人式Ω壁に着ましたけど。

　　　seg．32・042あ，印刷のときに見ていただきました……内田先生に。

　　　seg．38・003お葬式璽壁は，どうも。



　　　　　　　　　◇～のほう　→國ほう

　　　　　　　　　　　　seg．19・007わたしは，歌が下手ですから，ボーリング9Lhがいいです。

　　　　　　　　　　　　seg．26’001お着物と，帯と，儒衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg26・023やはり，あちらの赤旦がおきれいですかしら。

　　　　　　　　　　　　seg26・024張さん，せが高いから，大きい模様堕が似合うんですよね。

　　　　　　　　　　　　seg．36・015大学9Lhは。

　　　　　　　　　◇～のようだ／～のようです

　　　　　　　　　　　　seg．15・024徳島はもういっぱいのようです。

　　　　　　　　　2．「［名詞A］の［名詞B（動作性名詞）］」の形で，［名詞A］が［名詞B（動作性

　　　　　　　　　　名詞）］の対象を表す。
の　　　　　　，egユ5・017ホテルQ担当は・・一，江口君か？

　　　　　　　　　　　　seg．15・030エレンさんは，新しいスケジュール表Q用意を頼む。

　　　　　　　　　　　　seg．17－006ファックスQ使い方，よくわからないんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．19’006日本語Q勉強になります。

　　　　　　　　　　　　seg．38－005……研究室旦整理なんかどうするんですか。

　　　　　　　　　◇助詞と共に使われる形。

　　　　　　　　　　　　seg．05－051あのう，　ATAのキムさんと旦打ち合せですが。

　　　　　　　　　　　　seg．23・006アジアからQ輸入についてわかりやすく書いた本。

　　　　　　　　　　　　seg．23・008ええ，特に，東南アジアからQ輸入品の種類のことを。

　　　　　　　　の　［格助］　2　主格を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．26・033こういう袖Q長いのが振り袖で，お嬢さんがお召しんなるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg29・008それで，山田さん，日本語Q間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんか。

　　　　　　　　の　［終助］→のだ／んだ／の

　　　　　　　　の　［準体］　→國こと

　　　　　　　　　1．文を名詞句化する。

　　　　　　　　　　　　seg．13・044先生のお宅にうかがうQは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．15・014あのう，徳島のホテルに予約金を払うQを忘れまして，

　　　　　　　　　　　　seg．19・021わたしたちは，日光へ行くQがいいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．40－030わたしと付き合うQは骨が折れるでしょ。

　　　　　　　　　◇～というのは～だ／～というのは～です

　　　　　　　　　　　　seg．19・002校外学習というのは，学校の外で勉強するということ立。

　　　　　　　　　　　　seg．26・014抜いて，っていうのは……。

　　　　　　　　　2．名詞の代用として用いる。
　　　　　　　　　　　　seg．02・011細かい旦ありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．16・020あのう，ハングルが使えるQはありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形なら，使えるQがあるかもし

　　　　　　　　　　　　　　　　　れませんけど。

　　　　　　　　　　　　seg．23・012できるだけ新しいQを……。

　　　　　　　　　　　　seg．26－033こういう袖の長い旦が振り袖で，お嬢さんがお召しんなるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．27・023ねえ，今Q，いらっしゃいましたでよかった？

　　　　　　　　　　　　seg．27－027日本人だってわかんないわよ，そんなQ。

　　　　　　　　　◇～のが～だ／～のが～です

　　　　　　　　　　　　seg．39・015それを研究していらっしゃった墜，内田先生旦た。



◇「というの」「こんなの／こういうの」など

　　　　seg．02・004あ，た，よんにいというのが行きます。

　　　　seg．14・016友達がこういうのを作っていて，その人の作品なんです。

　　　　seg．16・037ワープロソフトは，たとえばこんなのですから。

　　　　seg．17・023よし，じゃあ，送信ていうのを押して。

　　　　seg．23・013こんなのはどうですか。

のこす　残す
　　　　seg．31’002横の線は，下ろして，筆の先を魁て引きます。

のせる 蕊え＿語の＿は，本語＿＿ら＿。と日■
　　　　　　　　　本語が使えるワープ・のソフトをパソコンに麸て使うわけですね．　　　の

　　　　seg．17’014まずそれをファックスに垂主て，コピーみたいに。　　　　　　　　　　　　　～

　　　　seg・17’016はい・9±ました・　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

のだ／んだ／の［助動］一輌だ　　　　　　　　　　　　　　　　　だ
◇～のだ／～んだ／～のです／～んです

　　　　seg．01・032張さん，どうしたんですか。

　　　　seg．02’024いいえ，いいんですよ。

　　　　seg．02・035私も，南海で助手をしてるんですよ。

　　　　seg．02’050来年は，大学院を受けるんですか。

　　　　seg．02・052教育行政って，どんなことするんですか。

　　　　seg．03・011このパンフレット，急いで送ることになったんですよ。

　　　　seg．03・015これ，どのくらいあるんですか。

　　　　seg．04・024なぜ日本へ来たのですか。

　　　　seg．04－038どうしたんですか。

　　　　seg．05・010う一ん，その日は，午後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　ですか。

　　　　seg．06－025ボーナスが出たんですよ。

　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅の3種類で，松がいちばん高いんですよ。

　　　　seg．08－009ええ，大学の友達がね，イギリスに留学してるんですよ。

　　　　seg．08・019わたしは，大みそかからバリ島へおよぎに行くんです。

　　　　seg．10・014あ，お魚は，あんまり触ったこと，ないんです。

　　　　seg．11・006サークルでね，民謡やってるんです。

　　　　seg．11・007ほんとは，プロになりたい睦。

　　　　seg．12・021えさをやるところが見られるんです。

　　　　seg．12・028どこへ行くんですか。

　　　　seg．12・029島のまわりをまわるんです。

　　　　seg．12・033わたし，船に弱いんです。

　　　　seg．13・011心理学の講義と同じ時間なんで，迷ってるんです。

　　　　seg．13・022ちょっとほしい本があるんですが，もう売ってないらしいんですよ。

　　　　seg．13・023図書館にも無いんですか。

　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，

　　　　seg．13・033ぼくも，よく行くんですよ。

　　　　seg．13・042金曜は，内田先生のお宅に招待されてるんです。

　　　　seg．13・044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　：：1：：1霊騨≧藁鷲㌫品なんで、ir。　　●

　　　　seg．14・048なにもないんですか。

　　　　seg．14・049なんにもないけど，いろいろあるんですよ。



　　　　　　　　　　　　seg．15－016キャンセルになってしまったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．15・019どういうことなムだ。

　　　　　　　　　　　　seg．16・009どういったことにお使いになるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．16・013イラストが書けるし，カラー印刷とか，機能が多いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．17・004今ね，浅野交通さんにいる睦けど，ちょっと資料をファックスして

　　　　　　　　　　　　　　　　　ほしいんだ。
　　　　　　　　　　　　seg．17・005今，わたししかいないんです。

　　　　　　　　　　　　seg．17・012これを，送るんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．18・010どこにあるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．18・019じゃあ，歌手はあきらめるんですか？

　　　　　　　　　　　　seg．18・023……北海道，行っちゃうんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．19・01310月は台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところが

の　　　　　　　　　いいと思うんです。
　　　　　　　　　　　　seg．19・014あのう，この間，友達が水族館に行ったんです。だ
　　　　　　　　　　　　seg．19・025雨が降ったらどうするんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．21・024どれどれ，タイもおいしいんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg21・027最近は，やってるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．21・033だって，魚の目って，気持ち悪いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．22・019江口さん，サクラツアーズさんなんですけど，池田さんから聞いてま

　　　　　　　　　　　　　　　　　すか。
　　　　　　　　　　　　seg．23・010日本語でいいんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．24－002どうかしたんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．24－0102月の終わりに行ってしまうんです。

　　　　　　　　　　　　seg．24・032そうだ，あのビルの中においしいロシア料理の店があるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．26・004あ，あとですそを持ち上げるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．26・008ひもとか，帯とか，全部で何本ぐらいしめるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・015こういうふうにちょっと開けるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg26・024張さん，せが高いから，大きい模様の方が似合うんですよね。

　　　　　　　　　　　　seg．26－031これは，振り袖っていうんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・033こういう袖の長いのが振り袖で，お嬢さんがお召しんなるんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．27・001それで，スキー場に着いたんですけど，次の朝，熱が出てしまって。

　　　　　　　　　　　　seg．27・004計ってみたら，8度3分あったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．27・007エレンさん，お弁当は自分で作るんですか。

　　　　　　　　　　　　seg27－016だけど，日本語はこれしか知らないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．28－019どうするんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．28・024結婚するんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・006ええ，これ，教育学部の論文集に出そうと思うんです。

　　　　　　　　　　　　seg29・012締め切りは来週なんです。

　　　　　　　　　　　　seg．29－014僕も，ちょっと書かなきゃならない原稿があるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg29－026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なんです。

　　　　　　　　　　　　seg．29・030だけど，私もあしたの朝までに出さなければならないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・032今週中じゃなかったんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・033だれか，他の人には頼まなかったんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．30・006……その前にね，ちょっと話がある睦。

　　　　　　　　　　　　seg．30・008実はね，札幌の本社へ行くことになっちゃった睦。

　　　　　　　　　　　　seg．31’027先生，縦の線が，どうしても曲がってしまうんです。

　　　　　　　　　　　　seg．31・033私には，やはり仮名がむずかしいんです。

　　　　　　　　　　　　seg．31・036あのう……これ，なんて書いてあるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．32－007さっき，亡くなったんです。

　　　　　　　　　　　　seg．32・026朴さんは，ゆうべから寝ていないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・028内田先生は，朴さんの指導教官だったんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．33・038帰りにくいんですよね。



　　　seg．33・040食べられないんですか。

　　　seg．34’010ちょっと，遅れちゃった睦。

　　　seg．34・0181階だと思った睦。
　　　seg．34・020うん，全然気がつかなかったんだ。

　　　seg．34・040今，病院な睦。

　　　seg．35・012倒れた∠エよ。

　　　seg．35・017自然に壊れた睦よ。

　　　seg．36・024話せないんです。

　　　seg．36・027それにね，あまり授業に出ない学生がいるんですね。

　　　；1霧1鞭・1竃lll曇露、、。　　　　　　■

　　　・eg・37’024どこ・けがしたんですか・　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　：：1器艦三竺熟嶽篇婁ξズ謡菩㌧って，これは非常におも　　　だ

　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　seg．38・012国にとって，人がいちばん大切だと思うんです。

　　　seg．38・013だから，教育学をやろうと思ったんです。

　　　seg．38・014……勉強しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。

　　　seg．38・016そうなんです。

　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　seg．38－020まあ，夢なんですよ。

　　　seg．39・002……今，エスポワールにいるんです。

　　　seg．39－007シカゴの近くの私立大学なんですけど，いい先生がいるんです。

　　　seg、39・010そのことばのことを研究したいんです。

　　　seg．39・016……他に指導してくれる人はいないんですか。

　　　seg．39・019アメリカは，そういう研究が進んでるんですよ。

　　　seg．39・024せっかく友達んなった睦から，これからもね。

　　　seg．40・010あ，深沢さん，おうちの方はいらっしゃらないんですか。

　　　seg．40・015あ，いや，いいんですよ。

◇「～の」の形で終助詞的に用いられる。

　　　seg．07・026心配してたQよ。

　　　seg．14・010重いQねえ。

　　　seg．14・026そのお友達には，ずいぶんお世話んなったのねえ。

　　　seg．21・022お刺身にすると，おいしいQよね。

　　　seg21・048あ，わたし，最近ダイビングを習ってるの。

　　　seg．33・039お刺身ってね，だめなQ。

　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたQよ。

　　　seg．34・019ああ，いちばん下は，地下1階なQよ。

　　　seg．34－025気になって，下へ見にいったQ。

◇「～の（か）」の形で疑問を表わす。

　　　seg．03・043ラベルはできてるQ？

　　　seg．05・030あら，どうしたQ。

　　　seg．05・038やだあ，だれか来たQ？

　　　seg．06・016もう，頼んだQ？

　　　seg．06・023あら，いい鯉？

1ミ≡1灘1竃i竃間Se　　　　　●
　　　seg．15－003江口さん，徳島のホテルの予約金，払ってないQ？

　　　seg．15・023それで，部屋は空いてないの？



　　　　　　　　　　　　seg．20－016花火やりたいQ？

　　　　　　　　　　　　seg．20・020ぼくにもくれるQ？

　　　　　　　　　　　　seg．21・051なんなQ，．それ。

　　　　　　　　　　　　seg．26・035う一ん，どう違うQか全然知らないなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．28’028来ないQE？

　　　　　　　　　　　　seg28・034どうしたQ。

　　　　　　　　　　　　seg．30・024忘れ物はないQ？

　　　　　　　　　　　　seg．33・015今の若い人が中年になったら，どうなるQかな。

　　　　　　　　　　　　seg．34・037東京なQ？

　　　　　　　　　　　　seg．35・009何してるQ。

　　　　　　　　　　　　seg．35・010あんたが倒したQ？

　　　　　　　　　　　　seg．35－015どうして壊すQ＿2i。

の　　　　　　seg．35’020だれが切ったQ。
　　　　　　　　　　　　seg．37・027痛いQ？だ
～　　　◇鴇葛㌻霊芸㍑㌶墓‘㌫ζ賭～のだけど／～んだけど」

の　　　　　　seg．01－006この辺なんですけどねえ。

存　　1ミ1竃1鵜鷺ll霧識す、，、、，、e

る　　　　　　　・eg．22・016あ，今日ですね，あのう，2時のお約束だったんですが……．

　　　　　　　　　　　　seg．23・003あのう，日本がアジアから輸入している物のことを調べているんです
が。

　　　　　　　　　　　　seg24・013もう，ミーチャさんたら，声が大きいんだから。

　　　　　　　　　　　　seg28－007う一んと，気に入ってくださるといいんですけど。
　　　　　　　　　　　　seg．33・006自分のうちで飲むならね，いんだけど。

　　　　　　　　　　　　seg．34’022時々は，上の方も見たりしたんだけどね。

　　　　　　　　　　　　seg．39・OOI山田さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　　　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．39－018国へ帰ろうかとも思ったんですけどね。

　　　　　　　　　　　　seg．40・027ほんとに，心配したんだから。

　　　　　　　　　◇「～のじゃない（か）／～んじゃない（か）」の形で意見を述べる。

　　　　　　　　　　　　seg．19・028日光は，かなり遠いんじゃないかと思いますけど。

　　　　　　　　　　　　seg26・021でも，ちょっとおとなしいんじゃないかな。

　　　　　　　　　　　　seg．27・012あのう，ですとか，はいとかって，言わなくてもいいんじゃない。

　　　　　　　　　　　　seg．36－033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないム∠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　◇「～のだろう／～んだろう／～のでしょう／～んでしょう」の形で推量や確認を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．13・026古本屋ってどこにあるんでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．20・024あれ，いつ寝ちゃったんだろう。

　　　　　　　　　　　　seg21・009こういうところ，どうやって付けてあるんでしょうねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．21・025小川さん，魚の料理はしないんでしょう。

　　　　　　　　　◇「～のですが／～んですが」「～のですけど／～んですけど」の形で用件を示し，相手

　　　　　　　　　　に話を切り出す。

　　　　　　　　　　　　seg．15・012課長，あのう，11月の四国ツアーなんですが，

　　　　　　　　　　　　seg．15’036実は，11月の徳島のことなんですが，

　　　　　　　　　　　　seg．32・041王さん，ずっと気になってたんですけど，……いつかの原稿。

　　　　　　　　のっける　乗っける

　　　　　　　　　　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形なら，使えるのがあるかもし

　　　　　　　　　　　　　　　　　れませんけど。



ので／んで　［接助］

　　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日に帰ってきますQ：〈：，6日の木曜日は

　　　　　　　　　いかがですか。

　　　　seg．13・011心理学の講義と同じ時間な姪，迷ってるんです。

　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたい，5L9，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，

　　　　seg．14・040写真ができたg2：（：，お送りします。

　　　　seg．20・003一軒のお寺をみつけた9L（，中に入っていきました。

　　　　seg．23・021ええと，ちょっと時間がない1L（，

　　　　：：：：：：：：1灘響鶯；駆≡しし⌒足袋■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

のに［接助］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で
　　　　：：1：91：：；1隷謡㌫三≡『い匹゜　　　　　　　　　　　～

　　　　、eg．33・049おいしい工なあ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　seg・34‘033せっかく楽しみにしてた匹・　　　　　　　　　　　　　　　　る

のぼる　登る

　　　　seg．19－024山に登2たり，湖でボートに乗ったりすると，楽しいと思います。

のむ　飲む
　　　　seg．18・005鎚でみようか。

　　　　seg．33・006自分のうちで麺ならね，いんだけど。

のりかえ　乗り換え
　　　　seg．01・028ええと，調布で乗り換えですね。

のる　乗る
　　　　seg．12’026あ，そうそう，船にも丞ユてみてくださいね。

　　　　seg．19・024山に登ったり，湖でボートに垂R　2たりすると，楽しいと思います。

　　　　seg．33・001夜，電車に丞亘とね，



　　　　　　　　は　［副助］

　　　　　　　　　1．提題助詞。

　　　　　　　　　1．1．「は」で取り立てられる際に「が」や「を」が「は」になるもの。

　　　　　　　　　◇動作・状態・作用の主体
　　　　　　　　　　　　seg．01・002あかまつしょう旦どこですか。

　　　　　　　　　　　　seg．01・016この電車旦，特急橋本ゆきです。

　　　　　　　　　　　　seg．01・018京王多摩センターの次旦，終点橋本です。

　　　　　　　　　　　　seg．01・027あ，府中旦方向が違いますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．01・035それ旦大変でしたね。

　　　　　　　　　　　　seg．02’003すいません，このバス旦南海大学へ行きますか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・045あ，いや，それ旦もういいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．03・033さてと，それLt，もうできた？

　　　　　　　　　　　　seg．03・037段ボール旦どこですか。

　　　　　　　　　　　　seg．03－043ラベル旦できてるの？
は　　　　　　　　seg．04・004こちら旦クレイグ・ホーンさんです。

　　　　　　　　　　　　seg．04－014クレイグさん旦，いつ日本に来ましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・022日本旦，はじめてですか？

　　　　　　　　　　　　seg．04－035先生，パチャリーさん蛙病気だと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．05・055来週は，水曜日以外旦大丈夫。

　　　　　　　　　　　　seg．06－031定食旦，松，竹，梅の3種類で，松がいちばん高いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・032じゃあ，わたし旦梅にします。

　　　　　　　　　　　　seg．06・036これ旦長い。

　　　　　　　　　　　　seg．06・038王さん旦，やはり中国料理がいちばん好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．06・048それ旦いい。

　　　　　　　　　　　　seg．07・008この店昼いつも開いています。

　　　　　　　　　　　　seg．07・011ぼく旦，牛乳が大好きです。

　　　　　　　　　　　　seg．07－018雨旦やみました。

　　　　　　　　　　　　seg．08・017ああ，何も予定旦ありません。

　　　　　　　　　　　　seg．08・019私旦，大晦日からバリ島へ泳ぎに行くんです。

　　　　　　　　　　　　seg．08－025こういうとき，日本人旦わたりませんね。

　　　　　　　　　　　　seg．08・028私旦インドネシアですから，父と母をよろしくね。

　　　　　　　　　　　　seg．09・004卵やビーフン旦スーパーでいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．09・017何か忘れた物旦ない？

　　　　　　　　　　　　seg．10・008入れるものLS，にんじんに，たけのこに，ねぎに，とり肉に，……。

　　　　　　　　　　　　seg．12－009もう少し落ち着いて食べられるところ旦ありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．12・010ええと，レストラン旦山の向こうに4軒あります。

　　　　　　　　　　　　seg．12・020ペンギン，イルカ，シロクマ，あと旦魚ですね。

　　　　　　　　　　　　seg．12・025やっぱり海LSいい。

　　　　　　　　　　　　seg．13・001ここ旦静かでいいですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・002ああ，教育学部の方旦，グラウンドが近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう。
　　　　　　　　　　　　seg．13’044先生のお宅にうかがうの旦初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・050中国のお茶旦日本でも人気がありますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．15・017ホテルの担当旦……，江口君か？

　　　　　　　　　　　　seg．15・023それで，部屋旦空いてないの？

　　　　　　　　　　　　seg．15・024徳島旦もういっぱいのようです。

　　　　　　　　　　　　seg．16・005ええと，ご予算旦どのくらい。

　　　　　　　　　　　　seg．16・020あのう，ハングルが使えるの旦ありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．16・022それ蛙むずかしいですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロ旦日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　　　　　　　　　seg．16・037ワープロソフト旦，たとえばこんなのですから。



seg．17・017じゃあ，番号旦ね，ええと，よんきゅうゼロななの，こおにいいちい

　　　　　ち。

seg．17・037いいなあ，若い人旦。

seg．18・012本社旦北海道の，ええと，札幌で，中野は支店だって。

seg．18・020それ旦夢さ。

seg．18・025あの会社に就職したら，たぶん，研修旦札幌だろうけど。

seg．19－002校外学習というの旦，学校の外で勉強するということです。

seg．19・003予算旦一人2500円です。
seg，19・007わたし旦，歌が下手ですから，ボーリングの方がいいです。

seg．19・009ボーリングやディスコ旦勉強になりますか。

seg．19・021わたしたち旦，日光へ行くのがいいと思います。

；ミil竃1雛lll総ll＿＿E’e　　　国
：：1：：1：：；；鑑㌶纏竺2繋㌻議すから，もういい硫　　　1ま

seg．19・038でも他の人旦行ったことがありません。

seg20・001ぼく旦バイクで旅をしていました。

seg20－005お寺の人旦，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれました。

seg20・015それ旦，一人の女の子でした。

seg．20・017女の子旦，浴衣を着て，手に花火を持っていました。

seg．20・018女の子旦，花火をやりたがっていました。

seg．20・019火をつけてやると，女の子旦とてもうれしそうでした。

seg．20－022それから，ぼくたち旦，何本も何本も花火をしました。

seg．20・023目が覚めると，ぼく旦ふとんの中にいました。

seg．21・023あれ旦，マダイでしょう。

seg．22・013池田さん旦，いらっしゃいますでしょうか。

seg．22・015池田旦，今日外へ出ておりますが。

seg。23・005はい，何かわかりやすい本旦ないでしょうか。

seg．23・027貸し出しカード旦ありますね。

seg．23－031貸し出し旦2週間ですから，3月ついたちまでに返してください。

seg．24・004後藤先生旦，外国へ行ってしまうそうです。

seg．24・011私旦最後まで後藤先生に習いたい。

seg．25・002曲旦，南部牛追い唄。

seg．25・003尺八伴奏旦，商学部3年，杉山直樹君です。

seg．26・026芳子さん旦着物を着ることがありますか。

seg．26－031これ旦，振り袖っていうんですか。

seg．29・007へえ，それ旦いいですねえ。

seg．29・009ええ……，いいですけど……，僕旦教育のこと，わからないからなあ。

seg．29・012締め切りLt来週なんです。

seg．29013今日旦，金曜だから，急ぎますね。

seg．30・024忘れ物旦ないの？

seg．31－003ここ旦，折れですね。

seg．32・026朴さん旦，ゆうべから寝ていないんですよ。

seg．32・028内田先生旦，朴さんの指導教官だったんですね。

seg．33・011若い人．は，あんまりいないかなあ。

seg．33・012学生旦，ときどきいるよね。

seg．33・Ol6仕事旦どう？

lll議㌶鰯整竃纏㌶拒　　　　●
seg．33・048生の魚旦ネコのえさ！

seg。34・019ああ，いちばん下旦，地下1階なのよ。



　　　　　　　　　　　　seg．36・003ええ，みなさん旦，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．36・007授業旦むずかしいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．36・017いや，その，勉強旦むずかしいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．36・022ん一，日本人の大学生旦，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，

　　　　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　　　　seg．36・039たとえば，タイ旦どこにあるか，知ってます？

　　　　　　　　　　　　seg．37・009退院旦，いつごろになるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg。37・025ああ，腕旦，たいしたことない。

　　　　　　　　　　　　seg．37・026足旦，骨が折れてて。

　　　　　　　　　　　　seg．37・031あ，これ旦ちょっと切れただけ。

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

は　　　　　　　　　seg・38’017わたし旦ね・国へ帰ったら・学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39・004朴さん蛙ね，この大学をやめるって言うんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39－008朴さんのテーマ」区，どんなことでしたっけ。

　　　　　　　　　　　　seg．39・016……他に指導してくれる人旦いないんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．39－019アメリカ旦，そういう研究が進んでるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．40－010あ，深沢さん，おうちの方旦いらっしゃらないんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．40－019具合旦どう？

　　　　　　　　　　　　seg．40・030わたしと付き合うの旦骨が折れるでしょ。

　　　　　　　　　◇動作・状態・作用の対象

　　　　　　　　　　　　seg．03・006ええと，池田さん，それ旦ね，サイモン君に頼んで。

　　　　　　　　　　　　seg．03－024できたもの旦，すぐに見せる。

　　　　　　　　　　　　seg。04・027それじゃ，クレイグさん，わからないことは，みなさんにきいてくだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいね。

　　　　　　　　　　　　seg．07・007花旦買いません。

　　　　　　　　　　　　seg．07・014薬旦いつもこの薬屋で買います。

　　　　　　　　　　　　seg．07－016子供旦嫌いではありませんけど，今日は遊びません。

　　　　　　　　　　　　seg．10・001ビーフン旦ね，お湯に入れて。

　　　　　　　　　　　　seg．10－014あ，お魚旦，あんまり触ったこと，ないんです。

　　　　　　　　　　　　seg．10・018王さん，ニンジン娃どんなふうに切ります？

　　　　　　　　　　　　seg．12・006お昼旦，一応ここで食べられるんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．13・012卒論旦，なんにするの。

　　　　　　　　　　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生旦3年生のうちに取った方がいいな。

　　　　　　　　　　　　seg．13・015心理学旦，4年になってからも聞けるからね。

　　　　　　　　　　　　seg．13・053中国茶旦お好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．14・027お礼状旦，出したの？

　　　　　　　　　　　　seg．16・007メーカー旦，決めてらっしゃいますか。

　　　　　　　　　　　　seg．16－015ううん，イラスト旦書かないと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．18・019じゃあ，歌手基あきらめるんですか？

　　　　　　　　　　　　seg．18・022……歌旦，続けるよ。

　　　　　　　　　　　　seg．21－025小川さん，魚の料理LSしないんでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．21・037そうそう，カマボコ旦サメから作るそうですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．26・001お着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんか旦お貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　旦お客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg26・012えり旦，どんなふうにすればいいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．27・007エレンさん，お弁当旦自分で作るんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．27・016だけど，日本語旦これしか知らないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・OO1点旦，小さな三角を書くように。

　　　　　　　　　　　　seg．31・002横の線旦，下ろして，筆の先を残して引きます。



　　seg．31－004縦の線旦，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に引きます。

　　seg．31・006これ旦，左下からやや右上に。

　　seg．31’009こちら旦，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　きます。

　　seg．31・018あ，筆旦ね，もっと真っすぐに。

　　seg．33・050他のもの旦，たいてい好き。

　　seg．36・032さあ，それ旦よくわかりません。

1．2．「は」で取り立てられる際に「で」rに」などの助詞の後ろに「は」が付き，

　　　　「には」「では」などのようになる。rは」だけで用いる場合もある。

llll竃1曇曙難：に来るで。。う，　　　　国

　　㌶：：鎌縫繋弐裏犠誌ちや・　　　　　　　は
　　seg．14・026そのお友達に旦，ずいぶんお世話んなったのねえ。

　　seg．15－021う一ん，自分の仕事に旦責任を持ってもらわないとね。

　　seg．19・01310月旦台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところが
　　　　　　　　いいと思うんです。

　　seg．19’022日光に旦有名な神社があります。

　　seg．20・026部屋の隅に旦，仏壇がありました。

　　seg．20・027仏壇に旦，小さな写真がおいてありました。

　　seg．23・016工業製品について旦，これがいちばん難しいと思いますよ。

　　seg29・033だれか，他の人に旦頼まなかったんですか。
　　seg．30・016……夏休みに旦，遊びにきて。

　　seg．31－025それで，力を入れるところ旦，しっかり力を入れて。

　　seg．31・033私に旦，やはり仮名がむずかしいんです。

　　seg．39－009ええ，……教育に旦，必ずことばが使われるでしょう。

　　seg．39－017この大学で旦むずかしいと思います。

1．3．もともとは助詞がないが「は」をつけて取り立てられるもの。

　　seg。01・017次旦，京王多摩センターに止まります。

　　seg．01・021次旦，どこに止まりますか。

　　seg．02・050来年旦，大学院を受けるんですか。

　　seg．05・003この次旦，いっ東京へ。

　　seg．05・010う一ん，その日旦，午後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　ですか。

　　seg．05・055来週旦，水曜日以外は大丈夫。

　　seg．06－022今日旦ね，ぼくがおごります。

　　seg．06・026今日旦金持ちですから。

　　seg．06・044この次旦中華料理，食べに行きましょうよ。

　　seg．07・016子供は嫌いではありませんけど，今日旦遊びません。

　　seg．07・019でも，今日旦寒いです。

　　seg．08・014あ，冬旦寒いでしょうね。

　　seg．08・016張さん，お正月旦どうします？

　　seg．09’009あ，今日旦もう……。

　　seg．10・045そうだ，今度旦韓国料理，教えてくださいよ。

　　seg．13－038その日旦，ちょっと……。

　　seg．13・039じゃあ，来週旦，……火曜の午後，どうですか。

　　seg．13・042金曜旦，内田先生のお宅に招待されてるんです。

　　seg．14・035ええっと……，その節旦ありがとうございました。



　　　　　　　　　　　　seg．20－002その日旦友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　　　　　seg．21－027最近旦，やってるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg22・003今日旦，朝から出かけてる。

　　　　　　　　　　　　seg22－007午前中旦，いるはず。

　　　　　　　　　　　　seg．24・030プレゼント旦，何がいい？

　　　　　　　　　　　　seg．25－001次旦，経済学部4年，深沢良昭君。

　　　　　　　　　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。
　　　　　　　　　　　　seg．34・022時々旦，上の方も見たりしたんだけどね。

　　　　　　　　　　　　seg．37・008あと二，三日旦歩いちゃいけないって。

　　　　　　　　　　　　seg．38－022王さん，今日旦授業ですか。

　　　　　　　　　◇命令・依頼する際に相手を取り立てる。

　　　　　　　　　　　　seg．03・007で，池田さん旦DMのリストを調べてよ。は
　　　　　　　　　　　　seg．15・030エレンさん旦，新しいスケジュール表の用意を頼む。

　　　　　　　　　　　　seg．19・040まず，日光へ行きたい人旦，手を上げてください。

　　　　　　　　　1．4．r～ではない／～じゃない」／r～〈はない」のように，否定の語とともに

　　　　　　　　　　　　用いられるもの。

　　　　　　　　　　　　seg．07－016子供は嫌いではありませんけど，今日は遊びません。

　　　　　　　　　　　　seg．12・015洋食じゃないなあ。　　　　，

　　　　　　　　　　　　seg．13・045そうですねえ，高いものじゃなくていいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．19－028日光は，かなり遠いんじゃないかと思いますけど。

　　　　　　　　　　　　seg26・009ま，そんなにたくさんじゃありません。

　　　　　　　　　　　　seg．26－021でも，ちょっとおとなしいんじゃないかな。

　　　　　　　　　　　　seg．27・009毎日じゃないけどね。

　　　　　　　　　　　　seg．28・005これ，卒業です，じゃない，卒業祝いです。

　　　　　　　　　　　　seg29－032今週中じゃなかったんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．31・008まっすぐじゃなくて，少し丸くなりますね。

　　　　　　　　　　　　seg．35・014僕じゃないよ。

　　　　　　　　　　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　　　　　　　　　　seg．36－033でもね，悪いけど，目本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　　　　seg．37・010あと十日ぐらいじゃないかなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．40・031冗談じゃなくてさ。

　　　　　　　　　◇「～じゃない」の形で終助詞的に用いるもの。

　　　　　　　　　　　　seg．27－012あのう，ですとか，はいとかって，言わなくてもいいんじゃない。

　　　　　　　　　　　　seg．33－003酔っ払ってる人がいるじゃない。

　　　　　　　　　◆～なくてはならない／～なくてはいけない／～なくちゃ

　　　　　　　　　　　　seg．08・027ええ，保証人にはごあいさつしなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・031帰ってきたらすぐに書かなくっちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．15－010急いで部屋を探さなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．21・052山田さんも，ダイビング習わなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg24・025先生の都合をきかなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・040内田先生のためにもね，がんばらなくちゃ。

　　　　　　　　　◆～てはいけない／～ちゃいけない

　　　　　　　　　　　　seg．37・008あと二～三日は歩いちゃいけないって。

　　　　　　　　　1．5．述語に当たる部分が表されない。

　　　　　　　　　　　　seg．05・063こちら1区，できれば来週，

　　　　　　　　　　　　seg．09・009あ，今日旦もう……。



　　　seg．10・036あ，ごま油旦最後に。

　　　seg．13・038その日旦，ちょっと……。

　　　seg．16・023ワープロでハングル旦ねえ。

　　　seg．32・014この度旦どうも……。

　　　seg．36・015大学の方Lt。

　　　seg．36－020わたしの下宿旦ね，

　　　seg．37’018それじゃ，あたし旦。

　　　seg．38・003お葬式の時旦，どうも。

　2．尋ねる際に用いられる。

　2．1．「［名詞］は？」の形で尋ねる。

　　　llll撒竃ど…　　　　　　　国
　　　・eg・05’053課長・今週旦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は
　　　：：1：？9：：；1麓撃ルL、．．．．．，。　　　　　　　　　　　～

　　　一・eg．・・一・・5あの，切る大きさ呈　　　　　　　　　　　　　　ば
　　　seg．13・052ところで，山田さん崖こ

　　　　seg22・006あした旦。

　　　seg22・028クラウディアさん，課長区≧
　　　seg．24・028場所崖≧

　　　seg．26・014抜いて，っていうの旦……。

　　　seg．33・021困ったこと旦こ

　　　seg．37・030頭旦ヱ
　　　seg．38・007内田先生が指導なさっていた学生旦≧

◇行為の促しを表す。

　　　seg。10－028純子，ごあいさつ旦。

　2．2．「～はどうですか」「～はいかがですか」などの形で，相手に質問したり意見

　　　　　を尋ねたりする。

　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

　　　seg．36－013それでは，パチャリーさんはいかがですか。

　　　　seg．36・026その辺，張さんはいかがですかあ。

2．3．「～はどうですか」「～はいかがですか」などの形で，提案として差し出す。

　　　　seg．05・007ええと，5日はいかがですか。

　　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日に帰ってきますので，6日の木曜日旦

　　　　　　　　　いかがですか。

　　　　seg．05・043ええ，南口の，ええ，改札口で一。
　　　　seg．13－047あのう，お茶はどうでしょう。

　　　　seg．16・017じゃあ，これはいかがですか。

　　　　seg．19・010じゃ，動物園はどうですか。

　　　　seg．23・013こんなのはどうですか。

　　　　seg．24・024来週の金曜日はどう？

ば　［接助］

　　　　seg．13・027ああ，神保町に行け旦，たくさんありますよ。

　　　　seg．31・028ああ，勢いよく書いてしまえ旦だいじょうぶですよ。

　　　　seg．39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。



　　　　　　　　　◆～fまし、し、

　　　　　　　　　　　　seg．14・033ええと，どんなふうに書けばいいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・012えりは，どんなふうにすればいいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．32・031これからどうすればいいか……。

　　　　　　　　　　　　seg．39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

　　　　　　　　　◆～ばよかった

　　　　　　　　　　　　seg．29・036はっきり断ればよかったですね。

　　　　　　　　　◆～なければならない／～なければ／～なきゃならない

　　　　　　　　　　　　seg．19・031たぶん，一人2000円くらい集めなければなりません。
　　　　　　　　　　　　seg．29・014僕も，ちょっと書かなきゃならない原稿があるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg29・030だけど，私もあしたの朝までに出さなければならないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．36・041うん，もっともっと勉強しなければ。

　　　　　　　　　◆できれば

（f　　：：灘逮㌶；瓢㌫古本屋でさ概うと思うんで一9－・ナ

は
い　　　　はあ

　　　　　　　　　　　　seg．02・012］随，これしか無いんですけど。

　　　　　　　　　　　　seg．05・039遊≧。

　　　　　　　　　　　　seg．22・017遊≧。

　　　　　　　　　　　　seg．26・016壁≧。

　　　　　　　　パーセント

　　　　　　　　　　　　seg．15・006料金の35鎚を9月5日までに……

　　　　　　　　パーティー

　　　　　　　　　　　　seg24・018先生が出発する前に，パーティーをしましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．33－007パーティーとかね。

　　　　　　　　はい

　　　　　　　　　◇肯定を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．01・011坐，そうです。

　　　　　　　　　　　　seg．02・043主，ぜひ。

　　　　　　　　　　　　seg．02’051迦，そのつもりです。

　　　　　　　　　　　　seg．03・034鯉，できました。

　　　　　　　　　　　　seg．03・044鯉，チェックしました。

　　　　　　　　　　　　seg．04・017主，そうです。

　　　　　　　　　　　　seg．04・023坐，はじめてです。

　　　　　　　　　　　　seg．05・011」坐，では，10時ごろ。

　　　　　　　　　　　　seg．05・026鯉，少々お待ちください。

　　　　　　　　　　　　seg．06’053主，また大学で。

　　　　　　　　　　　　seg．09・021坐，610円のお返しになります。
　　　　　　　　　　　　seg．10・003　1まV、亭まし、。

　　　　　　　　　　　　seg．15・022鯉，もうしわけありません。

　　　　　　　　　　　　seg．17・033］迦，それでけっこうです。

　　　　　　　　　　　　seg．22・036主，よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　seg．23・005坐，何かわかりやすい本はないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．23・0231艶，ありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　seg．27・012あのう，ですとか，主とかって，言わなくてもいいんじゃない。

　　　　　　　　　　　　seg27・022鯉，わかりました。
　　　　　　　　　　　　seg．36・018坐，むずかしいです。



　以下「はい」のみ

　　　　seg．01・013　　　seg．03・008　　　seg．03・012　　　seg．03－014

　　　　seg．03・018　　　seg．03・040　　　seg．03・047　　　seg．03－051

　　　　seg．04－007　　　seg．04・032　　　seg．05・006　　　seg．05・014

　　　　seg．05・036　　　seg．10・012　　　seg．10’022　　　seg．10031

　　　　seg．13・031　　　seg．13・040　　　seg．14・043　　　seg．15・011

　　　　seg．17’011　　　seg．17・018　　　seg．17－021　　　seg．17・030

　　　　seg．22’008　　　seg．22・022　　　seg．23・011　　　seg．23・026

　　　　seg．23・028　　　seg．23・032　　　seg．26・032　　　seg．31’032

　　　　seg．32－021　　　seg．32・029　　　seg．37・015

　◇呼びかけへの反応に用いる。

　　　　seg．03・021あ，主。

　　　　1ミill羅欝勲二ご　　　　　国
　　　　seg．17・OO1主，ヤングトラベル企画課でございます。　　　　　　　　　　　　　　は

　　　　seg．22－025坐，ヤングトラベル企画課でございますが。　　　　　　　　　　　　　　　し、

　　　　：麟：：：ぽ：墓芒ミ㌫㍍三仁　　　　　　　　　　　～

　以下「はい」のみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は
　　　　・eg・01’020　・eg・02’002　・eg・03’010　seg・03’036　　　　　　　　　　　か
　　　　：19：ll：911　麗：12：881　seg’15’035　seg’23’002　　　　　　　　　　　　る

　◇動作に伴う合図に用いる。

　　　　seg．09・007鯉，ネギにピーマンにチンゲンサイね。

　　　　seg．10・035坐，いいですよ。

　　　　seg．17・016」坐，乗せました。

　　　　seg．23・029主，どうぞ。

　　　　seg．36・042聖，歌いまあす。

バイク

　　　　seg．20・001ぼくはバイクで旅をしていました。

はいざら　灰皿
　　　　seg．14・018立派な区皿ねえ。

　　　　seg．14・022丞皿には，ちょっと深すぎるわね。

はいる　入る
　　　　seg．03・027あと，ここに写真が△旦ます。

　　　　seg．04・025あのう，日本の大学に，Z　IZたいです。

　　　　seg．04・026，Z　2一たいからです。

　　　　seg．18・018たぶん，今日のとこに込亙と思うな。

　　　　seg．20－003一軒のお寺をみつけたので，中に△2ていきました。

　　　　seg．30・023ええと，そろそろ亙ましょうか。

ばかり　［副助］

　◆～たばかりだ／～たばかりです

　　　　seg．16・019先月出たばかりです。

はかる　計る

　　　　seg．27・004辻2てみたら，8度3分あったんです。



　　　　　　　　はげます　励ます

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　はこぶ　運ぶ
　　　　　　　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　　　　　はじまる　始まる
　　　　　　　　　　　　seg．33・024仕事が始まる時間が決まってますけどお，

　　　　　　　　はじめ　初め

　　　　　　　　　　　　seg．04・015ええと，先月の，はじめ？

　　　　　　　　　　　　seg．04－016先月のはじめですか？

は
げ　　　はじめて初めて

　　　　　　　　　　　　seg．04・022日本は，はじめてですか？ま
す　　　　　　1：1：？1：膿鍵あ曇裟ξ蒜》のは初めてなんですけt・’どんなものを持って

　～　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうカ㌔

は　　　はじめまして初めまして
ず　　　　　　、eg．。4・。。8はじめまし一（・e

ヵ、　　　　　　　　　　seg．06・008はじめまして。

　し　　　　　　　　seg・09’025はじめまして・山田と申します・

い　　　　　はじめる　始める

　　　　　　　　　　　　seg．33・026社員の人は，なかなか鎚ませんよねえ。

　　　　　　　　ばしよ　場所

　　　　　　　　　　　　seg．24・028圭題｝ま？

　　　　　　　　　　　　seg．33・009プライベートな麹［なら，問題ないけど。

　　　　　　　　　　　　seg．34・014それがさ，僕が，國を間違えたらしい。

　　　　　　　　はしる　走る

　　　　　　　　　　　　seg．16・028パソコンの上でワープロソフトを赴せるわけですけど。

　　　　　　　　はず

　　　　　　　　　◆～はずだ／～はずです

　　　　　　　　　　　　seg22・007午前中は，いる］賦。

　　　　　　　　　　　　seg．24・026外国へ行く前だから，とても忙しいはずですよ。

　　　　　　　　バス

　　　　　　　　　　　　seg．02・003すいません，この坐は南海大学へ行きますか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・025あのう，いつもこの坐ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・044坐代を持って。

　　　　　　　　　　　　seg．15－028それから∠墜会社に連絡します。

　　　　　　　　はずかしい　恥ずかしい

　　　　　　　　　　　　seg．33・005あれって，なんか，はずかしいよねえ。



はずす　外す

　　　　seg．22・031ただ今，ちょっと席を処ておりまして，すぐもどると思いますが。

パソコン

　　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形なら，使えるのがあるかもし

　　　　　　　　　れませんけど。

　　　　seg．16・026パソコンに……。

　　　　seg．16－028パソコンの上でワープロソフトを走らせるわけですけど。

　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

はたら 蕊28そのかわり，すごく遅くま拠で・・う．　　　　国

はち八　　　　　　　　　　　　　　　　　　は
　　　　；ミ§竃螢i饅；㍑㍗4台です2a°　　　芋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

はつカ、　二十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ま

　　　　seg・17’°3218日が3台・19日tOs’　3台・2°日が4台ですね・　　　　　　　　な

はっきり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び
　　　　seg．29・036はっきり断ればよかったですね。

はっせん　八千
　　　　seg．16・01810万一＆iTL円で，けっこう安いですよねえ。

はな　花

　　　seg．07－006きれいな亙がたくさんあります。

　　　　seg．07・007五は買いません。

　　　seg．14・019あのう，それ，……，ええっと，お亙を……
　　　　seg．37－022お韮。

はなし　話
　　　seg．05・005あ，では，その時に詳しいお話を。

　　　seg．30・006・一・その前にね，ちょっと話があるんだ。

　　　　seg．38・023いえ，朴さんが話があるっていうんで。

　　　seg．38・025じゃ，話が済んだら，僕の部屋に来ませんか。

　　　seg．39・001山田さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

はなす　話す

　　　seg．15・032一応，部長にも亘五とこう。

　　　seg．19・011みんなで話主より，グループに分かれて意見をまとめたらどうでしょ

　　　　　　　　　うか。

　　　　seg．39・021ええ，もっといろんなことを亘Lたかったなあ。

　　　　seg．20D16韮△やりたいの？



　　　　　　　　　　　　seg．20－017女の子は，浴衣を着て，手に韮ムを持っていました。

　　　　　　　　　　　　seg20・018女の子は，韮△をやりたがっていました。
　　　　　　　　　　　　seg．20－022それから，ぼくたちは，何本も何本もPtをしました。

　　　　　　　　はね摸ね
　　　　　　　　　　　　seg．31・005趣ですね。

　　　　　　　　はは　母

　　　　　　　　　　　　seg．08・028わたしはインドネシアですから，父と亙をよろしくね。

　　　　　　　　はやい　早い
　　　　　　　　　　　　seg．03・064ああ，割に早かったな。

　　　　　　　　　　　　seg．32・034呈すぎますよ。

　　　　　　　　　＜はやく＞
tま　　　　　　　　　　seg・05・052ああ，呈≦．した方がいいね。

3　　1111；竃竃熟ぢ蒜一るようにな一㌔
　～　　　　　　　　　　seg・32－003朝呈≦ごめんなさい。

儒　　　繊§ミ§璽翼旦よくtSD（。

　　　　　　　　はらう　払う

　　　　　　　　　1．代金を渡すことを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．15・003江口さん，徳島のホテルの予約金，払2てないの？

　　　　　　　　　　　　seg．15－014あのう，徳島のホテルに予約金を±口のを忘れまして，

　　　　　　　　　2．漢字を書く際に力を抜きながら引くことを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．31・007それから，左へゆるく坦ます。

　　　　　　　　　　　　seg．31’009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに麸2て，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。

　　　　　　　　はる　貼る

　　　　　　　　　　　　seg．03・046じゃあ，封筒に入れて，ラベルを舷て。

　　　　　　　　はる　春

　　　　　　　　　　　　seg。08－013でも，養になってからね。

　　　　　　　　はん　半

　　　　　　　　　　　　seg．37・0169時圭ごろに，呼びに来ます。

　　　　　　　　ばん　晩

　　　　　　　　　1．名詞としての用法。
　　　　　　　　　◇ばんごはん　→國ごはん

　　　　　　　　　　　　seg．14－046張さん，晩ご飯用意してありますからね。

　　　　　　　　　2．複合語の後要素としての用法。

　　　　　　　　　　　　seg．20・004お寺の人に頼んで，一堕泊めてもらうことにしました。



ハングル

　　　　seg．16・020あのう，ハングルが使えるのはありませんか。

　　　　seg．16・021えっ，ハングル。

　　　　seg．16・023ワープロでハングルはねえ。

　　　　seg．16－030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

ばんこう　番号

　　　　seg．17’017じゃあ，重量はね，ええと，よんきゅうゼロななの，こおにいいちい

　　　　　　　　　ち。

　　　　seg．17－020重量が出た？

・N：　’V”Zt．g．21’050。一チ＿ムな人でねk。　　　　　国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、
ばんそ 長簾尺八繊商学部・年杉山直樹君でt－・　　　　ヲ

ハンバーガー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）レ
　　　　seg．12・008アイスクリームに，焼きそばに，ハンバーガー，……。　　　　　　　　　　　　～

パンフレツト　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ
　　　seg．03・011このパンフレット，急いで送ることになったんですよ。　　　　　　　　　　　ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト



　　　　　　　　ひ　火
　　　　　　　　　　　　seg．20－0192tlS，をつけてやると，女の子はとてもうれしそうでした。

　　　　　　　　ひ　日
　　　　　　　　　　　　seg．05－010う一ん，その旦は，午後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい

　　　　　　　　　　　　　　　　　ですか。
　　　　　　　　　　　　seg．13・038その旦は，ちょっと……。

　　　　　　　　　　　　seg．20・002その旦は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　ピー
　　　　　　　　　　　　seg．05・060」2°二という音の後にメッセージをお入れください。

　　　　　　　　ビーフン
ひ　　　　　　seg．09・004卵やビーフンはスー・〈“一一でいいですね・

6　　：：1：？9：1；1ぽ㌶㌘嶽子ンとり肉’レタス’プチトマト゜

と　　　　ピーマン
　　　　　　　　　　　　seg．09－007はい，ネギにピーマンにチンゲンサイね。

　　　　　　　　ビール

　　　　　　　　　　　　seg．06－012ビールでいい？
　　　　　　　　　　　　seg．06－014じゃ，ビール，もう2本。

　　　　　　　　ひきにく　挽肉

　　　　　　　　　　　　seg．07－005幽を買いました。

　　　　　　　　ひく　引く
　　　　　　　　　　　　seg．31・002横の線は，下ろして，筆の先を残して旦匿ます。

　　　　　　　　　　　　seg．31－004縦の線は，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に亘墜ます。

　　　　　　　　ひこうき　飛行機
　　　　　　　　　　　　seg．30・019飛行機なら，すぐよね。

　　　　　　　　ひさしぶり　久しぶり
　　　　　　　　　　　　seg．09・032お久しぶり。

　　　　　　　　ひじょうに　非常に
　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　ひだり　左
　　　　　　　　　　　　seg．01・012少し行って，左側にあります。

　　　　　　　　　　　　seg．31・006これは，左下からやや右上に。

　　　　　　　　　　　　seg．31・007それから，左へゆるく払います。

　　　　　　　　びっくり

　　　　　　　　　　　　seg．32・015びっくりしました。

　　　　　　　　ひと　人
　　　　　　　　　　　　seg．14・016友達がこういうのを作っていて，そのムの作品なんです。



　　　　seg．17－037いいなあ，若いムは。

　　　　seg．19・038でも他のムは行ったことがありません。

　　　　seg．19’040まず，日光へ行きたい△は，手を上げてください。

　　　　seg20・004お寺のムに頼んで，一晩泊めてもらうことにしました。

　　　　seg．20・005お寺のムは，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれました。

　　　　seg．20・025お寺のムといっしょに朝ご飯を食べました。

　　　　seg．21・050コーチが，ハンサムなムでねえ。

　　　　seg．27・026部長って，ソトのム？

　　　　seg．29・018だれか他のムに頼んだ方がいいですよ。

　　　　seg．29・022ああ，一応読んでみますけど，だれか他のムにも頼んでくださいね。

　　　　seg．29・033だれか，他のムには頼まなかったんですか。

　　　　ll§1羅竃駄1ξ1㌢たD・2ZL　k．　　　■

　　　　llllll竃竃遮㌶；ξど麟竺　　　　2
　　　　seg．33・052ああ，ムによっても違うかもしれないね。　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　1：諸：；1竺三；㌶鷲：㌫㍑瓢｝　・　　　　望

ひどい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
　　　　seg・27’003ひどい熱？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

ひとばん　一晩　→國ばん
　　　　　seg．20・004お寺の人に頼んで，二堕泊めてもらうことにしました。

ひとり　一人
　　　　seg．19－003予算は二△、2500円です。

　　　　seg．19・031たぶん，ニム2500円ぐらい集めなければなりません。
　　　　seg．20・015それは，二△の女の子でした。

ひも　紐

　　　　seg26－001お着物と，帯と，嬬神と，あと⊇なんかはお貸ししますので，足袋
　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　seg．26・005ここをULSでしめて。

　　　　seg26・008　ULSとか，帯とか，全部で何本ぐらいしめるんですか。

ひよう　表
　　　　seg．15・030エレンさんは，新しいスケジュール表の用意を頼む。

びょう　秒

　　　　seg．28・030あと，10董Z。

びょういん　病院
　　　　seg．06・007大野中央逃に勤めています。

　　　　seg．34・040今，鑑なんだ。

びょうき　病気

　　　　seg．04・035先生，パチャリーさんは抵だと思います。



　　　　　　　　ひょうげん　表現

　　　　　　　　　　　　seg．39－013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に麺すればわかりやすいか，といったことです。

　　　　　　　　ひる　昼

　　　　　　　　　　　　seg．12・006お昼は，一応ここで食べられるんですが。

　　　　　　　　ビル

　　　　　　　　　　　　seg．24・032そうだ，あのエ生の中においしいロシア料理の店があるんです。

　　　　　　　　ひろい　広い

　　　　　　　　　　　　seg．20・005お寺の人は，旦たたみのへやにふとんを敷いてくれました。

　　　　　　　　ひん　品
ひ　　　　　　seg．23・008ええ，特に，東南アジァからの輸入量の種類のことを。

　よ

　う

げ

ん
　～

ひ
ん



ぶ部
　1．書物・書類を数える際の助数詞としての用法。

　　　　seg．03・016ええと，700部だったかなあ。

　2．組織上の一区分を表す。

　　　　seg．05・021はい，東光銀行為替部でこざいます。

　　　　seg．13・002ああ，教育学迎の方は，グラウンドが近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　しよう。

　　　　seg．25・001次は，経済学Pt　4年，深沢良昭君。

　　　　seg．25－003尺八伴奏は，商学Pt　3年，杉山直樹君です。

　　　　seg．29・006ええ，これ，教育学部の論文集に出そうと思うんです。

　　　　seg27・004計ってみたら，8度3分あったんです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、◆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△、

ファックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　seg’17－°04急慧瀧≡さんにいるんだけど・ちょっと資料をファックスして　　　プ

　　　　、eg．17・006ファックスの使い方，よくわからないんですが．　　　　　　　　　チ

　　　　seg．17－014まずそれをファックスに乗せて，コピーみたいに。　　　　　　　　　　　　　ト

．＿．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
ム8こんな／そんな／あんな／どんな＋ふうだ／ふうです　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　seg，10・018王さん，ニンジンはどんなふうに切ります？

　　　　seg．14・033ええと，どんなふうに書けばいいですか。

　　　　seg．26－012えりは，どんなふうにすればいいですか。

　　　　seg26・015こういうふうにちょっと開けるんですね。

　　　　seg．31・023こんなふうですか。

　　　　seg。39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　］三表現すれぱわかりやすいか，といったことです。

ふうとう　封筒
　　　　seg．03－041　圭埴｝：ま？

　　　　seg．03・046じゃあ，圭埴に入れて，ラベルを貼って。

　　　　seg．03・053そこの机の上の封箇。

ふうん
　　　　seg．38・021ふ一ん。大きな夢ですよねえ。

以下「ふうん」のみ

　　　　seg．03・028　　　seg．08－022　　　seg．37・013

ふかい　深い
　　　　seg．14・022灰皿には，ちょっと還すぎるわね。

ふく　吹く

　　　　seg．20・009涼しい風が』巳ました。

ふたり　二人
　　　　seg．26・030う一ん，三ムとも，いいですね。

プチトマト

　　　　seg．09・002ああ，プチトマトのことですか。



　　　　　　　　　　　　seg．09・003あ，プチトマト。

　　　　　　　　　　　　seg．09・008それから，ニンジンと，ええと，あ，プチトマト，あります？

　　　　　　　　　　　　seg．09・014たら，たまご，小麦粉，ビーフン，とり肉，レタス，プチトマト。

　　　　　　　　ぶちょう　部長　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　seg．15・032一応，部長にも話しとこう。

　　　　　　　　　　　　seg．27・018あ，音庄曇。

　　　　　　　　　　　　seg．27・026部長って，ソトの人？

　　　　　　　　ぶつかる

　　　　　　　　　　　　seg．33・004大きな声を出したりい，人にぶつかったりねえ。

　　　　　　　　ぶつだん　仏壇

　　　　　　　　　　　seg．20・026部屋の隅には，仏壇がありました。
プ　　　　　　seg．2…27仏壇には，小さな写真がおいてありました。

チ　　　ふで筆
　ト　　　　　　　　　、eg．31’002横の線は，下ろして，筆の先を残して引きます。

マ　　　　　　seg．31・004縦の線は，筆の先力s’真ん中を通るようにして，一気に引きます。

1　　　興㎜籔鑑＝雲蕊ミ際三鑑ら蹴
　へゐ、　　　　　　　　seg．31・017ちょっと筆を持ってみてください。

る　　　　　　　seg・31’018あ・筆はね・もっと真っすぐに・

　　　　　　　　ふとん　布団

　　　　　　　　　　　seg．20・005お寺の人は，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれました。

　　　　　　　　　　　seg．20・023目が覚めると，ぼくはふとんの中にいました。

　　　　　　　　ふね　船

　　　　　　　　　　　seg．12・026あ，そうそう，幽にも乗ってみてくださいね。

　　　　　　　　　　　seg．12・027船ですか。

　　　　　　　　　　　seg．12－033わたし，船に弱いんです。

　　　　　　　　ふゆ　冬

　　　　　　　　　　　seg．08・014あ，冬はさむいでしょうね。

　　　　　　　　プライベート

　　　　　　　　　　　seg．33・009プライベートな場所なら，問題ないけど。

　　　　　　　　ふりそで振り袖
　　　　　　　　　　　seg．26・031これは，振り袖っていうんですか。

　　　　　　　　　　　seg．26・033こういう袖の長いのが振り袖で，お嬢さんがお召しんなるんですね。

　　　　　　　　ふる　降る

　　　　　　　　　　　seg．07・002まだ，雨が彪ています。

　　　　　　　　　　　seg．19－01310月は台風が来るかもしれないから，雨が隆ユても行けるところが
　　　　　　　　　　　　　　　　　いいと思うんです。

　　　　　　　　　　　seg．19・019近いし，雨が隆2ても行けるし……，勉強になりますよね。

　　　　　　　　　　　seg．19・025雨が隆2たらどうするんですか。

　　　　　　　　　　　seg．19・026雨は隆巳ないと思います。

　　　　　　　　　　　seg．19－027雨が隆2たら，日光でボーリングをしましょう。



　　　　seg．19・035近いし，雨が隆2てもだいじょうぶです。

ふるい　古い
　　　　seg．23・017ええ，3年前だから，ちょっと宣≦．なっているかも知れませんけど。

ふるほん　古本
　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたいんで，宣杢屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，

　　　　seg．13・026亘杢屋ってどこにあるんでしょう。

プレゼント

　　　　1ミlllii§耀1鷺∴’？　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

プロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　seg・11“°°7ほんとは・五になりたいA’t”e　　　　　　　　　　～

ふん分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ
1・時刻を表す・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん

　　　　seg・32’°°93時2°分に’一一’”・　　　　　　　　　　　　　　け

2．時間的な幅を表す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん
　　　　seg．13・029ええっと，水道橋の駅から……歩いて，10分ぐらいですね。

　　　　seg．19・018東京駅から電車で10分ぐらいです。

　　　　seg．19・034東京駅から電車で10分ぐらいの葛西というところにあります。

　　　　seg．34・011　5公ぐらい。

　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのよ。

ぷんか　文化
　　　　seg．26・036日本文鑑，勉強してください。

ぷんけん　文献
　　　　seg23・024あと，その本の参考文魅のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　いるでしょう。



　　　　　　　　へ　［格助］

　　　　　　　　　　　　seg．02・003すいません，このバスは南海大学S行きますか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・024なぜ日本二来たのですか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・042医務室二行ったほうがいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．07・025どこS行ってたの，1週間も。

　　　　　　　　　　　　seg．08・019わたしは，大みそかからバリ島二およぎに行くんです。

　　　　　　　　　　　　seg．08・026元旦には，うち2あいさつに来るでしょう？

　　　　　　　　　　　　seg．09・006先に八百屋2行きましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．12・028どこ2行くんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・024できれば国S持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど，

　　　　　　　　　　　　seg．14・004張さん，夏休みに信楽S行ったんですって。■　　：：1：霊㌶：ξ漂；瓢わか6・f・…

へ　　　　　　seg．19・021わたしたちは，日光S行くのがいいと思います。

k　　　；藷蔓§竃奮鶯鷹；竃ξ襟墓ぽぽ
っ　　　　　　　　　　seg．22・021応接室Sご案内して。

　　　　　　　　　　　　seg24・004後藤先生は，外国二行ってしまうそうです。

　　　　　　　　　　　　seg．24・026外国i行く前だから，とても忙しいはずですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．30・008実はね，札幌の本社二行くことになっちゃったんだ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・007それから，左Sゆるく払います。

　　　　　　　　　　　　seg．34－025気になって，下S見にいったの。

　　　　　　　　　　　　seg．36・019それから，寮が遠くて，大学2行くだけで疲れてしまいます。

　　　　　　　　　　　　seg．38－017わたしはね，国二帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39・006来月からアメリカS行きます。

　　　　　　　　　　　　seg．39－018国S帰ろうかとも思ったんですけどね。

　　　　　　　　　◇動詞が後ろに現れないもの。

　　　　　　　　　　　　seg．05・003この次は，いつ東京S。

　　　　　　　　　　　　seg．05・0091日からハワイ2出張で，5日に帰ってきますので，6日の木曜日は
　　　　　　　　　　　　　　　　　いかがですか。

　　　　　　　　　　　　seg．12・003よろしかったら，こちら∠こ。

　　　　　　　　　　　　seg．12－014あ，どうぞこちらS。

　　　　　　　　　　　　seg．23－022じゃ，こちら2どうぞ。

　　　　　　　　へえ

　　　　　　　　　　　　seg．08・010ゴ，いいですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg21・049ユ，知らなかった。
　　　　　　　　　　　　seg．24・005ユ，知りませんでした。

　　　　　　　　　　　　seg．29・007ユ，それはいいですねえ。

　　　　　　　　　以下「へえ／へええ」のみ

　　　　　　　　　　　　seg。13・043　　　seg．14・025　　　seg．21・002　　　seg．21・038

　　　　　　　　　　　　seg．39・005

　　　　　　　　へた　下手

　　　　　　　　　　　　seg．19・007わたしは，歌がエ王ですから，ボーリングの方がいいです。

　　　　　　　　べつ　別

　　　　　　　　　◇べつに

　　　　　　　　　　　　seg．16・008いや，別』三考えていません。

　　　　　　　　　　　　seg．28・021　…　一・趾三。



へや　部屋
　　　　seg．15・010急いで遮を探さなくちゃ。

　　　　seg．15・023それで，1遮は空いてないの？

　　　　seg．20’005お寺の人は，広いたたみのゴにふとんを敷いてくれました。

　　　　seg．20’026迎屋の隅には，仏壇がありました。

　　　　seg．38・025じゃ，話が済んだら，僕の迎屋に来ませんか。

ベルト

　　　　seg．28－014ベルト！

へん　変

　　　　；1馴竃1璽㌫がするで、。う．　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

へん辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
◇

㍗議議鑑鑑辺です、、。　　　　　k
　　　　・eg・36・026その辺・張さんはいヵ・がですかあ・　　　　　　　　　　　　　ん

へん編　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　seg．23・014ええと，「アジアの経済と日本」，現代経済研究所遍。

べんきょう　勉強
　　　　seg．04’019今まで，どこで日本語を勉謹していましたか。

　　　　seg．04・021ええ，サンディエゴの日本語学校で勉強していました。

　　　　seg．19・002校外学習というのは，学校の外で勉強するということです。

　　　　seg．19・006日本語の勉強になります。

　　　　seg．19・009ボーリングやディスコは遮になりますか。

　　　　seg．19・019近いし，雨が降っても行けるし……，饗になりますよね。

　　　　seg．26・036日本文化，勉強してください。

　　　　seg．36・017いや，その，塑強はむずかしいですか。

　　　　seg。36・031あんまり饗してない。

　　　　seg．36・041うん，もっともっと勉謹しなければ。

　　　　seg．38・014……遮しているうちに，学生を実際に教える先生を育てることがと

　　　　　　　　　ても重要だと気がついたんです。

　　　　seg。38・018新しい教え方を勉1塗できるようにね。

ペンギン
　　　　seg．12・020ペンギン，イルカ，シロクマ，あとは魚ですね。

べんとう　弁当
　　　　seg．27・007エレンさん，お丑当は自分で作るんですか。

べんり　便利
　　　　seg．07・009とても麹な店です。



　　　　　　　　ほう　方

　　　　　　　　　1．方向や場所を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．12－002その右の2Zが港になってます。

　　　　　　　　　　　　seg．13・002ああ，教育学部の互は，グラウンドが近いから，ちょっとうるさいで

　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう。

　　　　　　　　　　　　seg．18・011中野の左。

　　　　　　　　　　　　seg。21－017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い線がある。

　　　　　　　　　　　　seg．34・022時々は，上の互も見たりしたんだけどね。

　　　　　　　　　2．比較を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．26－023やはり，あちらの赤の方がおきれいですかしら。

　　　　　　　　　　　　seg．26・024張さん，せが高いから，大きい模様の五が似合うんですよね。

　　　　　　　　　◆～1まうカミいい

　　　　　　　　　　　　seg．04・042医務室へ行ったほうがいいですね。

　【ま　　　　　　　　　　seg・05・052ああ・早くした方がいいね。

う　　　　　：：1：ll：8；巽㍑㌔雛星麗誉1麓㍊㌃鷲書雰竺
　～　　　　　　　　　seg．13・014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方がいいな。

ボ　　　　　　・eg・・6…6まあ・安い方がV・いですけど．

ン
　　　　　　　　　3．ある範囲などを漠然と指す。グ
　　　　　　　　　　　　seg．26・OOIお着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの互で用意していただけますか。
　　　　　　　　　　　　seg．36・015大学の友は。

　　　　　　　　ほう

　　　　　　　　　　　　seg．40－023ほお一。

　　　　　　　　ぼうえき　貿易

　　　　　　　　　　　　seg．23・004あ，貿互ですか。

　　　　　　　　ほうこう　方向

　　　　　　　　　　　　seg．01・027あ，府中は1左芭1が違いますよ。

　　　　　　　　ぼうし　帽子

　　　　　　　　　　　　seg．35・007避が落ちた。

　　　　　　　　ほうもんぎ　訪問着

　　　　　　　　　　　　seg．26・034あと，留め袖とか，訪問着とか，付け下げとか，いろいろございます

　　　　　　　　　　　　　　　　　けど。

　　　　　　　　ボート

　　　　　　　　　　　　seg．19－024山にのぼったり，湖でボートに乗ったりすると，楽しいと思います。

　　　　　　　　ボーナス

　　　　　　　　　　　　seg．06・025ボーナスが出たんですよ。

　　　　　　　　ボーリング

　　　　　　　　　　　　seg．19’007わたしは，歌が下手ですから，ボーリングの方がいいです。



　　　　seg．19・009ボーリングやディスコは勉強になりますか。

　　　　seg．19・027雨が降ったら，日光でボーリングをしましょう。

ボール
　　　　seg．10・002ええと，ボールは……。

ほか　他
　　　　seg．19・038でも也の人は行ったことがありません。

　　　　seg．29・018だれか他の人に頼んだ方がいいですよ。

　　　　seg．29’022ああ，一応読んでみますけど，だれか他の人にも頼んでくださいね。

　　　　seg．29・033だれか，也の人には頼まなかったんですか。

　　　　㌶：：づ鑑議1》≒うですけE’・　tトさんなA・…　－ltlつかり元　国

◇ほかに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ
　　　　・eg・39’°16…塾指導してくれる人はいないんですカ㌔　　　　　　　　　1

ぼく　僕　→國わたくし，わたし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　　　・eg．05－029堅。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

　　　　1ミ≡1；ll；懲議繋芽　　　　　　　　7

　　　　seg．10・006じゃあ，堅，野菜を切ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

　　　　1ミll⊇璽露議1㍑ト・　　　　　ξ
　　　　、eg．20’020堅にもくれるの？　　　　　　　　　　　　　　　　　が
　　　　seg．20－023目が覚めると，堅はふとんの中にいました。　　　　　　　　　　　　　　　し、

　　　　seg．21・053僅もやってみようかな。

　　　　seg．29・009ええ……，いいですけど……，僅は教育のこと，わからないからなあ。

　　　　seg．29・014僅も，ちょっと書かなきゃならない原稿があるんですよ。

　　　　seg．29・026いやあ，僅の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　なんです。

　　　　seg．34・014それがさ，僅が，場所を間違えたらしい。

　　　　seg．35－014僅じゃないよ。

　　　　seg．35’016僅，壊さない。

　　　　seg．37・034いやあ，僅が間違えたせいだから。

　　　　seg．38・025じゃ，話が済んだら，僅の部屋に来ませんか。

　　　　seg．40・007僅ももう退院したいなあ。

　◇ぼくたち　→医囲たち

　　　　seg．20・022それから，ぼくたちは，何本も何本も花火をしました。

ほしい欲しい
　　　　seg．13・022ちょっとほしい本があるんですが，もう売ってないらしいんですよ。

　◆～てほしい→て［接助］2（～てほしい）

ほしょうにん　保証人
　　　　seg．08－027ええ，保証人にはこあいさっしなくちゃ。

ほそながい　細長い
　　　　seg．10・019ええと，細長く。



　　　　　　　　ボタン

　　　　　　　　　　　　seg．17・024ええと，この大きいボタンですね。

　　　　　　　　ホテル

　　　　　　　　　　　　seg．15・001池田さん，徳島のホテル，予約をキャンセルしましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．15・003江口さん，徳島のホテルの予約金，払ってないの？

　　　　　　　　　　　　seg．15－009とにかく，ホテルに電話してみて。

　　　　　　　　　　　　seg．15・014あのう，徳島のホテルに予約金を払うのを忘れまして，

　　　　　　　　　　　　seg．15－017ホテルの担当は……，江口君か？

　　　　　　　　　　　　seg．15・027じゃまず，高松のホテルを予約して。

　　　　　　　　　　　　seg．17・009僕の机の上の山形県のホテルリスト。

ボ　　　　　　seg．26・・27いいえ，ほとんどありませ繊

多　ほね蕊＿川さ＿＿＿適＿てくださ、、。
　～　　　　　　　　　　seg．37・026足は，宣が折れてて。

ほ　　　　　　◇ほねがおれる

ん　　　　　　seg・40’030わたしと付き合うのは萱過でしょ・

と　　　ほら
う　　　　　　　　・eg・2・’・・6旦旦・あそこ・

　　　　　　　　　　　　seg．21－032艶，カレイもタコも，切って売ってるでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．21・042小判って，堅，昔のお金。

　　　　　　　　　　　　seg．35－018」旦，切れた。

　　　　　　　　ほん　本　［名］

　　　　　　　　　　　　seg．13・022ちょっとほしい杢があるんですが，もう売ってないらしいんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．23・005はい，何かわかりやすい杢はないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg23・006アジアからの輸入についてわかりやすく書いた本。

　　　　　　　　　　　　seg．23・024あと，その杢の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。

　　　　　　　　ほん　本　［接辞］

　　　　　　　　　　　　seg．06・014じゃ，ビール，もう2本。

　　　　　　　　　　　　seg26・008ひもとか，帯とか，全部で何杢ぐらいしめるんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・0105，6杢ぐらいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．26・011　5杢！

　　　　　　　　ほんしゃ　本社

　　　　　　　　　　　　seg．18・012杢五は北海道の，ええと，札幌で，中野は支店だって。

　　　　　　　　　　　　seg．30・008実はね，札幌の杢圭とへ行くことになっちゃったんだ。

　　　　　　　　ほんとう／ほんと　本当

　　　　　　　　　　　　seg．04・040ほんとう。

　　　　　　　　　　　　seg27－005ほんとお。

　　　　　　　　　◇ほんとうに／ほんとに

　　　　　　　　　　　　seg．32・025なんだか，本当に疲れました。

　　　　　　　　　　　　seg．32－036本当に借しいことです。

　　　　　　　　　　　　seg．40－027ほんとに，心配したんだから。



◇ほんとうは／ほんとは

　　　seg．11・007ほんとは，プロになりたいんだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ



　　　　　　　　ま
　　　　　　　　　　　　seg．12・016　－一・…　圭，　レ、っカ、。

　　　　　　　　　　　　seg．26・009圭，そんなにたくさんじゃありません。

　　　　　　　　まあ　［感］

　　　　　　　　　　　　seg．07・024泣，お帰り。
　　　　　　　　　　　　seg．09・035　Si．IE），そんなこと，よろしいのに。

　　　　　　　　　　　　seg．14・014蓮≧。

　　　　　　　　まあ　［副］

　　　　　　　　　1．およその程度を表す際に用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．33・017うん，主あ，楽しいですね。

　　　　　　　　　2．あいまいに答える際に用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．02・026ええ，泣。
　　　　　　　　　　　　seg．16－006主あ，安い方がいいですけど。

ま　　　　　　　・eg・28’017え・ええ・⊇・

～　　　　1㌶：：1；碧逗輪
ま

宗　3’話雛璽雛ぽ…食…てあ一

　　　　　　　　まあまあ

　　　　　　　　　　　　seg．37・006うん，まあまあ。

　　　　　　　　まいど　毎度

　　　　　　　　　　　seg．01・015査度ご利用くださいまして，ありがとうございます。

　　　　　　　　まいにち　毎日

　　　　　　　　　　　seg．14’001互旦暑いですねえ。

　　　　　　　　　　　seg27・009］巨旦じゃないけどね。

　　　　　　　　　　　seg．36・016査旦行っています。

　　　　　　　　まえ　前　→囲このまえ

　　　　　　　　　1．空間的な位置を示すのに用いる。

　　　　　　　　　　　seg．26・017そして，亘はこのくらい。

　　　　　　　　　2．時点を示すのに用いる。

　　　　　　　　　　　seg．23・017ええ，3年亘だから，ちょっと古くなっているかも知れませんけど。

　　　　　　　　　　　seg24・018先生が出発する並に，パーティーをしましょう。

　　　　　　　　　　　seg．24・026外国へ行く逝だから，とても忙しいはずですよ。

　　　　　　　　　　　seg．30・006・一・その亘にね，ちょっと話があるんだ。

　　　　　　　　まがる　曲がる

　　　　　　　　　　　seg．01・009ああ，それじゃあ，あの角を右に曲がって，……
　　　　　　　　　　　seg．31・027先生，縦の線が，どうしても曲がってしまうんです。

●　まさか
　　　　　　　　　　　　seg．21・007まさか。



ます
　1．rます」「ません」「ました」「ませんでした」「まして」の形などで用いる。

＜ます＞

　　　　seg．01・012少し行って，左側にあり泣。

　　　　seg．01・017次は，京王多摩センターに止まり泣。

　　　　seg．01・027あ，府中は方向が違いlliSZよ。

　　　　seg．02・004あ，た，よんにいというのが行き泣。

　　　　seg．02－038国語学科の山田と言い主主。

　　　　seg．02・040わたくし，教育行政の王と申し泣。

　　　　seg．03・023一応もう，できて泣。

　　　　seg．03’027あと，ここに写真が入り泣。

　　　　seg．03・030今日，届き主」。

　　　　seg．03・058え，これ，違い主主よ。

　　　　羅騰二欝鑑・病気だと・evNSi．d．　　　　国

　　　　・eg・05’°°91日からハワイへ出張で，5日に帰ってき泣ので・6日の木曜日は　　　ま

　　　　、eg．。5－。22；ご芸ご彰グトラベ，．の江。と申し泣が，　　　　　　　　　す

　　　　seg．05’023お世話になっており註。

　　　　seg．05・057向こうの都合を聞いてみま立。

　　　　seg．05・059ただいま留守にしており圭主。

　　　　seg．06・005紹介し泣。

　　　　seg．06・007大野中央病院に勤めてい泣。

　　　　seg．06・022今日はね，ぼくがおごり主主。

　　　　seg．06・032じゃあ，わたしは梅にしま二主。

　　　　seg．06’046そうだ，わたしが作り泣から，食べにきてください。

　　　　seg．06－050今度，連絡し主主。

　　　　seg．06・051うん，楽しみにして泣。

　　　　seg．07・002まだ，雨が降ってい泣。

　　　　seg．07・004肉屋で買物をし鐘。

　　　　seg．07・006きれいな花がたくさんあり主主。

　　　　seg．07－008この店はいつも開いてい註。

　　　　seg．07・010牛乳を買い泣。

　　　　seg．07・012急ぎ泣。

　　　　seg．07－013そば屋があり註。

　　　　seg．07－014薬はいつもこの薬屋で買い泣。

　　　　seg．07－020探してい虹。

　　　　seg．09－0194397円になり泣。
　　　　seg．09・020あ，7円あり主L。

　　　　seg．09・021はい，610円のお返しになり泣。
　　　　seg．09・025はじめまして，山田と申し泣。

　　　　seg．09・028小川と申し旦。

　　　　seg．09・031お邪魔し泣。

　　　　seg．09・036じゃあ，いただき並。

　　　　seg．10・006じゃあ，ぼく，野菜を切り泣。

　　　　seg．12・002その右の方が港になって並。

　　　　seg．12・010ええと，レストランは山の向こうに4軒あり註。

　　　　1§き；鷺1；瀧慧ら。とに嚇　　　O

　　　　seg．13・019失礼し並。

　　　　seg．13・027ああ，神保町に行けば，たくさんあり泣よ。



　　　　　　　　　　　　seg．13・032じゃ，行ってみ泣。

　　　　　　　　　　　　seg．13－035あ，ぜひお願いし並。

　　　　　　　　　　　　seg．13－050中国のお茶は日本でも人気があり泣よ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・040写真ができたので，お送りし泣。

　　　　　　　　　　　　seg．14－041またいっか，おじゃましたいと思い虹。

　　　　　　　　　　　　seg．14・044じゃあ，すぐにお礼状，書き泣。

　　　　　　　　　　　　seg．14－046張さん，晩ご飯，用意してあり泣からね。

　　　　　　　　　　　　seg．15・028それからバス会社に連絡し並。

　　　　　　　　　　　　seg．15・034失礼し泣。

　　　　　　　　　　　　seg．16・015ううん，イラストは書かないと思い虹。

　　　　　　　　　　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　泣。
　　　　　　　　　　　　seg．16－032また来虹から。
　　　　　　　　　　　　seg．19・001来月の校外学習について，みなさんの意見を聞き」註。

　　　　　　　　　　　　seg．19－006日本語の勉強になり泣。

　　　　　　　　　　　　seg．19・019近いし，雨が降っても行けるし……，勉強になり主主よね。

　　　　　　　　　　　　seg．19・021わたしたちは，日光へ行くのがいいと思い泣。
ま

　　　　　　　　　　　　seg．19・022日光には有名な神社があり泣。
す　　　　　　seg．・9・・24山にのぼったり，湖でボートに乗ったりすると，楽しいと思V・Si　d。

　　　　　　　　　　　　seg．19・026雨は降らないと思い泣。

　　　　　　　　　　　　seg．19’028日光は，かなり遠いんじゃないかと思い泣けど。

　　　　　　　　　　　　seg．19・033わたしたちは，水族館がいいと思い泣。

　　　　　　　　　　　　seg．19・034東京駅から電車で10分ぐらいの葛西というところにあり泣。

　　　　　　　　　　　　seg．19・036近くの海岸で遊ぶこともでき泣。

　　　　　　　　　　　　seg．19－037わたしはその水族館へ行ったことがあり虹から，もういいです。

　　　　　　　　　　　　seg．22・015池田は，今日外へ出ており並が。

　　　　　　　　　　　　seg．22・029あ，ええと，トイレだと思い泣。

　　　　　　　　　　　　seg．22－031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，すぐもどると思い泣が。

　　　　　　　　　　　　seg．22・032あらあ，じゃあ，またかけ泣。

　　　　　　　　　　　　seg。23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．23・016工業製品にっいては，これがいちばん詳しいと思い泣よ。

　　　　　　　　　　　　seg23・018あ，でも，一応見てみ泣。
　　　　　　　　　　　　seg23・027貸し出しカードはあり泣ね。

　　　　　　　　　　　　seg26・001お着物と，帯と，嬬衿と，あとひもなんかはお貸しし泣ので，足袋
　　　　　　　　　　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・003これ，長すぎ泣ね。

　　　　　　　　　　　　seg27・014……丁寧すぎ豊ね。
　　　　　　　　　　　　seg．27・025行っており並，かなあ。

　　　　　　　　　　　　seg．28・001これ，あげ豊。

　　　　　　　　　　　　seg28・003差し上げ泣。
　　　　　　　　　　　　seg．28・027もうそろそろ来」泣よ。

　　　　　　　　　　　　seg．29－013今日は，金曜だから，急ぎ泣ね。

　　　　　　　　　　　　seg29・020じゃあ，ちょっと急ぎ泣から，これで。

　　　　　　　　　　　　seg29・022ああ，一応読んでみ泣けど，だれか他の人にも頼んでくださいね。

　　　　　　　　　　　　seg29・027今から読ませてもらい泣。
　　　　　　　　　　　　seg．31・002横の線は，下ろして，筆の先を残して引き泣。

　　　　　　　　　　　　seg．31・004縦の線は，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に引き泣。

　　　　　　　　　　　　seg．31・007それから，左へゆるく払い虹。

　　　　　　　　　　　　seg．31・008まっすぐじゃなくて，少し丸くなり泣ね。

　　　　　　　　　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　きます。



　　　seg．31－035でも，うまく書けてい並よ。

　　　seg．32・020中にい並から。

　　　seg．32・034早すぎ泣よ。

　　　seg．33・024仕事が始まる時間が決まって泣けどお，

　　　seg．33－034先に帰り泣けどお，

　　　seg．36・006はい，楽しくやっており泣。

　　　seg．36・016毎日行ってい⊇ヒ。

　　　seg．36・019それから，寮が遠くて，大学へ行くだけで疲れてしまい泣。

　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　seg．36－042はい，歌いまあす。

　　　seg．37・014深沢さん，明日，もう一度検査をし泣から，午前中に。

　　　seg．37・0169時半ごろに，呼びに来泣。

　　　；1議1議竃嶽き藷ぽ　　　　　　因
くませ2e339’023…”また日本1こも来gsよ・　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　　　・eg．・7－・・7花は買いません．　　　　　　　　　　　　　　　　　　す
　　　seg．07・016子供は嫌いではありませんけど，今日は遊びません。

　　　seg．07・021そこにはいません。

　　　seg．08・017ああ，何も予定はありません。

　　　seg．08・023……車，来ませんね。

　　　seg．08－025こういうとき，日本人は渡りませんね。

　　　seg．14・047なんにもありませんけど。

　　　seg．16・008いや，別に考えていません。

　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　seg．16－031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　ます。

　　　seg．19・031たぶん，一人2000円ぐらい集めなければなりません。
　　　seg．19・038でも他の人は行ったことがありません。

　　　seg．26・009ま，そんなにたくさんじゃありません。

　　　seg．26・027いいえ，ほとんどありませんね。

　　　seg．30・013じゃ，もう会えませんね。

　　　seg．31・014うまくいきませんね。

　　　seg．33・026社員の人は，なかなか始めませんよねえ。

　　　seg．36－008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　係のことばとか，

　　　seg．36・032さあ，それはよくわかりません。

＜ました＞

　　　seg．02－023助かりました。

　　　seg．02・033ええ，今月から研究生になりました。

　　　seg．03・034はい，できました。

　　　seg．03・044はい，チェックしました。

　　　seg．03・048ただいま帰りました。

　　　seg．03・061ああ，ありました。

　　　seg．03－063課長，終わりました。

；ミll竃㌶議1㌶1；＿比　　　o
　　　seg．05・012わかりました。

　　　seg．05・019失礼いたしました。



　　　　　　　　　　　　　seg．05・056わかりました。

　　　　　　　　　　　　　seg．05・062打ち合せの件でお電話しました。

　　　　　　　　　　　　　seg．06・003遅くなりました。

　　　　　　　　　　　　　seg．07・001お母さんが帰ってきました。

　　　　　　　　　　　　　seg．07・005挽肉を買いました。

　　　　　　　　　　　　　seg．07・015疲れました。

　　　　　　　　　　　　　seg．07・018雨はやみました。

　　　　　　　　　　　　　seg．08・015お待たせしました。

　　　　　　　　　　　　　seg．10・043うまくできましたね。

　　　　　　　　　　　　　seg．11・005ああ，聞いてました。

　　　　　　　　　　　　　seg．14・023わたしも，茶わんを作りました。

　　　　　　　　　　　　　seg．14－039遅くなって，失礼いたしました。

　　　　　　　　　　　　　seg．15・008忘れてました。

　　　　　　　　　　　　　seg．15・031わかりました。

　　　　　　　　　　　　　seg．16・001お待たせしました。

　　　　　　　　　　　　　seg．17・Q16はい，乗せました。

　　　　　　　　　　　　　seg．17・027ソウシンチュウって出ました。
ま

　　　　　　　　　　　　　seg．20・001ぼくはバイクで旅をしていました。
す　　　　　　seg．2・…2その日は友達のいえに泊めてもらうっもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　　　　　　seg．20・003一軒のお寺をみつけたので，中に入っていきました。

　　　　　　　　　　　　　seg．20・004お寺の人に頼んで，一晩泊めてもらうことにしました。

　　　　　　　　　　　　　seg20・005お寺の人は，広いたたみのへやにふとんを敷いてくれました。

　　　　　　　　　　　　　seg．20・007秋の虫が鳴いていました。

　　　　　　　　　　　　　seg．20－009涼しい風が吹きました。

　　　　　　　　　　　　　seg．20・010少しこわくなりました。

　　　　　　　　　　　　　seg20－011だれかが肩にさわりました。

　　　　　　　　　　　　　seg．20・017女の子は，浴衣を着て，手に花火を持っていました。

　　　　　　　　　　　　　seg．20・018女の子は，花火をやりたがっていました。

　　　　　　　　　　　　　seg。20－022それから，ぼくたちは，何本も何本も花火をしました。

　　　　　　　　　　　　　seg20・023目が覚めると，ぼくはふとんの中にいました。

　　　　　　　　　　　　　seg．20・025お寺の人といっしょに朝ご飯を食べました。

　　　　　　　　　　　　　seg20・026部屋の隅には，仏壇がありました。

　　　　　　　　　　　　　seg20・027仏壇には，小さな写真がおいてありました。

　　　　　　　　　　　　　seg22・023失礼いたしました。

　　　　　　　　　　　　　seg．22・030お待たせいたしました。

　　　　　　　　　　　　　seg．26・029成人式の時に着ましたけど。

　　　　　　　　　　　　　seg．27－019ええと，お客さまとお食事にいらっしゃいました。

　　　　　　　　　　　　　seg．27・022はい，わかりました。

　　　　　　　　　　　　　seg27・023ねえ，今の，いらっしゃいましたでよかった？

　　　　　　　　　　　　　seg．29・004帰ってしまったかと思いました。

　　　　　　　　　　　　　seg．29・038……わかりました。

　　　　　　　　　　　　　seg．32・015びっくりしました。

　　　　　　　　　　　　　seg。32・025なんだか，本当に疲れました。

　　　　　　　　　　　　　seg．32・042あ，印刷のときに見ていただきました……内田先生に。

　　　　　　　　　　　　　seg．36・021友達ができないって，言ってましたね。

　　　　　　　　　　　　　seg．36・028ちょっと驚きました。

　　　　　　　　　　　　　seg．37・017わかりました。

　　　　　　　　　　　　　seg．40・001いろいろお世話になりました。

　　　　　　　　　　　　　seg．40・018お世話になりました。

　　　　　　　　　＜ませんでした＞
　　　　　　　　　　　　　seg24・005へえ，知りませんでした。



＜ます？／ました？＞

　　　seg．08・004すぐにわかりました？

　　　seg．08・016張さん，お正月はどうします？

　　　seg．09－008それから，ニンジンと，ええと，あ，プチトマト，あります？

　　　seg．10・018王さん，ニンジンはどんなふうに切ります？

　　　seg．22・001ええっとお，池田さん，いらっしゃいます？

　　　seg．27’017谷山くん，どこにいます？

　　　seg．36－039たとえば，タイはどこにあるか，知ってます？

＜ますか／ませんか／ましたか＞

　　　seg．01・021次は，どこに止まりますか。

　　　seg．01・026府中は，止まりませんか。

　　　seg．02・003すいません，このバスは南海大学へ行きますか。

　　　seg．02・009あのう，すいません，おつり，ありますか。

　　　seg．02・011細かいのありませんか。

　　　：：1：：1：8；1夢場認漂工蹴欝蹴　　　　国
　　　：：1：：1：：諺驚ξL£訂日本語を勉強していましたカ㌔　　　　　　　　　　ま

　　　・eg・・9・…あの，このくらいの・」・さいトマト，なんと言いますヵ㌔　　　　　　　す

　　　seg．12・009もう少し落ち着いて食べられるところはありませんか。

　　　seg．15・001池田さん，徳島のホテル，予約をキャンセルしましたか。

　　　seg．16・007メーカーは，決めてらっしゃいますか。

　　　seg．16・020あのう，ハングルが使えるのはありませんか。

　　　seg．19・009ボーリングやディスコは勉強になりますか。

　　　seg21－034あ，あれ，日本語で何と言いますか。

　　　seg22・019江口さん，サクラツアーズさんなんですけど，池田さんから聞いてま

　　　　　　　　並。
　　　seg．23・019ええと，ここで見ますか。

　　　seg．23・020それとも，借りてゆきますか。

　　　seg．24・003知っていますか。

　　　seg．24・023いつにしますか。

　　　seg．26・OOIお着物と，帯と，補衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　はお客さまの方で用意していただけますか。

　　　seg．26・026芳子さんは着物を着ることがありますか。

　　　seg29・008それで，　U」田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　ませんか。

　　　seg．29・025原稿，読んでいただけましたか。

　　　seg．31－030先生，ちょっと見ていただけますか。

　　　seg．32・019朴さんに聞いていただけますか。

　　　seg．39・003来ていただけますか。

＜ますでしょうか＞

　　　seg。22D13池田さんは，いらっしゃいますでしょうか。

＜まして＞

　　　seg．01・015毎度ご利用くださいまして，ありがとうございます。

　　　seg．09－026あ，王さんがいつもお世話になりまして。

　　　seg．15・014あのう，徳島のホテルに予約金を払うのを忘れまして，

　　　seg．22・031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，すぐもどると思いますが。
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　　　seg．06・044この次は中華料理，食べに行きましょうよ。



　　　　　　　　　　　seg．07・017早く帰りましょう。

　　　　　　　　　　　seg．08・024ああ，わたっちゃいましょうか。

　　　　　　　　　　　seg．09・006先に八百屋へ行きましょう。

　　　　　　　　　　　seg．10’039さあ，食べましょう。

　　　　　　　　　　　seg．10・047じゃあ，やりましょうか。

　　　　　　　　　　　seg．13・034今度いっしょに行きましょうか。

　　　　　　　　　　　seg．19・020ん一，水族館にしましょう。

　　　　　　　　　　　seg．19・027雨が降ったら，日光でボーリングをしましょう。

　　　　　　　　　　　seg．19・039では，手をあげて決めましょう。

　　　　　　　　　　　seg21・055わたしが行ってるスクール，紹介しましょうか。

　　　　　　　　　　　seg．22・034何かお伝えいたしましょうか。

　　　　　　　　　　　seg24・018先生が出発する前に，パーティーをしましょう。

　　　　　　　　　　　seg24・022うん，やりましょう。

　　　　　　　　　　　seg．24－027あした，学校できいてみましょう。

　　　　　　　　　　　seg．26・025ちょっと，帯を合わせてみましょうね。
’

　　　　　　　　　seg．30・023ええと，そろそろ入りましょうか。

　　　　　　　　　　　seg．36・001ええ，それでは，ここでみなさんにインタビューをしてみましょう。
ま
　　　　　　　　　　　seg。38－025じゃ，話が済んだら，僕の部屋に来ませんか。
す　　　　　　・eg．4・…4じゃあ，荷物，持ちましょう，玄関ま一（f’e

i　まず＿＿ここに．のスタンプを押してくださ、㌔

ダ　　　　　　、eg．・5・・27じゃ註，高松のホテ・レを予約して。

イ　　　　　　　・eg・17’014註それをファックスに乗せて・コピーみたいに・
　　　　　　　　　　　seg．19・040註，日光へ行きたい人は，手を上げてください。…
　　　　　　　　　　　seg．26・018註，こうして，肩にかけてから，手を入れてくださいね。

　　　　　　　　　　　seg．36・004それでは，註張さん。

　　　　　　　　まずい

　　　　　　　　　　　seg．15・038なんか，まずいこと？

　　　　　　　　また

　　　　　　　　　　　seg．05・015では，莚その時に。

　　　　　　　　　　　　seg．06・052　じゃ，莚。

　　　　　　　　　　　seg．06－053はい，　Si．Z9大学で。

　　　　　　　　　　　seg．14・041莚いつか，おじゃましたいと思います。

　　　　　　　　　　　seg．16・032莚来ますから。
　　　　　　　　　　　seg．22・032あらあ，じゃあ，劃ζかけます。

　　　　　　　　　　　seg．39・023……エ日本にも来ますよ。

　　　　　　　　まだ

　　　　　　　　　　　　　seg．06⇔017　し、や，　鑓。

　　　　　　　　　　　seg．07・002エ，雨が降っています。

　　　　　　　　　　　seg．15・025高松なら主だ空いているそうですが。

　　　　　　　　　　　seg．18・024≡わからないよ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・033≧，　49歳o

　　　　　　　　　　　seg．37－007莚，起きられないんですか。

　　　　　　　　　　　seg．37・029≧，ちょっとね。

　　　　　　　　　　　seg．40・003おれ，≧しばらくかかりそうだよ。

　　　　　　　　マダイ

　　　　　　　　　　　seg．21・023あれは，マダイでしょう。



まちあわせ　待ち合わせ
　　　seg．37・012え，いや，……ちょっと，待ち合わせに遅れそうになって。

まちがう　間違う

　　　seg29・008それで，　U」田さん，日本語の］塾ているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　ませんか。

まちがえる　間違える

　　　seg．01・033あのう，電車を間違えて……。

　　　seg．34’014それがさ，僕が，場所を間違えたらしい。

　　　seg．37・034いやあ，僕が間違えたせいだから。

まつ　松

　　　；lil竃≧鷲ll㌧幽、ちばん＿」。　　固

　　　seg・°6’°34塾3人前お願いします・　　　　　　　　　　　　　　　　ま

まっ待っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
　　　seg．05－026はい，少々お鎚ください．　　　　　　　　　　　　　　　あ

　　　seg・・6’・・4鐘2た？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
　　　：：霊㍑警註芝三くださ1、　，。　　　　　　　　　　　　　　　せ

　　　　seg．17・010ええと，ちょっと飽てください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　・eg・22’0・8少々お鎚ください・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　　　：遼8；㌶㌘鑑欝二rさし㌔　　　　　　　　で
　　　　seg．30・002往≧た？

　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で亙ユてたのよ。
　　　　seg．36・037ちょっと往≧て。

◇おまたせしました／おまたせいたしました

　　　　seg．08・015お待たせしました。

　　　　seg．16・001お待たせしました。

　　　　seg22・030お待たせいたしました。

まっすぐ真っ直ぐ
　　　　seg．31・008まっすぐじゃなくて，少し丸くなりますね。

◇まっすぐに

　　　　seg．31・009こちらは，筆を下ろしてから，真っすぐに払って，今度は，だんだん

　　　　　　　　　に力を入れていって，ここで一度止めて，少しずつ少しずつ抜いてい

　　　　　　　　　きます。

　　　　seg．31・018あ，筆はね，もっと真っすぐに。

まで　［副助］

　　　　seg．24・011私は最後＄lgl後藤先生に習いたい。

　　　　seg．29・011いつ＄11ですか。

　　　　　seg．30・011レ、っ蓮こ？

　　　　seg．33・028そのかわり，すごく遅くSi　gsiくでしょう。

　　　　seg．40・014じゃあ，荷物，持ちましょう，玄関麺。

◆～までに

　　　　seg．15DO6料金の35％を9A5日までに……。
　　　　seg。23’031貸し出しは2週間ですから，3月ついたちまでに返してください。



　　　　　　　　　　　　seg．29・030だけど，私もあしたの朝までに出さなければならないんですよ。

　　　　　　　　まとめる

　　　　　　　　　　　　seg．19－011みんなで話すより，グループに分かれて意見をまとめたらどうでしょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　うか。

　　　　　　　　まよう　迷う

　　　　　　　　　　　　seg．13・011心理学の講義と同じ時間なんで，迷2てるんです。

　　　　　　　　まるい　丸い

　　　　　　　　　　　　seg．21・0442LL＞小判みたいだからですね。

　　　　　　　　　　　　seg．31・008まっすぐじゃなくて，少し2g，S一なりますね。

　　　　　　　　マルコバン

　　　　　　　　　　　　seg．21・039マルコバン？

　　　　　　　　　　　　seg．21・041ええっと，マル・コバンでしょう。

董　まるでseg．32．。37．9る＿夢み＿すcito

　～

ま　　　まわり周り
ん　　　　　　seg・12’029島のまわりをまわるんでB－・

な　　　まわる回る
ヵ、　　　　　　　　　seg、12・029島のまわりをまわるんです。

　　　　　　　　まん　万

　　　　　　　　　　　　seg．02・013どなたか，　I　Z円，細かくしていただけませんか。

　　　　　　　　まんなか　真ん中
　　　　　　　　　　　　seg．31・004縦の線は，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に引きます。



みぎ　右
　　　　seg．01・009ああ，それじゃあ，あの角を査に曲がって，……

　　　　seg．12・002その五の方が港になってます。

　　　　seg．31－006これは，左下からやや五上に。

みずうみ湖
　　　　seg．19・024山にのぼったり，遡でボートに乗ったりすると，楽しいと思います。

みせ　店
　　　　seg．05・034この前言ってた匝さあ，行ってみようよ。

　　　　seg．07・008この庄はいつも開いています。

　　　　seg．07・009とても便利な店です。

　　　　seg。24・032そうだ，あのビルの中においしいロシア料理の亙があるんです。

みせる 蕊、できたも＿ぐに見せ6。　　　　　　国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み

みたい鷲㌶螺レスに一コピーみt・・・・…　　　　E

　　　　・eg・21・044丸い小判みたし’だからですね・　　　　　　　　　　　　　み
　　　　念1；：8㌶㌻違託影募三：1漂ξ魁頭の中がからつぼになつたみたい’〈f’°　　　　な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み

みち　道
　　　　seg．20’002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　なってしまいました。

みっか　三日
　　　　seg．04・018先月の旦旦に来ました。

みつける　見つける
　　　　seg．20・003一軒のお寺をみつけたので，中に入っていきました。

みなさん　皆さん　→囲みんな
　　　　seg．04・003みなさん，紹介します。

　　　　seg．04・027それじゃ，クレイグさん，わからないことは，みなさんにきいてくだ

　　　　　　　　　さいね。

　　　　seg．04・028みなさんも，よろしく。

　　　　seg．19・001来月の校外学習について，みなさんの意見を聞きます。

　　　　seg．19・004みなさん，どこへ行きたいですか。

　　　　seg．36・001ええ，それでは，ここでみなさんにインタビューをしてみましょう。

　　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，6ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

みなと　港
　　　　seg．12・002その右の方が遊になってます。

みなみ　南
　　　　seg．05・043ええ，里口の，ええ，改札口ではいかがでしょうか。

　　　　seg．05・044亙口のお，改札口ね。



　　　　　　　　みる　見る

　　　　　　　　　　　　seg．12・021えさをやるところが亘られるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．23・018あ，でも，一応見てみます。

　　　　　　　　　　　　seg．23・019ええと，ここで見ますか。

　　　　　　　　　　　　seg．23－024あと，その本の参考文献のリストを旦亙と，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。
　　　　　　　　　　　　seg．31・030先生，ちょっと亘ていただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．32・042あ，印刷のときに亘ていただきました……内田先生に。

　　　　　　　　　　　　seg．34－022時々は，上の方も見たりしたんだけどね。

　　　　　　　　　　　　seg．34・025気になって，下へ旦にいったの。

　　　　　　　　　　　　seg．38・008他の先生方が旦てくださるそうですけど，朴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

　　　　　　　　みる　［補動］

　　　　　　　　　◆～てみる　→て［接助］2（～てみる）

み　　　ミルクティー
る　　　　　　　seg・08’007ええと・ミルクティー・

　～　　　　　みんな　→匡『蓮1みなさん

み　　　　　　・eg・03’065みんな・ご苦労さま・
　　　　　　　　　　　　seg．06・029じゃ，みんな松にしましょう。
ん

　　　　　　　　　　　　seg．19・011みんなで話すより，グループに分かれて意見をまとめたらどうでしょ
よ　　　　　　　　　うカ㌔

　う　　　　　　　　　seg・33’°2°みんな・親切だし・

　　　　　　　　みんよう　民謡

　　　　　　　　　　　　seg。11・004あれ，睡ですか。

　　　　　　　　　　　　seg．11－006サークルでね，」遜やってるんです。



むいか　六日
　　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日に帰ってきますので，旦旦の木曜日は

　　　　　　　　　いかがですか。

　　　　seg．05・013旦旦の10時ですね。

むかし　昔
　　　　seg21・042小判って，ほら，宣のお金。

むぎちゃ　麦茶　→國ちゃ
　　　　seg．14・002麦丞，どうぞ。

むこう　向こう
　　　　seg．03－056その向こう。

　　　　：：灘濃1竺瓢；膓‘三うに・軒あり註　　　　■

むし虫　　　　　　　　　　　　　　　　　む
　　　　・eg・2°’°°7秋の皇鵬いてし’ましtc・　　　　　　　　　　　　　　い

むずかしい難しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　　　　seg．16・022それはむずかしいですねえ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　1竃㌧議鷹1籔∴本人の名前と＿の関　㌃

　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　　seg．36・017いや，その，勉強はむずかしいですか。

　　　　seg．36・018はい，むずかしいです。

　　　　seg．39・017この大学ではむずかしいと思います。

むり　無理
　　　　seg．05・054ええっと，ちょっと塞理だなあ。

　　　　seg．29・016塞理ですか。



　　　　　　　　め　目

　　　　　　　　　　　　seg20・023旦が覚めると，ぼくはふとんの中にいました。

　　　　　　　　　　　　seg．21・030そうそう，旦がない魚ね。

　　　　　　　　　　　　seg．21・031旦がない魚？

　　　　　　　　　　　　seg21・033だって，魚の旦って，気持ち悪いんですよ。

　　　　　　　　めいじ　明治

　　　　　　　　　　　　seg．13・013里追時代の外来語です。

　　　　　　　　メーカー

　　　　　　　　　　　　seg．16－007メーカーは，決めてらっしゃいますか。

　　　　　　　　めす　召す

　　　　　　　　　　　　seg．26・033こういう袖の長いのが振り袖で，お嬢さんがお五んなるんですね。

　　　　　　　　メッセージ
め　　　　　　・eg．05・060ピーという音の後にメッセージをお入れください。

　～

メ

　ッ

セ
　　　1

ジ



も　［副助］

　1．類同する事柄を累加的に加える。

　1．1．「が」や「を」が「も」になったもの。

◇主体
　　　　seg．02・035私上，南海で助手をしてるんですよ。

　　　　seg．08・003いいえ，私上今来たところですから。

　　　　seg．13－020山田さん，わたし上相談していいですか。

　　　　seg．13・033ぼく上，よく行くんですよ。

　　　　seg．14・023わたし上，茶わんを作りました。

　　　　seg．19・008あ，ディスコ上いいですよ。

　　　　seg21・024どれどれ，タイ上おいしいんですよ。

　　　　seg．21・046わたし上，早くイルカといっしょに泳げるようになりたあい。

　　　　seg．21・052山田さん上，ダイビング習わなくちゃ。

　　　　1ミき欝三1鶯ll㌶麟編るんですS．　　■

　　　　1：1：㌶：翌ξ呈ミξ㌘上あしたの朝までに出さなければならないんですよ゜　　　　　　も

　　　　seg．34・012私上2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのよ。

　　　　seg．34・023わたし上ね，

　　　　seg．36・030うちの大学玉同じです。

　　　　seg．39・022わたし主残念ですけど，……でもね。

　　　　seg．40・005金沢さん上，お大事に。

　　　　seg．40－007僕上もう退院したいなあ。

◇対象

　　　　seg．10・009あ，あと，しょうがとにんにく上でしょ？

　　　　seg．19・036近くの海岸で遊ぶこと上できます。

　　　　seg．34・022時々は，上の方上見たりしたんだけどね。

　　　　seg．35D13これ上落として。
　　　　seg．38’011ええ，……私の例の論文上ね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　1．2．助詞ないし助詞相当句の後ろに「も」がつき，「にも」rでも」などになった

　　　　　もの。

　　　　seg．12・026あ，そうそう，船に上乗ってみてくださいね。

　　　　seg．13－015心理学は，4年になってから上聞けるからね。

　　　　seg．13・023図書館に上無いんですか。

　　　　seg．13・050中国のお茶は日本で上人気がありますよ。

　　　　seg．15・032一応，部長に上話しとこう。

　　　　seg．20・020ぼくに上くれるの？

　　　　seg．26・028お正月に上着ないし。

　　　　seg．29・022ああ，一応読んでみますけど，だれか他の人にS頼んでくださいね。

　　　　seg．32・040内田先生のために上ね，がんばらなくちゃ。

　　　　seg．33・052ああ，人によって上違うかもしれないね。

　　　　seg．39・018国へ帰ろうかと上思ったんですけどね。

　　　　seg．39・023……また日本に上来ますよ。

　1．3．もとは助詞のつかないものに「も」がついたもの。

　　　　seg．04・028みなさん上，よろしく。

　　　　seg．18・007今日上あの広告会社ですか。

　　　　seg．36・036こないだ上ね，

　　　　seg．39・024せっかく友達んなったんだから，これから上ね。

　　　　seg．40・032……これから上ねえ。



　　　　　　　　　◇「～も～も」のように，同類の事柄を並べて挙げる。

　　　　　　　　　　　　seg21・032ほら，カレイ上タコ上，切って売ってるでしょう。
　　　　　　　　　◇不定称の指示語とともに用い，肯定の語と呼応して全面肯定を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．33・051まあ，どこの国に上，変わった食べ物ってあるから。

　　　　　　　　　2．程度がはなはだしいことを表し，強調の意をこめる。

　　　　　　　　　　　　seg．07・025どこへ行ってたの，1週間上。

　　　　　　　　　◇「何［助数詞］も」の形で，数量が多いことを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．20－022それから，ぼくたちは，但本迎本上花火をしました。

　　　　　　　　　◇なにも～ない

　　　　　　　　　　　　seg．08・017ああ，但玉予定はありませ亙。

　　　　　　　　　　　　seg．14・047なんにもありませムけど。

　　　　　　　　　　　　seg．14・048なにもないんですか。
■　　　seg・14“°49なんにもないけ8s，いろV’ろあるんですよ・

　　　　　　　　もう　［副］
も

　　　　　　　　　1．すでに起こったことや，すでに決まったことを表す。
　～　　　　　　　　　　seg．03－023一応．S．2一できてます。

も　　　　　　seg・°3’°33さてと・それは・並できた？
　～　　　　　　　　　　seg．05－047－t＞．2一大丈夫。

つ　　　　　　segO6・016工瀬んだの？
　し　　　　　　　　seg．09－009あ，今日は⇔……。

存　　；lll；灘運ぽ1㌘⑭てf“VNらい凧
あ　　　　　　　seg．3・一・・3じや，⇔会えません・la。

1　◇もう議議鷲㌶う＿す」o
せ　　　　　　、eg．19・037わたしはその水族館へt了ったことがありますから，もういV・でS－．

ん
　　　　　　　　　2．これから起こることを表す。
　　　　　　　　　　　　seg．28・027．S）．2一そろそろ来ますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．35・005⊇スタンドを消しなさい。

　　　　　　　　　　　　seg．40－007僕もS2’退院したいなあ。

　　　　　　　　　3．数量・程度を付け加える。

　’　　　　　　　　　　　　seg．06－014じゃ，ビール，並2本。

　　　　　　　　　◆もういちど

　　　　　　　　　　　　seg．37－014深沢さん，明日，もう一度検査をしますから，午前中に。

　　　　　　　　　◆もうすこし

　　　　　　　　　　　　seg．12・009もう少し落ち着いて食べられるところはありませんか。

　　　　　　　　もう　［感］

　　　　　　　　　　　　seg．21・026朴さん！エ。

　　　　　　　　　　　　seg．24・013－t）．2，ミーチャさんたら，声が大きいんだから。

　　　　　　　　もうしわけありません／もうしわけございません　申し訳ありません／申し訳
　　　　　　　　ございません　　→國ございます

　　　　　　　　　　　　seg．05・008あ，申し訳ありません。

　　　　　　　　　　　　seg．15・022はい，もうしわけありません。



　　　seg．15－033もうしわけありません。

　　　seg．22・014申し訳ありません。

　　　seg．22－033申し訳ございません。

もうす　申す
　　　seg．02・040わたくし，教育行政の王と里Lます。

　　　seg．05’022あ，ええ，ヤングトラベルの江口と里！ますが，

　　　seg．09・025はじめまして，山田と里Lます。

　　　seg．09’028小川と里Lます。

もくようび木曜日
　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日に帰ってきますので，6日の木曜日は

　　　　　　　　　いかがですか。

もし㌦。5－。27も．も。，桜井ですz，、、，、。　　　　　　　■

　　　　：：1：91：81監詑し？　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

もちあげる　持ち上げる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　seg・26’°°4あ・あとですそを持ち上げるんですよ・　　　　　　　　　　　わ

もちろん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け
　　　　seg．。6・・4・それはもちろん日本料理が好き，と言った方がいいですta。　　　　　　　あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

もつ 璽：1：：1総鑑こに≧てきてくださ、㌔　　　　i

　　　　seg．13・024できれば国へt2て帰りたいんで・古本屋でさがそうと思うんですけ　　　ん

　　　　seg・・3－・44㌔鴛漂初めてなんですけE・，　E”A，tsも…tkPて　↓

　　　　seg20・017女の子は，浴衣を着て・手に花火をf2ていました・　　　　　　　　の
　　　　seg．31・017ちょっと筆を蔓ヒ≧てみてください。

　　　　seg．40・014じゃあ，荷物，］むましょう，玄関まで。

　◇せきにんをもつ

　　　　seg．15・021う一ん，自分の仕事には」⊇てもらわないとね。

もっと

　　　　seg．23・024あと，その本の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　いるでしょう。
　　　　seg．31・018あ，筆はね，もっと真っすぐに。

　　　　seg．36・041うん，もっともっと勉強しなければ。

　　　　seg．39・021ええ，もっといろんなことを話したかったなあ。

もどる　戻る
　　　　seg．22・031ただ今，ちょっと席を外しておりまして，すぐもどると思いますが。

　　　　seg．27・021もどったら，電話するように言ってください。

もの　物

　　　　seg．03・024できた並は，すぐに見せる。

　　　　seg．09・017何か忘れた塑はない？



　　　　　　　　　　　　seg．09・034あのう，っまらない迎ですが。

　　　　　　　　　　　　seg．10・008入れる並は，にんじんに，たけのこに，ねぎに，とり肉に，……。

　　　　　　　　　　　　seg．13・044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・045そうですねえ，高い坦じゃなくていいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．23・003あのう，日本がアジアから輸入している惣のことを調べているんです

　　　　　　　　　　　　　　　　　が。
　　　　　　　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな惣を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・015張さん，なにか好きな坦を書いてみてくださいな。

　　　　　　　　　　　　seg．33・050他の迎は，たいてい好き。

　　　　　　　　もみじ　紅葉

　　　　　　　　　　　　seg．19・02310月はもみじがきれいです。

　　　　　　　　もよう　模様

も　　　　　seg・26’°24張さん・せが高いヵ’ら汰きいewの方が似合うんですよta・

の　　　　もらう［補動］
　～　　　　　　◆～てもらう　→て［接助］2（～てもらう）

2　もんだ蹴そ＿でS．．
だ　　　　　　seg．23・007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

い　　　　　　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな団題がありますよねえ。
　　　　　　　　　　　　seg．33・009プライベートな場所なら，固題ないけど。



や　屋
　　　　seg．07・004肉屋で買物をします。

　　　　seg．07・013そば屋があります。

　　　　seg．07・014薬はいつもこの薬屋で買います。

　　　　seg．09・006先に八百屋へ行きましょう。

　　　　seg．13・024できれば国へ持って帰りたいんで，古本屋でさがそうと思うんですけ

　　　　　　　　　ど，

　　　　seg．13・026古本屋ってどこにあるんでしょう。

や　［並助］

　　　　seg．09－004卵±ビーフンはスーパーでいいですね。

　　　　seg．19・009ボーリング空ディスコは勉強になりますか。

やおや　八百屋　→國や
　　　　seg．09・006先に八百屋へ行きましょう。

やきそ鷲譜イスクリームに竺＿一ガ．一）　一一…，。　　　■

やくそ
蕊あ今，です＿う，、時のお遮＿です、，、，，，．，。　　†

　　　　seg．38－02411時に会う麩です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は
やさい 、鷲。。6じゃあ，ぼく遜を切り就　　　　　　　　り

やすい
　　　　seg．23・005はい，何かわかりやすい本はないでしょうか。

　　　　seg．23・006アジアからの輸入についてわかりやすく書いた本。

　　　　seg．39－013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

やすみ　休み　→國なつやすみ

　　　　seg．30・015坐が取れたら，東京に帰ってくるよ。

やだ　→いやだ／やだ

やっと

　　　　seg．29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　なんです。

やつtばり　　→や喜まり／やっ｝まり

やね　屋根
　　　　seg．12・OOIあの三角の屋抵が水族館です。

やはり／やっぱり

　　　　seg．06・038王さんは，やはり中国料理がいちばん好きですか。
　　　　seg．12・025やっ1まり海｝まし、し、。

　　　　seg．13・017じゃ，やっぱり川田先生，出ることにします。

　　　　seg．13・046やっぱりお菓子がいいかな。

　　　　seg．21・008でも，やっぱりこわいですよね。



　　　　　　　　　　　　seg．26－023やはり，あちらの赤の方がおきれいですかしら。

　　　　　　　　　　　　seg．31・033私には，やはり仮名がむずかしいんです。

　　　　　　　　　　　　seg．33－013でも，やっぱり，おじさん。

　　　　　　　　やま　山

　　　　　　　　　　　　seg．12・010ええと，レストランは山の向こうに4軒あります。

　　　　　　　　　　　　seg．19・024，1！tにのぼったり，湖でボートに乗ったりすると，楽しいと思います。

　　　　　　　　やむ

　　　　　　　　　　　　seg．07・018雨は笠ました。

　　　　　　　　やめる　辞める

　　　　　　　　　　　　seg．39・004朴さんはね，この大学をやめるって言うんです。

　　　　　　　　やめる　止める

　　　　　　　　　　　　seg．21・011笠1てくださいよお。

　　　　　　　　やや

や　　　　　　　　　　seg．31・006これは，左下から笠右上に。

は　　　やる1　，与える、の意
り　　　　　　、eg．・2－・・8動物にえさをSCそうですよ。

　～　　　　　　　　　seg．12・021えさを笠ところが見られるんです。

や　　　やる2　，する、の意
れ　　　　　seg．10・047じゃあ，　yましょうヵ㌔

や　　　　　　　　　　seg．11－006サークルでね，民謡全2てるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．20・016花火型たいの？れ
　　　　　　　　　　　　seg．20－018女の子は，花火を型たがっていました。

　　　　　　　　　　　　seg20・021じゃあ，いっしょに立うか。
　　　　　　　　　　　　seg．21－027最近は，主てるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．21・053僕も全2てみようかな。

　　　　　　　　　　　　seg．24・022うん，　Y12一ましょう。

　　　　　　　　　　　　seg．38－013だから，教育学を笠うと思ったんです。

　　　　　　　　　◇「生活する」の意味で用いる。

　　　　　　　　　　　　seg．36・006はい，楽しくyております。

　　　　　　　　やる　［補動］

　　　　　　　　　◆～てやる　→て［接助］2（～てやる）

　　　　　　　　やれやれ

　　　　　　　　　　　　seg．05・046やれやれ。



ゆ　湯

　　　　seg．10・001ビーフンはね，お湯に入れて。

ゆうべ

　　　　seg29・026いやあ，僕の原稿，ゆうべ徹夜して書いて，今，やっと出したところ

　　　　　　　　　なんです。

　　　　seg．32・026朴さんは，ゆうべから寝ていないんですよ。

ゆうめい有名
　　　　seg．19－022日光には挺な神社があります。

ゆかた　浴衣
　　　　seg．20・017女の子は，麩を着て，手に花火を持っていました。

ゆき　行き

ゆく≡°∵㌘特急橋本⌒　　　　　　■

ゆっくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　seg．4。’。。9ゆっくり治してtao　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

ゆに隠辱う…7tl…アー働一る物のことを調べ一・r　v　6んです　ゑ

　　　　seg．23・006アジアからの聾込についてわかりやすく書いた本。

　　　　seg．23・007う一ん，鎚というと，どんな物を輸△しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　seg．23・008ええ，特に，東南アジアからの蛭品の種類のことを。

ゆめ　夢
　　　　seg．18・020それは菱さ。

　　　　seg．32・037まるで悪い蔓みたいですよ。

　　　　seg．38・020まあ，菱なんですよ。

　　　　seg．38・021ふ一ん。大きな菱ですよねえ。

ゆるい　緩い
　　　　seg．31・007それから，左へゆるく払います。



　　　　　　　　よ　［終助］

　　　　　　　　　1．相手が知らないと思っている情報や評価を伝える際に，伝え方を強める。

　　　　　　　　　　　　seg．01・027あ，府中は方向が違います主。

　　　　　　　　　　　　seg．02・024いいえ，いいんですS。

　　　　　　　　　　　　seg．02・029いいですよ，もう。

　　　　　　　　　　　　seg．02・035私も，南海で助手をしてるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．02・045あ，いや，それはもういいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．03・011このパンフレット，急いで送ることになったんですS。

　　　　　　　　　　　　seg．03・058え，これ，違いますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．05・041うん，いいよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・021大丈夫ですよ。

　　　　　　　　　　　　seg、06－025ボーナスが出たんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・031定食は，松，竹，梅の3種類で，松がいちばん高いんです主。

　　　　　　　　　　　　seg．07・026心配してたの主。

　　　　　　　　　　　　seg．08・009ええ，大学の友達がね，イギリスに留学してるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．10－035はい，いいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・018動物にえさをやるそうですS。

　　　　　　　　　　　　seg．12・022あとでご案内しますエ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・030気持ちいいですよ。
よ　　　　　　　　　　　　seg．13’005あ，いいです主。

　　　　　　　　　　　　seg．13－022ちょっとほしい本があるんですが，もう売ってないらしいんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・027ああ，神保町に行けば，たくさんありますS。

　　　　　　　　　　　　seg．13’033ぼくも，よく行くんです主。

　　　　　　　　　　　　seg．13・045そうですねえ，高いものじゃなくていいですS。

　　　　　　　　　　　　seg．13・050中国のお茶は日本でも人気がありますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．14－007よかったですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・049なんにもないけど，いろいろあるんですS。

　　　　　　　　　　　　seg．16－013イラストが書けるし，カラー印刷とか，機能が多いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．17・008簡単だよ。

　　　　　　　　　　　　seg．18・021歌手んなっても，生活できないよ。

　　　　　　　　　　　　seg．18－022……歌は，続けるエ。

　　　　　　　　　　　　seg．18－024まだわからないS。

　　　　　　　　　　　　seg．18・028だいじょうぶだ主。

　　　　　　　　　　　　seg．19・008あ，ディスコもいいですS。

　　　　　　　　　　　　seg．21・020シマアジだそうですよ。

　　　　　　　　　　　　seg21・024どれどれ，タイもおいしいんですS。
　　　　　　　　　　　　seg．21・027最近は，やってるんですdi。

　　　　　　　　　　　　seg．21・033だって，魚の目って，気持ち悪いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．21・037そうそう，カマボコはサメから作るそうですS。

　　　　　　　　　　　　seg．23・016工業製品については，これがいちばん詳しいと思いますよ。

　　　　　　　　　　　　seg24・026外国へ行く前だから，とても忙しいはずですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．26－004あ，あとですそを持ち上げるんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．27・016だけど，日本語はこれしか知らないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg27・027日本人だってわかんないわよ，そんなの。

　　　　　　　　　　　　seg．28・027もうそろそろ来ます主。

　　　　　　　　　　　　seg29・014僕も，ちょっと書かなきゃならない原稿があるんですS。

　　　　　　　　　　　　seg29・018だれか他の人に頼んだ方がいいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg29－030だけど，私もあしたの朝までに出さなければならないんです主。

　　　　　　　　　　　　seg．30・015休みが取れたら，東京に帰ってくるS。

　　　　　　　　　　　　seg．30・021……電話するよ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・028ああ，勢いよく書いてしまえばだいじょうぶですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・035でも，うまく書けていますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・026朴さんは，ゆうべから寝ていないんです主。



　　　seg．32・034早すぎますよ。

　　　seg．32・037まるで悪い夢みたいですS。

　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのdi。

　　　seg．34・019ああ，いちばん下は，地下1階なのdi。

　　　seg．34・038東京だS。

　　　seg．35’011違うよ。

　　　seg．35・012倒れたんだよ。

　　　seg．35・014僕じゃないよ。

　　　seg．35017自然に壊れたんだdi。

　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですdi。

　　　seg．38・020まあ，夢なんですdi。

　　　seg．39・019アメリカは，そういう研究が進んでるんですよ。

　　　seg．39・023……また日本にも来ますS。

　　　seg．40・003おれ，まだしばらくかかりそうだよ。

　　　seg．40・006深沢さん，うらやましいS。

　　　ll覧§ll鐘鷲：㌫　　　　　　　　■
　　　seg．40・028いやあ，失敗した占　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　seg．40・034大丈夫占信じてるから。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

◇一よ器4ぴ゜37だいじよ’1“iS．　　　　　　　　　　　　　よ
　　　seg．16・01810万8千円で，けっこう安いですよねえ。　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　seg．19・019近いし，雨が降っても行けるし……，勉強になります趣。
　　　seg．21・008でも，やっぱりこわいです．よ塾。

　　　seg21・022お刺身にすると，おいしいの鎮。
　　　seg．23－007う一ん，輸入というと，どんな物を輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　seg．26－024張さん，せが高いから，大きい模様の方が似合うんです鎮。

　　　seg27・006じゃあ，スキーなんかとんでもないよねえ。

　　　seg．30・019飛行機なら，すぐ趣。

　　　seg．33・005あれって，なんか，はずかしいよねえ。

　　　seg．33・012学生は，ときどきいるよ塗。

　　　seg．33・026社員の人は，なかなか始めませんよねえ。

　　　seg．33・038帰りにくいんです些。

　　　seg．34－008きのう，4時だった趣。
　　　seg．36・011わからないよねえ。

　　　seg．38・021ふ一ん。大きな夢ですよねえ。

　　　seg．39・025ええ，ずっと友達です趣。

　2．依頼・勧誘・命令などの表現と共に用い，強める。

　　　seg．02・042今度，遊びに来てください主。

　　　seg．03－007で，池田さんはDMのリストを調べてS。
　　　seg．06’044この次は中華料理，食べに行きましょうよ。

　　　seg．06・049ぜひごちそうしてくださいdi。

　　　seg．10・045そうだ，今度は韓国料理，教えてくださいdi。
　　　　seg．21・011やめてください一sl！．E。

　　　seg．35・003早く寝なさい主。

よい／いい　良い　→函よく

　1．好ましい・望ましいことを表す。
　　　　seg．06－045ああ，　iL）taね。



　　　　　　　　　　　　seg．06・048それは］〈．＞L＞。

　　　　　　　　　　　　seg。08’010へえ，　iL＞bですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．08・020わあ，］L＞！（．）ですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．12・025　やっ｝まり海｝まlmu＞。

　　　　　　　　　　　　seg．13・OOIここは静かでi！C．Uですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・049あ，1坐かもしれませんね。

　　　　　　　　　　　　seg．14・007よかったですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．19・008あ，ディスコも1坐ですよ。

　　　　　　　　　　　　seg23・015それから，これもla1aかも知れません。
　　　　　　　　　　　　seg．26・030う一ん，二人とも，1c．＞3c．〉ですね。

　　　　　　　　　　　　seg29・007へえ，それはIL＞1〈．1ですねえ。

　　　　　　　　　◇「いい［名詞］」の形で，［名詞］の性質が良いことを表す。

　　　　　　　　　　　　seg．12・0241坐景色ですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．32－030　iug先生だったのに……。

　　　　　　　　　　　　seg．38・010内田先生，1坐先生だったようですね。

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，iL＞3t．〉観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．39－007シカゴの近くの私立大学なんですけど，　IL）2先生がいるんです。

　　　　　　　　　◇「～がいい」の形で，好ましいものを選択する。
　よ　　　　　　　　　　seg．06－018定食がいいかな。

　し、　　　　　　　　　seg．13・046やっぱりお菓子がいいかな。

　　　　　　　　　　　　seg．19－005カラオケがいいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・012え，それがいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．19・01310月は台風が来るかもしれないから，雨が降っても行けるところ坐

　　　　　　　　　　　　　　　　　bと思うんです。
　　　　　　　　　　　　seg．19－021わたしたちは，日光へ行くのがいいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．19・033わたしたちは，水族館がいいと思います。

　　　　　　　　　　　　seg．24・029どこがいい？

　　　　　　　　　　　　seg24・030プレゼントは，何がいい？

　　　　　　　　　◆～ほうがいい
　　　　　　　　　　　　seg．16－006まあ，安い方がいいですけど。

　　　　　　　　　　　　seg．19・007わたしは，歌が下手ですから，ボーリングの方がいいです。

　　　　　　　　　◆～たほうがいい／～ないほうがいい
　　　　　　　　　　　　seg．04・042医務室へ行ったほうがいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．05・052ああ，早くした方がいいね。

　　　　　　　　　　　　seg．06・041それはもちろん日本料理が好き，と言った方がいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．13・008ええと，川田先生のゼミ，出たほうがいいでしょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．13’014あ，それじゃ川田先生は3年生のうちに取った方がいいな。

　　　　　　　　　　　　seg．29・018だれか他の人に頼んだ方がいいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．40・008焦らないほうがいいよ。

　　　　　　　　　◆～といい
　　　　　　　　　　　　seg28・007う一んと，気に入ってくださるといいんですけど。

　　　　　　　　　◆～たらいい

　　　　　　　　　　　　seg．13・044先生のお宅にうかがうのは初めてなんですけど，どんなものを持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　いったらいいでしょうか。
　　　　　　　　　◆～tまし、し、

　　　　　　　　　　　　seg．14・033ええと，どんなふうに書けばいいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．26・012えりは，どんなふうにすればいいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．32・031これからどうすればいいか……。

　　　　　　　　　　　　seg．39・013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

　　　　　　　　　◆～ばよかった

　　　　　　　　　　　　seg．29・036はっきり断ればよかったですね。



◇よかった

　　　seg．29・003よかった。

　　　seg．34・006よかった。

　　　seg．40・021よかった。

　　　seg．40－029でも，よかった，早くよくなって。

◇よかったら

　　　seg．02・014あのう，これ，よかったらどうぞ。

◇「いいなあ」の形で羨望の気持ちをあらわす．

　　　seg．17－037いいなあ，若い人は。

　　　　seg．21・045いいなあ。

◇容認したり許可を求めたりするときに用いられる。

　　　　seg．05－041うん，　b2Vよ。

　　　seg．06・023あら，　INのお？

　　　seg．10－0323di）ですか。

　　　seg．10・035はい，　ldi＞ですよ。

　　　　seg．12・016……ま，］e．2か。

◆一で1撒露灘㌶灘鶯二：竪ご　■
　　　seg．05・010う一ん，その日は，午後の新幹線で帰りたいんですが，午前中でいい　　　　　よ

　　　　　　　　　ですか・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　：：1：19：：麟言≡㌶スー．／，一でいいで輪　　　　　　　　　～

　　　、eg．10・004これでいいかしら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　　　・eg…一・2・これくらいでいいですカ㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

　　　：：麗；：：19；‡蚤琴㍑㌣ξ：ζ三し、ましたでょかった？　　　　　　　　　　　　　し

　　　seg．29・010いえ，日本語としておかしいところだけでいいですから。　　　　　　　　　　よ

　◆～ていい／～てもいい　→て［接助］2（～ていい／～てもいい）　　　　　　　　　　　　　　　〈

　2．十分でそれ以上必要ないことを表す。

　　　seg．02－016いえ，3t．＞bですから。

　　　seg。02・024いいえ，！坐んですよ。

　　　seg．19・037わたしはその水族館へ行ったことがありますから，もうIC．）iL）です。

　　　　seg．40・017じゃ，　nmですね。

◇相手の申し出を断るときに用いられる。

　　　　seg．02・0293a1t．）ですよ，もう。

　　　seg．02・045あ，いや，それはもう］坐ですよ。

　　　seg．40・015あ，いや，］坐んですよ。

よう　［助動］→う／よう

よう　用

　　　　seg29・005え，何か里ですか。

ようい用意
　　　　seg．14・046張さん，晩ご飯里意してありますからね。

　　　seg．15・030エレンさんは，新しいスケジュール表の題を頼む。

　　　　seg．26・001お着物と，帯と，補衿と，あとひもなんかはお貸ししますので，足袋

　　　　　　　　　はお客さまの方で醒していただけますか。

ようしょく　洋食
　　　　seg．12・015注食じゃないなあ。



　　　　　　　　ようだ／ようです　［助動］

　　　　　　　　　1．不確かな断定を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．15－024徳島はもういっぱいのようです。

　　　　　　　　　　　　seg．33・036ちょっとお，悪いような気がして。

　　　　　　　　　　　　seg．38－010内田先生，いい先生だったようですね。

　　　　　　　　　2．比況（たとえ）を表す。
　　　　　　　　　　　　seg．21・004海の底にいるようですねえ。

　　　　　　　　　3．目的・目標・内容を表す。

　　　　　　　　　◆～ように

　　　　　　　　　　　　seg．31・OOI点は，小さな三角を書くように。

　　　　　　　　　　　　seg．38・018新しい教え方を勉強できるようにね。

　　　　　　　　　◆～ようにする
　　　　　　　　　　　　seg．31－004縦の線は，筆の先が真ん中を通るようにして，一気に引きます。

　　　　　　　　　　　　seg．31・022それで，一度に下ろさないようにして，動かしてみてください。

　　　　　　　　　◆～ようになる

　　　　　　　　　　　　seg21・046わたしも，早くイルカといっしょに泳げるようになりたあい。

　よ　　　　　　　4．要求の内容を引用する。
　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

つ　　　　　◆～よつに
だ　　　　　　seg・27’021もどったら・電話するように言ってくださし㌔

　～　　　よく
　よ　　　　　　　1．頻度を表す。

．Sミ　　　　　　　　　seg．13－033ぼくも，よ≦行くんですよ。

　　　　　　　　　2．程度を表す。

　　　　　　　　　　　seg．17・006ファックスの使い方，よ≦．わからないんですが。

　　　　　　　　　　　seg．36・032さあ，それはよ≦．わかりません。

　　　　　　　　よこ　横

　　　　　　　　　　　seg．31－002撞の線は，下ろして，筆の先を残して引きます。

　　　　　　　　よさん　予算
　　　　　　　　　　　　seg．16－005ええと，ごヱ篁はどのくらい。

　　　　　　　　　　　seg．19－003ヱ篁は一人2500円です。

　　　　　　　　よし

　　　　　　　　　　　　　seg．03・045－QL二。

　　　　　　　　　　　seg．17－023些，じゃあ，送信ていうのを押して。

　　　　　　　　よっぱらう　酔っ払う

　　　　　　　　　　　seg．33－003酔っ払ってる人がいるじゃない。

　　　　　　　　よてい　予定

　　　　　　　　　　　seg．08－017ああ，何もヱ室はありません。

　　　　　　　　よぶ　呼ぶ

　　　　　　　　　　　seg．37・0169時半ごろに，』びに来ます。



よむ　読む
　　　seg．29・022ああ，一応麺でみますけど，だれか他の人にも頼んでくださいね。

　　　seg．29・025原稿，責邑でいただけましたか。

　　　seg．29・027今から壼エせてもらいます。
　　　　seg．38・011ええ，……私の例の論文もね，褒邑でくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　＜よめる＞

　　　　seg．29・015読めるかなあ。

よやく　予約
　　　　seg．15・001池田さん，徳島のホテル，遜1をキャンセルしましたか。

　　　　seg．15・003江口さん，徳島のホテルのヱ麹金，払ってないの？

　　　　seg．15・014あのう，徳島のホテルにヱ麹金を払うのを忘れまして，

　　　　seg．15・027じゃまず，高松のホテルを鉋して。

より［鷲㍗で話鎚一プに分かれて意見をまとめたらどうで・・■

よる夜　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　　　　seg．33・001亙，融に乗るとね，　　　　　　　　　　　　　　　　む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

よゑによつて　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　　　　seg．33－052ああ，人にょっても違うかもしれないtae　　　　　　　　　　　ん

よろしい
　　　　seg．09－035まあ，そんなこと，よろしいのに。

　◇よろしかったら

　　　　seg．12・003よろしかったら，こちらへ。

よろしく

　　　　seg．03－062あ，じゃ，よろしく。

　　　　seg．04’028みなさんも，よろしく。

　　　　seg．08・028わたしはインドネシアですから，父と母をよろしくね。

　◇よろしくおねがいします／よろしくおねがいいたします

　　　　seg．04・011どうぞよろしくお願いします。

　　　　seg．04・029よろしくお願いします。

　　　　seg．04・030よろしくお願いします。

　　　　seg、09・029よろしくお願いします。

　　　　seg．16・034じゃ，よろしくお願いします。

　　　　seg．22・036はい，よろしくお願いいたします。

　　　　seg．29’021よろしくお願いします。

よわい　弱い
　　　　seg．12・033わたし，船に塾んです。

よん／

　　　　seg．13・015心理学は，　A年になってからも聞けるからね。



　　　　　　　　　　　seg．17・017じゃあ，番号はね，ええと，よときゅうゼロななの，こおにいいちい

　　　　　　　　　　　　　　　　ち。
　　　　　　　　　　　seg．17・019三と，　9，　0，　7，　5，　2，　1，　1。

　　　　　　　　　　　seg．17・022∠と907521　1。
　　　　　　　　　　　seg．17・03218日が3台，19日が3台，20日が旦台ですね。
　　　　　　　　　　　seg．25・001次は，経済学部A年，深沢良昭君。

　　　　　　　　　　　seg．34・008きのう，∠L時だったよね。

　　　　　　　よんじゅう　四十
　　　　　　　　　　　seg．32・033まだ，∠L　9歳。

　　　　　　　よんせん　四千
　　　　　　　　　　　seg．09・019　fL　397円になります。

え

よ

舎

ん



らいげつ　来月

　　　seg．05・004ええと，塞旦です。

　　　seg．19・001丞旦の校外学習について，みなさんの意見を聞きます。

　　　seg．39・006丞旦からアメリカへ行きます。

らいしゅう　来週
　　　　seg．05・055丞週は，水曜日以外は大丈夫。

　　　seg．05・063こちらは，できれば丞週，一・・

　　　seg．13・039じゃあ，塞週は，……火曜の午後，どうですか。

　　　seg．24・024丞週の金曜日はどう？

　　　seg．29・012締め切りは丞週なんです。

らいねん　来年
　　　seg．02・050塞笙は，大学院を受けるんですか。

らしい　［助動］

　　　　seg．13・022ちょっとほしい本があるんですが，もう売ってないらしいんですよ。

　　　　seg．34・014それがさ，僕が，場所を間違えたらしい。

ラベ｝，　　　　　　　　　　　　　■
　　　　seg．03・043ラベルはできてるの？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　seg．03・046じゃあ，封筒に入れて，ラベルを貼って。　　　　　　　　　　　　　　　　　b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

られる　［助動］→れる／られる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る



　　　　　　　　　りか　理科

　　　　　　　　　　　　seg．39・012いえ，数学とか醒［とか社会とか，ね。

　　　　　　　　　リスト

　　　　　　　　　　　　seg．03・007で，池田さんはDMのリストを調べてよ。
　　　　　　　　　　　　seg．17・009僕の机の上の山形県のホテルリスト。

　　　　　　　　　　　　seg．23－024あと，その本の参考文献のリストを見ると，もっといろんな本が出て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるでしょう。

　　　　　　　　　りっぱ　立派

　　　　　　　　　　　　seg．14・018立丞な灰皿ねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．31－012立派な字だわ。

　　　　　　　　りゅうがく　留学

　　　　　　　　　　　　seg．08－009ええ，大学の友達がね，イギリスに貿主してるんですよ。

　　　　　　　　りょう　寮

　　　　　　　　　　　　seg。36・019それから，塞が遠くて，大学へ行くだけでつかれてしまいます。

　　　　　　　　りよう　利用

り　　　　seg・°1°15鍍ごwaくださいまして・ありがとうござい牡

か　　　　　りょうきん料金
　～　　　　　　　　　　seg．15・006杢と全の35％を9月5日までに……。

り　　　りょうり料理
　よ　　　　　　　　　seg．05・035ああ，あのインド料理？

　う　　　　　　　　　・eg．・6・・38王さんは，やはり中国waがいちばん好きですカ㌔

　　　　　　　　　　　　seg．06・040日本魁理と西洋魁理と，どちらが好きですか。　り
　　　　　　　　　　　　seg．06－041それはもちろん日本魁理が好き，と言った方がいいですね。

　　　　　　　　　　　　seg．06・044この次は中華魁理，食べに行きましょうよ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・047え，中華料理を？

　　　　　　　　　　　　seg．10・044王さん，魁理，上手ですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．10・045そうだ，今度は韓国魁理，教えてくださいよ。

　　　　　　　　　　　　seg21・025小川さん，魚の魁理はしないんでしょう。

　　　　　　　　　　　　seg．24・032そうだ，あのビルの中においしいロシア魁理の店があるんです。



るす　留守
　　　seg．05・059ただいま貿宣にしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4



　　　　　　　　れい　礼

　　　　　　　　　　　　seg．14・029お礼の……，あ，手紙ですか。

　　　　　　　　れい　例

　　　　　　　　　◇れいの

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……私の例⊆≧論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　れいじょう　礼状

　　　　　　　　　　　　seg．14・027お継は，出したの？

　　　　　　　　　　　　seg．14・028お継？
　　　　　　　　　　　　seg．14・044じゃあ，すぐにお圭迷，書きます。

　　　　　　　　れきし　歴史

　　　　　　　　　　　　seg．36－008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　　　　　　レストラン

　　　　　　　　　　　　seg．12DIOええと，レストランは山の向こうに4軒あります。

　　　　　　　　　　　　seg．12－013レストランって，どちらですか。

れ　　　レタス
　い　　　　　　　　　seg．09・014たら，たまご，小麦粉，ビーフン，とり肉，レタス，プチトマト。

　～

　　　　　　　　レポート
れ

　　　　　　　　　　　　seg．16・010ええっと，レポートを書いたり，資料を作ったり。
ん
ら　　　　　れる／られる　［助動］

　　　　　　　　　1．受け身を表す。　く

　　　　　　　　　　　　seg．13－042金曜は，内田先生のお宅に招待さ匹てるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39－009ええ。……教育には，必ずことばが使われるでしょう。

　　　　　　　　　2．可能を表す。

　　　　　　　　　　　　seg．12・006お昼は，一応ここで食べられるんですが。

　　　　　　　　　　　　seg．12－009もう少し落ち着いて食べられるところはありませんか。

　　　　　　　　　　　seg．12’021えさをやるところが見られるんです。

　　　　　　　　　　　seg．33・040食べ一E｝．91Lないんですか。

　　　　　　　　　　　seg．37・007まだ，起き巫ないんですか。

　　　　　　　　れんらく　連絡

　　　　　　　　　　　seg．06－050今度，連巡します。

　　　　　　　　　　　seg．15・028それからバス会社に連超します。



ろく　六

　　　seg．05・037旦時に新宿でいかがでしょうか。

　　　seg．05・040旦時ね。

　　　seg．17・0359月2」Σ日，美香誕生日。

　　　seg．17・036旦時，四谷ミステイ。

　　　seg。26・0105，上本ぐらいですね。
　　　　seg．28’031　10，　9，　8，　7，　旦，　5，　・・・…

　　　seg．36・003ええ，みなさんは，それぞれ大学に入学して，旦ヵ月たったわけです

　　　　　　　　　が，大学の生活はいかがでしょうか。

ろっぴゃく　六百

　　　seg．09・021はい，旦10円のお返しになります。

うんぷん　論文
　　　seg．29－006ええ，これ，教育学部の麸集に出そうと思うんです。

　　　seg．38・011ええ，……私の例の趨ζもね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん



　　　　　　　　わ　［終助］

　　　　　　　　　　　　seg．04・037パチャリーさん，顔が赤いΩね。

　　　　　　　　　　　　seg．04・041熱があるむ。

　　　　　　　　　　　　seg．06・054とっても楽しかった並。

　　　　　　　　　　　　seg．14・005あら，わたし行ったことがない並。

　　　　　　　　　　　　seg．14・022灰皿には，ちょっと深すぎる並ね。

　　　　　　　　　　　　seg27・027日本人だってわかんない並よ，そんなの。

　　　　　　　　　　　　seg．31・012立派な字だ並。

　　　　　　　　　　　　seg．37・023あ，こっち，おいとく並ね。

　　　　　　　　わあ

　　　　　　　　　　　　seg．08・020×2あ，いいですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．10－038⊇，すごい。

　　　　　　　　　　　　seg21・001　ま≡Lk≧。

　　　　　　　　　　　　seg．26・007遮，しめて，しめて。

　　　　　　　　　　　　seg．40－024わあ一。

　　　　　　　　ワープロ

　　　　　　　　　　　seg．16・003ワープロですか。

　　　　　　　　　　　seg．16・023ワープロでハングルはねえ。

　　　　　　　　　　　seg．16・024パソコンにワープロソフトを乗っける形なら，使えるのがあるかもし

　　　　　　　　　　　　　　　　　れませんけど。

　　　　　　　　　　　seg．16・027ワープロのソフトウェアですね。
わ　　　　　　seg・・6・・28パソコンの上でワープ・ソフトを走らせるわけですけど・

　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日　～

わ　　　　　　seg．、⑭37聾舞㌻蒜プ器♂；こξ㌫三㍊蒙せて使うわけですtab

か
る　　　ワイン

　　　　　　　　　　　seg．18・004あ，キウィのワインがある。

　　　　　　　　わかい　若い

　　　　　　　　　　　seg．17・037いいなあ，萱巳人は。

　　　　　　　　　　　seg．33－011萱巳人は，あんまりいないかなあ。

　　　　　　　　　　　seg．33・015今の主人が中年になったら，どうなるのかな。
　　　　　　　　〈わかさ〉　→睡］さ

　　　　　　　　　　　　seg．28・008ああ，麸≦がない！

　　　　　　　　わかる　分かる

　　　　　　　　　　　seg．04－027それじゃ，クレイグさん，わからないことは，みなさんにきいてくだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　さいね。

　　　　　　　　　　　seg．08・004すぐにわかりました？

　　　　　　　　　　　seg．16－031ううん，ちょっとわかりませんから，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　　　seg．17・006ファックスの使い方，よくわからないんですが。

　　　　　　　　　　　seg．18・024まだわからないよ。

　　　　　　　　　　　seg．18・026そのあと，どこへ行くことになるかわからない。

　　　　　　　　　　　seg20・002その日は友達のいえに泊めてもらうつもりでしたが，道がわからなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　なってしまいました。

　　　　　　　　　　　seg23・005はい，何かわかりやすい本はないでしょうか。

　　　　　　　　　　　seg．23・006アジアからの輸入についてわかりやすく書いた本。……

　　　　　　　　　　　seg．27・027日本人だってわかんないわよ，そんなの。



　　　　seg．29・009ええ……，いいですけど・・…・，僕は教育のこと，わからないからなあ。

　　　　seg．36・011わからないよねえ。

　　　　seg．36・032さあ，それはよくわかりません。

　　　　seg．39－013数学を教えるときに，どんなことばで説明すればいいか，どんなふう

　　　　　　　　　に表現すればわかりやすいか，といったことです。

　◇「わかりました」の形で，応答に用いる。

　　　　seg．05・012わかりました。

　　　　seg．05・056わかりました。

　　　　seg．15・031わかりました。

　　　　seg．27・022はい，わかりました。

　　　　seg．29・038……わかりました。

　　　　seg．37・017わかりました。

わかれる　分かれる

　　　　seg．19・011みんなで話すより，グループに分坐て意見をまとめたらどうでしょ

　　　　　　　　　うか。

わけ

　◆～わけだ／～わけです

　　　　seg．16・028パソコンの上でワープロソフトを走らせるわけですけど。

　　　　：：：1：：：議が羅璽是驚鷲繕麟曇　■

　　　　seg・38’・・5‡㌶㌶襟；譜れ　　　　　款

わしょく和食　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
　　　　seg．12’011池田さん，タコ焼きって，亜食ですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　seg・12’°12腿？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ

わすれもの忘れ物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た
　　　　seg．30－024忘れ物はないの？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

わすれる　忘れる
　　　　seg．09・017何か塾た物はない？
　　　　seg．15・008忘匹てました。

　　　　seg．15－014あのう，徳島のホテルに予約金を払うのを忘並まして，

わたくし　私　→國ぼく，わたし

　　　　seg．02・040わたくし，教育行政の王と申します。

　　　　seg．36・005あ，わたくしですか。

わたし　私→國ぼく，わたくし
　　　　seg．02・035私も，南海で助手をしてるんですよ。

　　　　seg．04・043先生，愁が。

　　　　seg．06－032じゃあ，わたしは梅にします。

　　　　seg．06－046そうだ，わたしが作りますから，食べにきてください。

　　　　seg．08・003いいえ，愁も今来たところですから。

　　　　seg．08・019亙は，大晦日からバリ島へ泳ぎに行くんです。

　　　　seg．08・028私はインドネシアですから，父と母をよろしくね。

　　　　seg．12・031わたし，ちょっと遠慮します。

　　　　seg．12・033わたし，船に弱いんです。



　　　　　　　　　　　　seg．13・020　U」田さん，わたしも相談していいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．14・005あら，わたし行ったことがないわ。

　　　　　　　　　　　　seg．14・023わたしも，茶わんを作りました。

　　　　　　　　　　　　seg．17・005今，わたししかいないんです。

　　　　　　　　　　　　seg．19－007わたしは，歌が下手ですから，ボーリングの方がいいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・037わたしはその水族館へ行ったことがありますから，もういいです。

　　　　　　　　　　　　seg21・046わたしも，早くイルカといっしょに泳げるようになりたあい。

　　　　　　　　　　　　seg．21・048あ，わたし，最近ダイビングを習ってるの。

　　　　　　　　　　　　seg．21・055わたしが行ってるスクール，紹介しましょうか。

　　　　　　　　　　　　seg．24・011亙は最後まで後藤先生に習いたい。

　　　　　　　　　　　　seg．29・030だけど，型もあしたの朝までに出さなければならないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．31・033愁には，やはり仮名がむずかしいんです。

　　　　　　　　　　　　seg．32・016私もです。

　　　　　　　　　　　　seg．34・012私も2，3分遅れたけど，1階の入り口で待ってたのよ。

　　　　　　　　　　　　seg．34・023わたしもね，

　　　　　　　　　　　　seg．36’020わたしの下宿はね，

　　　　　　　　　　　　seg．37・033わたし，全然気が付かなかった。

　　　　　　　　　　　　seg．38・011ええ，……型の例の論文もね，読んでくださって，これは非常におも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しろい，いい観点だって，励ましてくださったんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．38・017わたしはね，国へ帰ったら，学校の先生たちのために研修のシステム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を作りたいんです。

　　　　　　　　　　　　seg．39・022わたしも残念ですけど，……でもね。

　　　　　　　　　　　　seg．40・030わたしと付き合うのは骨が折れるでしょ。

莞　◇わた1蕊懸器：麟5ぽ當まi－・

　し　　　　　　　　seg・33・032……でも，わたしたちは，アルバイトだから．

膓　わたる蕊。2＿わたつちゃ＿。う、，、。

る　　　　　　　・eg．08・025こういうとき，日本人はわたりませんね．

い
　　　　　　　　わりに　割に

　　　　　　　　　　　　seg．03・064ああ，艶三早かったな。

　　　　　　　　　　　　seg．21・017わりに大きくって，銀色で，しっぽの方に黄色い線がある。

　　　　　　　　わるい　悪い

　　　　　　　　　　　　seg．06・028でも，塾ですねえ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・037まるで恥夢みたいですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．33・036ちょっとお，、酌ような気がして。

　　　　　　　　　◇きもちわるい
　　　　　　　　　　　　seg．21・033だって，魚の目って，気持ち悪いんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．33・042なんか，気持ち悪くて。

　　　　　　　　　◇わるいけど

　　　　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。



を　［格助］

　1．動作の対象を表す。

　　　　seg．03・013まず，ここにこのスタンプ査押してください。

　　　　seg．05・025桜井さん亘お願いします。

　　　　seg．07・005挽肉ヱ買いました。

　　　　seg．10・006じゃあ，ぼく，野菜亘切ります。

　　　　seg．15・001池田さん，徳島のホテル，予約ヱキャンセルしましたか。

　　　　seg．16－010ええっと，レポート査書いたり，資料査作ったり。

　　　　seg．17・004今ね，浅野交通さんにいるんだけど，ちょっと資料圭ファックスして

　　　　　　　　　ほしいんだ。

　　　　seg．23’007う一ん，輸入というと，どんな物亙輸入しているかとか，どうやって

　　　　　　　　　運ぶかとか，いろいろな問題がありますよねえ。

　　　　seg．24’025先生の都合ヱきかなくちゃ。

　　　　seg．39－015それ亙研究していらっしゃったのが，内田先生でした。

以下セグメント番号一文番号のみ

　　　　seg．01・033　　　seg．02’028　　　seg．02・035　　　seg．02・044

　　　　seg．02’050　　　seg．03・007　　　seg．03’046　　　seg．04・019

　　　　seg．05・005　　　seg．05・016　　　seg．05・057　　　seg．05・060

　　　　seg．06・047　　　seg．07・004　　　seg．07・010　　　seg．08・028

　　　　seg．10・011　　　seg．10－030　　　seg．12・018　　　seg。12・021

　　　　ミ§≡≡1≡≡1§§≡≡　　　§ミ≡≡ll≡≡1§ミ§　　　ミ§≡≡1≡≡i§il　　　ミミ≡1；il§ミ；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自

　　　　：19：｝9：：訳　：1：：｛；：⑪翌　9：9：19：：芸　霊1；：器；　　　　　　　　　　　を

　　　　seg．19－040　　　seg．20・OOI　　　seg．20・003　　　seg．20・005

　　　　seg．20・017　　　seg．20・018　　　seg．20・019　　　seg．20・022

　　　　seg．20・025　　　seg．21・048　　　seg．23－003　　　seg．23・008

　　　　seg23・012　　　seg．23・024　　　seg．24・018　　　seg．26・004

　　　　seg．26・005　　　seg．26－006　　　seg．26・013　　　seg．26・018

　　　　seg．26・025　　　seg．26・026　　　seg．29・008　　　seg．31・001

　　　　seg．31－002　　　seg．31－009　　　seg．31・015　　　seg．31・017

　　　　seg．31・025　　　seg。33・004　　　seg．34・014　　　seg．35・005

　　　　seg．36・OOI　　　seg．37・014　　　seg．38－008　　　seg．38・013

　　　　seg．38・014　　　seg．38・017　　　seg．38・018　　　seg．39・004

　　　　seg．39・010　　　seg．39・013　　　seg．39－021

◇省略や言いさしにより，動詞が後に現れない形。

　　　　seg．02－028じゃ，今度，お金2：．……。

　　　　seg．05・005あ，では，その時に詳しいお話亘。

　　　　seg．05－016どうも，お忙しいところ亘。

　　　　seg．06－047え，中華料理宣？

　　　　seg．08・028わたしはインドネシアですから，父と母丘よろしくね。

　　　　seg．14・019あのう，それ，……，ええっと，お花亙……。

　　　　seg．15－006料金の35％亙，9月5日までに……。
　　　　seg．23・008ええ，特に，東南アジアからの輸入品の種類のこと亘。

　　　　seg．23・012できるだけ新しいの亘……。

　2．移動を表す動詞と共に用い，移動の場所や起点を表す。

　　　　seg．01・009ああ，それじゃあ，あの角圭右に曲がって，……

　　　　；lil羅鷺；竃ll≧乱漂婿ピ　●



　　　　　　　　ん　［終助］→のだ／のです／の

　　　　　　　　ん　［助動］

　　　　　　　　　　　　seg．07・007花は買いませzl　t。

　　　　　　　　　　　　seg．07・016子供は嫌いではありませムけど，今日は遊びませム。

　　　　　　　　　　　　seg．07・021そこにはいませ五。

　　　　　　　　　　　　seg．08・017ああ，何も予定はありませム。

　　　　　　　　　　　　seg．08・023……車，来ませムね。

　　　　　　　　　　　　seg．08・025こういうとき，日本人はわたりませ五ね。

　　　　　　　　　　　　seg．14・047なんにもありませムけど。

　　　　　　　　　　　　seg．15・022はい，もうしわけありませ五。

　　　　　　　　　　　　seg．16－008いや，別に考えていませム。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませムから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　本語が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　　　　　　　　　seg．16・031ううん，ちょっとわかりませ五から，友達に教えてもらってからにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　　　　seg．19・031たぶん，一人2000円ぐらい集めなければなりませム。

　　　　　　　　　　　　seg．19・038でも他の人は行ったことがありません。

　　　　　　　　　　　　seg24－005へえ，知りませとでした。

　　　　　　　　　　　　seg．26・009ま，そんなにたくさんじゃありませム。

　　　　　　　　　　　　seg．26－027いいえ，ほとんどありませ左ね。

　　　　　　　　　　　　seg．30－013じゃ，もう会えませムね。

　　　　　　　　　　　　seg．31－014うまくいきませムね。

ん　　　　　　seg・33’026社員の人は・なかなヵ’始めませとよねえ・
　l　　　　　　　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませ五けど，日本人の名前とか，歴史の関

Ili　◇一ま麟蹴；㌶わかりませfU・

　　　　　　　　　　　　seg．01・026府中は，止まりませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・011細かいのありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．02・013どなたか，1万円，細かくしていただけませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．12・009もう少し落ち着いて食べられるところはありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．16・020あのう，ハングルが使えるのはありませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・008それで，　U」田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんか。
　　　　　　　　　　　　seg．38・025じゃ，話が済んだら，僕の部屋に来ませんか。

　　　　　　　　ん／んん→ううん，うん／ううん／ん／んん

　　　　　　　　んだ／んです　→のだ／のです／の





あかまつしょう　赤松小
　　（架空。ストーリー1で，赤松小学校の略。）

　　　　seg．01・002あかまつしょうはどこですか。

　　　　seg．01・003あかまっしょう，ですか。

　　　　seg．01・008ええ，ええ，赤松小。

あきこ　亜紀子
　（架空。村井亜紀子。ストーリーIVに登場。深沢良昭の恋人。）

　　　　seg．34・002あ，あのう深沢ですが，亜紀子さん……。

あけみ　明美
　（架空。小川明美。ストーリー皿に登場。山田康浩のガールフレンド。）

　　　　seg．06・006こちらが小川盟差さん。

あさのこうつう　浅野交通
　（架空。ストーリー皿に登場する会社の名。）

　　　　seg．17・004今ね，浅野交通さんにいるんだけど，ちょっと資料をファックスして

　　　　　　　　　　ほしいんだ。

アジア
　（実在。地域名。）

　　　　seg．23・003あのう，日本がアジアから輸入している物のことを調べているんです

　　　　　　　　　　が。

　　　　seg．23・006アジアからの輸入についてわかりやすく書いた本…。

　　　　seg．23・014ええと，「アジアの経済と日本」，現代経済研究所編。

あつこ
　（架空。村井亜紀子の愛称。ストーリーIVに登場。深沢良昭の恋人。）

　　　　seg．28・032あれ，あっこ。

　　　　seg．34’004あっこ？

アデレード
　（実在。地名。）

　　　　seg．24－007アデレードだそうです。

　　　　seg。24・008アデレードって，どこですか。

アメリカ
　（実在。国名。）

　　　　seg．04・010アメリカのサンディエゴから来ました。

　　　　seg．39・006来月からアメリカへ行きます。

　　　　seg，39’019アメリカは，そういう研究が進んでるんですよ。

あらき　荒木
　（架空。荒木智恵子。ストーリーllに登場。王崇梁のホームステイ先の主婦。）

　　　　seg．09・024莚杢です。

イギリス
　（実在。国名。）

　　　　seg．08・009ええ，大学の友達がね，イギリスに留学してるんですよ。

いけだ　池田
　（架空。池田洋子。ストーリーHに登場。旅行会社ヤングトラベルの社員。）

　　　　seg．03・006ええと，池旦さん，それはね，サイモン君に頼んで。

　　　　seg．03・007で，池旦さんはDMのリストを調べてよ。



　　　　　　　　　seg．12・011連里さん，タコ焼きって，和食ですか。

　　　　　　　　　seg．15－001池旦さん，徳島のホテル，予約をキャンセルしましたか。

　　　　　　　　　seg．22・001ええっとお，連旦さん，いらっしゃいます？

　　　　　　　　　seg．22・013池旦さんは，いらっしゃいますでしょうか。

　　　　　　　　　seg．22・015池旦は，今日外へ出ておりますが。

　　　　　　　　　seg．22・019江口さん，サクラツアーズさんなんですけど，池旦さんから聞いてま

　　　　　　　　　　　　　　すか。

　　　　　インド

　　　　　　（実在。国名。）

　　　　　　　　　　　　seg．05・035ああ，あのインド料理？

　　　　　　　　インドネシァ
　　　　　　　　　（実在。国名。）

　　　　　　　　　　　　seg．08－028わたしはインドネシアですから，父と母をよろしくね。

　　　　　　　　うちだ　内田
　　　　　　　　　（架空。ストーリー1で，南海大学助教授。朴海換の指導教官。）

　　　　　　　　　　　　seg．13・042金曜は，　INE9先生のお宅に招待されてるんです。

　　　　　　　　　　　　seg．32・005劃旦先生がね，

　　　　　　　　　　　　seg．32・006旦先生？

　　　　　　　　　　　　seg．32－028蛆先生は，朴さんの指導教官だったんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．32・040旦先生のためにもね，がんばらなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・042あ，印刷のときに見ていただきました……直旦先生に。

　　　　　　　　　　　　seg．32・043査旦先生に……

　　　　　　　　　　　　seg．38・007」亙旦先生が指導なさっていた学生は？

　　　　　　　　　　　　seg．38－010」口旦先生，いい先生だったようですね。

　　　　　　　　　　　　seg．39－015それを研究していらっしゃったのが，」杢岨先生でした。

　　　　　　　　エーティーエー　ATA
　　　　　　　　　（架空。ストーリー皿で，旅行会社ヤングトラベルの取引先の会社名。）

　　　　　　　　　　　　seg．05・051あのう，　ATAのキムさんとの打ち合せですが。

　　　　　　　　　　　　seg．05・058はい，　ATAでございます。

　　　　　　　　えぐち　江口
　　　　　　　　　（架空。江口徹。ストーリー皿に登場。ヤングトラベルの社員。）

　　　　　　　　　　　　seg．03・020江旦君。

　　　　　　　　　　　　seg．05・022あ，ええ，ヤングトラベルの江旦と申しますが，

　　　　　　　　　　　　seg．15・003江旦さん，徳島のホテルの予約金，払ってないの？

　　　　　　　　　　　　seg．15－017ホテルの担当は……，江旦君か？

　　　　　　　　　　　　seg．17・002あ，江旦だけど。

　　　　　　　　　　　　seg．17・003ああ，江旦さん。

　　　　　　　　　　　　seg22・019江旦さん，サクラツアーズさんなんですけど，池田さんから聞いてま

　　　　　　　　　　　　　　　　　すか。

　　　　　　　　エスポワール
　　　　　　　　　（架空。ストーリーllで，喫茶店の名。）

　　　　　　　　　　　　seg．39・002……今，エスポワールにいるんです。

　　　　　　　　エレン
　　　　　　　　　（架空。エレン・ソウザ。ストーリー皿に登場。ブラジル人。）

　　　　　　　　　　　　seg．03・035エレンさん，

　　　　　　　　　　　　seg．05－061ヤングトラベルのエレンです。



　　　　seg．15－030エレンさんは，新しいスケジュール表の用意を頼む。

　　　　seg．27・007エレンさん，お弁当は自分で作るんですか。

おう　王
　（架空。王崇梁。ストーリー皿に登場。南海大学大学院生。中国人。）

　　　　seg．02・040わたくし，教育行政の！と申します。

　　　　seg．06・038王さんは，やはり中国料理がいちばん好きですか。

　　　　seg．09・026あ，至さんがいつもお世話になりまして。

　　　　seg．10・018玉さん，ニンジンはどんなふうに切ります？

　　　　seg．10・0441さん，料理，上手ですねえ。

　　　　seg．29・002ああ，圭さん。

　　　　seg．29・024ああ，王さん。

　　　　seg．32・0411さん，ずっと気になってたんですけど，……いつかの原稿。

　　　　seg．38・0221さん，今日は授業ですか。

オーストラリア
　（実在。国名。）

　　　　seg．24・009オーストラリアです。

おおのちゅうおうびょういん　大野中央病院
　（架空。ストーリー皿に登場する病院の名。）

　　　　seg．06・007一に勤めています。

おがわ　小川
　　（架空。小川明美。ストーリーHに登場。山田康浩のガールフレンド。）

　　　　seg．06・006こちらが4迎明美さん。
　　　　seg．09’027こちら，　LJb2」」⊥さんです。

　　　　seg．09’0284迎と申します。

　　　　seg．10・011坐さん，それ，皮と骨を取って，適当に切ってください。

　　　　seg．10・027㊤旦です。

　　　　seg．21－02542⊥さん，魚の料理はしないんでしょう。

かさい　葛西
　　（実在。地名。）

　　　　seg．19・017墓互です。

　　　　seg．19－034東京駅から電車で10分ぐらいの麺というところにあります。

かなざわ　金沢
　（架空。金沢省二。ストーリーIVに登場。深沢良昭と同室の入院患者。）

　　　　seg．40・005金返さんもお大事に。

かわだ　川田
　（架空。ストーリー皿に登場。南海大学国語学科の教員。）

　　　　seg．13・008ええと，岨先生のゼミ，出たほうがいいでしょうか。

　　　　seg．13・014あ，それじゃ岨先生は3年生のうちに取った方がいいな。

　　　　seg．13・017じゃ，やっぱり岨先生，出ることにします。

かんこく　韓国
　（実在。国名。）

　　　　seg．10－045そうだ，今度は蔓国料理，教えてくださいよ。



　　　　　キム
　　　　　　　（架空。ストーリー皿に登場。ヤングトラベルの取引先ATAの担当者。）

　　　　　　　　　seg．05－051あのう，　ATAの主とさんとの打ち合せですが。

　　　　　クラウディア
　　　　　　　（架空。クラウディア・ロッシ。ストーリー皿に登場。イタリア人。）

　　　　　　　　　seg．12・004クラウディアさん。

　　　　　　　　　seg．22・028クラウディアさん，課長は？

　　　　　　　　　seg．27・010……ねえ，クラウディアさん，

　　　　　　　　クレイグ
　　　　　　　　　　（架空。クレイグ・ホーン。ストーリー1に登場。張玉捧の同級生。アメリカ人。）

　　　　　　　　　　　　seg．04・004こちらは，クレイグ・ホーンさんです。

　　　　　　　　　　　　seg．04－009クレイグ・ホーンです。

　　　　　　　　　　　　seg．04・014クレイグさんは，いつ日本に来ましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・027それじゃ，クレイグさん，わからないことは，みなさんにきいてくだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいね。

　　　　　　　　けいおうたまセンター　京王多摩センター
　　　　　　　　　　（実在。駅名。）

　　　　　　　　　　　　seg．01・017次は，京王多摩センターに止まります。

　　　　　　　　　　　　seg．01・025京王　摩センターです。

　　　　　　　　げんだいけいざいけんきゅうじょ　現代経済研究所
　　　　　　　　　（架空。ストーリー1に登場する出版物の発行所名。）

　　　　　　　　　　　　seg．23・014ええと，「アジアの経済と日本」，　eetwwil1Empii編。

　　　　　　　　ごとう　後藤

　　　　　　　　　（架空。後藤紀子。ストーリー1に登場。張玉捧たちが通う日本語学校の教師。）

　　　　　　　　　　　　seg24’004後睡先生は，外国へ行ってしまうそうです。

　　　　　　　　　　　　seg．24・011私は最後まで後塵先生に習いたい。

　　　　　　　　サイモン
　　　　　　　　　（架空。サイモン・マッコイ。ストーリー皿に登場。オーストラリア人。）

　　　　　　　　　　　　seg．03・003ああ，サイモン君。

　　　　　　　　　　　　seg．03・006ええと，池田さん，それはね，サイモン君に頼んで，

　　　　　　　　　　　　seg．03・009じゃ，サイモンさん。

　　　　　　　　さくらい桜井
　　　　　　　　　（架空。桜井美香。ストーリー皿に登場。江口徹のガールフレンド。）

　　　　　　　　　　　　seg．05・025迷さんをお願いします。

　　　　　　　　　　　　seg．05・027もしもし，迷ですが。

　　　　　　　　サクラツアーズ．

　　　　　　　　　（架空。ストーリー皿でに登場する旅行社ヤングトラベルの取引先会社名。）

　　　　　　　　　　　　seg．22・012サクラツアーズの山内でございますが，

　　　　　　　　　　　　seg22・019江口さん，サクラツアーズさんなんですけど，池田さんから聞いてま

　　　　　　　　　　　　　　　　　すか。

　　　　　　　　さっぽろ　札幌
　　　　　　　　　（実在。地名。）

　　　　　　　　　　　　seg．18－012本社は北海道の，ええと，避で，中野は支店だって。

　　　　　　　　　　　　seg．18・025あの会社に就職したら，たぶん，研修は札岨だろうけど。

　　　　　　　　　　　　seg．30’008実はね，］上幌の本社へ行くことになっちゃったんだ。



　　　　seg．34・035今，避？

サンディエゴ
　（実在。地名。）

　　　　seg．04・010アメリカのサンディエゴから来ました。

　　　　seg．04・021ええ，サンディエゴの日本語学校で勉強していました。

シカゴ
　　（実在。地名。）

　　　　seg．39・007シカゴの近くの私立大学なんですけど，いい先生がいるんです。

しがらき　信楽
　（実在。地名。）

　　　　seg．14・004張さん，夏休みに遜へ行ったんですって。

しこく　四国
　　（実在。地方名。）

　　　　seg．15・012課長，あのう，11Eの旦国ツアーなんですが，

じゆん純
　（架空。荒木純子の愛称。ストーリー皿に登場。王崇梁のホームステイ先の娘。）

　　　　seg．10・024山田さん，麺ちゃんです。

じゅんこ　純子
　（架空。荒木純子。ストーリ’一・llに登場。王崇梁のホームステイ先の娘。）

　　　　seg．10－028挺，ごあいさっは。

しんじゅく　新宿
　（実在。地名。）

　　　　seg．05・0376時に麺亘でいかがでしょうか。

　　　　seg．13・030こっちが麺，こっちが東京。

じんぼうちょう　神保町
　　（実在。地名。）

　　　　seg．13・027ああ，神保町に行けば，たくさんありますよ。

　　　　seg．13・028」一って，どの辺ですか。

すいどうばし　水道橋
　　（実在。駅名。）

　　　　seg．13・029ええっと，水道橋の駅から……歩いて，10分ぐらいですね。

すぎやま　杉山
　（架空。杉山直樹。ストーリーIVに登場。深沢良昭の後輩。）

　　　　seg．25・003尺八伴奏は，商学部3年，靱直樹君です。

た　多
　（バス路線の記号。）

　　　　seg．02・004あ，左，よんにいというのが行きます。

　　　　seg．02・005左，ですか。

　　　　seg．02・007あ，多42ですか。

タイ

　（実在。国名。）

　　　　seg．36・039たとえば，虹はどこにあるか，知ってます？



　　　　　たかまつ　高松
　　　　　　　（実在。地名。）

　　　　　　　　　seg．15・025亘埜ならまだ空いているそうですが。

　　　　　　　　　seg．15－027じゃまず，直室のホテルを予約して。

　　　　　たにやま　谷山
　　　　　　　（架空。谷山治男。ストーリー皿に登場。ヤングトラベル企画課長。）

　　　　　　　　　seg．22－026あのう，企山さん，いらっしゃる？

　　　　　　　　　seg．27・017粂辿くん，どこにいます？

　　　　　　　　たまセンター　多摩センター
　　　　　　　　　　（実在。駅名。「京王多摩センター」の略。）

　　　　　　　　　　　　seg．01・023ええ，多塵塑こ二でしよう。

　　　　　　　　　　　　seg．01・024たません……。

　　　　　　　　ちゅうごく　中国
　　　　　　　　　　（実在。国名。）

　　　　　　　　　　　　seg．02・047土国です。

　　　　　　　　　　　　seg．06・038王さんは，やはり史国料理がいちばん好きですか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・048　EE巨IL茶。

　　　　　　　　　　　　seg．13・050虫」国のお茶は日本でも人気がありますよ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・053史国茶はお好きですか。

　　　　　　　　ちょう　張
　　　　　　　　　（架空。張玉捧。ストーリー1に登場。中国人。）

　　　　　　　　　　　　seg．01－032亟さん，どうしたんですか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・044え，じゃ，窒さん，いっしょに行ってください。

　　　　　　　　　　　　seg．08・016［さん，お正月はどうします？

　　　　　　　　　　　　seg．14・004垂さん，夏休みに信楽へ行ったんですって。

　　　　　　　　　　　　seg．14・046亟さん，晩ご飯用意してありますからね。

　　　　　　　　　　　　seg．24’001ああ，垂さん。

　　　　　　　　　　　　seg．26・024］匡さん，せが高いから，大きい模様の方が似合うんですよね。

　　　　　　　　　　　　seg．31・015亟さん，なにか好きなものを書いてみてくださいな。

　　　　　　　　　　　　seg．36・004それでは，まず壷さん。

　　　　　　　　　　　　seg．36・026その辺，亟さんはいかがですかあ。

　　　　　　　　ちょうふ調布
　　　　　　　　　（実在。駅名。）

　　　　　　　　　　　　seg。01・028ええと，謹董で乗り換えですね。

　　　　　　　　　　　　seg．01・029調匝ですね。

　　　　　　　　とうきょう　東京
　　　　　　　　　　（実在。地名。）

　　　　　　　　　　　　seg．05－003この次は，いつ亙哀へ。

　　　　　　　　　　　　seg．13・030こっちが新宿，こっちが衷哀。

　　　　　　　　　　　　seg．18・027衷哀にいて。

　　　　　　　　　　　　seg．19・Ol8衷亙駅から電車で10分ぐらいです。

　　　　　　　　　　　　seg．19・034亙哀駅から電車で10分ぐらいの葛西というところにあります。

　　　　　　　　　　　　seg．30・015休みが取れたら，墓哀に帰ってくるよ。

　　　　　　　　　　　　seg．34・037魅なの？

　　　　　　　　　　　　seg．34・038魅だよ。



　　　　　　とうこうぎんこう　東光銀行
　　　　　　　（架空。ストーリー皿に登場する，江口徹のガールフレンドが勤める銀行の名。）

　　　　　　　　　　seg．05・021はい，東光銀行為替部でございます。

　　　　　　とうなんアジア　東南アジァ
　　　　　　　　（実在。地域名。）

　　　　　　　　　　seg．23・008ええ，特に，東南アジアからの輸入品の種類のことを。

　　　　　　どうなんじょうほう　道南情報
　　　　　　　（架空。ストーリーIVに登場する，深沢良昭が就職する会社の名。）

　　　　　　　　　　seg．18・009道南情報。

　　　　　　とくしま　徳島
　　　　　　　　（実在。地名。）

　　　　　　　　　　seg．15・001池田さん，1墜島のホテル，予約をキャンセルしましたか。

　　　　　　　　　　seg．15・003江口さん，］魑のホテルの予約金，払ってないの？

　　　　　　　　　　seg．15・014あのう，速島のホテルに予約金を払うのを忘れまして，

　　　　　　　　　　seg．15・024速島はもういっぱいのようです。

　　　　　　　　　　seg．15・036実は，11月の速量のことなんですが，

　　　　　　なおき　直樹
．　　　　　　　　（架空。杉山直樹。ストーリーIVに登場。深沢良昭の歌の伴奏をする後輩。）

　　　　　　　　　　seg．25・003尺八伴奏は，商学部3年，杉山直撞君です。

　　　　　　なかの　中野
　　　　　　　　（実在。地名。）

　　　　　　　　　　seg．18－011　EELsEの方。

‘　　　　　　　　　seg．18・012本社は北海道の，ええと，札幌で，虫野は支店だって。

　　　　　　なんかい　南海
　　　　　　　　（架空。ストーリーllに登場する，王・山田・朴が所属する大学の名。）

　　　　　　　　　　seg．02・003すいません，このバスは魎大学へ行きますか。

‘　　　　　　　　　seg．02・032あのう，画垂大学の方ですか。

　　　　　　　　　　seg．02・035私も，随で助手をしてるんですよ。

　　　　　　なんぶうしおいうた　南部牛追唄→うた
　　　　　　　　（実在。民謡の曲名。）

　　　　　　　　　　seg25・002曲は，南部牛追唄。

　　　　　　にっこう　日光
　　　　　　　　（実在。地名。）

　　　　　　　　　　seg．19’021わたしたちは，且光へ行くのがいいと思います。

　　　　　　　　　　seg．19－022旦光には有名な神社があります。

　　　　　　　　　　seg．19・027雨が降ったら，且光でボーリングをしましょう。

　　　　　　　　　　seg．19・028旦光は，かなり遠いんじゃないかと思いますけど。

　　　　　　　　　　seg．19・040まず，旦光へ行きたい人は，手を上げてください。

　　　　　　にほん　日本

　　　　　　　　≡羅§運三鷲㌻⊇　　　●

　　　　　　　　　　seg．04・025あのう，旦杢の大学に入りたいです。



　　　　　　　　　seg．06・040旦杢料理と西洋料理と，どちらが好きですか。

　　　　　　　　　seg．06・041それはもちろん旦杢料理が好き，と言った方がいいですね。

　　　　　　　　　seg．13・050中国のお茶は旦杢でも人気がありますよ。

　　　　　　　　　seg．23－003あのう，旦杢がアジアから輸入している物のことを調べているんです

　　　　　　　　　　　　　　が。

　　　　　　　　　seg．23－014ええと，「アジアの経済と旦杢」，現代経済研究所編。

　　　　　　　　　seg．26・036旦杢文化，勉強してください。

　　　　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，旦杢の大学生は，外国のこと，あまり知らないん

　　　　　　　　　　　　　　じゃないかと思いますね。

　　　　　　　　　seg．39・023……また旦杢にも来ますよ。
　　　　　　　　　◇にほんご→睡1ご

　　　　　　　　　　　　seg．04・019今まで，どこで日本語を勉強していましたか。

　　　　　　　　　　　　seg．04・021ええ，サンディエゴの日本語学校で勉強していました。

　　　　　　　　　　　　seg．16・030ええ，日本語のワープロは日本語しか使えませんから，ハングルと日

　　　　　　　　　　　　　　　　　杢董が使えるワープロのソフトをパソコンに乗せて使うわけですね。

　　　　　　　　　　　　seg．19・006日本語の勉強になります。

　　　　　　　　　　　　seg．21・034あ，あれ，日本語で何と言いますか。

　　　　　　　　　　　　seg．23・010日本語でいいんですね。

　　　　　　　　　　　　seg27・016だけど，日本語はこれしか知らないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg29－008それで，　d」田さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・010いえ，日本語としておかしいところだけでいいですから。

　　　　　　　　　◇にほんじん

　　　　　　　　　　　　seg．08・025こういうとき，日本人はわたりませんね。

　　　　　　　　　　　　seg．27－027日本人だってわかんないわよ，そんなの。

　　　　　　　　　　　　seg．36・008そんなにむずかしくはありませんけど，日本人の名前とか，歴史の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係のことばとか，

　　　　　　　　　　　　seg．36・022ん一，日本人の大学生は，授業が終わると，すぐに帰ってしまって，

　　　　　　　　バク　朴
　　　　　　　　　（架空。朴海換。ストーリー・llに登場。南海大学大学院生。韓国人。）

　　　　　　　　　　　　seg．21・026赴さん！もう。

　　　　　　　　　　　　seg．32・002赴です。

　　　　　　　　　　　　seg．32・0191！1）さんに聞いていただけますか。

　　　　　　　　　　　　seg．32・024赴さん，お疲れさま。

　　　　　　　　　　　　seg．32・026狂さんは，ゆうべから寝ていないんですよ。

　　　　　　　　　　　　seg．32・028内田先生は，赴さんの指導教官だったんですね。

　　　　　　　　　　　　seg．32・038赴さん，元気出して。

　　　　　　　　　　　seg．38・008他の先生方が見てくださるそうですけど，赴さんなんか，すっかり元

　　　　　　　　　　　　　　　　　気をなくしてしまって。

　　　　　　　　　　　seg．38・023いえ，赴さんが話があるっていうんで。

　　　　　　　　　　　seg．39’OOI山田さん，……ええと，赴さんの話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

　　　　　　　　　　　seg．39・004赴さんはね，この大学をやめるって言うんです。

　　　　　　　　　　　seg．39・008赴さんのテーマは，どんなことでしたっけ。

　　　　　　　　　　　seg．39・020赴さんに会えなくなると，寂しいなあ。

　　　　　　　　はしもと　橋本

㊥　懲：1；㌶鄭麟㌶魅でs．。



パチヤリー
　（架空。パチャリー・ラタナーワン。ストーリー1に登場。張玉捧の同級生。タイ人。）

　　　　seg．04・031パチャリーさん，大丈夫？

　　　　seg．04・035先生，パチャリーさんは病気だと思います。

　　　　seg．04・037パチャリーさん，顔が赤いわね。

　　　　seg．36－013それでは，パチャリーさんはいかがですか。

　　　　seg．36・038パチャリーさん，どうぞ。

はやし　林
　（架空。ストーリーllに登場。南海大学教育学部教授。）

　　　　seg．38－006ええ，埜教授がなさるそうです。

バリとう　バリ島
　（実在。地名。）

　　　　seg．08－019わたしは，大みそかからバリ島へおよぎに行くんです。

ハワイ
　（実在。地名。）

　　　　seg．05・0091日からハワイへ出張で，5日に帰ってきますので，6日の木曜日は

　　　　　　　　　　いかがですか。

ふかざわ　深沢
　（架空。深沢良昭。ストーリーIVに登場。村井亜紀子の恋人。）

　　　　seg．25・001次は，経済学部4年，遺区良昭君。

　　　　seg．28・010齪先輩ですか。

　　　　seg．28・018遮区先輩，北海道の会社ですってえ？

　　　　seg．34－002あ，あのう遮ですが，亜紀子さん……。

　　　　seg．37－014　i璽区さん，明日，もう一度検査をしますから，午前中に。

　　　　seg．40・006遮区さん，うらやましいよ。

　　　　seg．40・010あ，1狸区さん，おうちの方はいらっしゃらないんですか。

ふちゅう　府中
　　（実在。駅名。）

　　　　seg．01・026亙史は，止まりませんか。

　　　　seg．01・027あ，亙史は方向が違いますよ。

ホーン
　（架空。クレイグ・ホーン。ストーリー1に登場。張玉捧の同級生。アメリカ人。）

　　　　seg．04・004こちらは，クレイグ・ホーンさんです。

　　　　seg．04・009クレイグ・ホーンです。

ほっかいどう　北海道
　　（実在。地名。）

　　　　seg．18・012本社は北海道の，ええと，札幌で，中野は支店だって。

　　　　seg．18・023……北海道，行っちゃうんですか。

　　　　seg．28－018深沢先輩，北海道の会社ですってえ？

　　　　seg．28・022いっしょに北海道行きたいでしょう。

ミーチヤ
　（架空。ストーリー一　1に登場。張玉捧の同級生。ロシア人。）

　　　　seg24・012ミーチャさん。

　　　　seg．24－013もう，ミーチャさんたら，声が大きいんだから。



　　　　　みか　美香
　　　　　　　（架空。桜井美香ζストーリー皿に登場。江口徹のガールフレンド。）

　　　　　　　　　seg．05・028美査さん？

　　　　　　　　　seg．17・0359月26日，美査誕生日。

　　　　　ミスティ
　　　　　　　（架空。ストーリー皿に登場するレストランの名。）

　　　　　　　　　seg．17・0366時，四谷ミスティ。

　　　　　むらい　村井
　　　　　　　　　　（架空。村井亜紀子。ストーリーIVに登場。深沢良昭の恋人。）

　　　　　　　　　　　　seg．34・001はい，坐でございます。

　　　　　　　　やまうち　山内
　　　　　　　　　　（架空。山内孝雄。ストーリー皿に登場。サクラツアーズ社員。）

　　　　　　　　　　　　seg．22・012サクラツアーズの」⊥直でございますが，……

　　　　　　　　やまがた　山形
　　　　　　　　　　（実在。県名。）

　　　　　　　　　　　　seg．17・009僕の机の上の岨県のホテルリスト。

　　　　　　　　やまだ　山田
　　　　　　　　　　（架空。山田康浩。ストーリーllに登場。王崇梁の友人。南海大学国語学科助手。）

　　　　　　　　　　　　seg．02－038国語学科の岨と言います。

　　　　　　　　　　　　seg．09・025はじめまして，岨と申します。

　　　　　　　　　　　　seg．10－024岨さん，純ちゃんです。

　　　　　　　　　　　　seg．10・025岨です。　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　seg．13・003岨さん，あのう，……

　　　　　　　　　　　　seg．13・020岨さん，わたしも相談していいですか。

　　　　　　　　　　　　seg．13・052ところで，岨さんは？
　　　　　　　　　　　　seg．21・052岨さんも，ダイビング習わなくちゃ。

　　　　　　　　　　　　seg．29・001岨さん。

　　　　　　　　　　　　seg．29－008それで，岨さん，日本語の間違っているところをなおしていただけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ませんか。

　　　　　　　　　　　　seg．29・023岨さあん。

　　　　　　　　　　　　seg．29－034ええ，岨さんが火曜日って言ったから……。

　　　　　　　　　　　　seg．32・022岨さん，手伝わせてしまって，すいませんでした。

　　　　　　　　　　　　seg．38・001岨さん。

　　　　　　　　　　　　seg．39・001岨さん，……ええと，朴さんの話……できたらいっしょに聞いても

　　　　　　　　　　　　　　　　　　らいたいと思うんですが。

　　　　　　　　ヤングトラベル

　　　　　　　　　　（架空。ストーリーmに登場する，主人公たちが働く旅行会社の名。）

　　　　　　　　　　　　seg．05・022あ，ええ，ヤングトラベルの江口と申しますが，

　　　　　　　　　　　　seg．05・061ヤングトラベルのエレンです。

　　　　　　　　　　　　seg．17・001はい，ヤングトラベル企画課でございます。

　　　　　　　　　　　　seg22・025はい，ヤングトラベル企画課でございますが。

　　　　　　　　よしあき　良昭
　　　　　　　　　　（架空。深沢良昭。ストーリー－rvに登場。村井亜紀子の恋人。）

　　　　　　　　　　　　seg．25・001次は，経済学部4年，深沢基胆君。



よしこ　芳子
　（架空。武田芳子。ストーリー1に登場。張玉捧の保証人の娘。）

　　　　seg．08・011芝壬さん，あそびに行きたいでしょう。

　　　　seg．08・018董壬さんは？

　　　　seg．08・029じゃ，菱圭さんのかわりに，明けましておめでとうございま一す。

　　　　seg．26・026菱壬さんは着物を着ることがありますか。

　　　　seg．36・002やあだ，芝壬さん，それ，なに？

よつや　四谷
　（実在。地名。）

　　　　seg．17・0366時，坐ミスティ。

ロシア
　（実在。国名。）

　　　　seg．24・032そうだ，あのビルの中においしいロシア料理の店があるんです。





　　　　　　　　　　　　　　　巻末資料について

Oあいさつ表現

　『初級編』に登場するあいさつ表現をカテゴリー化して示す。ここでのあいさつ表現とは，

いわゆる（一般的な）あいさっのことばとして定型化・固定化したものにとどまらず、人と会

った時，別れる時，感謝・謝罪等の意を表す場面などで，相手とのコミュニケーションを円滑

に進めていくために用いられる表現とする。

　☆をつけたものは，各カテゴリーの意を表しているだけではなく，同時に，相手に会ってコ

ミュニケーションを始める際にも用いられ，相手との接触を開始する際のマーカーとしての機

能も果たしていると考えられるものである。

　◇がついているものは，各カテゴリーの意を表すと同時に，別れの場面や，コミュニケーシ

ョンを終了する際にも用いられ，相手との接触を終了させるマーカーとしての機能も果たして

いると考えられるものである。

　基本的にその表現を含む一文で示したが，前後の文脈（発話）が，その機能を理解するため

に必要と思われるものに関しては改行し，斜体で補足した。さらに話者の交代がある場合には，

相手の発話を［］内に収めた。

　　　　例：seg．01・019あのう……，’“◆tt’◆’‘’“◆㊨t””◆’t－’◆°tJ◆◆’当該の発話

　　　　　　　　　　【はい？］一“’”吟“’””‘’”一’”“’“”“’‘“tt’‘”相手の発話

つぎは，どこに止まりますか。t‘1’”t‘’当該の発話者による発話

　また，状況の説明が必要な場合は，《》内に記した。機能がわかりにくいものについては，

見出しの下に説明を付した。

O動詞に接続する表現一活用形別一覧一
　語彙・文型表で取り上げた◆◇の表現と，助動詞・補助動詞で動詞に接続するものが，動詞

とどのような形で接続するかを，「辞書形」「て形」「ます形」「た形」「仮定形」「ない形」の順

に示した。

O可能の動詞
　以下の3種類を，一覧で提示した。

　　　①五段活用の可能形

　　　②一段活用の動詞に助動詞「れる・られる」が接続した形

　　　③「できる」

　並べ方については，①は可能動詞の活用語尾の音によってア行から順に提示し，②は上一段

活用，下一段活用の順に提示した。

O自動詞
O他動詞
　自他の対応があるものに関しては「を格」をとるものは他動詞，とらないものは自動詞とし

た。経路・起点を表わすものは「を格」をとっていても自動詞に分類した。



あいさつ表現

人に会って，コミュニケーションを始める場面で用いられている表

　　　おはよう／おはようございます

　　　　　　seg．03・001おはようございます。

　　　　　　seg．03－002おはようございます。

　　　　　　seg．03・004おはようございます。

　　　　　　seg．03・005おはよう。

　　　　　　seg．03・019おはようございま一す。

　　　　　　seg．04・001おはようございます。

　　　　　　seg．04・002おはようございます。

　　　　　　seg．38－002ああ、おはようございます。

　　　こんにちは
　　　　　　seg．09・030　こんにちは。

　　　　　　seg．10’026　こんにちは。

　　　　　　seg．10・029　こんにちは。

　　　ごめんください

　　　　　　seg．22・011ごめんください。

　　　失礼します

　　　　　　seg．15・034失礼します。

　　　おじゃまします

　　　　　　seg．09－031　圭Σ麹。

　　　いらっしゃいませ

　　　　　　seg．06・001いらっしゃいませ。

　　　　　　seg．06・011いらっしゃいませ。

　　　　　　seg．08・006いらっしゃいませ。

　　お帰り／お帰りなさい

　　　　　　seg．07・023　圭一。
　　　　　　seg．07・024　まあ，圭避。

　　　　　　seg．10・023　あ，圭遡。

　　　ひさしぶり

　　　　　　seg．09・032お久しぶり。

　　　はじめまして

　　　　　　seg．04・008　はじめまして。

　　　　　　seg．06－008　はじめまして。

　　　　　　seg．09・025はじめまして，山田と申します。



　　　もしもし

　　　　　　seg．05－027もしもし，桜井ですが。

　　　　　　seg．05・045　……もしもし？

　　　　　　seg．32・001　もしもし。

　　　その他

　　　　　　seg．03・048ただいま帰りました。

接触のきっかけとして用いられている表

　　　あのう

　　　　　　seg．01・019　あのう……，

　　　　　　　　　　　　［はい？］

つぎは，どこに止まりますか。

　　　　　　seg．02－001あのう，……。

　　　　　　　　　　　　［はレ㌔］

すいません，このバスは南海大学へ行きますか。

　　　　　　seg．02・009あのう，すいません，おつり，ありますか。

　　　　　　seg．04・012　あのう。

　　　　　　　　　　　　［はレ㌔］

クレイグさんは，いっH本に来ましたカ㌔

　　　　　　seg．13－003　山田さん，≡，……
　　　　　　　　　　　　　《研究室に入ってきた学生が，室内の山田に話しかける。》

　　　　　　seg．31・036あのう……これ，なんて書いてあるんですか。

　　　すみません／すいません
　　　　　　seg．01・001すみません。

赤松小はどこですか。

　　　　　　seg．02・003すいません，このバスは南海大学へ行きますか。

　　　　　　seg．16・035ああ，ちょっとすいません。

　　　　　　　　　　　　これ，ご参考に。

　　　　　　seg．23DO　1すいません，……。

　　　　　　　　　　　　［はレ㌧］

あのう，日本がアジアから輸入している物のことをしらべているん

　　　　　　　　　　　　です坑



コミュニケーションを終わらせ，別れる場面で用いられている表

　　　では／じゃ

　　　　　　seg．02・019　じゃあ。

　　　　　　seg．05D15エ蛙，またその時に。
　　　　　　seg．05・048－1IL＆Z，あとでね。

　　　　　　seg．05・050　じゃあね。

　　　　　　seg．06・052　ユ≧ヒ，また。

　　　　　　seg．16・034⊥≧ヒ，よろしくお願いします。

　　　　　　seg．29・020　じゃあ，ちょっと急ぎますから，これで。

　　　　　　seg．30・029ユ≧な。

　　それでは／それじゃ
　　　　　　seg．05・020それじゃ。

　　　　　　seg．17・031それじゃ。

　　　　　　seg．37・018それじゃ，あたしは。

　　　　　　seg．40－026それじゃ，お大事に。

　　失礼します／失礼しました／失礼いたしました
　　　　　　seg．05－019失礼いたしました。

　　　　　　seg．13－019　⌒：。

　　いってきます
　　　　　　seg．30－028いってきます。

　　おやすみなさい
　　　　　　seg．06－055おやすみなさい。

　　その他
　　　　　　seg．14－041またいつか，おじゃましたいと思います。



感謝の意を表すのに使われる表

　　　（どうも）ありがとう／（どうも）ありがとうございます

　　　　☆　seg．01・015毎度ご利用くださいまして，ありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　《電車の車内アナウンス》

　　　　◇　seg．02・008どうもありがとうございます。

　　　　　　seg．02・020　－。
　　　　　　seg．09－037　－。
　　　　　　seg．14・009　あらあ，どうもありがとう。

　　　　◇　seg．17－029　どうもありがとう。

　　　　　　seg．23・023はい，ありがとうございます。

　　　　　　seg．28・040　ありがとう。

　　　　　　seg．32・013どうもありがとうございます。

　　　　　　seg．32・018　－：。
　　　　◇　seg．37’020　……どうもありがとう。

　　　（どうも）ありがとうございました
　　　　◇　seg．01・014ありがとうございました。

　　　　◇　　seg．01・030　どうも一。
　　　　　　seg．02・022　どうもありがとうございました。

　　　　◇　seg．05・018ありがとうございました。

　　　　＜＞　　seg．09・022　－。
　　　　　　seg．14・035　ええっと……，その節はありがとうございました。

　　　　◇　seg．16・002　どうもありがとうございました。

　　　　◇　seg．16・039　ありがとうございました。

　　　　◇　seg．23’033　どうもありがとうございました。

　　　　◇　seg．36・012　ありがとうございました。

　　　たすかりました

　　　　　　　seg．02甲023　　里⊂。

　　　ごちそうさま／ごちそうさまでした
　　　　　　seg．06・042　ごちそうさまでした。

　　　すみません／すいません
　　　　　　seg．10・005あ，すいません。



お世話になります／お世話になりました
　☆　seg．05・023お世話になっております。

　　　seg．09・026あ，王さんがいつもお世話になりまして。

　◇　seg．40・001いろいろお世話になりました。

　◇　seg．40・018お世話になりました。

どういたしまして
　感謝に対する返答として用いられる。

　　　seg．06・043　どういたしまして。



謝罪の意を表すのに用いられる表

　　　ごめん／ごめんなさい

　　　　☆　seg．08・001あっ，ごめんなさい。

　　　　　　　　　　　待ちましたカ㌔

　　　　　　seg．11・OOIああ，ごめんなさい。

　　　　　　seg．14・020あ，ごめんなさい。

　　　　☆　seg．18・001ごめんなさい。

授業が長くなっちゃって。

　　　　　　seg．22・002あ，ごめん。

　　　　　　seg．30・010・・…・ごめん。

　　　　☆　seg．32・003朝早くごめんなさい。

　　　　　　seg．34・007すぐに電話できなくて，ごめん。

　　　　　　seg．37・032　ごめんなさい。

わたし，ぜんぜん気がっかなかった。

　　　もうしわけありません／もうしわけございません

　　　　　　seg．05・008あ，申し訳ありません。

　　　　　　seg．15・022はい，もうしわけありません。

　　　　　　seg．15・033もうしわけありません。

　　　　　　seg．22・014申し訳ありません。

池田は，今日外へ出ておりますが。

　　　　　　seg．22・033　」圭LL－。

　　　すみません／すいません／すみませんでした／すいませんでした

　　　　　　seg．01・031すみません……。

　　　　　　seg．03・025すいません。

　　　　　　seg．09・010すいません。

　　　　　　seg．13・004あ，すいません。

　　　　　　seg．13・007すいません。

　　　　　　seg．15・018すいません！

　　　　　　seg．16・033すいません。

　　　　　　seg．18・014すいません，ちょっと。

　　　　　　seg．24・015すみません。

　　　　　　seg．29・035すいません。

はっきりことわればよかったですね。

　　　　　　seg．32・022山田さん，手伝わせてしまって，すいませんでした。

　　　失礼いたしました

　　　　　　seg．22・023　　Lいたしました。

　　　　　　㎎噸駅玩失胱はは　　　　●



　　お待たせしました／お待たせいたしました
　　　☆　seg．08・015お待たせしました。

　　　☆　seg．16・001お待たせしました。

　　　　　seg．22－030お待たせいたしました。

　その他
　　　☆　seg．06・003遅くなりました。

ぎらい・励ましの意を表すのに用いられる表

　おつかれさま
　　　☆　seg．30・001お疲れさま。

　　　　　seg．32・024朴さん，お疲れさま。

　ごくろうさま／ごくろうさん
　　　　　seg．03・032　ご苦労さん。

　　　　　seg．03・049あ，ご苦労さま。

　　　　　seg．03・065みんな，ご苦労さま。

　　　　　seg．03・067　S：9twt　　。

　がんばって
　　　　　seg．03・017がんばってね。

　　　◇　seg．30・022お仕事，がんばってね。

　気をつけて
　　　◇　seg．30・026体に気をつけてね。

　お元気で
　　　◇　seg．14’042お元気で，とかね。

　お大事に
　　　　　seg．40・004お大事に。

　　　　　seg．40・005金沢さんも，お大事に。

　　　◇　seg．40－026それじゃ，お大事に。

　その他
　　　　　seg．01・035それは大変でしたね。

　　　　　seg．14・011たいへんだったでしょう？

　　　　　seg．38・004いやあ，いろいろ大変だったでしょう。

　　　　　seg．32・038朴さん，元気出して。



頼の場面で用いられている表

　　よろしく／お願いします／よろしくお願いします
　　　　　seg．03・062　あ，じゃ，よろしく。

　　　　　seg．04・028みなさんも，よろしく。

　　　　　seg．08・028わたしはインドネシアですから，父と母をよろしくね。

　　　　　seg．12’023お願いします。

　　　　　seg．13・035あ，ぜひお願いします。

　　　◇　seg．16－034じゃ、よろしくお願いします。

　　　◇　seg．22－036はい、よろしくお願いいたします。

　　　◇　seg．29－021よろしくお願いします。

　　（どうぞ）よろしくお願いします

　　　初対面の相手と初めて関係を構築する際に用いられる。

　　　　　seg．04・011どうぞよろしくお願いします。

　　　　　seg．04・029よろしくお願いします。

　　　　　seg．04・030よろしくお願いします。

　　　　　seg．09・029よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　●



　その他の表現をここに列挙する。

　　　おめでとう／おめでとうございます

　　　　　　seg．08・029　じゃ，芳子さんのかわりに，明けましておめでとうございま一す。

　　　　　　seg．28・038卒業，おめでとう。

　　　　　　seg．40・002おめでとう。

　　　いただきます

　　　　　　seg．10・040いただきま一す。

　　　　　　seg．14・003いただきます。

　　　かしこまりました
　　　　店員が客に対して用いる。

　　　　　　seg．06－015　かしこまりました。

　　　　　　seg．06・035　かしこまりました。

　　　少々お待ち下さい
　　　　店や職場などで，客や外部の者に対して用いられる。

　　　　　　seg．05・026はい，少々お待ちください。

　　　　　　seg．22・018少々お待ちください。

　　　　　　seg．22・027ええ，少々お待ちください。

　　　失礼ですけど・悪いけど
　　　　プライベートな事柄に関して質問したり，言いにくいことを言う際の前置きとして

　　　　用いられる。

　　　　　　seg．02・046失礼ですけど，お国は？

　　　　　　seg．36・033でもね，悪いけど，日本の大学生は，外国のこと，あまり知らない

　　　　　　　　　　　んじゃないかと思いますね。

　　　よかったら／よろしかったら
　　　　勧誘の前置きとして用いられる。

　　　　　　seg．02・014あのう，これ，よかったらどうぞ。

　　　　　　seg．12－003　よろしかったら，こちらへ。

　　　どうぞ

　　　　　　seg．02－014あのう，これ，よかったらどうぞ。

　　　　　　seg．02・017　どうぞ。

　　　　　　seg．09－033　さあさあ，どうぞ。

　　　　　　seg．09・038　さ，どうぞ。

　　　　　　seg．12・014あ，どうぞこちらへ。

　　　　　　seg．13・006　どうぞ。

　　　　　　seg．14・002麦茶，どうぞ。

　　　　　　seg23・022　じゃ，こちらへどうぞ。

　　　　　　seg．23－029はい，どうぞ。

　　　　　　seg．28・002　どうぞ。

　　　　　　seg．36・038パチャリーさん，どうぞ。



どうも

　限定的な意味を担わず，その場に応じて様々なニュアンスを表す。

　　　seg．05・016　どうも，お1亡しいところを。

［お世話になっておりますh］

　　　seg。05・024　ああ，　Xt　　。

　　　seg．13・018　已≧。

失礼しまポ

tこれ，ごさんこうに。ワープロソフトは，たとえばこんなのです

　　　　　　　　から。］

　　　seg．16・038　ああ，どうも。

ええっとお，池田さんいらっしゃいます？

　　　　　　　　　〈中略〉
　　　　　　　　　［午前中は、いるは’d）le］

　　　　　　　　　はい。
　◇　　seg．22’009　どうも。

　　　　　　　　　［はい，どうぞ。】

　　　seg23・030　どうも。

　　　seg．32・014この度はエ……。

つまらないものですが
　物の献上の際に儀礼的に用いられる。

　　　seg．09・034あのう，つまらないものですが。

なんにもありませんけど
　食事をふるまう際に儀礼的に用いられる。

　　　seg．14’047なんにもありませんけど。



　　　　　　　　　　動詞に接続する表現一活用形別一覧一

　　　　　　　　　　　　　艦

　　　　　　　　　　　　　　ことがある一…………seg．26・026

　　　　　　　　　　　　　　ことがない・・…………seg．33・010

　　　　　　　　　　　　　　ことができる……’“倫6…’〆seg．19・036

　　　　　　　　　　　　　　ことにするe“ats”’　ts　””‘’　ts　seg．13・017　　　seg．20・004

　　　　　　　　　　　　　　ことになる“’叙’…“蛤泉…’ポ’seg．03・011　　　seg．18・026　　　seg．30・008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つもりだ’”5’”　ff　’’’’””eeseg．08・012　　　seg．20・002

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と一x◆……Pt　“Nt…“－M－°「　一・・“seg．16・029　　　　seg．19・024　　　　seg20・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．20・023　　　　　　seg．21・022　　　　　　seg．23・007

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．23・024　　　　　　seg．33・001　　　　　　seg．33－044

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．36－022　　　　　　　seg．39・020

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　といい…”’Pt　－N－………N－u’seg．28－007

　　　　　　　　　　　　　　　　　　まえに’冑”…邨’“蛤“…’原・”seg．24・018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようf二・v・Pt・uゆPt・…　　。M・u・useg．21・046　　　　　seg．27・021　　　　　seg．31・001

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．31・004　　　　　　seg．38－018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　て形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て）いる…・……・…　seg．02・035　　　seg．03・043　　　seg．03・050

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．04・019　　　　　　　seg．04・021　　　　　　seg．05・034

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．06・007　　　　　　　seg．06・051　　　　　　　seg。07・002

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．07・008　　　　　　　seg．07・020　　　　　　　seg．07・025

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．07－026　　　　　　　seg．08・009　　　　　　seg．11・002

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．11°005　　　　　　　seg．11’006　　　　　　　seg．12’002

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．13・011　　　　　　seg．13・022　　　　　　seg．13・042

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．14・016　　　　　　　seg。15－003　　　　　　seg．15－008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．15・023　　　　　　　seg．15・025　　　　　　　seg．16・008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．20・001　　　　　　seg．20・007　　　　　　seg．20・017

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．20・018　　　　　　　seg．21・027　　　　　　seg21・032

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．21・048　　　　　　　seg．21・055　　　　　　　seg．22・003

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．22・020　　　　　　　seg23・003　　　　　　　seg．23・007

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg23・017　　　　　　seg．23・024　　　　　　seg．24・003

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．29・008　　　　　　　seg．31・035　　　　　　　seg．32・026

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．32・041　　　　　　　seg．33・003　　　　　　　seg．33－024

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．34・012　　　　　　seg．34・027　　　　　　seg．34・033

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．35・009　　　　　　seg．36・016　　　　　　seg．36・021

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．36・031　　　　　　seg．36・039　　　　　　seg．37－026

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．38・007　　　　　　　seg．38・014　　　　　　　seg．39・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．40⇔034

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て）おる…………－seg．05・023　　　seg．05・059　　　seg22・015

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．22・031　　　　　　　seg．27・025　　　　　　　seg．36・006

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て）いらっしゃる……seg．16・007　　　seg．3g・015

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て）ある…………－seg．14・046　　　seg．20－027　　　seg．21DOg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．31・036

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て）おく………・・－e…seg．15・032　　　seg．37・023

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て）いく…………－seg．31009

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（て）くるP・一一…………seg．03・03g　　　seg．05．00g　　　seg．07．001

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．10・030　　　　　　　seg．14・031　　　　　　seg．22・004

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．30・015　　　　　　　seg．37・004



（て）やる・…・………seg．20・019

（て）くれる…………seg．20－005　　　seg．28・00g　　　seg．3g・016

（て）くださる・………seg．28・007　　　seg．38・008　　　seg．38・011

（て）もらう…………seg．15・021　　　seg．16・031　　　seg．20．002
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．20・004　　　　　　　seg．29・027　　　　　　seg．39・001

（て）いただく……・…seg．32・042

（て）いただける……a“seg．02・013　　　seg26－001　　　seg．29・008
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．29・025　　　　　　seg．31・030　　　　　　seg．32・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．39’003

（て）ください　………seg．02・030　　　seg．02・042　　　seg．03・013
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．03・039　　　　　　　seg．04－006　　　　　　　seg．04・027

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．04・044　　　　　　　seg．06－046　　　　　　　seg．06・049

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．10・011　　　　　　　seg．10’017　　　　　　seg．10・033

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．10・045　　　　　　　seg．12・026　　　　　　　seg．14・012

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．17・010　　　　　　　seg．19・040　　　　　　　seg21・011

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．23＾025　　　　　　　seg．23・031　　　　　　seg．26・018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．26・036　　　　　　　seg．27・021　　　　　　　seg．29－022

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．31・015　　　　　　　seg．31・017　　　　　　　seg．31・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．31・022　　　　　　　seg．32－017

（て）ほしい　……・…・seg．17－004

（て）みる・…・………seg．05・034　　　seg．05・057　　　seg．12．026
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．13・032　　　　　　　seg．14’012　　　　　　　seg。15・009

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．18－005　　　　　　seg21－053　　　　　　seg．23・018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．24・027　　　　　　　seg26－025　　　　　　　seg．27・004

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．29・022　　　　　　　seg．31・015　　　　　　seg．31・017

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．31・022　　　　　　　seg。36・001

（て）しまう…………seg．08－024　　　seg．15．016　　　seg．18．002
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．18・023　　　　　　　seg20・002　　　　　　　seg．20・024

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．24・004　　　　　　　seg24・010　　　　　　　seg．27・001

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．28－029　　　　　　　seg．29・004　　　　　　　seg．30・004

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．30・008　　　　　　　seg．31・027　　　　　　　seg．31・028

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．32・022　　　　　　　seg．34・010　　　　　　seg．36・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．36・022　　　　　　　seg．37－004　　　　　　　seg．38－008

（て）い　　　　　　　　　　seg．13・020　　　seg．27・012

ます形

1：：し、く　x◆＃◆xgx◆＃t°噂“t倒t“’seg．06・044　　　　　seg．08・011　　　　　seg．08・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．27・019　　　　　　　seg．34’025

にくる’1”“”＝一“■t°’°戚…seg．06・044　　　seg．08・011　　　seg．08・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．27－019　　　　　　　seg．34－025　　　　　　　seg．02・042

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．06・046　　　　　　　seg．08・026　　　　　　　seg．30－016

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．37・016

そうだ（様態）s’’”e’’’’”se9・18’016　　　se9・37’012　　　se9・40’003

たい；受■－1・…蛤’…－s’’”seg．04’025　　　seg．04・026　　　seg．05・010

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．08・011　　　　　　　seg．11・007　　　　　　　seg．13・024

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．14・041　　　　　　seg．19・004　　　　　　seg．19－040

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．20・016　　　　　　　seg．21・046　　　　　　seg．24・011

なさい＿………．［1｛‖1三｛lilll繋1●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．35・008



　　　　　　　　　　　　　tこくし、　憎Pt・x噂Pt”・ゆx・H・“・・tseg．33・038

　　　　　　　　　　　　　やすい………………seg．23・005　　　seg．23・006　　　seg．39・013

　　　　　　　　　　　　　お～する／お～いたすu’　x◆xseg．04・011　　　seg．04・029　　　seg．04・030

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．05・025　　　　　　seg．06・034　　　　　　　seg．08・015

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．09・029　　　　　　　seg．12・023　　　　　　seg．13・035

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．14・040　　　　　　seg．16・001　　　　　　seg．16・034

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．22・034　　　　　　seg．26・001　　　　　　seg．32・017

　　　　　　　　　　　　　お～ください…………seg．05・026　　　seg．05’060　　　seg．22・018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．22・024　　　　　　seg．22・027

　　　　　　　　　　　　　お～です…………・…seg．18－013

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お～になる’翼’恒’“噂ポ’…“－seg．16・009　　　seg．26・033

　　　　　　　　　　　　　　　　　　た形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（た）ことがあるP・一”……seg．19D37

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（た）ことがない・・……seg．10・014　　　seg．14・005　　　seg。19・038

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（た）ほうがいい一”……seg．04’042　　　seg．05・052　　　seg．06・041

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．13’008　　　　　　seg．13・014　　　　　　seg29・018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（た）り～（た）り…・…seg．16・010　　　seg．19・024　　　seg．34－022

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（た）ところだ・……・－seg．08・003　　　se9．29’026

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（た）ばかりだ・………seg．16・019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（た）らいい…………seg．13－044

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（た）らどう…………seg．19・011

　　　　　　　　　　　　　　　　　膨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（fま）　し、し、　et・・・・・・…　　v・・seg．14・033　　　　　seg．26・012　　　　　seg．32－031

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．39・013

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ば）よかった……・…seg29－036

　　　　　　　　　　　　　　　　　ない形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ない）ほうがいい………一………・seg。40－008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ない）でください／（ない）で……・…seg．02・030　　　seg．06・033

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．31°019

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ない）と……・……・………　……seg．15・021　　　seg．28・029

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（なけれ）ばいけない／（なけれ）ばならない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・031　　　　　　　seg．29－014

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．29・030　　　　　　seg．36・041

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（なく）てはいけない／（なく）てはならない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．08・027　　　　　　seg．14・031

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．15・010　　　　　　seg．21－052

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．24・025

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．32－040

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（なく）ていい／（なく）てもいい……’・seg．27・012

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（なく）なる“eIe’e’”tS　ntSStS’esvs“’一’一”一”－seg．39・020

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ない）ように…一……………・・…seg．31・022



可能の動詞

　あえる　会える゜”一“”s“9”se9・30’013　　　se9・34“039　　　se9・39’020

　っかえる　使えるs’’’”衷…seg・16’020　　　se9・16’024　　　se9・16“030

　いける　行ける…k’’”t－’‘se9・19’013　　　se9・19’019

　かける　書ける’”°’一”°’se9・16’013　　　se9・31’035

　きける　聞ける◆x－v’”’“－Mtseg・13’015

　いただける峯”£’”攻’”2”seg．02・013　　　seg．26・001　　　seg．29’008

　　　　　　　　　　　　　　　seg．29・025　　　　　　seg．31・030　　　　　　seg．32・019

　　　　　　　　　　　　　　　seg．39・003
　およげる　泳げる…・’Pt　t　Pt’seg・21’046

　はなせる　話せるVt’’”　°「　”　Pt　seg・36’024

　よめる　読める◆冶冑“’絹’抗’”seg・29’015

　とれる　取れる’‘’”e昂’’”sseg・30’015

　みられる見られる………seg．12’021

　おきられる起きられる・・…seg．37－007

　たべられる食べられる一…seg．12’006　　　se9・12’009　　　se9・33’040

　できるx”◆x◆s’…籏’“’N－　Pt　－seg．05・063　　　seg．13・024　　　seg．18・021

　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・036　　　　　　　seg．23・012　　　　　　seg．34－007

　　　　　　　　　　　　　　　seg．38・018　　　　　　　seg．39・001



自動詞

　自他の区別については247ページ参照

あう　遭う　　　　　　　あう　会う　　　　　　　あく　開く
あく　空く　　　　　　　　あせる　焦る　　　　　　　あそぶ　遊ぶ

ある　　　　　　　　　　あるく　歩く　　　　　　　いく　行く

いそぐ　急ぐ　　　　　　いらっしゃる　　　　　　いる
うかがう　伺う　　　　　　うごく　動く　　　’　　　　おきる　起きる

おくれる　遅れる　　　　　おちつく　落着く　　　　ヤおちる　落ちる

おどろく　驚く　　　　　およぐ泳ぐ　　　　　　おれる　折れる
おわる　終わる　　　　　　かえる　帰る　　　　　　かかる

かわる　変わる　　　　　　がんばる　　　　　　　　きえる　消える

きまる　決まる　　　　　　きれる　切れる　　　　　　くる　来る

こまる　困る　　　　　　こわれる　壊れる　　　　サボる

さめる　覚める　　　　　　さわる　触る　　　　　　すく

すすむ　進む　　　　　　　すむ　済む　　　　　　　　する

すわる　座る　　　　　　たおれる　倒れる　　　　　たすかる　助かる

たつ　経つ　　　　　　　たりる　足りる　　　　　　ちがう　違う

つかれる　疲れる　　　　つきあう　付き合う　　　　つく　着く

つく　付く　　　　　　　つく　点く　　　　　　　つとめる　勤める

でかける　出かける　　　　できる　　　　　　　　　でる　出る

とおる　通る　　　　　　　とどく　届く　　　　　　　とまる　止まる

とれる　取れる　　　　　なく　鳴く　　　　　　　なくなる　亡くなる

なる　　　　　　　　　にあう　似合う　　　　　ねる　寝る
のぼる　登る　　　　　　　のる　乗る　　　　　　　　はいる　入る

はじまる　始まる　　　　　はしる　走る　　　　　　　はたらく　働く

はなせる　話せる　　　　　ふく　吹く　　　　　　　ぶつかる
ふる　降る　　　　　　　　まがる　曲がる　　　　　　まちがう　間違う

まよう　迷う　　　　　　まわる　回る　　　　　　もどる　戻る
やめる　辞める　　　　　　やむ　　　　　　　　　　ゆく　行く

よっばらう　酔っ払う　　　わかる　分かる　　　　　わかれる　分かれる

わたる　渡る



他動詞

　自他の区別については247ページ参照

あきらめる　諦める　　　　あける　開ける　　　　　　あげる　上げる／挙げる

あげる　　　　　　　　　あつめる　集める　　　　　あらう　洗う

あわせる　合わせる　　　　いう　言う　　　　　　　いたす

いただく　　　　　　　　いれる　入れる　　　　　　うける　受ける

うごかす　動かす　　　　　うたう　歌う　　　　　　　うる　売る

おく　置く　　　　　　　おくる　送る　　　　　　おごる
おしえる　教える　　　　　おす　押す　　　　　　　　おそわる　教わる

おとす　落とす　　　　　　おもう　思う　　　　　　おろす　下ろす

かう　買う　　　　　　　かえす　返す　　　　　　かく　書く／描く

かける　掛ける　　　　　かす　貸す　　　　　　　かりる　借りる
かんがえる　考える　　　　きく　聞く　　　　　　　　きめる　決める

きる　切る　　　　　　　きる　着る　　　　　　　くれる
けす　消す　　　　　　　　ことわる　断る　　　　　　こわす　壊す

さがす　探す　　　　　　さしあげる　差し上げる　　しく　敷く

しめる　締める　　　　　　しらべる　調べる　　　　　しる　知る

しんじる　信じる　　　　　する　　　　　　　　　　そだてる　育てる

たおす　倒す　　　　　　　だす　出す　　　　　　　　たのむ　頼む

たべる　食べる　　　　　つかう　使う　　　　　　つくる　作る
つける　付ける　　　　　　つける　点ける　　　　　　つたえる　伝える

っづける　続ける　　　　　つだう　手伝う　　　　　　とめる　止める

とめる　泊める　　　　　　とる　取る　　　　　　　　なおす　直す／治す

なくす無くす　　　　　なさる　　　　　　　　ならう　習う
ぬく　抜く　　　　　　　ねがう　願う　　　　　　ねかす　寝かす

のこす　残す　　　　　　のせる　乗せる　　　　　のっける　乗っける
のむ　飲む　　　　　　　　はかる　計る　　　　　　　はげます　励ます

はこぶ運ぶ　　　　　　はじめる　始める　　　　　はずす　外す

はなす　話す　　　　　　はらう　払う　　　　　　　はる　貼る
ひく　引く　　　　　　　　またせる　待たせる　　　　まちがえる　間違える

まつ　待つ　　　　　　　まとめる　　　　　　　　みせる　見せる
みつける　見つける　　　　みる　見る　　　　　　　めす　召す
もうす　申す　　　　　　　もちあげる　持ち上げる　　もつ　持つ

やめる　止める　　　　　　やる1　　　　　　　　　やる2
よぶ　呼ぶ　　　　　　　よむ　読む　　　　　　　わすれる　忘れる



形容詞

　　　あかい　赤い　　　　　　　　seg．04・037

　　　あたたかい　暖かい　　　　seg．07・027

　　　あたらしい　新しい　　　　se9・15’030　　　　se9・23’012　　　　　se9°38’018

　　　あつい　暑い　　　　　　　　seg．14・001

　　　あつい　熱い　　　　　　　seg．04・039

　　　いけない　　　　　　　　　seg．37－008

　　　いそがしい　忙しい　　　　se9・05’016　　　　se924’026

　　　いたい　痛い　　　　　　　seg。37・027

　　　うまい　　　　　　　　　　　seg．10・043　　　　seg．31・014　　　seg．31・035

　　　うらやましい　　　　　　　seg．40－006

　　　うるさい　　　　　　　　　　seg．13・002

　　　うれしい　　　　　　　　seg．20・019

　　　おいしい　　　　　　　　　seg．06・037　　　　seg．10・041　　　seg．10－042

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．21－022　　　　　　　seg．21・024　　　　　　seg．24・032

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．33°049

　　　おおい　多い　　　　　　　seg．02－006　　　　seg．16・013

　　　おおきい　大きい　　　　　se9・10’015　　　　se9・17’024　　　se9・21’017

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．24・013　　　　　　　seg．26・024　　　　　　seg．33－004

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．38－021

　　　おかしい　　　　　　　　　seg．03・059　　　　seg．29・010

　　　おしい　惜しい　　　　　　seg．32－036

　　　おそい　遅い　　　　　　　seg．06・003　　　　seg．14・039　　　seg．33・028

　　　おとなしい　　　　　　　　seg・26’021

　　　おもい　重い　　　　　　　seg．14－010

　　　おもしろい　　　　　　　　seg．12・017　　　　seg．21’003　　　se9・38’011

　　　きいろい　黄色い　　　　　se921’017　　　　se9・21’018

　　　くわしい　詳しい　　　　　se9・05’005　　　se9・23‘016

　　　こまかい　細かい　　　　　　seg・02’011　　　　se9・02D13

　　　こわい　　　　　　　　　　seg20・010　　　seg．21・008　　　seg．33－010

　　　さびしい　寂しい　　　　　seg．39‘020

　　　さむい　寒い　　　　　　　se9・07’019　　　　se9・08’014

　　すごい　　　　　　　　　　seg．10－038　　　seg．33・028

　　すずしい・涼しい　　　　　seg・20’009

　　　たかい　高い　　　　　　　seg．06－020　　　seg．06・031　　　seg．13・045

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．26・024

　　　たのしい　楽しい　　　　　se9・06‘054　　　se9・14’038　　　se9・19’024

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．33・017　　　　　　　seg．36・006

　　　ちいさい　小さい　　　　　　seg．09－001　　　　se9・20‘027　　　　se9・31’001

　　　ちかい　近い　　　　　　　　se9・13“002　　　　se9・19’019　　　se9・19’035

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・036　　　　　　　seg．39・007

　　　つまらない　　　　　　　　seg．09・034

　　っめたい　冷たい　　　　　seg・33’044

　　　とおい　遠い　　　　　　　seg．19・028　　　　seg．36・019

　　　とんでもない　　　　　　　seg．27・006



ない　　　　　　　　　　　seg．02・010　　　　seg．02・012　　　seg．09・017

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．10－014　　　　　　　seg．13・023　　　　　　seg．14・005

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．14・048　　　　　　　　seg．14・049　　　　　　　seg．21・030

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．21“031　　　　　　　seg．23・005　　　　　　seg．23・021

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．28－008　　　　　　　seg．28・026　　　　　　seg．30・024

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．33・009　　　　　　　seg．33・010　　　　　　seg．37・025

ながい　長い　　　　　　　seg．06・036　　　　seg．18・002　　　seg26・003

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．26・033

はずかしい　恥ずかしい　　seg．33・005

はやい　早い　　　　　　　　seg．03・064　　　　seg．05・052　　　seg．07・017

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg21・046　　　　　　　seg．28・029　　　　　　　seg．32・003

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．32・034　　　　　　　seg．35・003　　　　　　seg．35・008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．40’029

ひどい　　　　　　　　　　seg．27・003

ひろい　広い　　　　　　　seg．20・005

ふかい　深い　　　　　　　　seg．14・022

ふるい　古い　　　　　　　　seg．23・017

ほしい　欲しい　　　　　　　se9・13’022　　　　se9・17’004

ほそながい　細長い　　　　seg．10’019

まずい　　　　　　　　　seg．15・038

まるい　丸い　　　　　　　se9・21‘044　　　　se9・31’008

むずかしい　難しい　　　　seg．16・022　　　seg．31・033　　　seg．36・007

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．36・008　　　　　　　seg．36・017　　　　　　seg．36・018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．39－017

ゆるい　緩い　　　　　　　seg．31・007

よい／いい　良い　　　　　　seg．02・014　　　　seg．02・016　　　　seg．02・024

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．02・029　　　　　　　seg．02・045　　　　　　　seg．04・042

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．05・010　　　　　　　seg．05・041　　　　　　seg。05・052

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．06－012　　　　　　　seg．06－018　　　　　　　seg．06・023

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．06・041　　　　　　　seg．06・045　　　　　　seg．06－048

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．08・010　　　　　　　seg．08・020　　　　　　　seg．09・004

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．10・004　　　　　　　seg．10－021　　　　　　　seg．10・035

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．12・016　　　　　　　seg．12・024　　　　　　　seg．12⇔025

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．13・001　　　　　　　seg．13・005　　　　　　seg．13・008

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．13・014　　　　　　　seg．13・020　　　　　　seg．13－044

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．13・045　　　　　　　seg．13・046　　　　　　seg．13・049

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．14・007　　　　　　　seg．14・033　　　　　　seg．16－006

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．17・006　　　　　　　seg．17・037　　　　　　　seg．19－005

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・007　　　　　　　seg．19－008　　　　　　　seg．19・012

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・013　　　　　　　seg．19・021　　　　　　seg．19－033

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．19・037　　　　　　　seg．21・045　　　　　　seg．23・010

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．23・015　　　　　　　seg．24・029　　　　　　seg24－030

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．26・012　　　　　　　seg．26・030　　　　　　seg．27－012

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．27・023　　　　　　　seg．28・007　　　　　　　seg．29・003

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．29・007　　　　　　　seg．29－009　　　　　　seg29－010

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．29・018　　　　　　　seg．29’036　　　　　　seg．32－030

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．32・031　　　　　　　seg．33・006　　　　　　　seg．34－006

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．36・032　　　　　　　seg．38・010　　　　　　seg．38－011

よろしし、　　灘雛：：1：1：：81！●



よわい　弱い　　　　　　　seg．12・033

わかい　若い　　　　　　　se9・17司037　　　se9・33’011　　　se9’33’015

わるい　悪い　　　　　　se9・06’028　　　se9・32’037　　　se9’33036

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seg．36・033



形容動詞

　いろいろだ　　　　　　　　seg23・007　　　seg．23・024

　おなじだ　同じだ　　　　　seg．36・030　　　seg．36－030

　かんたんだ　簡単だ　　　　seg．17’008

　きらいだ　嫌いだ　　　　　seg．07・016

　きれいだ　　　　　　　　　seg．07・006　　　seg．19D15　　　seg．19’023

　　　　　　　　　　　　　　　seg．20・008　　　　　　　seg21・012　　　　　　　seg．26・020

　　　　　　　　　　　　　　　seg．26・023
　けっこうだ　結構だ　　　　seg．17・033　　　　seg．22・035

　げんきだ　元気だ　　　　　seg．14’042

　ざんねんだ　残念だ　　　　se9・24’016　　　se9・32’035　　　se9・39’022

　しずかだ　静かだ　　　　　seg．13’001

　しつれいだ　失礼だ　　　　seg・02’046

　じゆうようだ　重要だ　　　seg．38・014

　じょうずだ　上手だ　　　　seg．10・044　　　seg．31－011

　しんせつだ　親切だ　　　　seg．33’020

　すきだ　好きだ　　　　　　se9・06’038　　　se9・06’040　　　se9’31’015

　　　　　　　　　　　　　　　seg．06－041　　　　　　　seg．13・053　　　　　　seg．31－015

　　　　　　　　　　　　　　　seg．33－050
　だいじようぶだ　　　　　　seg．04－034　　　seg．06・021　　　seg．09・016

　　　　　　　　　　　　　　　seg．18・028　　　　　　　seg．19・035　　　　　　seg29－019

　　　　　　　　　　　　　　　seg．31・028　　　　　　　seg．40－012　　　　　　seg．04・031

　　　　　　　　　　　　　　　seg．05－047　　　　　　　　seg．05・055　　　　　　　seg．17・007

　　　　　　　　　　　　　　　seg．40－020　　　　　　　seg．40・034　　　　　　seg．40－037

　だいすきだ　大好きだ　　　seg．07‘011

　たいせつだ　大切だ　　　　seg．38’012

　たいへんだ　大変だ　　　　seg．14・011　　　se9・38’004　　　se9・38’019

　　　　　　　　　　　　　　　seg．01・035
　たのしみだ　楽しみだ　　　seg・05’002

　だめだ　　　　　　　　　　seg．33・039　　　seg．31・013

　てきとうだ　適当だ　　　　seg．10“011

　ハンサムだ　　　　　　　seg．21．050

　プライベートだ　　　　　　seg．33・009

　へただ　下手だ　　　　　　seg・19’007

　へんだ　変だ　　　　　　　se9・21’040　　　se9・33’046　　　se928’004

　べんりだ　便利だ　　　　　seg．07－009

　まっすぐだ　真っすぐだ　　seg・31’008　　　se9・31’009　　　se9・31’018

　むりだ　無理だ　　　　　　seg．05’054　　　se9・29’016

　ゆうめいだ　有名だ　　　　seg・19’022

　　りっぱだ　立派だ　　　　　seg．14・018　　　seg．31・012
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